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建学の精神

理事長水田 清子

21|lt紀を迎えて， ‘tU:界の中の日本というテーマの屯要性は，さらにいちだんと深まって

いくことでしょう。この川際化O)|lt紀を生きる，既かな感性と知1生と，確かな知識，技能

を持つ杓々しい人材を育成するために，城酉国際大学が太平祁に臨む広大なjL|」い廿伶近

の地に誕生いたしました。

房総0)地に出生し，数次にわたる蔵相，自民党政調会長等の要職を歴任し，戦後日本0)

政治経済に少なからす脊与してきた清廉な政治家，故水til：喜男(/)〗学間による人間形成」

という理念を建芹の精神として，学校法人城西大学は1960年代の初めに発足いたしました。

1992年に開学した，新生の城西国際大学は，その建学の精神を共行し，継続してまい

りますが，さらに，〈国際社会の中で生きる人間の人格形成〉を，本学の学間と教育0)|l

標としていきます。

大きく変わっていく時代とともに，大学もまた日々祈たな活『t化を求めなければ，その

役割を果たすことがてきませんが，人間と教育0)）息点は不変です。城西国際大学では杓い

人々が〈学ぶことを通して自己の III能性を発見〉し，〈半直さと公平さ）をふたんの規範

として生きることを目指します。こまかしのないスポーツの世界におけるようなフェアプ

レイの精神をもって，国の内外て，人生という広いフィールトて‘，力いっぱい活動するた

めに，若い人々か育っていく希惰と抱負と魅｝）に満ちた場として，城西国際大学は，これ

から新しい年輪を刻んでいきます。
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はじめに

学生便覧は，つつがなく学生生活を送るための道しるべです。高等

学校時代とはちがい，主体性をもって自主的に行動しなければなら

ず，とまどうことも多いと思います。大学のしくみはどうなっている

のか，単位はどのように修得するのか，休むときはどうしたらいいの

か，課外活動は，下宿は，経済上の問題など，次々に疑問が浮かんで

きます。そのような時，この学生便覧は一つの方向を示してくれるこ

とでしょう。あらかじめー読し，大学生活をより充実して過ごすこと

ができるように役立ててください。

また，輝ける城西国際大学の新入生諸君を迎えるにあたり，この学生便覧に盛り込んである内

容を，直接ことばで説明するとともに，諸君一人ひとりの質問に応える，次のような機会や制度

を用意しております。

1. フレッシュマン・セミナー

フレッシュマン・セミナーは，自然の中で教員と学生との交流を図ることを目的として，学科

ごとに一泊二日で実施いたします。たくさんの先生方と出会い，新しい友人と語り合ってくださ

い。詳細については，「フレッシュマン・セミナー要項」を参照してください。

2. オリエンテーション

4月1日（木）～ 4月8日（木）の間，学部・学科ごとに実施いたします。なお詳細につきまし

ては，オリエンテーション時に説明いたします。

また， 2年次以降のオリエンテーションでは，専門科目の説明等それぞれの年次において必要

な事項を説明いたしますので，必ず出席してください。

3. アドヴァイザー制度

アドヴァイザー制度とは，皆さんが「国際社会の中で生きる人間の人格形成」という建学の精

神を，具体化していくのを援助するものです。基礎ゼミおよびオフィスアワーを通じて，皆さん

一人ひとりが持っている能力を十分発揮し，個性を伸ばし，キャリアを形成できるように，勉学

上の指導をはじめ大学生活のさまざまな問題に対して，専任教員がアドヴァイスをしてくれます。

なお，具体的なことについては，オリエンテーションにおいて説明いたします。
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教貝研究室
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K 504-505 
K 507-508 

K509 
セミナー室仕

K503 
＇ セミナー室：

------＝ーふ
――'’  

’’ 
K502,j 

’’ 
戸二——-—^-＾=

’’ ’’ K501ご：
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k棟 5階

教員研究室

K601-602 
K 604-605 
K 607-608 
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学生生活のしおり

学 生 証

1. 

2. 

3. 

4. 

．
．
 

5

6

 

学生証は，本学学生であることを証明するものです。通学時には必ず携帯し，本学の教職員

より提示を求められた時は，速やかにこれに応じなければなりません。

学生証は，入学時に交付します。有効期限が過ぎた場合，卒業，退学，除籍等，学籍異動が

生じた場合は，速やかに返還しなければなりません。

学生証は IC チップが搭載され，大変繊細なものです。保管•取扱いには充分に気をつけて

下さい。

学生証には暗証番号（パスワード）機能が備わっており，交付時は全員が一律，「00 0 0」

の番号に設定されております。各自の責任のもと，暗証番号を学生課前にある暗証番号変更

PCで必ず変更して下さい。なお，暗軋播甚を忘れると各種の証明書の発行ができません。

各試験を受ける時は，学生証の提示が義務づけられています。

学生証を紛失， もしくは破損した場合は，「学生証再発行願」を学生課に提出し，申込んで

ください。なお，再発行にはいずれの理由に拘らず1,500円かかります。

学生証のアルファベット記号

学部

学科

学部

学科

経営情報学部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.....B 

経営情報学科・・・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．． I

国際経営学科・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• • B 

サービス経営システム学科…•••T

研 究 生・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・S

科目履修生・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・A

福祉総合学部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・F

福祉経営学科・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・M

福祉文化学科・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・S

人 文 学 部・・・・・・・・・・・・H

国際文化学科・・・・・・・・・・・・L

国際交流学科·………••K 

メディア文化学科……A

薬 学 部・・・・・・・・・ •··P

医療薬学科•………••C 

学生証番号（学生番号）の見方

（サービス経営システム学科）
BT  2004-100 

↓ ↓ ↓ ↓ 
旦旦合 {[ 
子子年 番
部科度 号

0

、

o
l個
人
番
号

ー

‘.＇ノ科
4
 

学営経

O
l入
学
年
度

際
2
国

(
B
l所
属
学
科

B
l所
属
学
部

（経営情報学科）
BI  2004-100 

↓ ↓ ↓ ↓ 
旦旦合 門
子子年 番
部科度 号
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（福祉文化学科）
F S 2004-100 

↓ ↓ ↓ ↓ 
所所入 個
属属学 人
学学年 番
部科度 号

（福祉経営学科）
FM  2004-100 

↓ ↓ ↓ ↓ 
所所入 個
属属学 人
学学年 番
部科度 号

（国際交流学科）
HS  2004-100 

↓ ↓ ↓ ↓ 
所所入 個
属属学 人
学学年 番
部科度 号

。
0
↓

個

人

番

号

ーヽ

1
斗禾
＿
4
 

学ヒ

。
ィ

↓

入

学

年

度

。
文祭

~2 
国

(
L
l所
属
学
科

H
l所
属
学
部

゜
〇
ー
↓
個
人
番
号

ー
）
 
科
一
学

4
↓

入

学

年

度

薬
〇
療
〇
医
2
（
 C
|
↓
所
属
学
科

p

|
↓
所
属
学
部

（メディア文化学科）
HA  2004-100 

↓ ↓ ↓ ↓ 
所所入 個
属属学 人
学学年 番
部科度 号

連絡事項

大学から学生への通知事項等は， すべてマグメディア（電動波動掲示板） または掲示板によっ

てお知らせします。掲示を見落としたために，必要な手続きがとれなかったり，修学に支障をき

たすことが生じることがあります。毎日機会あるごとに各掲示板を注意して見るように心掛けて

ください。

なお，マグメディア及び掲示板の設置場所は下記の通りです。

マグメディア： A棟第一学生ホール前

Bl04教室前

F棟第二学生ホール内

G3棟前

掲 ホ 板： B棟西端BlOl横（学生課）

B棟西端エレベータ隣（教務課，全学科共通，福祉教育センター）

A棟第一学生ホール内（学生課）

Gl棟 1階通路（経営情報学科，国際経営学科，福祉文化学科，福祉経営学科）

G2棟 1階通路（サービス経営システム学科，国際文化学科，学生課，国際文

化教育センター）

G3棟 l階通路（国際交流学科， メディア文化学科）

A棟 l階

L棟 l階

（福祉教育センター）

（医療薬学科）
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授業関係

I 履修申請

1. 履修申請とは，所属する学部・学科のカリキュラムの中から学習すべき授業科目を自ら決

定し，所定の様式に従い学部事務室に提出することによって，自己の学習計画を確立すると

ともに，申請した授業科目について履修する権利を持つことになります。

学年の始めに行われる履修申請の手続きは，非常に重要なものでありこの手続きを怠った

り，誤ったりすることは，その年度の履修が無効になったり，授業を受ける権利を放棄する

ことになります。そのようなことでは進級，卒業にも支障をきたすことになりますので，特

に留意して申請手続きを行ってください。

また，学年の始めには履修についての相談期間を設け，諸君の疑問にお応えします。期間・

場所については，毎年オリエンテーション時にお知らせします。

II 授業時間表

時限 ー II III N ＞
 

時間 Ig :30~11:00 111:10~12:40 113:20~14:50 115:00~16:30 I 16:40~1s:10 

※定期試験等の時間は，変更することがありますので掲示に注意してください。

III 授業時間割表

授業時間割表は，学生便覧の科目群・科目の並び順に表示されています。また，授業を実施

する時期は，＜期間＞の欄に指定されています。

前期 前期セメスターに実施する科目

後期 後期セメスターに実施する科目

通年 1年間通して実施する科目

集中 集中講義期間に実施する授業（補講期間に実施する場合あり）

その他 実習，研修，インターンップ科H

授業時間割は， A·B•C·Dのクラスもしくは学籍番号によって編成されている科目があ

りますので，自分の所属するクラス等を確かめて，履修計画を立てるようにしてください。

ただし，学科共通科目等では，所属クラスに関係なく科目を選択することができます。詳細

については，本便覧に載る学部ごとの「履修の手引と手続き」を参照してください。
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教室番号の見方

教室番号の頭のアルファベットは棟を表し，後の数字で教室番号を表しますので，校地・建物

配置図等を参考にしてください。

N 休

（例） B 1 D 3 

Bは棟番号 1 D 3は教室番号

講

（例） Gl-101

G 1は棟番号 1 0 1は教室番号

担当教員から連絡があり次第，掲示により連絡します。また，始業時刻から30分以上経過し

ても教室に連絡のない場合は，学部事務室まで問い合わせてください。

＊交通機関の運行停止と授業について

交通機関の運行停止（ストライキまたは自然災害などの場合）の際における授業の取扱いは，

JRが始発時運行停止の場合に限り全日休講となりますので，ニュース速報等に十分注意してく

ださい。

v 欠席届

やむを得ぬ事情で授業や試験を欠席した場合は，欠席届に診断書または理由書を添えて学部

事務室で検印を受けた後，授業担当教員に提出してください。なお，欠席届の用紙は学部事務

室窓口に用意してあります。

学籍関係

休学（学則第37条，第38条，第39条，第46条）

病気その他やむを得ない理由により， 3か月以上出席することのできない者は，医師の診断書

または理由書を添え保証人連署のうえ，休学願を学部事務室に提出し，学長の許可を得なければ

なりません。

なお，休学期間は 1年以内とし，引き続き休学を要する者は，改めて願い出ることによって更

に1年，通算2年まで休学することができ，休学期間は在学年数に含みません。なお，休学を許

可された者は，休学期間中の授業料および施設設備費の半額を免除する。

復学（学則第38条）

休学していた者が復学する時は，原則として学期又は学年の始め 1か月前までに，医師の診断

書または理由書を添え保証人連署のうえ復学願を学部事務室に提出し，学長の許可を得なければ

なりません。

また，復学後の科目履修等については，学部事務室の指導を受けてください。

退学（学則第40条）

やむを得ない理由により学業を継続することができないときは，その理由書を添え保証人連署

のうえ，退学願を学部事務室に提出し，学長の許可を得なければなりません。

除籍（学則第47条）

授業料及び施設設備費の納入を怠り，督促を受けてもなお納入しない者は除籍されます。
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再入学（学則第41条）

正当な理由により退学した者が，その理由を解消し学業の継続が可能となった時には，願い出

により再入学を許可されることがあります。

なお，再入学願は学年の始め 1か月前までに，学部事務室に提出しなければなりません。

転部（学則第33条）

転部を希望する者は，学年の始め 2か月前までに，転部受験許可願を学部事務室に提出し，所

属学部長の許可を得て受験することができます。

科目等履修生（学則第54条～第59条）

本学学部における授業の履修を希望する者は，学期又は学年の始め 1か月前までに，科目等履

修生受験願を入試課に提出し，入学の許可を得なければなりません。

研究生（学則第60条～第66条）

特殊な研究に従事しようとする者は，研究生受験願を入試課に提出し，入学の許可を得なけれ

ばなりません。

授業料およぴ施設設備費

I 授業料

1. 年間納入額を前期分および後期分の2期に分割納入してください。なお，大学から納入振

込用紙が， 4月上旬（前期分）および10月上旬（後期分）に送付されますので，必ず所定の

「授業料等納入振込用紙」を使用してください。

2. 授業料負担者は，原則として第一保証人とし，変更がある場合は「授業料負担者変更届」

を経理課に提出してください。

II 施設設備費

毎年度授業料と同時に納入してください。なお，納入振込用紙は「授業料等納入振込用紙」

を使用してください。

III 事情により，授業料および施設設備費の納入に支障をきたす場合には，「授業料延納願」を

経理課に提出し，相談してください。用紙は経理課窓口に用意してあります。なお，学納金が

未納の場合は，当該学期の定期試験を受けられない場合があります。

アドヴァイザー制度

アドヴァイザー制度は，それぞれ担当教員を定め，各担当教員が諸君にいろいろなアドヴァイ

スを行う制度です。諸君の担当教員や詳しいことについては，フレッシュマン・セミナーまたは

オリエンテーションにおいて説明いたします。
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健康管理

健康を保持し，増進させていくことを目的に本部棟1階に医務室があります。怪我をしたとき，

体の調子が悪いときなど，遠慮なく利用してください。利用する場合は，受付用紙が学生課窓口

にありますので，必要事項を記入後，来室して下さい。また，体脂肪計，血圧計も設置してあり

ますので利用して下さい。

I 定期健康診断

本学では毎年4月（前期入学）と11月（後期人学）に定期健康診断（内科検診， X線検査，

身体測定，検尿，聴覚）を実施しており，健康診断の結果は全員に配布します。異常があった

学生は再検在（自費）が必要です。

なお，健康診断を受けなかった場合には，健康診断書の交付ができない事は当然ですが，各

種の奨学金の申請にも支障をきたしますので指定日に必ず受診してください。止むを得ない理

由により受診できなかった学生は，病院もしくは保健所等で発行される健康診断証明書を学生

課に提出してください（この場合は自己負担となります）。

II 遠隔地被扶養者証

医療機関を利用するとき，保険証が必要となりますので，自宅通学以外は在学証明書を自宅

に送り，遠隔地被扶養者証の発行を受け，常に携帯してください。

学生相談室

大学生活をしていれば，困ったこと，解決したいこと，知りたい事などいろいろ出てきます。

そんな時は，あなたの成長のチャンスです。

ぜひ学生相談室をご利用ください。

例えば， ・「対人関係や家族関係で困っている」

・「友人のこと，家族のことで悩んでいる人がいる」

・「気分や体調がすぐれない」

・「意欲がわかない」

・「自分のことを知りたい」

・「今の学科が自分にあってないようだ」

・「進路について自信がない」

・「事故にあった」

・「金銭トラブルにまきこまれた」

・「誰に相談してよいかわからない」

相談したい時は，

斉相談は原則としてf約制です。学生相談室に直接お電話ください。
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〒283-8555千葉県東金市求名 1番地

城西国際大学 学生相談室

TEL 0475-53-2067 

玄開室時間

火曜日・木曜日： 11時から16時30分

玄その他の時間帯；医務室へ相談の申し込みをしてください。

医務室TEL 0475-55-8899 

玄相談室；医務室隣

貨なお，電話・手紙による相談も受け付けています。

貨相談については，プライバシーを尊里し秘密を守ります。

奨学制度

奨学制度には，大学独自の水田奨学生制度，日本学生支援機構およひ地方自治体等の育英資金

かあり，それそれの部署で取り扱っています。

I 水田奨学生制度（学務課）

学校法人城西大学創立者水田三喜男先生の育英の理想を実現するために設けられ，城西国際

大学の建学の精神に則り，優秀な学生の顕彰と，さらなる育成を目的として，成績・人物等優

秀な者を大学院研究科においては，各専攻より 1名，学部においては，各学年・各学科より 1

名を選考し，授業料の一部として年額300,000円の奨学金が授与されます。

II 水田国際奨学金制度（学務課）

学校法人城西大学創立者水田三喜男先生の育英の理想を実現するために設けられた水田奨学

生制度とともに，城西国際大学学生の国際的な勉学を奨励することを目的とします。本学学生

の場合は， JEAP制度による留学，海外からの留学生の場合は，姉妹校またはこれに準ずる大

学からの留学生が対象となり，授業料の一部として 500,000円を上限とし，奨学金が授与され

ます。

III 独立行政法人日本学生支援機構（旧日本育英会）貸与奨学金（学生課）

独立行政法人日本学生支援機構（以下「機構」という。）は独立行政法人日本学生支援機構法

により設立され，優れた学生等であって経済的理由により修学に困難なもののうち，文部科学

省令で定める基準及び方法に従い，これに認定された者に対して貸与されるものです。

学資として貸与する奨学金には，無利息の第一種奨学金と利息付の第二種奨学金（きほう21

プラン）の二種類があり，紗集は 4月の年1回となっています。なお，家計急変等による奨学

金必要者については，緊怠、・応急、での申込みを随時受け付けます。

機構が行う奨学金は学生課て取り扱っており，申込み蒻集案内等の連絡事項はすべて掲示て

行います。また，平成16年度より，人学時特別増額貸与制度や期間保障制度など，新たにでき

た制度や改正された制度なとか多数あります。これについての詳細や，家計，学力などの申込

み条件等については， t,:前に説明会を行いますのて，必すこれに出席して，出願手続きに不備

のないように心かけてドさい。申込概要は以下の通りです。



1. 第一種奨学金（無利息）

(1) 貸与月額

自宅通学者： 53,000円

自宅外通学者： 63,000円

(2) 学力

1年生：高校評定平均が3.5以上

2年生以上：大学における学業成績が1/3以上

2. 第二種奨学金（有利息）

(1) 貸与月額

3, 5, 8, 10万円の中から選ぶことができる。
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（薬学部生は10万円を選択した者に限り， 2万円の増額貸与が受けられます。但し，利

息は別途。）

(2) 利率（毎月変動）

0.7%（平成16年1月，毎月変動）

(3) 学力

1年生：出身学校の成績が平均水準以上であること。

2年生：大学における成績が平均水準であること。

3. 予約採用候補者

予約採用候補者については，大学が指定した期日までに，「進学届・確認書・奨学金振込

口座届」及び「奨学生採用候補者決定通知」を提出してください。期日までに提出しないと，

資格を失うことになりますので注意してください。

4. 「在学届」の提出

高等学校在学中に日本育英会の奨学生であった者は，入学後直ちに「在学届」を学生課ヘ

提出してください。提出しないと，大学在学中の奨学金の返還が猶予されません。

5. 奨学金の貸与と返還

奨学金の貸与は，学生本人の各個人名義銀行口座に日本学生支援機構から直接振込まれ，

返還は卒業後に預貯金口座から自動振替となります。

奨学金は国からの借入金と卒業生からの返還金が主たる財源てす。卒業後の返還金は，後

輩学生の奨学金に循環運用されます。返還の義務を果たして，はじめて奨学金制度が成り立

ちます。

6. 継続について

毎年秋に学資金の貸与生としてふさわしいか否かを判断するために，「継続願」を提出す

ることになっています。成績不良，単位不足，さらには素行不良者は，貸与が停止，または

廃止となることもあります。

N 地方自治体等の奨学金（学生課）

茨城県，福島県等の各都道府県または市長村の奨学金や交通遺児育英会等の奨学金がありま
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す。ただし，これらの奨学金については，大学を通じて募集しないものがありますので，申し

込む場合は早めに窓口に問い合わせてください。

v 留学生への奨学金（国際文化教育センター）

外国人留学生に対し，日本国際教育協会や平和中島財団等の奨学金があります。募集につい

ては，掲示しますので見逃さないようにしてください。

住居関係

自宅から通学できない者は，通学可能なところに「住」を確保しなければなりません。「住」

は学生生活を充実させるために大切な条件です。大学では，通学に便利な環境で勉学条件にかな

ったところを紹介しています。詳しくは学生課に相談してください。

アルバイト

学生は学問に専念し，これを通じて人格形成につとめるべきで，アルバイトに多くの時間をさ

くことは決して好ましいことではありません。しかし，やむを得ないときは勉学にさしさわりの

ない仕事を選びましょう。求人については，学生課の掲示板で紹介しております。

なお，留学生については，資格外活動許可書の交付を受ける義務があります。詳しくは，「留

学生の手引き」を参照して下さい。

施設・用具使用

本学の体育施設・教室は，正課授業および課外活動で使用していますが，時間の許す限り一般

学生にも開放しています。施設や用具を使用するときは，学生課で手続をしてください。

拾得・紛失

学内で物品を拾得・紛失したときは，学生課に届け出て拾得届・紛失届に必要事項を記入して

ください。拾得物は学生課前の拾得物ケースに保管してありますので，学生課に申し出てくださ

し>

゜
また，普段から盗難防止のために，各自の持ち物の保管・管理には十分注意してください。

忘れ物

学内での忘れ物が多いので，持ち物には必ず，学籍番号，氏名を記入してください。なお，忘

れ物は，拾得物ケースに保管してありますので，学生課に申し出てください。

捨得物ケースに溜まった品物については，年3回 (7月， 12月， 2月）処分します。

学用バス

学生・教職員用に東京・蘇我・大網・成東・成田駅等から大学迄，学用バスを運行しています。

＊現金での乗車はできません。バス利用券を事前に経理課の窓口で購入して下さい。
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城西国際大学 シャトルバス

J R東京駅］ 所要時間 1時間10分片道 600円

J R横浜駅］ 所要時間 1時間40分片道 900円

JR木更津駅］ 所要時間 60分片道 500円

JR西船橋駅］ 所要時間 60分片道 400円

J R蘇我駅］ 所要時間 45分片道 200円 二 J l u 

J R大網駅］ 所要時間 25分片道 100円

J R東金駅］ 所要時間 10分片道 100円

J R成東駅］ 所要時間 10分片道 100円

京成成田駅］ 所要時間 50分片道 300円

0各駅発大学行き

時間 東京駅発 横浜駅発 木更津駅発 西船橋駅発 蘇我駅発 大網駅発 東金駅発 成東駅発 成田駅発

07 40 10 ！ 

08 00 10 25・35 15 

09 00 00 10 

10 10・20 30 55 50 

11 20 40 

12 10 45 25 

13 45・55 15 50 

14 40 25 40 

15 00 I 40 

16 05・15 15 05 

17 10 05 

0大学発

時間 東京駅行 横浜駅行 木更津駅行 西船橋駅行 蘇我駅行 大網駅行 東金駅行 成東駅行 成田駅行

08 25 

09 20・30 35 35 

10 00 00 45 

11 15 

12 50 15 I 10・45 45 

13 10 20 00 55 20 00 

14 

15 10・15 10・40 40 05 05 

16 50 50 50 40 50 

17 00 25 l 2ロ18 30 20・30 

※道路状況により，到着時間が遅れる場合があります。
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自動車・オートバイ通学

現在，交通事故は毎日のように発生し，尊い命が奪われています。

事故により学生生活や修学に支障をきたすだけでなく，場合によっては人生全てを変えてしま

います。自動車・オートバイ通学の場合，何時・何処で事故に遭遇するか分かりません。事故を

未然に防ぐ為にも自動車・オートバイ通学ではなく，他の交通手段での通学を心がけましょう。

なお，やむを得ない事情で自動車・オートバイ通学をする者は， ドライバーとしての責任と自

覚を持ち，事故の無い様心掛けて下さい。車輛通学をする場合は，事前に学生課への登録が必要

となります。登録のない場合は，車での通学を認めておりませんので，必ず登録をするようにし

て下さい。登録用紙は学生課窓口にあります。

また，学内への乗り入れは禁止です。指定駐車場（自動車＝第 1•第 2 の 2 箇所学外・有料

オートバイ＝第1の1箇所学外・無料）に駐車する事を義務付けます。

大学周辺道路の違法駐車は，地域住民の方々が大変迷惑しますので絶対に駐車しないで下さい。

違法駐車が発覚した場合，自動車・オートバイ通学禁止及び厳重処罰を下します。

諸届

I 住所変更届

本人・第一保証人・第二保証人の住所を変更したときは，所定の用紙がありますので記入のう

ぇ，速やかに学生課に届け出てください。

II 保証人変更届

家庭の都合で保証人が変わるときは，所定の用紙がありますので記入のうえ，速やかに学生課

に届け出てください。

III 身上異動届

本籍地・姓名を変更するときは，所定の用紙がありますので記入のうえ，速やかに学生課に届

け出てください。

N 学生団体設立

学生が学内において団体を設立するときは，学生通則第6条を参照のうえ学生課に届け出てく

ださい。

その他

I 大学への電話による問い合わせ（行事予定・休講•その他授業及び試験に関することなど）

には一切応じられません。必要のあるときは必ず登校のうえ，掲示により確認するか事務室窓

口に問い合わせてください。

II 大学の機関ではありませんが，学生の厚生援護を目的とする団体に，〈日本学生支援機構〉
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があり，奨学援助，保健診療，厚生会館の運営，管理及び外国人留学生の援助・内外学生の交

流等の事業を行なっています。

（取扱時間） 平日 9 :oo~ 12:30 13:00~ 15:00 

休 日 土曜，日耀，祝日，年末年始

［東京学生生活相談所］ 雨161-0034 東京都新宿区卜落合1-17-1（西武新宿線下落合駅前）

（特別相談，短期貸付等の業務） 合 03-3951-9101

談

付

相

貸

別

期

特

短

•••• 
四 03-3951-9105

合 03-3951-9105

：留学生相談コーナー 合 03-3951-9103

［東京学生住宅相談所］ 雨160-0004 東京都新宿区四谷1-21(JR四ツ谷駅 四ツ谷口 3分）

（特別相談等住まいの業務）

：留学生相談コーナー 合03-3359-5997

諸願・届一覧

i ハ-------------------…… 

種 類 摘 要 用紙配布窓口 提出先
•-- •~—~-- . ．．~＂•~―-プ：二ごご．―-一二 ＿．＿＿＿-- -------•--…-•-…＿、-→

休 学 願事由が発生したとき，速やかに学部事務室 学部事務室 学部事務室

で相談の上，手続きすること

復

退

欠

学
学
一
席

願

願
--. -------

届 やむを得ぬ事情で授業や試験を欠席したと

き

学部事務室 担当教員

（学部事務室）
. .... 

学部事務室 学部事務室

本人又は父母，第2保証人の住所を変更し 学生課

保証人変更届！保証人が変わるとき 学生課
•.... - --．．．...．．-....．．  

本籍地異動・改姓名等があったとき 学生課

届，
事由が発生したとき 学生課

学生課

学生課

学生課
一—ー・-- -…•--- 、 - - -

顧問教員が必要 学牛課
..．-. ---， --• -.．--．．．．----------―ーー 、、- ・ 」"＂--- -----. --- -| ~ ~ ＂ ~ • ~ • ~~ . ~ ＂ • ~ •~ ~ ~ • ~." ~...~ ＂ •……--- ・ ---•…------• ー・ーー．―-●ー・ ―― 9 

授業料延納願やむを得ぬ'll情て；授業料の納人がおくれ 経理課
るとき

授業料負担者が変わるとき 経坪課

学生課
~ ~ ~ ~~ ~ ~．~ ~ .~ ~ 

学生課

学生課

~ ~ ~ ~ ~ 
~ ~ ~ ~ 

~ ~ ~ • 

学 't課
~ ~ ~ ~ ~ ~ 

~ ~ ~ 

学生課
~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

学生課
~~・~ ~~ ~ ~ ~ ~ 

経理課

経岬課
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学生通則

第 1条 本学学生に関する規定は関連法令に記載されたもののほか，この通則に定めるところに

よる。

第2条 学生は人学前に提出した個人調査票・学生個人別カードの記載事項に変更があったとき

は，そのつど速やかに学生課に届け出なければならない。

第3条 学生ば学生証の交付を受け，必ずこれを携帯し，本学教職員より提示を求められた場合

は，いつでもこれを提示しなければならない。

2 学生証は人学時に交付する。

3 学生証を紛失したときは，虹ちに学生課に届け出て再発行を受けなければならない。

4 学生証の所持資格を失ったときは，直ちにこれを返納しなければならない。

第4条 学生は，毎年1回本学施行の健康診断を受けなければならない。

第5条 学生はその本分を自覚し，社会的な規則・マナーを遵守すること。他の人に対する暴力

行為・セクシュアルハラスメントなどは決して許されない行為である。また，これらの

行為を目撃した際には速やかに学生部，学生課へ申し出ること。

第6条 学生が学内で団体を結成しようとするときは，代表者と顧問教員（本学専任教員）を定

め，所定の様式に従い，代表者および顧問教員が連署・押印をもって学生部長を経て学

長の許nJを得なければならない。

2 許可された団体は，毎年5月末日までに団体名簿を学生部長に提出しなければならない。

提出のないときは解散したものとみなす。

第7条 本学は，多様な文化的背景をもつ学生が世界各地から集まっている国際大学である。し

たがって，本学において，特定の政治的・思想的および宗教的活動をしてはならない。

また，政治的・思想的および宗教的団体と認められるものを組織してはならない。なお

かっ，学外においても，大学名を使用して同様の活動をしたり団体を組織してはならな

し％

第 8条 学生団体か学外団体に参加しようとするとき，または学外において本学名を使用して団

体活動をしようとするときは，代表者および顧問教員の連署・押印をもって学生部長を

経て学長の許可を得なければならない。

第9条 学生が学内において集会を開こうとするときは，代表者はその 7日前までに所定の様式

に従い，その日時・使用しようとする施設・その他必要事項を記載の上，学生部長に願

い出て許可を得なければならない。なお，集会の終了後その結果について学生部長に報

告するものとする。

2 前項の集会は，午前9時から午後5時まての間とする。

第10条 学生が学内外において文書の配布及び掲示をするときは，その責任者氏名を記載した文

書を提ボし，所定の様式に従い学生部長の許uJを得なけれはならない。
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2 前項の掲示は，本学所定の掲示板に掲示するものとし，その掲示期間は 1週間以内とす

る。

第11条 学生が学内において世論調査，署名運動，投票及び寄付募集など，本学教職員，学生，

外来者等を対象とする行為をしようとするときは，あらかじめ学生部長を経て学長の許

可を得なければならない。

2 前項に定める行為の責任者は，その行為実施に関しては学生部長の指示に従うとともに

その結果を報告しなければならない。

第12条 学生が，学生通則あるいは学内諸規則に違背したと認められるときは，学則第68条に基

づき懲戒の対象となる。また，学生団体が学生通則あるいは学内諸規則に違背したと認

められるときは，活動停止または解散を命ずる。

付則

この規則は平成6年4月1日から施行する。

この改正は平成11年7月1日から施行する。



証明書センター

（学生課内）

証明書センター
（学生課内）
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証明書センター

証明書センターは，本部棟 l 階事務室内の学生課に謹き，各種証明書の受付•発行を取り扱っ

ています。発行する証明書の種類と手数料については，次貞のは正明書発行一覧（別表）」を参

照してください。

証明書の申し込みおよぴ発行について

1. 学生証を使用して証明書自動発行機（取扱時間：年末年始および日曜，祝祭日を除く 9:00

~17:00)で所定の操作をしてください。

2. 証明書は即時発行されます。

3. 証明書の種類によっては，センター窓口で申し込み，日数のかかる証明書もありますので

注意してください。

4. 証明書の有効期間は 3ヶ月です。

5. 屯話および郵送による証明書の申込みは，原則として受け付けません。

6. 学生証は ICカードなので折り曲げたり，磁気の傍に近づけないでください。

学生旅客運賃割引証（学割証）についての注意

1. 学割証は，片道の区間内において， 101kmを超え，掃省等て利用する場合に使用すること

ができます。 (JR各社のみ）

なお， 8名以上の団体で旅行する場合は，団体割引が利用できます。

2. 学割証は， 1回の交付で2枚まてとし，年間 10枚まで発行することができます。（国土交

通省規定）

3. 他人名義のものや記人事項を勝手に書き換えて使用すると，本人が処罰されることはもち

ろん，大学全体の学割証発行停止処分を受けてしまいますので，使用には注意して下さい。

通学定期について

電車の通学定期は，通学定期乗車券購人兼用証明甚を学生証と一緒に交付しますので最寄の定

期券発売駅の窓［」に学生証と一緒に提示し，購人してドさい。

その後，卒業まで自己管理となります。

ただし，バスの場合は，通学証明書（証明書センター発行）を添えて購人して下さい。

なお，住所変更をした場合，住所変更届と一緒に通学定期乗車券購人兼用証明書を提出して下

さい。
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証明書発行一覧（別表）

種 類 手数料 交付期間 受付および発行

在学証明書 200円 即時

成績証明書 II I II 

自動発行機

卒業見込証明書 JI II 

健康診断証明書 II II 

教職関係証明書 II 3日後
I 
証明書センター

I 

福祉関係証明書 II 3日後 " 
奨学金証明書 II 3日後 " 
推薦書（進学用） I! 7日後 " 

I 

推胞書（就職用） 11 II 就職課
I 

調査書（進学用） II 7日後 証明書センター

英文証明書 II 
I 
即時 自動発行機I 

学生証（再発行） 1,500円 3日後 I 証明書センター

}子立慶 割 証 無料 即時 自動発行機

路線バス定期券購
II 
i ！ 
2日後 証明書センター人用通学証明因

通学定期乗車券講
II 2日後 II 

入兼用証明書



将来のみちしるべ I 

将米のみちしるべ

（キャリア形成・就職センター）
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将来のみちしるべ

諸君の将来に大きな意義をもつ「進路の選択」について，現実的および将来的な助言と指導を

行なうとともに，就職に役立つ各種資格の取得をサポートするのが「キャリア形成・就職センタ

ー」です。各種資格取得講座を開催していますので自分の将来を見据え受講してください。また，

キャリア形成・就職センターには資格取得のための「キャリアアップルーム」をD棟2階に設置

しています。各種の教材や問題集が用意されておりますので，ぜひ活用して下さい。

大学時代に何かひとつでもよいから，資格を取得したり特技を身につけることは大切なことで

す。 TOEIC, ワープロ検定，ホームヘルパーなどの資格にも積極的に挑戦しましょう。

1年生・ 2年生には遠い先のことのように思えるかもしれませんが，就職は決して卒業学年に

なってから考えればよいというものではありません。入学時から，将来の進路について真剣に考

えることが大切です。以下に述べるような事柄を十分に注意をして，キャリア形成・就職センタ

ーで行なう諸行事には積極的に参加するよう心がけてください。

キャリア形成・就職センターの活動は，就職委員会が中心になって年間の就職指導方針を立案

し，全学年を対象とした各種資格取得講座の実施に始まり， 3年生に対しては先ず就職適性検査

を実施します。 3年次の7月から就職ガイダンス，就職試験対策講座，公務員試験対策講座，個

別面接指導などをスタートさせ，キメ細かい就職指導をおこないます。さらに，就職希望者は，

インターネットや就職図書コーナー，企業個別ファイル等を利用し，十分な情報を手に入れるこ

とが出来るようになっています。

よりよき社会人になるために 4年間を悔いのないように努力してほしいと思います。進路につ

いて相談したいことがありましたら，就職センターに遠慮なく顔を見せて下さい。

主な行事予定

1. 各種資格取得講座 （各学年，年間を通じて）

2. 就職ガイダンス （各学年 4月， 3年次7月～ 1月）

3. 就職適性検査 (3年次 9月）

4. 進路登録カード提出 (3年次 10月）

5. 就職準備セミナー (3年次 10月～2月）

6. 就職試験対策講座 (3年次 8月～2月）

7. 公務員試験対策講座 (3年次 8月～ 5月）

8. 企業・福祉施設就職面談会 (3年次 2月）

※ 詳細は掲示により連絡します。
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水田記念図書館

図書館は知識の宝庫です。図書や雑誌をはじめとして． CD-ROM, ビデオテープ等大学で

の学習，教育，研究に必要な資料を収集して利用に供しており，現在，約15万冊の蔵書を有して

います。

そして，それらの資料を利用する快適な環境と最新の設備を整えています。

平成13年度開館した新図書館は，情報図書館的機能の充実を図るためメディア・ラウンジを設

け，ィンターネットによる情報収集や， CD-ROMデータベースの検索に対応するパソコンを

多数配置しています。また，ビデオテープ， DVD,CDなどを利用するための機器を多数配備

した視聴覚コーナーを設けるとともに学習や研究機能の一層の充実を図るためグループ学習室や

閲覧ブースを設けています。

1. 図書館の利用にあたって

(1) 利用資格学生，教職員，その他図書館長が許可した者

(2) 入館手続 学生証を自動入館ゲートに差し込み人館します

(3) 開館時間 g:30~20: 00（土曜日 9:30~17:00)

(4) 休館 日 日曜日，国民の祝Hに関する法律に定める休日，本学創立記念日 (4月28日），

毎月の第 1月曜日（館内整理日），春期・夏期・冬期休業中の一定期間。（そ

の他臨時に休館することがあります。）

2. 館外貸出

図書館の資料は， とくに定める資料（貴重図書，参考図書，視聴覚資料，特別指定図書，加除

式資料，新聞，雑誌の最新号，その他館長が指定するもの）を除き，貸出を受けて館外で利用す

ることができます。

(1) 貸出（図書）の冊数および期間

学部学生，研究生，科目等履修生•… ••3 冊， 1週間以内（貸出・返却日を含めて 8日間）

大学院学生・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..10冊， 1か月以内

(2) 貸出の手続

貸出を希望する図書と学生証を受付カウンターヘ提出するか，自動貸出返却機で手続きを

行ってください

(3) 返却

貸出を受けた図書は．返却期限内に受付カウンターに返却するか，自動貸出返却機で手続

きを行ったあと所定の場所に置いてください。図書館の閉館または休館時にはブックポスト

に投函してください。
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(4) 貸出期間の延長

図甚を引続き借りたいときは，返却期限内に受付カウンターヘ図内を持参し手続きをして

ください。貸出予約されている場合を除き， 1回に限り延長できます。

(5) 貸出に関する注意事項

①貸出を受けた図書を他人に転貸することはできません。

②図書を破損，紛失した場合は弁償していただきます。

③返却期限を過ぎても返却していない図書がある場合は，新たな貸出を受けることはできま

せん。

3. 図書館利用上の注意

図書館の利用については，職員の指示に従っていただきますが，特に次の事項については厳守

してください。

(1) 図書館の資料および機器は大切に扱ってください。

(2) 館内では静粛を保ち，また飲食はしないでください。館内は禁煙です。

(3) 館内では携帯電話は使用しないでください。

(4) 館内で，許P]なく集会，印刷物の配布，貼紙等を行わないでください。

(5) 所持品の管理は各自で責任を持ち，貴重品は常に携帯してください。

(6) その他，他の利用者に迷惑をかける行為は絶対に慎んてください。
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情報科学研究センター利用案内

情報科学研究センターては，研究教育活動の情報化，ネットワーク化，国際化を積極的に推進

しています。すべての教室と研究室に情報コンセントを配置していますので，学生と教職員は

2000を超える情報コンセントから電子メール， WWW, データベースなどのサービスを自由に利

用することができます。また，センターでは国家試験に関する講座を企画するなど，学生のキャ

リア形成にも貢献しています。

1. 設備

(1) パソコン設置教室

パソコン教室 1(A-204教室） •……・・・・・・..自習室

パソコン教室2 (A-205教室）……••・・・·…セミナー室

パソコン教室3 (A-211教室） ……•・・・・・・・・セミナー室

パソコン教室4 (B-206教室）……………演習室

パソコン教室5 (B-207教室）・・·…•...…••演習室

(2) ノートパソコン対応教室

A-202教室 A-203教室 B-303教室

Gl-101教室 G 1-102教室 G 1-302教室

(3) スタジオ・調整室・編集室

2. 主なソフトウェア

B-310教室

G3-311教室

MS-Office, MS-Visual Studio. net, macromedia STUDIO MX, 

Adobe Design Collection, PC A会計

3. 利用にあたって

(1) 開館時間 9: 00~17: 00 

C2-105教室

(2) 休館日 日曜日，国民の祝日に関する法律に定める休日，本学創立記念日 (4月28日），

春期・夏期・冬期休業中の一定期間（その他臨時に休館することがあります）。

4. 利用上の注意

(1) パソコン教室は飲食（持ち込みも）厳禁です。

(2) 教室内のパソコンにはファイルを保存できませんので，フロッピーディスクやCD-R,

CD-RW等を各自で用意してください。

(3) 携帯電話の利用を禁止します。

(4) B-206, B-207パソコン教室の自動扉は，時間管理しています。授業開始時10分前に開錠

(Open)，授業終了時間10分後に施錠 (Close) されます。

(5) A-204パソコン教室の人退室には学生証が必要です。
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(6) 連絡事項等はセンター前の掲示板で案内します。

(7) その他，他人に迷惑をかける行為を慎み，パソコン教室に関する秩序等については，セン

ター職員および学生管理人の指示に従ってください。

(8) ノート型パソコンは高価な精密機器です。紛失や取り扱いには注意してください。

5. ィンターネットの利用

教室内のパソコンはすべてインターネットに接続されていますので，ホームページの閲覧や

電子メールの利用が可能です。また，学生ホールや図書館，ネットラウンジには，情報コンセ

ントや電源コンセントが設憤されていますので，ノートパソコンを接続してインターネットを

利用することができます。利用規則やネチケットを守ることはもちろんですが， トラブルに巻

き込まれたときには，教職員またはセンターに届けてください。

大学は，教育・研究，学術H的でインターネットに接続しています。節度ある利用を心がけ

てください。

大学内でのチャットの使用は膨大なトラフィック（情報量）を発生し，教育・研究に支障を

きたすため，禁止しています。

詳細は「城西国際大学学内ネットワーク利用基準」等 (53ページ～）に掲載しています。

6. 電子メールアドレスの取得

電子メールアドレスは「情報メディア演習 I」,「情報メディアリテラシー I」の授業の中で

取得することができます。その他の希望者は「ネットワーク利用資格講習会」を受講し，所定

の手続きを経て取得してください。

アドレス取得後パスワードを忘れた場合，センターで「パスワード変更申請」をしてください。

7. プリントアウト（印刷）について

レポート提出時期は混雑が予想されます。時間に余裕をもって利用してください。

紙は貴重な森林資源です。“印刷プレビュー”などを利用し、印刷は最小限にお願いします。

8. 講習会

センターでは， 1人でも多くの学生にコンピュータの知識および利用技術を修得してもらう

ために講習会を開催しています。

9. 学生サポート制度

「情報メディア演習 I• II」,「プログラミング演習 I」等の演習授業において，教員の補助

をする学生サポート制度を導入しています。詳しくはセンターヘお問い合わせください。

10. ノートパソコンの修理について

大学推奨パソコンが不調のときには，本体をセンターまで持参してください。状況によって

はメーカー修理（有償もある）となります。修理期間中は代替機を貸し出しますが，それ以外

の貸し出しはできません。また，大学推奨パソコン以外の修理は取り扱っていません。

保証書はセンターで管理しています。
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情報リテラシーのミニマムスタンダード

城西国際大学では，学生の情報リテラシーの学習成果について， ミニマムスタンダードを設定

しています。

ミニマムスタンダードとは，本学が社会に対して保証する教育成果であり，客観的に測定する

ことが可能なものをさします。将来，本学を卒業する全ての学生が，このミニマムスタンダード

（情報リテラシーに関する最低限の能力）を身に付けて社会に出ることができるように，情報科

学研究センターでは，情報リテラシーの学習をサポートしています。

●ミニマムスタンダードはあくまで学習すべき最低の限度で，授業の目標や望ましいレベルとは

異なります。学生の皆さんは，本学のミニマムスタンダード以上の情報リテラシーに関する知

識とスキルを会得していることが必要です。

●各学科において， ミニマムスタンダードの対象となる科目は次のとおりです。

【経営情報学科 国際経営学科 サービス経営システム学科】

【国際文化学科 国際交流学科】

【福祉文化学科福祉経営学科】

「情報メディア論」

「情報メディア演習 I」

「情報メディア演習IIJ

【メディア文化学科】

「情報メディア論」

「情報メディアリテラシー I」

「情報メディアリテラシーII」

【医療薬学科】

「情報メディア演習」

●ミニマムスタンダードは， 3つの分野で評価されます。

①情報倫理・ネチケット

②基礎知識

③スキル

●ミニマムスタンダード達成確認の実施方法は，授業を担当する教員が詳細に説明します。



情報科学研究センター 53 

城西国際大学学内ネットワーク利用基準

（趣旨）

第1条 この基準は，城西国際大学学内ネットワーク管理・運用規程第8条に基づき，学内ネッ

トワークの利用に関し，必要な事項を定めるものとする。

（利用目的）

第2条 学内ネットワークは本学における教育・研究に関する活動の推進及び向上を図ることを

目的として利用されなければならない。

（利用可能者）

第3条 学内ネットワークに機器を接続し，利用できる者は次の区分による。

(1) 本学教職員

(2) 本学学生（留学生別科を含む）及び大学院生

(3) 情報科学研究センター（以下「情報センター」という）所長が適当と認めた者

（接続手続き）

第4条 学内ネットワークに接続し，利用しようとする場合は，あらかじめ情報センター所長に

申請し，承諾を受けなければならない。

2 接続申請及び接続手続きに関する要領は，次の各号による。

(1) 接続申し込み

学内ネットワークヘの接続は，情報センター所定の申込書を提出して行うものとする。承

諾を受けた事項を変更するときは，変更する時効についても同様とする。

(2) 接続の承諾

情報センターは，学内ネットワークヘの接続が適当と認めた場合，これを承諾し，必要な

手続きを行う。

(3) 接続の拒絶

情報センターは，次の場合，学内ネットワークヘの接続と利用を承諾しないことがある。

ア 申込書に，故意に虚偽の事実を記載したとき。

イ 利用者が，本学または第三者の信用を毀損するおそれがある態様で学内ネットワーク

を利用するおそれがあるとき。

（利用形態）

第5条 学内ネットワークに利用および利用形態に関する要領は，次の各号による。

(1) 利用者の連絡義務
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利用者は，情報センターのネットワーク機器に故障が生じたときは，直ちにその旨を情報

センターに通知する。

(2) 利用の制限情報

センターは，天災・事変その他の非常事態が発生するか，もしくはおそれがあるときは，

学内ネットワークの利用を制限する措置をとることがある。

(3) 利用の中止

情報センターは，次に掲げる事由があるときは，学内ネットワークの利用を中止すること

がある。

ア 情報センターの通信設備の保守または工事のためやむを得ないとき。

イ 情報センターが設置する通信設備の障害等のやむを得ない事由があるとき。

(4) 利用の停止，登録抹消

ア 情報センターは上項(2)(3)の事情以外に，利用者が城西国際大学学内ネットワーク利用

基準第6条に該当し，及び利用ガイド（情報倫理規程）にある違反行為を行った者に

対して，事前に事情を聴取したうえで，学内ネットワークの利用を停止し，または登

録の抹消を行うことができる。ただし，緊急を要し，事前に聴取することができない

場合は，この限りではない。

イ 利用者が，著しく日本国内の法令•関係各国の法令・条例に抵触する行為を行った場

合には，学生の場合は学生部長に，それ以外の場合は所属長に対し，事実を速やかに

報告しなければならない。

ウ 報告を受けた各部署は，学則に基づく処分の要否，または既に講じられた措置の解除

の要否を審議しなければならない。

工 学生は，退学・除籍・卒業と同時に登録を抹消する。進学した場合には，新たに接続

の申し込みをしなければならない。教職員は手続きにより，退職後も定められた期間

内のみ，転送サービスを利用することができる。

（遵守事項）

第6条 学内ネットワーク利用者はその利用に当たっては，次に掲げる事項を遵守しなければな

らない。

(1) 教育・研究及びその支援の目的以外に利用しない。

(2) 営利を目的とした行為，またはその準備を目的とした行為に利用しない。

(3) 第三者の権利•財産・プライバシーに損害を与える行為に利用しない。

(4) 公序良俗に反する行為に利用しない。

(5) 犯罪的行為，または犯罪的行為に結びつく行為に利用しない。

(6) 学内ネットワークの運用を妨げる行為

(7) 法令に違反する，または違反するおそれのある行為をしない。

(8) その他，城西国際大学学内ネットワーク利用ガイド（情報倫理規程）に定められた本学が
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不適切と判断する行為をしない。または行為に利用しない。

（免責）

第7条 情報センター及び学内ネットワーク管理者は，学内ネットワークによるサービスの提供

の遅延もしくは中断によって，または提供されだ情報に関連して生じた損害に対し，一切の賠償

責任を負わない。

附則

この基準は，平成16年1月1日より施行する。
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城西国際大学Webページ管理・運用規程

（趣旨）

第1条 この規程は城西国際大学学内ネットワーク管理・運用規程第8条に基づき，学内のWWW

サーバーの利用に関する必要な事項を定めるものである。

（審議機関）

第2条 本学の Webページの管理・運営に関し，必要な事項ば情報科学研究センター研究員会

議（以下「研究員会議Jという）において審議・決定される。

（管理機関）

第3条 本学のWWWサーバーは城西国際大学情報科学研究センター（以下「情報センター」と

いう）が管理する。

(WWWサーバーの利用可能者）

第4条 本学の各WWWの各サーバーのディレクトリー領域の貸与可能者は以下のとおりとする。

本学の学科・各センター・各事務部署と第2条の研究員会議が適当と認めた団体，本学教職員，

情報教育担当教員，授業に活用する教員，大学院学生，学生および学生団体

(Webページ公開手続き）

第5条 第4条に掲げられた各部署・団体が Webページを公開する際は，貨任者及び作成担当

者をおき．情報センター所定の申請書を提出しなければならない。

（責任者）

第6条 Webページの記事内容は第5条において申請を行った各責任者が責任を負う。

（禁止事項）

第7条 本学Webページの内容については，研究・教育活動， または広報活動に沿ったものに

限り，公序良俗に反するもの，商業活動，政治活動及び宗教活動を目的とするものは禁止する。

他人の著作権，肖像権を侵害する行為，また，個人及び組織等の権利利益を侵害する行為， また

は侵害するおそれのある行為を禁止する。その他，城西国際大学学内ネットワーク利用ガイド

（情報倫理規程）に定められた本学が不適切と判断する行為を禁止する。

（改善通知及び公開中止）

第8条 本学Webページから公開されたホームページの内容について，本規程の趣旨に反する
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ものと研究員会議が判断したときは，情報を公開した者に対して，改善通知を行うとともに，情

報の公開を中止する措置をとることができる。

（その他）

第9条 その他，本学 Webページの管理・運用に関して必要な事項は研究員会議が定めること

ができる。

附則

この規程は平成16年 1月1日より施行する。
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（趣旨）

城西国際大学学内ネットワーク利用ガイド

（情報倫理規程）

1 城西国際大学学内ネットワークの利用は，教育・研究の支援， またその発展と向上を目的と

している。利用者は本学の建学の精神に基づき，品位を保ち社会の一員としての自覚を持っ

てネットワークを利用しなければならない。この利用ガイド（情報倫理規程）はネットワー

ク設備の利用に関する事項をまとめたものである。

（利用上の遵守事項）

2 城西国際大学学内ネットワーク利用基準第3条に定められている学内ネットワーク利用可能

者は，本ガイドラインを理解したうえで利用しなければならない。

3 上述利用可能者の 2に定められている本学学生は，本ガイドラインに基づいたネットワーク

利用資格試験に合格し，利用資格を取得しなければならない。

4 ネットワークの利用に際しては，情報科学研究センター（以下「情報センター」という）の

指示に従わなければならない。

（利用上の守るべきルール）

5 学内ネットワークを利用する際には最低限以下に掲げる事項を守らなければならない。

＜申請について＞

利用者はネットワークの利用を申請する際には以下の事項を守らなければならない。

(1) 利用者は，資格取得後は全ての利用行為に関して全責任を負う。

(2) 虚偽または二重の利用資格を申請してはならない。

(3) 他の利用者と利用資格を共有してはならない。但し，円滑な情報の共有を目的としたメー

リングリスト作成を申請する場合はこの限りではない。メーリングリスト作成を希望する

団体ば情報センターの所定の利用申請書を提出しなければならない。

く学内情報機器の使用に関して＞

(1) 学内の情報機器・設備を使用する際は，定める利用時間内に限られる。

(2) 学内の情報機器設置教室は飲食持込禁止である。

く利用について禁止事項＞

学内ネットワークの利用は利用基準第2条にあるように，教育・研究を目的としている。従って，

以下に掲げる行為は行ってはならない。
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(1) バーチャル企業やバーチャル・モール等の営利目的での利用

(2) SOHO等の自営業のための利用

(3) 研究活動に関係のないゲーム，その他単に娯楽のためだけの利用

(4) 政治活動・宗教活動の普及活動のためだけの利用

(5) インターネットを利用したギャンブルやねずみ講などへの利用

(6) ソフトウェアの違法コピーのための利用

以下に掲げる行為は学内ネットワークの運営を妨げるものであるので，遵守しなければならな

し'o
(7) ネットワークの資源（計算時間，ハードディスク使用量，通信時間）を大量に消費し続け

るような行為によって他の利用者の利用を妨害してはならない。

映像や音楽等の大量のデータのダウンロードする際には注意しなくてはならない。

違法なダウンロードは禁止されている。

(8) 事前の同意なしに，他の利用者が保有するファイルまたはデータを削除し，複製し，改変

してはならない。

(9) ネットワーク及びユーザーのパスワードの解読を試みてはならない。

(10) システムファイルを複製・削除・改変してはならない。

(11) リモートシステムヘの権限外のアクセスを試みてはならない。

(12) コンピュータ・ウィルス等，ネットワークの混乱の原因となる有害プログラムまたはデー

タを作成したり，故意に学内ネットワークに持ち込んだりしない。

く電子メールの利用について＞

(1) 発信された電子メールは，その発信者がすべての責任を負う。

(2) 電子メールを偽造してはならない。

(3) 他の利用者の電子メールを許可なく読み，削除・複製・変造または公開してはならない。

(4) チェーンメールや爆弾メールなどの，いやがらせや公序良俗に反する内容の電子メール，

脅迫的な電子メール，不確かな，社会通念に反する内容の電子メールを発信してはならな

し％

(5) 営利目的のメッセージを発信してはならない。

(6) 求められていないメールや迷惑となる電子メールを発信してはならない。

(7) 機密を要するメッセージを送信するときはデジタル署名，その他，公に承認された電子証

明を用い，暗号化して送信するように努めるなど，十分に注意しなければならない。

(8) パスワードはメモしたり，友人と共有したりすることなく自己管理し，定期的に変更しな

ければならない。
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く法律上の禁止事項＞

(1) 他人の著作権，その他商標権などの権利を侵害する行為，または侵害するおそれのある行

為を行ってはならない。

(2) 他人の財産・プライバシーを侵害する行為，または侵害するおそれのある行為を行っては

ならない。

(3) 他人の名督を毀損するような誹謗中傷を行ってはならない。

(4) 第三者の著作物であるファイルやデータの引用・参照するときは著作権法の規定及び公正

な慣行に従わなければならない。

(5) わいせつな文書，画像その他のものを頒布してはいけない。

(6) 商業用音楽CD•DVD等を許可なしに複製し，その複製物を営利目的に頒布してはなら

なし％

(7) コンピュータを破壊したり，不正の指令を与えるなどしてコンピュータによる業務を妨害

してはならない。

(8) コンピュータに不正の指令を与えるなどして，コンピュータを誤作動させ，不正の利益を

得てはならない。

くその他＞

学内WWWサーバーの利用， Webページ管理・運用規程は別に定めるが， 遵守すべき行為，禁

止される行為は上項と同様である。

附則

この規程は，平成16年 1月1日から施行する。
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国際文化教育センター

学校法人城西大学国際文化教育センターは，広く国際的な視野の下で物事を考え，行動するこ

とのできる人間の育成という，本学の理念を具体化するための研究と教育を目的として， 1985年

4月に創設されました。

このセンターは，今日の世界と日本との相互認識と理解を深めるため，日本文化を中心に，ョ

ーロッパ・アメリカおよびアジア・アフリカ文化の個別性と関連性を把握する学際的な比較文化

研究を行うこと，それを通じて人権の平等の進展に寄与すること，また女性の社会的な平等の実

現のために必要な資料の収集・充実をはかることなどを目的としています。

これらの目的を達成するためにセンターでは海外の大学との提携による教員・研究者・学生の

研修や，留学生の積極的な受入れなどを拡充していく機関として広範な活動を行っています。

初代センター所長には，学校法人城西大学の常務理事であり，本学の学長である人文学部の水

田宗子教授が就任しました。水田教授は1961年，東京都立大学大学院英米文学科修士課程在学中，

フルブライト奨学生としてイエール大学大学院に留学， 1970年同大学で博士号を取得，以後メリ

ーマウント大学，スクリプス大学，南カリフォルニア大学などで比較文学の研究と教育にあたっ

てきました。その20年にわたる在米経験から，日本に関心のある諸外国の人々が日本文化と社会

を理解するのに役立っために英文誌REVIEWOF JAPANESE CULTURE AND SOCIETY 

の発行を企画し，創刊号を1986年に刊行しました。研究員がそれぞれの領域における研究の成果

を発表できる場として，「JOSAIINTERNATIONAL REVIEW:国際文化研究所紀要」を創

刊し，英文誌とともに年 1回刊行しています。また，女性学の「U.S.-JAPANWOM EN'S 

JOURNAL」を定期的に刊行しています。

REVIEW of JAPANESE CULTURE AND SOCIETY 

Vol.1 -Vol.14（英文誌）

U.S.-JAPAN WOMEN'S JOURNAL 

英語版 Number 1-23 

日本語版 Number 1-27 

国際文化研究所紀要

第1号一第9号

センターでは，これまでの学術研究・交流の， ともすれば欧米に偏ったあり方をあらため，ア

ジア・アフリカなども含んだグローバルな，より広く多様な異文化間の相互交流・相互理解の視

点と関係を作りだしたいと考えています。その活動の要点を列記すると下記のようになります。

(1) 本学教員の国内外の研修，客員教授・研究員・留学生の積極的な交流・受人れ。

(2) 在学生の教育に貢献する語学セミナーはじめ各種課外活動。

(3) 国際交流，日本文化の紹介，国際シンポジウムの開催など。
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(4) 比較女性文化研究のための資料・情報の収集・交換，研究会•寄付講座・シンポジウム

などの開催。

(5) 機関紙，研究刊行物，翻訳および英文刊行物の発行。

これらのうち，皆さんに特に関連がある活動について説明します。

I.海外留学をはじめとする国際交流の推進

アメリカのカリフォルニア大学リバーサイド校 (UCR)とウェスタン・ミシガン大学 (WM

U)，カナダのカモーソン・カレッジ (CC)とセントメアリーズ大学 (SMU)台湾の淡江大学他，

計12大学との姉妹校提携および中国の吉林省延辺医学院との友好提携か結はれ，学術交流，学

生・教職員の交流が盛んに行われています。

また， 1989年 4月からは国際化時代に生きる感性と能力を持った行い人材を育成するための

本学校法人独自の海外留学制度JEAP(Josai Education Abroad Program:城西国際大学海外

教育プログラム）も発足しています (64頁～68頁を必読）。

II.社会人・学生を対象としたエクステンション・プログラムの実施

「いつからでも，いつでも，だれでも学べる」開かれたもう一つの大学＝コミュニティカレ

ッジ（エクステンション・プログラム）。本学では，学生，社会人，女性，外国人留学生のため

に豊富なコースとプログラムを設けていきます。

まず開講を予定している講座の内，学生の資格取得や技能習得に関する内容のエクステン

ション・プログラムの概略を紹介します。

◎ INTENSIVE ENGLISH講座

日常会話に必要な応用力をつける「英会話人門，中級， Discussions」コース， f供達に英

語を教えるための「TeachingEnglish to Children」や楽しく演じる「EnglishThrough 

Drama」などを実施。 1級の合格をめざす「英検特訓コース」などを予定しています。

◎ TOUCH COMPUTER!講座

資格取得目標の「日商文書技能検定受験準備J「MOUS検定対策」そして英語で学ぶ

「MakingHomepage in English」を実施。更に腕をあげたい方への各講座をf定してい

ます。

◎ 小売商検定試験（販売士）対策講座

小売業経営に密着し，百貨店や専門店などの販売業でのプロとしての証明となる賓格取得

をH的とした講座です。

◎ 健康講座

ダイエットや又容のために役立つ「中国気功」，「太極拳」を実施しています。

また，学校法人城西大学国際文化教育センター（生荘教育センター）のプログラムは，学
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生のみならず，職場や地域で自立し新しい能力や技能を身につけようとする社会人や女性な

どのためにも用意されています。地域の人々と本学学生が共に学べる，市民講座的なプログ

ラムとしては，上記講座のほかに，楽しく作品を仕上げる「ドライフラワーアレンジメン

ト」，「美術で遊ぶ」，「阿波藍の絞り染色」そのほかに自然を学ぶ「森を楽しむ講座」など教

蓑を高めるプログラム，感性をみがくプログラムを予定しています。



JEAP（城西国際大学海外教育プログラム）

I J EA P（城西国際大学海外教育プロクラム） I 
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JEAP（城西国際大学海外教育プログラム）

I.留学

JEAP=Josai (International) Education Abroad Program（城西国際大学海外教育プログラ

ム）は，国際化時代を生きる感性と能力を身につけるために設けられた本学独自の海外留学制度

です。

その基本方針は，休学せずに在学のままで，姉妹校であるカリフォルニア大学(UCR)や特別な

提携校であるウエスタン・ミシガン大学 (WMU)，カモーソン大学 (CC)，セント・メアリーズ

大学 (SMU)および首都師範大学 (CNU)に留学（期間は， 6か月， 8か月， 1年）し，本学を

4年間で卒業できることです。とくに UCRでは，両大学間の協定にもとづいて本学の学生のた

めに特別のカリキュラムを組んでおり，さらに， JCR(J osai Center in Riverside)に常駐する

Resident Directorが一人ひとりの留学生の学習・研究と生活の両面についてアドヴァイスを行

ぃ，皆さんの留学生活が円滑に送られるような体制を整えています。

また UCRと同様に本学と提携関係を結んでいるウエスタン・ミシガン大学(WMU)，カナダ

のカモーソン・カレッジ (CC)との JEAP協定も， UCRと同じように整備されつつあります。

1. 留学に必要な条件

(1) 本学に 1年以上在学していること。つまり，留学は 2年次以降に行う。

(2) 単年次配当科目の単位を取得していること。例えば， 2年次で留学する場合には， 1年

次配当科目の単位を取得していること。

(3) 留学生活が可能な英語能力を修得していること。

留学生活を実り多いものにするにはTOEFL400点以上の英語能力をもっていることが

望ましいので，必要に応じて国際文化教育センターのエクステンション講座を受講するな

どして能カアップに務めること。

【注】 TOEFL(Test of English as a Foreign Language)は，英語圏の大学へ留学するのに

必要な英語力をはかる世界共通の英語能力試験。

2. 留学中の授業等

(1) JCR Oosai Center in Riverside)のカリキュラム (UCRのみ）

・JCRの本学教員による講義・ゼミ等。

・UCRのIntensiveEnglish (UCR・エクステンション学部による「外国人のための語

学」プログラム）。

• UCR学部の授業の履修 (1, 2科目程度。英語力の条件あり）。

• UCRの教授スタッフによる特別カリキュラム。
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•本学学生のための特別語学クラスでの TOEFL500点を目標とした授業。

TOEFL 500点に到達すると， UCRのカリキュラムを自由に受講できます。

(2) JCRの課外プログラム

・UCRの図書館，テニスコートやプール，ゴルフコースなどの利用。

・UCRの多彩なエクステンション・プログラムの自由な選択・受講。

・企業・研究所・劇場・美術館・史跡などの見学。

・個人または小グループでの週末の小旅行やスポーツ観戦など。

・英語をマスターするためのテューター・システムの利用。

授業以外の時間帯に，一対一の英語の個人教授を，申請すれば受けられます。

3. 単位の取得と認定

]CRのカリキュラムおよびUCRなど留学先の大学のカリキュラムで履修した科目と単位

が， 1年間で最高30単位まで認定されます。

4. ホームステイ

UCR, CCならびに SMUは，配慮の行き届いたホームステイ・システムを確立していま

す。その斡旋によって留学生一人ひとりが適切な家庭に滞在し，家族の一員としてアメリカ，

あるいはカナダの人々の日常生活を体験するこができます。費用には，宿泊，食費が含まれ

て，極めて安価です。

5. 寮

WMU, CNUでは，大学寮での生活となります。

とくに UCRでは，最初の学期を終えたあと，大学の寮に人ることも可能です。

6. 費用

本学への授業料他，留学先大学の授業料，渡航費，滞在費，保険代等がかかります。為替

レートや諸条件の変化により，毎年金額が変わりますので祥しくは，国際文化教育センター

にお問い合せください。

II.交換留学制度

JEAPプログラムとは別に，姉妹校での 6か月～ 1年を期間として交換留学生として派遣され

る制度があります。

くわしい内容は国際文化教育センターにお問い合せください。

III.サマー・セミナー

留学までは考えていないけれども，英語研修と同時にアメリカやカナダの文化に触れたりアメ
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リカの大地に立ってみたい人のために，夏期休暇中に CC・ UCR • SMUにおいてサマー・セミ

ナーを開きます。また，スペインのバルセロナ自治大学でのスペイン語研修，韓国の東西大学で

の韓国語研修，北京の首都師範大学での中国語研修のコースがあります。セミナーの期間は， 2 

週間から 1か月間とコースによって異なります。

各コースとも，プログラムの内容に特徴があるので，自分のH的にかなうコースを選ぶことが

重要です。詳しくは，オリエンテーションに出席して聞いてください。

どのコースに参加する場合も，研修効果を高めるために， JEAP関連科日から 1科H (2単

位）を，サマー・セミナーに先立って履修しておくことが望ましい。

N.卒業後プログラム

4年で， JIUを卒業したあと， JEAPでの留学を希望する学生のためのプログラムも用意され

ている。卒業後の人生設計に留学を組み入れたい学生は，国際センターに相談すること。

〔留学に向けての履修について〕

JEAPでの留学効果をより高めるために，留学を希望する学生は特に次のことに注意して履修

登録をすることが望ましい。

1. 1年次必修の英語IA,英語IBは必ず1年次中に履修し，合格しておくこと。

2. 英会話Iを履修しておくことが望ましい。

3. Reading & WritingおよひSpeaking& Listeningなどは，学科設定の必修科目などの履

修に障害がないことを確かめてから履修すること。

注（1) 上の英会話， Reading& Writing, Speaking & Listeningなどの科Hは留学のための絶対条件

ではありません。時間表で必修科目と重なる場合は必修科目を最優先してください。ただし，留

学効果をあげるためには履修しておくことが望ましい。あくまでも時間表と照らし合わせて少な

くとも 1科目は履修しておくとよい。

(2) スペインおよび中国（北京）へのサマー・セミナーに関しては，特に参加条件はない。スペイ

ン語，中国語を履修している必要はない。
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JEAP参加への手順

ガイダンス し――→|4月に、留学ガイダンスを行います。

申し込み I←--•I

授業開始

TOEFL（第1回）

TOEFし（第2回）
ミシガン・テスト

400点を目標に

学部申請・選考

――’ 

留学希望者（未定者も可）は、まず事務室の

国際文化教育センターに申し込みます。

I TOEFLおよぴミシガン・テストによる到達度
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前出「JCRのカリキュラム」の項を参照。同

行の本学教授スタッフによる講義・ゼミ・プ

ロゼミや、 UCRの教授スタッフによるアメリカ

社会・文化についての講義を受講しなから、

UCRのIntensiveEnglishなど、 TOEFL500点

のレペルを目ざすレッスンを受けます。

500点を突破したら、点数により UCRの講義を

選択して受講OK。

目ざせ、 TOEFL500点！

明るい南カリフォルニアの耕光があふれる

アメリカン・キャンパスの日々を

よく学ぴ、 よく遊べ！

（他大学への留学も、これに従う）
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2004年度 (3月期出 UCR発） JEAP留学の流れを下記のスケジュールにそって出

発までの手続き関係を進めましたので参考にして下さい。

2003年 10/6 留学願書提出期限

（添付書類：語学能力証明書・健康診断書・留学についての作文）

12月上旬 第 1回オリエンテーション

※JEAP実施委員会代表者出席

※UCR人学願書＆ HOMESTAY申込書記入方法説明

※パスポート申請要領＆留学ヴィザ取得必要書類説明

12月中旬 第2回オリエンテーション

2004年 2/28

※UCR人学願書＆ HOMESTAY申込書提出

父母および学生への説明会

※留学生活の意義等全般説明

※パスポート提出期限

※U.S.ヴィザ申請書類提出

※アメリカ生活事情・治安状態説明

※外貨購人・旅行用品説明

※質疑応答

3月上旬 出発前最終オリエンテーション

※出発日の集合時間・場所の確認

※日米出入国管理書類内容の確認及び署名

3 /23 出発

（以後の主な手続き）

UCRレジストレーション

授業開始
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プロジェクト教育センタ―|



74 

プロジェクト教育センター

プロジェクト教育センターとは？
-、:- -、、- - - - -

プロジェクト教育センターは， “BePositive!"をモットーとして，平成15年11月に設立された

センターです。 “BePositive!’'は，「前向きに生きよう」とか，「将来に希望を持とう」といった

意味です。当センターでは，大学教育を積極的に受け，将来の希望を育みたいと思っている学生

を応援すべく，多彩なプログラムを用意して「あなた」をお待ちしています。

プロジ干クト敦育センタ＝の3分野の活動

プロジェクト教育センターは，主に以下の 3分野の活動をしています。

・未来講座の全体調整と実施……未来講座 (77頁を参照してください）の全体調整をすると共

に，未来講座の一部を独自にプロジェクト教育センターとして実施しています。未来講座も

広い意味での「プロジェクト教育プログラム」の一つと考えます。

・副専攻制度の全体調整……従来のカリキュラムのプラス aとして，各センターを中心になさ

れている副専攻制度 (81~114頁を参照してください）の全体調整をしています。副専攻制

度と連動する，「プロジェクト教育プログラム」の実施も支援しています。

・「プロジェクト教育プログラム」の実施・・・…従来のカリキュラムではなかなか実施できない

ような教育プロラムを実施します（詳しくは次貞を参照のこと）。

「プロジェクト教育プログラム」とは？-- -- - --- -

「プロジェクト教育プログラム」の内容は，毎年，変わりますが，次のような教育を目指して

います。

・問題について考え，問題の解決方法（ソリューション）を見つけ出し，問題解決を実践する

教育

・学生が積極的に関わり，個人としての力を高め，将来設計のなかで具体的な目に見える成果

を挙げる教育

・何かを作るとか，イベントをするといったプロジェクトを実施することにより，学生が自ら

の力を高め，将来につなげていく教育

いずれにしても，教える側も教わる側も，真剣勝負。どちらも本気で取り組む，そんな教育を

目指します。

げロジェクト教育プログラム」んを受講する！こは？

個々のプログラムの内容は，すべて掲示します。掲示に注意してください。

問い合わせは，掲示の問合せ先にしてください（プロジェクト教育センターには常設の事務局

はありません）。
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城西国際大学の学生ならば，誰でも受講できます。 ただし，定員や，希屯者多数の場合には選

抜をします。

履修の仕方は，各プロクラムで異なります。掲示に従ってください。各学期の初めの通常の履

修申請とは， まったく別に履修申請をする形になります。

［プロジェクト教育プ：ログラム」は単位になりますか？

単位認定をおこなうプログラムと， そうでないプログラムがあります。大部分のプログラムで

は， プロジェクト終了後，単位認定がされます。 その場合， 人文学部の学生には，専門科目（「プ

ロジェクト教育 I~N」各2単位，計4科目のいずれか） として単位が認定されます。経営情報

学部，福祉総合学部の学生は，他学部履修の枠を利用して，上記の科目を卒業単位に組み込むこ

とができます。薬学部の学生は，他学部履修の枠がありませんので，卒業単位に組み込むことは

できませんが，自由科目として受講できます。

アドバイス

あなたのやる気と本気さが試されるプログラムです。自分の将来を考え，

"Be Positive!’'なあなたを待っています。

前向きに取り組む，
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J l u未来講座 I 
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J I U未米講座

急速に発展した科学とテクノロジーによって，世界ば情報ネットワークで瞬時に結ばれ，地球

を一つの生活圏とさえする交通と交流が可能となった半面で，異文化間の不寛容と抗争もまた深

刻化していて，混沌とした不透明な現実は，新しい世紀となった今も解決していません。

21世紀が始まった現在，未来は未知な魅力に満ちています。新しい経験と新しいモデルを志向

して，ここから新しく出発すること。知性と精神を眠り込ませていては「未来」は視えてこない

のです。

核の廃棄，紛争の国際的解決，経済発展と貧困の克服，性差からの解放，宇宙資源の探壺，環

境破壊につながらないエネルギーの開発，都市の設計，遺伝子や生殖テクノロジーをふくむ生命

科学の発展とコントロールの必要性等々， 21世紀に私たちが頂面するさまざまな問題と，変容す

る文化と人間をみつめて，私たちは，「JIUK来講座」を企画し，スタートしました。

開学以来，多くの成果をあげてきた「JIげ仔付講座」をさらにひと回り大きく成長させた， こ

の「JIU未来講座」は，時にはそれぞれの分野の最先端で活躍されている先生方を招いて，若い

人々のいきいきとした知的関心を刺激し，自発的で主体的な探求心を目ざめさせる，フレッシュ

なテーマを用意して，長期にわたって開設されます。

それと同時に，この講座を単に受講するだけはでなく，テーマの設定や講師の希望などに学生

諸君の声を反映させ，また，講座の運営などにも学生諸君の積極的な参加を求め，「末来講座J

を，教員，研究員，大学院生，学生のユニークな協慟の場にしたいと考えています。

多様でバラエティに富んだ数多くのテーマを学ぶとともに，一つのテーマをさまざまな角度か

らより深く掘り下げ，理解したり，参加者の一人ひとりが知識と思索と想像力の豊かな可能性を

自分自身に発見する，私たちは，「未来講座」をそういうプロジェクトとして成功させようと呼

びかけます。

2003年度の未来講座は，将来，社会で活躍できる人材の育成を目的として「TOEIC600 Club」

「情報メディアキャリア形成Project」「フィールド能力開発プロジェクト」の3講座を開講しま

した。

「TOEIC600 Club」

関連分野……英語

講座の目標

担当飯倉章助教授（人文学部国際交流学科）

1. TOEICを通して英語能力の向上を目指します。

2. 会員同士で英語力の向上をはかるために切磋琢磨するクラブです。

3. 会員にはTOEIC受験料（学内）や対策講座受講料の一部を補助しますが， 同時に個人
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目標を達成するために一生懸命努力することが求められます。原則として，年4回の

TOEIC受験（学内）と対策講座の受講，勉強会への参加などを義務付けます。本気で勉

強することが必要です。

「情報メディア形成 Project」 担当哀福之教授（人文学部メディア文化学科）

関連分野·…••情報・メディア

講座の目標

情報メディアについて「専門知識」「スキル」「経験・体験」の 3点からキャリアにつなが

る実践能力，問題処理能力を身につけます。

専門知識•••…「初級システムアドミニストレータ」試験の合格をめざします。

スキル………マイクロソフトの認定資格「MOUS」の合格をめざします。

経験・体験 Project……

① 祭りのインターネット・ストリーミングライブ中継（東金やっさまつり，佐倉まちづ

くりフェスタ，ユーカリヶ丘ハロウィーンパレード，茂原七夕祭り）

② 佐倉市のデジタルムービーマップ

③ 鴨川市「棚田の四季」映像撮影

④ 地理情報システムのコンテンツ作成など

「フィールド能力開発プロジェクト」 担当 倉林慎砂斗教授（人文学部国際文化学科）

関連分野・…..考古学・歴史学・民俗学・民族学・地理学など

講座の目標

1. キャンパス外で情報・資料を収集する力，それらを分類整理する力，そして問題の所在

を明らかにする力を養います。

2. キャンパス外での調査研究活動をとおして，コミュニケーション能力や問題解決能力を

育成します。

3. 調査研究結果をまとめて刊行するまでの作業に参加し，そのノウハウを身につけること

を目指します。

未来講座は，清水建設株式会社，株式会社大林組，富士火災海上保険株式会社，高砂熱学工業

株式会社，株式会社ュアテックの協賛により運営されています。
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I 女性学副専攻
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女性学副専攻

女性学は，人間に対する新視点によって20世紀後半に成立した研究領域です。学際的，比較文

化的な「女性学」という学問はアメリカで生まれ，その後，各国の大学に新しい教育と研究のカ

リキュラムができ，性差別・ジェンダー格差の存在する社会制度の考察と分析，差別を正当化し

維持する思想と文化の構造，また差別の原因や要因の研究に関する多くの業績を積んできました。

本学は，その先進的な学問にいち早く注目し，平成8年4月，日本で初めて女性学専攻修士課程

を開設しました。

いずれの学部においても，学生が女性学の視点を確立して「人間」「文化」 「社会」への深い

洞察力を深めて，超高齢化と少子化という制約の中で男女共生社会を構築していき， 21世紀の社

会の担い手となる人材を蓑成するために，女性学副攻を置いています。 4年間の中で，女性学関

連科目を副専攻として学習することにより，一人ひとりがキャリア形成を目指していけます。

1. 女性学関連科目と修得認定単位について

本学には，女性学関連科目が28科目 (68単位）あり， 1年次から履修計画を立てていきます。

4年間で所定の単位以上修得した場合には，女性学の知識・見識を修得したことを認め，「女性

学副専攻修得認定証」を授与します。

年次および単位数
科 目 名 備 考

1年 2年 3年 4年

ジェンダー論 2 

アジアの女性論 2 

ジェンダーと文化 4 

女性と表現 2 

染織文化 I （日本） 2 

人間研究入門（生・ジェンダー） 2 

ジェンダーと福祉社会 2 

女性起業家論 2 

ジェンダーと消費文化 2 

国際社会論 I（現代理想・ジェンダー） 2 

染織文化II （アジア） 2 

ジェンダーと観光文化 2 

メディアとジェンダー 2 I 
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年次および単位数
科 目 名 備 考

1年 2年 3年 4年

映像文化とジェンダー 2 メディア文化学科必修

文化情報とジェンダー 2 

女 性 学 4 福祉文化学科は 2年次以上

女性文化史 I （日本） 2 

女性文化史II （世界） 2 

世界女性の自己表現 2 

ジェンダーと経営・情報 2 

ジェンダーと国際分業 2 

日本の社会 II （女性と家族） 4 

アメリカの社会II （女性と家族） 4 

女性と社会 I （家族・仕事） 2 

女性と社会 II （地域・余暇） 2 

女性福祉論 4 

心理的援助II （フェミニスト・セラピー） 2 

開発と女性 4 

グローバリゼーションと女性政策 2 

テレワーク •SOHO 論 2 

また， 3 • 4年次においては，大学院人文科学研究科女性学専攻の専門科目（演習を除く）を

8単位まで履修することができます。その単位も副専攻修得認定単位となります。

「女性学基礎論 I」「同II」「同III」

「女性学概論 I」「同II」（この 2科目は，ジェンダー・女性学研究所主催の集中講義です。）
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2. 女性学副専攻の登録から修得認定証授与まで

4月入学生

学年 手 続

4月 オリエンテーション

模擬エントリーカードの提出
----・---------―丁――

2年次!4月 オリエンテーション

- -------------~--------

副専攻登録カードの提出

登録料： 10,000円

3年次 4月 オリエンテーション

4単位

8 単位一— ] 

10単位以上 1 

4月 オリエンテーション ： 10単位以上

3月 女ti}副専攻修屑認_定.JEの交付•7_-:2~40$f" 10月 修得認定証の交付願いの提出

認定証発行手数料： 40,000円 ！ 

ヘ~ 一^̂ -̂ ~”~^ •一—●●● 巫^ぃ．．．^ ＾＾一—--」

9月人学生

i 3年次 9月

← ! 

I 4年次 9月

! 4月
にニ-------- . --—―二＿ ——- ----------- -----^一ヽ—- -^こ．んこ―̂ ＾ ^ ^  ^  ----- _ __ ＿ _ ＿_ • -------—^---‘．ー＿＿―――̂―--------- -

卒業時 9月 女性学副専攻修得認定証の交付 ！ 32~40箪位―]
発行手数[[:40,000円 ——- ＿＿＿＿＿-_J 

女性学副専攻登録者は，本学で開催されるジェンダー・女性学研究所主催の国際会議，ワーク

ショップ，各種フォーラム等に優先的に参加することができます。また，国内外の研究者とも交

流を深めることができ，国際的感覚を養うことができます。

将来の進路として就職を希望する学生は，公的機関，女性団体および福祉団体等が要求してい

る能力を身につけることができるので，就職活動時において有利になります。さらに，女性学副

専攻において養った女性学の視点は，大学院修士課程女性学専攻の研究領域につながり，大学院

進学後の研究がスムーズに進みます。

※女性学副専攻科Hに関する間い合わせ先 → ジェンダー・女性学研究所

履修，登録に関する問い合わせ先 → 学部事務室
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3. 人文学部における女性学関連科目について

I 

:玉□三□他学部•他学科の女性学関連
目および大学院人文科学研

科女性学専攻専門科目（演

を除く）を自由に選択。

そ の

ロ

I
 

i
 

他

メディア文化学科開設科目 そ の 他

科 目 名

メディアとジェンダー

映像文化とジェンダー

文化情報とジェンダー

2
②

2
 

合 計 6単位

他学部•他学科の女性学関連

科目および大学院人文科学研

研科女性学専攻専門科目（演

習を除く）を自由に選択。

26~34単位以上
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4. 経営情報学部における女性学関連科目について

ロ＿＿―-経営情報学科開設科目 ］―- そ

I- -----------—--------~- -------------―------ --、＇^ --- - -`  -- -

科 目名 i単位数 I配当年次 I

l -----------r―------アジアの女性論 2---7--1::□ 他学部•他学科の女性学関連
ジェンダーと福祉社会 ＇ 2 I 1 • 2 科目および大学院人文科学研
女性起業家論 2 ! 1 • 2 研科女性学専攻専門科日（演
ジェンダーと経営・情報 2 , 2 • 3 I 習を除く）を自由に選択。

ジェンダーと国際分業 2 , 2 • 3 
＇グローバリゼーションと女性政策 ！ 2 3. 4 

I テレワーク• SOHO論 ： 2 l 3. 4 
------------ ---

l 合 計 ~---~-_!`— + 18~26単位以上一ー
-------------------------------~--- ------

|．
1, 

サービス経営システム学科開設科目 そ の 他
--～---—ヽい一 ― ----― , -
科 目 名 単位数配当年次|

／エ／ダーと消費文化 7 2 -1―--］ ロ, 1. 2 他学部•他学科の女性学関連

1ジェンダーと福祉社会 2 I 1. 2 科目および大学院人文科学研

！女性起業家論 2 , l. 2 研科女性学専攻専門科目（演

ジェンダーと経営・情報 I 2 2 • 3 I 習を除く）を自由に選択。

ジェンダーと国際分業 ＇ i I 2 2 • 3 
グローバリゼーションと女性政策 2 ; 3 • 4 
テレワーク •SOHO 論 2 , 3 • 4 

合 計 14単位 18~26単位以上
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5. 福祉総合学部における女性学関連科目について

配当年次1
1 • 2 • 3 
1 • 2 

2 • 3 
1 • 2 

1 • 2 

2 • 3 i 

2 • 3 
3 • 4 

3 • 4 

26単位 □— 

そ の 他
一

：女性学 4 

人間研究入門（生・ジェンダー） ! 2 
女性と表現 2 

1女 性と社会 I （家族・仕事） 1 2 

1 女 性と社会 II （地域・余暇） 2 

女性福祉論 4 I瓢巴ーェミニスト・セ竺ー） 2 

合計 1

他学部•他学科の女性学関連

科目および大学院人文科学研 ， 

研科女性学専攻専門科目（演

習を除く）を自由に選択。

•.. ___j 

J 10~18単位以上

福祉経営学科開設科目

科 目 名 1爪位数配当年次
その他—―/]

国際社会論I（現代理想・ジェンダー） 4 I 1. 2. 3 他学部•他学科の女性学関連
ジェンダーと福祉社会 2 I 1. 2 科目および大学院人文科学研

女性起業家論 ' 2 I 1 • 2 研科女性学専攻専門科目（演

ジェンダーと経営・情報 2 I 2 • 3 習を除く）を自由に選択。

ジェンダーと国際分業 I 2 I 2 • 3 

Iグローバリゼーションと女性政策 2 I 3 • 4 ITV?―ク・ SOHO論 2 1 3. 41 

合計/ l2単位 j--―-20~28単位以上二／

6. 薬学部における女性学関連科目について



H本研究副専攻

I日本研究副専攻
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H本研究副専攻

21世紀は国際化の時代といわれ，そうした新世紀構築に寄与できる豊かな感性と知性を持つ人

材が求められています。その中でも特に，異文化理解に対する確かな知識を持つことは，グロー

バリゼーションの時代では不可欠と思われます。世界の文化を理解するためには，日本の文化や

社会についての知識・理解が前提であり，また，外国人の場合は，日本を研究することにより，

自分の世界への認識を深めていくことができます。本学では，各学科に基礎を置くそれそれの学

問領域での知識の形成とともに，こうした視点から日本についてより一層の知識を修得するため

の学問領域として，日本研究副専攻を設置しています。

人文学部国際文化学科では，日本について高度な学習が可能なように，地域文化研究の学問領

域として「日本・東アジア文化分野」を学習する科目が配置されており，日本研究を重点的に進

めることができます。日本研究副専攻はその学問領域をさらに広げて，全学部・全学科の学生を

対象として，日本研究を副専攻として学習し，地域研究の視点・方法を会得し，日本の「文化」

「歴史」「文学」「言語」「社会」への深い理解の形成をはかるように配置されています。

日本研究副専攻は，国際文化学科における日本研究関連科目を中心として，その他の学科にお

ける関連科目，外国人留学生・帰国生を対象とした特設科目，日本語教育のための日本語関連科

目， H本研究センターが提供する特別レクチャーや日本研究セミナーで構成されています。

日本研究関連科目を副専攻として学習することにより，学生は4年間の中で，日本の文化・社

会などへの深い洞察力を養い，国際人として幅広い教養と応用能力に富む資質の基盤を築くこと

ができ，そして一人ひとりが未来に向かってキャリア形成を育むことができます。

なお，従来のアドバイザー制度とともに，副専攻のアドバイザーとして，日本研究センターの

スタッフが，勉学について指導に当たります。

1. 日本研究関連科目と修得認定単位について

本学には，日本研究関連科目が，別表1, 2, 3のとおり経営情報学部ならびに人文学部，福

祉総合学部に開設されており， 1年次から履修計画を立てていきます。 4年間を通して32単位以

上修得すると，日本研究の知識・見識を修得したことを認め，「日本研究副専攻修得認定証」を

授与します。

2. 日本研究副専攻関連科目の修得認定単位について

(1) 当該学科に開設されている関連科目を含み，人文学部の学生は別表 1, 経営情報学部の学

生は別表 2,福祉総合学部の学生は別表3に掲げられている科目から32単位以上を修得して

くださし％

(2) 所属する学科以外の学科において開講されている日本研究関連科目の履修は，他学科履修

単位として卒業単位数に含みます。
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(3) 外国人留学生・帰国生については，別表4-1, 2に掲げられている特設科目より修得し

た単位の内 8単位が，日本研究副専攻科目修得単位数として認定されます。

(4) 日本語関連科目については，別表 5に掲けられている科目より 8単位か，日本研究副専攻

科日修得単位数として認定されます。

(5) 日本研究センターか提供するサマースクール講座を履修した場合は，副専攻科目として単

位振替が可能です。

3. 日本研究副専攻の登録から修得認定証授与まで

4月人学生
---------------———--— l 

手続関係 修得単位の目安
I、---------—--- -----------------------•—---—------• -- - •-- -----

4月 オリエンテーション 4単位 1 
模擬エントリーカードの提出 ！ 

-- ------ ---- -------------------- --—---•一—------ ----| 

オリエンテーション 8単位

副専攻登録カードの提出

登録料： 10,000円
---- --- --- ------+ヽ• -- - - ------------ --- -- -- ----

3 年次 4月 オリエンテーション
—••- - • --L-- ---—-—---—- --.-----•--------------

4 年次 I 4月 オリエンテーションI I1 10月 修得認定証の交付願いの提出
------- -- ----. ---------------- - -----------、----------------

ャ---

卒 業時 ， 3月 日本研究副専攻修得認定証の交付

I 認定証発行手数料： 40,000円
―----. --・―. j------ ------------------------- -----

2 年次

[ __,  

10単位
---------~-- ----- --------

10単位

32単位

9月入学生
----- --------

学年
ヘ•

1 年次

次年

、

2

手続関係
------ ----------------

9月 オリエンテーション

模擬エントリーカードの提出
------ - -- - ．．＿ ＿ ＿ ＿ 

9月 オリエンテーション

副専攻登録カードの提出

登録料： 10,000円
-- ------ -- -- ----- --

9月
I 

9月

4H 

オリエンテーション

オリエンテーション

修得認定証の交付願いの提出
．．．．．．．．ー ー・・・

．・• --.• - -..  

9月 H本研究副専攻修得認定証の交付
認定証発行F数料： 40,000円

----------------

修得単位の日安

4単位

8単位

12単位

10単位

32単位
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日本研究副専攻登録者は， 11本研究センター主催の特別講演会，ワークショップ，各種フォー

ラム等に優先的に参加することができ，また，日本研究のための特別レクチャーやセミナーを無

料で受講することができます。

将来の進路として，教育職（日本語教員含む）・研究職等を目指す学生は，日本の文化，歴史，

社会について必要な知識を身につけることができます。海外において企業および行政機関の仕事

に従事する際には，日本研究から得た知識は，よりよい人間関係を築いていくために必要なコミ

ュニケーション能力の基礎になります。さらに，日本研究副専攻において養われた日本研究の視

、r,1iは，大学院修t課程国際文化専攻の研究領域につながり，大学院進学後の研究がスムーズに進

みます。

詳細については，オリエンテーション時に説明をします。

※日本研究関連科目に関する問い合わせ先 → 日本研究センター

腹修および登録手続きに関する間い合わせ先 → 学部事務室
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4. 人文学部における日本研究関連科目について

I T T TT甲 k奴女公ム呻曲 TTI--―→旦／業//-l~T三／口二三
ロ一—- ：」口:[
1日中比較文化

―-- -~--/——--—-□ 2• 3 1 
4 I 2 • 3 

1 ~ 
．～・｀口

1地域観光文化論I （日本） I 4 I 3・4 ¥ 0 I . j 
1 | l 
L __ ~·-3_ L_~__J 
4 

呻い1ヒ填産 l（束rシア） 2 : ロ
歴[-一｝史 日本の歴史 ------~ ]—— 口
ロ戸＿g倫 ーロ＿ーロ
: I日本の文学 I （古典） 4 ーロ—­！学

］ 
三学II（近代） ＿ i ~ i 
芦 日本語学概論

| 

/日本語と文化― ――- ［ー：二］ー・22-/- 0 ―-0 ――-
日本の思想 4 I 2 • 3 

—--~—-- -- - ＋-―--―□—?―----+-———--- --―-•一—←------ ---―-- -- -

口叫上会 I-（政治と経済） 4 2•3i 

日本の社会II（女性と家族） ［／［／` | 2 • 3 I 
社 1

- ---

本・日本人論
------------t—• -t- —• _＿―----

4 I 2•3 i 0 ニ i 3•4 会 □――•---- ---- ------- - ----J――-
想受容史 1 4 t 3•4 0 
- ------ ----

［国際交流・協力概説B （日本） 2 
-----+-------―---------- ----、-________________ [__ ____ _ 

1 各学科に配閥している科H の単｛旦奴口
L _________ -----------

-------'----- -• --------1—• 

゜●●ー・・・一 —+ •-•---• • •---

80 18 6
 
-- i 
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5. 経営情報学部における日本研究関連科目について
別表 2

i単位 配当 I 各学科における開設状況

/ 授業科 H ，数 1 年次「―-—--ー--――-
経営情報，国際経営

丁サーヒス経 1

l, • ----- ^ --+ ---------------^•-—^ _ 営ステム

文 iJIU国際総合講座II（日本文化） 4 1·2•3; 0 I 

6. 福祉総合学部における日本研究関連科目について
別表 3

I ---------- ------ -------ヽ• -----•----―----..-―----•- -• 



II本研究蘭1J専攻 95 

7. 特設科目（外国人留学生・帰国生）における日本研究関連科目について

(1) 6学科共通科目 別表 4-1 

（国際文化学科．国際交流学科，経営情報学科，国際経営学科）

(2) 2学科共通科目（サービス経営システム学科，メディア文化学科） 別表4-2 

I~, ー,,,''ず，n - 1 9 上

.• • - - - -- -••--••---- ---.．.. _......-..•-•- •—• ● ^ 9. .• --• ● •••—| 
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8. 日本語関連科目における日本研究関連科目について

別表 5
7単位丁配当-------,--------―--- - - -- ---

授業科目 数 I 年次 1 開講している学科

日本語表現法 I（表記・文法•LL を含む） 2 i 2 I 国際文化学科
---- -- --- -- ----. 

基 i礎 1 H本語表現法II （文章） I 2 l i 2 I 国際文化学科

闊＇日本語表現法 III（論文作成法） ! 2 I 3 国際文化学科
n口 I
「-―-- - -ー- •―--＿＿丁「—-土--—----- --—-—- ------j 

日本語表現法N （討論法） 1 2 3 国際文化学科

i !日本語教授法 I （音声） 1 4 2•3 国際文化学科，国際交流学科

9 4 [ 2•3 ！ 国際文化学科，国際交流学科i日本語教授法II （語彙）
日[―------—-~- --------― 
本 i日本語教授法III（文法） ， 4 i 2 • 3 
語， ―---- --＿＿＿＿＿ ＿＿ _- ---―----------------—-—• - -----:---―----—-「―- ----- --—--- - ---

教 1 日本語教授法N （教材・教具） ， 4 I 3 • 4 国際文化学科，国際交流学科
授 I ------------------------------「- ---t--- --―-―-
日本語教授法V （評価） l 4 , 3•4 国際文化学科 国際交流学科

日本語教授法VI（教授法） 4 : 3•4 国際文化学科，国際交流学科
--------―---―--------------------_＿＿_ ＿＿―-- ＿_____J_ - - l _ _—- -- ---~-—- ---—--

＊国際文化学科においては，日本語教授法 I~VIは自由科目となっています。

9. 日本研究センター提供の特別レクチャーおよび日本研究セミナー

各年度に開講する特別レクチャーおよび日本研究セミナーの講座内容は，学期初めのオリ

エンテーション時または定期的なガイダンスの中で説明します。



リスクマネジメント副専攻

I リスクマネジメント副専攻
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リスクマネジメント副専攻

「キーパーソンになるための人間力構築」

「リスクヘ備えるための知識・技術・経験の装備」

「リスクマネジメントは企業・行政・個人の中核」

現在，われわれの社会は，グローバル化，ホーダレス化， IT化の中て，競争メカニズムを前

提として経済合理性をより屯視する社会へと変容しています。安定から流動へというパラダイム

変化は，ラストリゾートの消失を加速させ，企業や個人に急激な変革を促しました。その結果，

企業は複雑かつ巨大なリスクに匝面し，また個人においてもさまざまなリスクと無縁ではいられ

なくなってきています。これまてわれわれは， リスクに対し，その対処方法，回避方法をネカテ

イプに考えてきました。しかし，時代の変化は， リスクに対するわれわれの見方をも変えました。

マイナスのリスクからプラスのリスクヘとフォーカスポイントを移動させ， リスクを「とる」と

いう表現も用いられるようになりました。つまり， リスクの存在を背然のものとして，これを適

切にコントロールしてマイナスの影評を少なくし，積極的なリスクヘッジによりそのリスクに果

敢にチャレンジしてハイリターンを求めるのです。ベンチャービジネスの勃興やヘッジファンド

の隆盛は， リスクをチャンスと捉える社会の到来の証左といえるでしょう。ベンチャービジネス

に代表されるように，積極的にリスクに挑戦することは，イノベーションを促進し，社会への多

大なる貢献にも結び付きます。個人生活においては，終身雇用の崩壊，少子高齢社会，核家族化

など社会構造の変化によって，事故，災害，疾病などのリスクに加え，雇用，年金，介護などの

リスクが顕在化しています。自己責任社会を迎え，個人もこのようなリスクに対しアクティブな

対応が求められます。リスクを「把握」「対応」「予防」「復旧」てきる知識・技術・経験を装備し，

不確実な事象の多い社会で的確かつ推進力ある行動がてきる人間力の構築が重要て‘す。このよう

に， リスクマネジメントは，今日的に重要な問題であり，時代のキーワードとなっています。

そこで，本学では，各学科に粘づくそれそれの学問領域での知識形成とともに，総合大学とし

ての多様性と「 ITとマネジメント」を生かしたリスクマネジメント副専攻を平成15年度より設

置しています。各学科に横断的に配置されているリスクマネジメント副専攻科目を学習すること

により，ポテンシャルが最大限に引き出され，危険対応時の意思決定能力， リスクヘの機敏な対

応能力が身に付き，またそのような新しい知識は，危険管理，防災，交通，行政，福祉，まちづ

くり，ェリアマーケティング，観光など地域に密着した多くの課題でも応用的に展開していくこ

とができます。世界で，また地域で，身に付いた知識・技術・経験は，大いに役立つのです。

リスクマネジメント副専攻を構成する科目群は以下のようになっています。主に経営情報学部

に科目が配置されていますが，人文学部や福祉総合学部においても，福祉，観光などに関する関

連科Hが多数配罹されています。リスクマネジメント科日群では， リスクマネジメント分野で扱

われるトピックスを総論的・網羅的に学習します。起業マネジメント科日群および地理情報・空
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間情報科目群では，特色あるアプローチで授業を展開します。特に地理情報・空間情報科目群で

は，本学の最大の特徴である地理情報システム (GI S) を用いて授業を行います。地理的・空

間的要因に依存するリスクに対する分析・対策立案にGISは非常に有用で，その技術の修得は，

さまざまな知識とハーモナイズして， リスクマネジメントの展開をより広げることを可能にしま

す。その他関連科目群では， リスクマネジメント修得に有益であるその他の関連科目を副専攻認

定科目として指定しています。

副専攻登録を行い規定の単位数を取得した学生は，卒業時に，主専攻の卒業証書以外に， リス

クマネジメント副専攻の副専攻修得認定証を受け取ります。これは，キャリア形成上有用な資格

です。国家公務員，地方公務員，アントレプレナー（起業家），経営コンサルタントなどでそのカ

を発揮することができ，特にGISの修得は，その導入が予定されている全国各自治体において

GI S専門家として活躍することが期待されます。また，一般企業への就職においても，企業の

分社化やベンチャーカンパニー（社内ベンチャー）設立の流れの中で，自己実現のチャンスをつ

かむことが期待されます。

リスクマネジメント副専攻を学習するための登録方法，関連科目，副専攻修得認定単位数など，

詳細な説明については，オリエンテーションや説明会時に行います。また，相談も随時受け付け

ています。

履修計画と必要単位数

講義科目群に示されている科目の中から下記履修予定を参考に計画的に履修を行って下さい。

副専攻に関しては， まず，登録が必要です。その後， リスクマネジメント副専攻に配当されてい

る講義科目群より最低32単位を取得することで卒業時に認定証を受け取ることができます。講義

科目は，複数の学科にまたがって配置されています。他学科の科目を履修することで多様な知識

を身に付けることができます。副専攻登録をしたら他学科の時間割もきちんとチェックしましょ

う。履修に際しては，配当学年と開講時期に注意をして下さい。また，地理情報・空間情報科目

(GI S関連の授業）は， リスクマネジメント副専攻登録を済ませていない学生は履修すること

ができません。

科目群／ー 科目直ーのねらい

リスクマネジメ］企業，公的機関，福祉分野，医療分野，国際社会などさまざ

ント科目群 ｛な分野で必要とされる知識を身に付けます。
---―--t9, - | _ ＿̂ -^ 

巳間 地理情報システム (GI 

す。

連科目により，起業マネジメントに必

I I'↑汁日叶 1安 IぷHE)Jl井国にハ)(_学びます。

＇その他関連科目 I地域，観光，情報メディアサービスなど，地域開発に必要な

群 知識を学びます。

最低修得
単位数

6単位

6単位
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副専攻登録料と認定証発行手数料

----—|—• 

［ 学年

~- ~--~年次（登録時）
4年次（卒業時） 1 認疋訛冗1丁手奴科 叩，vvvロ

合 計 1 50,000円］
□ -―---- -―--――-― 9----――--―□ ~- -
――----------------—ヽ—-- __  B-_ - -_ _!t _~―-．ー•- -- --ニ--~o~~_J
※登録料及び認定証発行手数料は2004年現在のものである。

講義科目群

ロ／ロ
I ローロ
□1ロ／ロ□7 | 
I 
I 
ロ
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中国文化副専攻

中国経済はWTO加盟を機に， ltt:界経済の枠組みに組み込まれ，「ttt:界の［場」から「間界の

市場」へと躍進しようとしています。このような状況の中，今後，中国社会の安定，経済の持続

的成長は，国際社会においてもその軍要性が高まっていくと考えられます。

日中経済関係を見る場合，これまで安い労働JJの利用が目的て中国に進出していた日系企業は，

次第に中国市場密着型の直接投資に変わっていき，一方，中国経済の発展には近隣の経済大国で

ある日本からの資本，技術の利用がイ<hJ欠となっています。今後，中国の発展を如何に利用して

いくのか，中国の挑戦にどのように対応していくのか，そして， H中間の長期にわたる安定的な

経済協力関係，調和的な政治・社会システムを如何に構築していくのかは，日中両国にとっての

重要な課題となります。特に，民間部門においては，中国市場を目指した日系企業の進出が加速

していく中，中国に詳しい人材を持つことは日中民間ビジネス発展の前提条件であり，成功の基

本条件にもなります。従って，中国の文化，社会，は語等を熟知し，国際経済，経営，政治等の

専門知識を打し，高度情報化社会に適応していける人材の必要性は，これまで以上にその重要性

が高まっていくと思われます。

中国文化副専攻は，このような社会的なニーズに対応するものです。同副専攻を履修すること

により，中国文化への総合的なアプローチをし，日中両国文化を比較しながら，中国文化に関す

る知識を系統的に習得することが可能となります。また，中国からの留学生がこの副専攻を履修

することによって，日本の大学で日本社会をベースとした専門教育を受けながら，母国の発展を

複眼的な視点でとらえ，理解し，卒業後，母国の発展に貢献し，日中交流のスペシャリストにな

ることも期待されます。

副専攻を学習するための登録方法，関連科目，副専攻修得認定単位数等詳しいことについては，

オリエンテーション時に説明します。
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観光ビジネス副専攻

観光産業は， 21枇紀にtit界最大の産業になるとf測 (WTTC)されています。それは，旅行業，

ホテル業，旅客運輸業，飲食業，アミューズメント業，＿1：産販売業等を含み，発展途上にある国

々や先進［業諸国において，何千万という人々の雇用創出と，膨大な額に上る資本移動を含んて‘

いるからてす。特に，近年の新眺l〗＾業国とばわれる束アジア諸国や，中国などにおいては，経済

発展に伴った所得水準の上昇により，人々は精神的な［ゆとり」，「うるおい」のある生活を求め

るようになり，国内外旅行需要が怠増しています。

このような巨大な観光マーケットの出現は，観光産業の一層の発展に寄与することは間違いな

く，そうした流れを受け，これまで工業・技術・貿易立国を目指してきた一部の国においては，

例えば，日本で「もの作りから観光立国への転換」を提唱しているように，観光産業の振興を新

たな発展H椋として定めようとしています。

観光産業か今日の規模にまて順調に成長してきた背景には，個人所得増によるサーヒスや精神

的満足を求める傾向の増大とともに，交通運賃の低Fと安全性の向卜という要因かあります。例

えは，航空部門では技術晶新によって，運航時間と運航コストが想像を越えるスピードでFがり，

安全性も氣速に向上しています。それらは人々が安心して世界各地の観光名所・サービスを求め

て，地球規模の自由移動を実現させています。さらに， IT革命によるビジネススタイルの激変

は観光産業にも大きな影響を与えています。個人がネットワークを駆使してホテル，航空券の予

約をしたり，海外観光情報の随時人手という情報サービスの活用をすることにより，これまでの

旅行ビジネスを中心業務とする旅行会社がその存在意義を失おうとしています。

このように，新しい時代に適応する新たな観光ビジネスを考える場合，「グローバル化」と「高

度情報化」された観光客の自由移動，その土地へ行かなければ楽しむこと消費することができな

いさまざまなサービスの「ローカル化」といった特性は， 21-ttt紀の観光産業をめぐる重要なキー

ワードとなるでしょう。これらの特性に注目し，ニューサービスの開拓，業態開発・事業の多角

化などは新たな観光ビジネスの基本となり，新規就業機会の創出や国際相互理解の増進の一翼を

担うことになると考えられます。

1. 観光ビジネス関連科目と修得認定単位について

観光ビジネス関連科目は「観光文化分野」，「語学関連分野」，及び「観光ビジネス分野」とい

う二つの科目群（計176単位）て構成され，学部，学科横断的な科目履修が特徴てす。正規在学期

間に所定の単位を修得した場合，観光ビジネスに関する系統的な知識を有することを認め，「観

光ビジネス副専攻修得認定証」を授与します。

2. 観光ビジネス副専攻関連科目の修得認定単位について

(1) 日本人学生及ひ中国以外の国からの留学生は，別表 1• 2 • 3で掲げられている科日から
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「観光文化分野」科目群から最低8単位，「語学関連分野」科目群から最低4単位を含み， 32

単位以上を修得してください。

(2) 中国からの留学生は，別表 1• 2 • 3で掲げられている科目のうち，「語学関連分野」科目

群のうち，「観光文化分野」科目群から最低8単位，「語学関連分野」科目群（ただし，中国

語IA, I B, II, III,演習を除く）から最低4単位を含み， 32単位以上を修得してくださ

し％

(3) 中国文化研究センターが提供するサマースクール講座や，ェクステンション講座を履修し

た場合，副専攻科目として単位認定を行います。

3. 観光ビジネス副専攻の登録から修得認定証授与までのモデルケース

4月入学生

学年 手続関係 修得単位の目安，
―-―一＾一 —• - -- --- - - - ---- - t -――- | 

4月 オリエンテーション

1年次 副専攻登録カードの提出 4単位

登録料： 10,000円

/-2年次―-I月＿：］）ーエン/ニーヨン ——— -—+-- -S単位
,1 3年次 4月 オリエンテーション 1()単位 ］ 

4年次

オリエンテーション

修得認定証の交付願いの提出

認定申請料： 40,000円

10単位

卒業時 I 3月 副専攻修得認定証の交付 32単位

9月入学生

学年

1年次

2年次

手続関係
L---・・ ・・・-----

9月 オリエンテーション

副専攻登録カードの提出

登録料： 10,000円
------

9月 オリエンテーション

3年次 9月 オリエンテーション

オリエンテーション

4年次 4月 修得認定証の交付願いの提出

認定申請料： 40,000円
ヽ―-- - t - - -

1 卒業時 9月 副専攻修得認定証の交付

修得単位の目安

4単位

8単位

10単位

10単位

32単位

観光ビジネス副専攻登録者は，中国文化研究センターt催の特別講演会，公開講座，各種フォ

ーラム等に優先的に参加することができます。また，観光ヒジネスに関する特別講座，研究会を

無料で受講することができます。
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また，観光ヒシネス闊lJ専攻を囮修することは，旅行業務取扱主任資格（日本）や，国内・海外

添乗員賓格（中国）の取得に道を開くことになり， TOEIC,TOEFL, 国連英検，旅行業英検，

中国語検定などの語学関連資格を取得する際にも役立ちます。そして，将来は，国内外観光業務，

国際ヒシネス視察専門業務，国際会ふ企両コーティネータ業務，国際観光機関などでの就職を目

指す際に，就職活動にfi利になるのは五うまでもありません。さらには，ホスピタリティ産業や，

社会福祉産業分野ての活蹄を希叩する場合，観光ヒシネス副専攻の履修を通じて習得した専門知

識の活用か期待されます。

＊ 副専攻に関する相談窓[l → 教務課

観光ヒジネス副専攻科日に関する問い合わせ先 → 中国文化研究センター

（別表 1)

観

光

文

化

分

野

科目名

観光文化論

ジェンダーと観光文化

遺跡と文化追廂 I （東アシア）

遺跡と文化遣1mII (ttt界）

都市芸術 I

都Ih芸術II

旅と文化

食と文化

工芸と観光

観光地理学

観光人類学

史跡と観光

文明環境論

民族文化論

観光ジャーナリズム論

観光美術論

国際観光論

生涯教育と観光

地域観光文化論 I （日本）

地域観光文化論II （アシア）
- -

地域観光文化論Ill （アメリカ）

単位数配当年次

2 1 ・ 2年

2

2

2

2

り
ム

2

2

2

2

-

2

-

2

2

-

2

2

-

2

4

り
/
]

2 • 3年

1 • 2年

1 • 2年
ー→

1 • 2年'

1 • 2年

2 • 3年

2 • 3年

2 • 3年

2 • 3年

2 • 3年

2 • 3年

2 • 3年

3 • 4年

3. 4年

3 • 4年

3 • 4年

3 • 4年

年

年

年

4

4

-

4

 

.

.
 -．
 

3

3

3

 

'

↑

 

4

4

4

 

開設学科

HL 

HL 

HL 

HL  

HL 

HL 
--

HL 

HL 

HL 

HL・HK 

HL・HK 

HL  

HL・BB 

HL・HK 

HL•HK 

HL・HK 

HL・HK 

HL・HK 

H L 

HL 

HL 

，備考

叶 50
--―↑ -- -- • ----——---- --＿__ ＿→―-- ----- --- ---- --- --------T-- ---~-, 
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（別表 2)

科目名 単位数 配当年次 開設学科 備考

翻訳の基礎（英日） 2 3 • 4年 HL•HK 

翻訳の技法I
2 3 • 4年 HL•HK 

（英日・実務翻訳）

翻訳技法II
2 4年 HL・HK （英日・上級翻訳技法）

通訳の基礎（英H) 2 3 • 4年 HL•HK 

通訳の技法I
2 3 • 4年 HL•HK 

（英日・通訳実務）

通訳の技法II
2 4年 HL • HK （英日・上級通訳技法）

中国語 IA 2 1年 HL·HK•BI•BB 

語 中国語IB 2 1年 HL•HK•BI·BB 

学 中国語II 2 2 • 3年 HL・HK・BB 

関 中国語III 2 2 • 3年 HL・HK 

連 中国語演習
2 3 • 4年 HL （表記・文法 •LL を含む）

分
日中翻訳技法 4 3 • 4年 HL 

野
日中通訳技法 4 3 • 4年 HL 

ビジネス日本語I 2 3 • 4年 HL·HK•BB· 
BT 

ビジネス日本語II 2 3 • 4年 HL・HK・BB・ 
BT 

ビジネス英語I 2 3 • 4年 HL・HK・BB・ BT 

ビジネス英語II 2 3 • 4年 HL·HK·BB• 
BT 

TOEIC英語 2 3 • 4年 BT 

観光英語 2 3 • 4年 BT 

会議英語 2 3 • 4年 BT 

国際交流研修
2 1~4年 HL•HK 

（海外・中国） （含中国語研修） 1 

計 46 
L 

※「国際交流研修」（海外・中国）は中国語を履修する学生を対象に，中国企業，日系企業，

及び各種文化施設での研修のほかに，現地大学における中国語研修も実施する。
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（別表 3)
I ―-------- ------------

単位数配‘り年次

2'1  • 2年

4 1 2. 3年

4 2 • 3年

2 • 3年

'2 • 3年 BT

2 • 3年 BT

2 • 3年'BT

2年 BT
.. ．....．． 9 • ．．．- •ー・ーヘ •—・ ・• -•—• ●ー・

2年 BT

2年 BT

3年 BT

4 3 • 4年 BT

シ ェンタテー：ーメントサーヒス＿＿事業論― -｛ —-3. 4年―-+-- ~-T- ------- ---

国際サービス事業論 4 3 • 4年 BT 
ネ ~• --• ● ●ー・

国際観光論 4 3 • 4年 BT 
ス i..^-••-•--.... ．．．  

分 海外サーヒス事梢 I （北米） •—•2 _ : 2_・ 3年 B_~ 

海外サービス事情II （欧小トI) • 2 3 • 4年 BT

観光開発論 2 3 • 4年 I BT  

i景観開発論 2 , 3 • 4年 BT 

1 海洋リゾート論 2 3 • 4年 BT  

ショッピングセンター論 2 3 • 4年 BT 

ェアポート・エアラインサービス 2 3 • 4年 BT 
.. ．． • - - •- - -• - ＾.．....． ..．．．一．．． 一 トー・—... ．．．．． 、• • -．．． .-•--. ．．  ．．．.. ~—●●ー・・••-• - --- - ..  

日本のサービス事情 2 3 • 4年 BT 

世界のサービスビジネス ， 2 3 • 4年' BT 

財務管理論 4 3. 4年寸 BT  

インターンシップ

（サービス事業研究） （中国）
• 2.  3年 BT

※観光経済学f （中国からの留学生対象科目）
＇計 1 '80I 

※「観光経済学」は中国留学生が国内旅行関連資格を取得する際の受験科目の一つである。

受験カリキュラム及び本学設置科目対応は次ページに記載。

科H名
---- ---- ----- - --- -

サービス実践論

サービス経営管理論

社会心理学

廂業心理学

サービス組織論
．．．  

サービス開発論

------＿＿..---l 

--•••一「

4
-
4
-
4
 

サービス経営分析論

観光・宿泊サービス事業論 4 
----- •---

情報・メディアサービス事業論 4 

4 

2 

交通サービス事業論
観 l... ．ー•••-•--- --―-

公共サービス論
光[ •-•--••• 
フードサービス事業論

4
 

開設学科 備考
一—- - --- - ----- ----- → 

BT  
-- ----- --

BT i 

--―----

BT 
-------------, 

BT 

-•• 

| 

|
＋
ー
~

ビ

」

野
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中国旅行業関連資格受験カリキュラムと本学設置科目対応一覧

受験カリキュラム

● 観光学概論

● 中国観光地理

● 世界観光地理

→ 

→ 

→ 

本学設置科目対且；

「国際観光論」「観光人類学」「生涯教育と観光」

「観光地理学」「地域観光文化論II （アジア）」

「観光地理学」「遺跡と文化遺産 III」「地理学 III」

● 観光マーケティング開発 →「観光開発論」「宿泊・観光サービス事業論」「景観開発論」

● 観光美学 → 

● 観光文化学 → 

● 観光財務管理 → 

● 観光英語 → 

● 観光心理学 → 

● 観光日本語 → 

● 観光経済学． 中国観光業法規
● 観光ガイド実務

→ 

→ 

→ 

「エ芸と観光」「都市芸術 III」「観光美術論」等

「観光文化論」「旅と文化」「食と文化」「民族文化論」

「ジェンダーと観光文化」 「地域観光文化論III III」

「観光ジャーナリズム論」

「財務管理論」「サービス経営管理論」

「観光英語」

「社会心理学」「産業心理学」

「日中翻訳技法」「日中通訳技法」

「ビジネス日本語 I」「ビジネス日本語II」

中国文化研究センターによるサマースクール

特に対応なし

インターンシップ
（サービス事業研究） （中国）による対応

注：「中国観光業法規」に関しては，入社後現場教育の一環として実施している。



スポーツビジネス副専攻

スポーツビジネス副専攻 I 
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スポーツビジネス副専攻

詳細は別途，オリエンテーションを実施し，説明します。



JIU国際総合講座

一
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JIU国際総合講座趣意書

城西国際大学長＊ 田 宗子

城西国際大学 (JIU)の建学の精神は「学ぶことを通じての人間形成」にあり，教育理念は「国

際社会・情報化社会に生きる」有為の人材の育成にある。

城西国際大学はこの精神と理念を掲げて，平成 4年4月，千葉県東金市に経営情報学部経営情

報学科，人文学部国際文化学科をもって発足した。以後4年間を経て平成8年3月には第 1回卒

業生を社会に送り出し，同年4月には一層の発展を目指して人文学部に福祉文化学科，国際交流

学科の 2学科を新設した。同時に人文科学研究科修士課程国際文化専攻，同女性学専攻も新設。

とりわけ女性学専攻は日本で最初の専攻として注目されている。

また，平成10年4月には，人文科学研究科博士課程比較文化専攻（比較文化分野，比較ジェン

ダー論分野），経営情報学研究科起業マネジメント専攻を新設，大学院の整備充実を図るととも

に，留学生別科日本文化専修課程，同日本語専修課程を開設。平成11年4月には経営情報学部に

国際経営学科，福祉環境情報学科の2学科を新設，平成12年4月には経営情報学研究科起業マネ

ジメント専攻博士（後期）課程を開設。平成13年4月には経営情報学部にサービス経営システム

学科，人文学部にメディア文化学科，留学生別科ビジネス・情報専修課程を新設，平成14年4月

には人文科学研究科修士課程に福祉社会専攻と国際アドミニストレーション専攻を新設，平成16

年4月には福祉総合学部及び薬学部を新設し，新時代の大学として更なる発展へ向けて進んでい

る。

JIU国際総合講座は，新学科および大学院の開設を契機として，本学の特色を表現するテーマ

に基づいて平成8年度から開設された。国際性・学際性豊かな，比較文化の観点を活かした講座

で，学部学生，特に新入生に新しい環境で新しく学問の息吹に触れさせ，知的好奇心の開発と勉

学意欲の喚起のために計画された講座である。講座Iは福祉・情報・ジェンダー・国際交流を，

講座IIは日本文化をテーマとし，学外からそのテーマに造詣の深い特別講師を招いて講義を受け

る。

学生は，講義の前後に Readingand Discussionの時間を設け，専任教員ならびに国際文化教

育センター研究員の指導によって討論等を行い，理解を深める。

本学は開学以来，立地する東金市をはじめ，広く地域社会への貢献を目指してエクステンショ

ン講座，公開講座および県民カレッジを実施してきた。このJIU国際総合講座も地域社会に向け

て公開され，生涯教育の一環として一般市民の来聴，討論等への参加を歓迎している。

なお，講座は金曜日の13:20~16: 30に開かれる。
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JIU国際総合講座 I・ II 

講座 I （前期：金曜日 III 限 •W 限）

講座II （後期：金曜日 III 限• W限）

JIU国際総合講座は，平成8年度から，経営情報学部経営情報学科，人文学部国際文化学科の

両学部に開講された。

本講座は，現代文化の構造を，歴史的なパースペクティブと比較の視点から分析することを通

して，今日の国際社会と文化の諸問題を，多角的かつ複合的にとらえ，理解する力を培うことを

目的とする。講座は IおよびIIで構成され， Iは，福祉，情報，ジェンダー，国際交流の各領域

における諸テーマを， IIは，日本文化の領域における諸テーマを，以下により学ぶこととする。

a) 学内の講師および学外から招聘した特別講師による講義

b) 資料・史料の読解 c) ディスカッション

「成績評価」は，学期途中および学期末の数回のレポート提出，講義出席およびディスカッシ

ョン参加等を評価して行う。

［講座担当者】

学長

副学長

経営情報学部長

人文学部長

教務部長

経営情報学部経営情報学科長

l] 国際経営学科長

ll サービス経営システム学科長

人文学部国際文化学科長、

ll 国際交流学科長

ll メディア文化学科長

【実施委員】

教務部副部長

Reading & Discussion担当者については別に掲示する。
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平成15年度「JIU国際総合講座 I」日程

講座 I （福祉・情報・ジェンダー・国際交流）

学習テーマ：「21世紀の最先端」

近未来社会において何が issueなのかを考えさせ，キャリア形成に向けて勉学

することの里要性を再認識させる。

月日 lll 限 (13.20~14竺—ーロ/- N限(15:00~16:30)
1 I 4月25日（金） I始業講演

5 月 2~ーオリエンテーション

3 i 5一月ー，ぃ口（休講） 一—--］
講座① （福祉）

4 I 5月16日（金）
演題： 「ノーマライゼーションの意義と価値について考える」

講師：落合元和氏（特別養護老人ホームときわ園施設長）

〈日本社会福祉士初代監事，前千葉県社会福祉士会会長〉

， 、講座② （経営・情報）

6 I 5月30日（金） l 演題： 「今なぜ起業・ベンチャー振興か」
i I 講師：羽山 正孝 氏（（財）日本情報処理開発協会専務理事）

7 6月6口
8 I 6月20

9 I 6月27

10 I 7月4日（金）

I 1 ne case or t'K.U」

（国連大学学術審議官）

講座④ （ジェンダー）

演題： 「男性学への招待」

講師：伊藤公雄氏（大阪大学大学院教授）

前期まとめ
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平成15年度「JIU国際総合講座II」日程

講座II （日本文化）

学習テーマ：「現代日本文化の普遍性と特殊性」

, -

l III限(13:35~15:05) • N限(15:15~16:45) I 

オリエンテーション

2 I 10月17日（金） Reading & Discussion 

講座① （福祉：始業講演）

演題： 「福祉変革の時代に求められるもの

一新しい視点と理念と実行力」

講師：大谷 リツ子教授 （福祉総合学部長）

国際シンポジウム『「生命と倫理」を考える』

11月7日（金） Reading& Discussion 
, _ 

1講座②（日本文化）

6 I 11月14H（金） 演題： 「戦艦大和に見る日本人の普遍性と特殊性」

I 講師：平間洋一氏（元防衛大学教授）

1 7 1 11月21日（金） I Readln:-＆ DIScu:S-IOn 

講座③ （日本文化）

演題 「近代日本の形成と女子教育 その現代的應義J-I
講師：湊晶子氏 （東京女子大学学長） ，! 

ロー／―-Fl(:二ng（文＆：）1SCUSSlon
11 I 1月9日（金）

＇ 演題：「房総の文学を歩く」

1 講師：川本三郎氏（作家・映画評論家）

f_J_ ？し期ーまとめ __ -—- -――-- ―--］ 



福祉教育センター

1 福祉教育センター
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福祉教育センター

福祉教育センターは，社会福祉教育を幅広く円滑に実施するための窓口となっています。社会

福祉に関する資格や実習についてはもちろん，福祉に関することでわからないことや疑問がある

ときには，気軽に当センター (A棟 1階）までお越しください。

1. 社会福祉士受験資格取得のために必修となっている「社会福祉援助技術現場実習」の実施

2. 上記の実習施設との連絡調整および教員による巡回訪問

3. 社会福祉援助技術現場実習に関する学生相談・情報の提供

4. 実習指導教材等の幣備・管理

5. 社会福祉士受験に関する学生相談・支援活動・情報の提供

6. 学科カリキュラムにない社会福祉関係科目および福祉文化関係科目の情報提供

7. その他社会福祉教育の充実に必要な活動

8. ボランティア活動の支援

9. ニューズレター「WELL SAILING」編集•発行

福祉教育センターでの主な活動予定

●社会福祉士関係

1. 「社会福祉士」受験資格取得の説明会 (1年次 4月上旬）

2. 「社会福祉士」模擬試験の実施 (4年次 6月上旬・ 12月中旬）

3. 「社会福祉士」全国統一模擬試験の実施 (4年次 11月中旬）

4. 「社会福祉士」国家試験対策講座 (4年次 5月下旬～10月下旬）

「社会福祉士」国家試験準備対策講座 (3年次 5月下旬～ 7月中旬）

「社会福祉士」国家試験偵前対策講座 (4年次翌年 1月）

5. 「社会福祉士」受験手続きの説明会 (4年次 7月中旬）

6. 「社会福祉士」過去問題模擬試験の解説講座の実施 (4年次 12月）

7. 「社会福祉士」国家試験受験手続きの指導 (4年次 9月上旬）

●実習関係

1. 「社会福祉援助技術現場実習」の説明会・事前勉強会 (3 • 4年次 7月下旬）

2. 「介護技術講座3級相当」（「社会福祉援助技術現場実習」の事前準備） （主に 3年次 9月

上旬）

3. 「社会福祉援助技術現場実習」実施 (3• 4年次 10月中旬～12月中旬）

4 「社会福祉援助技術現場実習」オリエ‘／プー ノョ::..,,(1 ~ 4 年次 3 月下旬• 9月上旬）

5. 「社会福祉援助技術現場実習報告会」実施 (3 • 4年次 2月）

6. 「社会福祉援助技術現場実習意見交換会」実施（実習施設対象 2月）

●各種講座•その他

1. 訪問介護員養成研修 (2級課程） （8月～2月）

2. 福祉教育セミナー（冬期）

3. 「社会福祉士」受験資格取得・「社会福祉援助技術現場実習」に関する相談（随時）



学習支援室

学習支援室＿ 1 
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学習支援室

学習支援室は，在学生の学習Lの問題点を解決し，学習効果を上けることを目的として開設さ

れています。

学習支援室では，経験豊かな教授が相談に応じ，履修指導やレポート作成等について，一人ひ

とりに合った方法で問題解決ができるよう適切なアドヴァイスを行っています。

また，成績か伸び悩んでいる人は，科H担当・演習担当・アドヴァイザー教員などが直接相談

にのり，学習支援室で有効なサポートを受けることができます。また，留学生については，日本

語学習一般について幅広く相談に応じています。

授業の内容が理解できない，学習のコツがつかめない，キャリア形成のためにどんな勉強をし

たらいいかわからないなど，学習に関する悩みを持つ学生諸君は，気軽に学習支援室 (D棟中2

階）までお越しください。テキストの選び方，ちょっとした発想の転換，情報処理の方法，ノー

トのとり方のエ夫といった技術を習得することにより，学習上の悩みは解消します。

また，学習支援室では，みなさんの効果的な学習のために，様々なプログラムを提供していま

す。

開室日時，開講講座等の詳細については，掲示板てお知らせします。

学習支援室に関する問い合わせ → 教務課
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経営情報学科

履修の手引と手続き

経営情報学部経営情報学科

履修の手引と手続き

く小目＞
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履修の手引と手続き

I 授業科目について

経営情報学部経営伯報学科における授業科目は，学科共通科目群 I• II,専門基礎科目群，専

門科H群 I~VII,専門関連科H群および自由科日群から構成されている。

なお，自由科目として教職に関する専門科目が配置されている。

II 授業科目の単位と認定

本学部ては単位制が採用されている。単位制とは，ひとつひとつの授業科目に一定の基準によ

り定められた単位かあり，腹修授業科日に対して，試験もしくは，その他の方法により学習評価

をしたうえで，その単位を認定する制度である。

単位の認定は， A•B·C3 段階の評価により行い， D·E·F の評価は単位を認定しない。

III 卒業に必要な単位について

卒業に必要な単位数は，次の表にポすとおりである。

ただし，自由科目は卒業に必要な単位数には含めない。

戸一 ----- -----,---------

I --------------- 学部・学科~ ＼ ［系列 ----
------------- ！戦略---- --~---·-

［ 
学科共通科目群 I
（英語•その他の外国語・日本語）
-.  -------- - -—-1~-

［ 
；学科共通科目群II （総合科目群） 1 

—- -、--- ＾ ---•—--------- ------- ------------ ----.― l ---—• ―̀--

専門基礎科H群 ， 22 I 
'門科目群―-I （経営学） ］ ―＿ 20 --- --• •一 •— ---

］ 
-・-: -------- 12----1 24 

専門科目群II （経営戦略）
----.. ---

専門科目群III （経営科学）l-―-- -―--- --――--- --- -- - ！ 16 
専門科目群N （情報科学） 16 

f専門科目群V （経営情報システム） → 8 

1 専門科目群VI （企業経営） 12 
----—------―---- -------^--------.―----•---------- 9 - - --—••• t L—- ---- ---- --l専門科目群VII（実習・演習） 12 

•ー・

専門関連科目群（起業マネシメント・シェンダー） 6 

指定された各科目群より修得した科目以外tこ，以tの科目群もしくは経営情報学部他学 6 
科及び人文学部，福祉総合学部より選択必修 I

ヽ ・・•----- ----- --- . --・  --- -- --

124 L __.... __________ Jt 
※ 外国人留学牛・帰国牛は特設科目群での修得単位を学科共通科目群IIおよび専門関連科目群
の単位に一部枷り替えることかできる（詳細は143貞参照のこと。）
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N 3年次への進級条件及び各学年における標準的な修得単位

3年次に進級するためには，「基礎ゼミ I• II」及び1年次の必修科目を含め 36単位以上修得

していなければならない。

各学年に履修する授業科目群および修得単位数の目安は，次の表に示すとおりである。

く戦略マネジメント系＞

単位数の目安

科目群I （英語・その他の外国語・日本語） ロ／
mentals of English I • Oral Fluency I…2科目 4単位（必修） ［ 

I A • B····· ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•.．．．．．．．．．．．．. 2科目 4単位
（外国人留学生・帰国生必修）

学科共通科目群II （総合科目群）..…………………• 2科目 8単位

専門基礎科目群

情報メディア論

情報メディア演習 I

情報メディア演習IIf ・・・ ・ ・・・・・・ ・・・・・・・・ ・・・・ ・ ・ ・・・ ・・・・・ ・・・・ 5科目14単位（必修）
1 経営学総論

修得単位数 基

/ 35単位；；~u]ご斗e~t~; 。;;：］I.shそ I［悶言ご尺語）
〉 （外国人留学生・帰国生必修） I 

i 専門基礎科目群・・・・・・・・・・・・・・・・・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1 科目 2 単位

専門科目群 I （経営学）
経営管理総論・・・•.．．．．.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1 科目 4 単位（必修）

選択科目・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 、1科目 4単位

専門科目群III （経営科学）， N （情報科学）， V （経営情報システム） i 

プログラミング演習 Il 
情報処理論

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2科H4単位（必修）

選 択 科 目・・・・・・............•······••. ·····•·• 1科目 4単位 i 

専門科目群VI （企業経営）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..2科目 8単位

専門科目群VlI（実習・演習）

基礎ゼミ II・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 1単位（必修） ！ 

専門関連科目群....•··•··••.•••.....• •·•····•···••••••...•••••• 1科目 2単位
修得単位数

※指定された各科H群より修得した科目以外に，以上の科H群もしくは経営情
37単位 報学部他学科およひ人文学部，福祉総合学部より 4iit位
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-- -- -- - - -- ---- -／ 単位数の目安

3年次 i学科共通科目群 I （英語・その他の外国語・日本語）

選択科目・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 2単位

専門科目群 I （経営学）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 2科目 8単位

専門科目群II （経営戦略）

経営戦略論・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 4単位 （必修）

選択科目・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 4単位

専門科目群III（経営科学）

専門科目群N （情報科学） ］…………2科目 8単位
専門科目群V （経営情報システム）

専門科目群VII （実習・演習）

ゼミナール I
インターンシップ｝ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2科目 6単位 （必修）

門関連科目群・・・.......................................1科目 2単位

指定された各科目群より修得した科目以外に，以上の科目群もしくは経営情

報学部他学科および人文学部，福祉総合学部より 2単位

門科目群I（経営学）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科目 4単位

門科目群II （経営戦略）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科目 4単位

（企業経営）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科目 4単位
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く情報マネジメント系＞

~ ~;;;,;" 単位数の目安 1 

l ! 1年次 学科共通科目群I （英語・その他の外国語・日本語）
9_  _ ＿_＿ ～-- -

i Fundamentals of English I • Oral Fluency I…2科目 4単位（必修）
日本語 I A • B ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• 2科目 4単位

（外国人留学生・帰国生必修）

学科共通科目群II （総合科目）…….. ................... 2科目 8単位

専ご門群ィア論l
情報メディア演習 I

情報メディア演習~f.................................... 5科目14単位（必修）
経営学総論

簿記 原理

； ［ 選択科目・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.．．．．．．．．．． 3 科目 6 単位

専門科目群VII（実習・演習）

，修得単位数 基礎ゼミ I...................................................1科目 1単位

35単位 I 専門関連科目群・..…•• •…… ................................. 1科目 2単位r /----- -J 
2年次 学科共通科目群I （英語・その他の外国語・日本語）

i ¥ Fundamentals of English II • Oral Fluency II…2科目 4単位（必修）

I 

修得単位数

日本語IIA•B.. ・・・・•.．．．.．．．．．．．．．．．．.．．..．．．．.．．..．..．.．． 2 科目 4 単位

（外国人留学生・帰国生必修）

専門基礎科目群............................................. 1科目 2単位 ' 

専門科目群 I （経営学）， II （経営戦略）

経営管理総論・・・・・・・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1 科目 4 単位（必修）

選 択 科 目・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•.．．．．．．．．．．．．．． 1 科目 4 単位

専門科目群III （経営科学）， N （情報科学）

プログラミング演習Il
情報処理論

................................. 2科目 4単位（必修）

選 択 科 目・・・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1 科目 4 単位

専門科目群 V （経営情報システム）……………… l科目 4単位

専門科目群VI （企業経営）・・•..．．.．.．．．．.．．．．．.．.．.....． 1 科目 4 単位

専門科目群VlI （実習・演習）
基礎ゼミ II・・・・・・.............................................1科目 1単位（必修）

専門関連科目群・・・・・・・・・・・・・・・・・...............................1科H2単位

※指定された各科目群より修得した科目以外に，以上の科目群もしくは経営情

37単位 報学部他学科およひ人文学部，福祉総合学部より 1科日 4単位
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専門科目群 I （経営学）

専門科目群II （経営戦略） l ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2科目 8単位

専門科目群III（経営科学）， N （情報科学）

デ ー タ 通 信 論・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 4単位 （必修）

選 択 科 H・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 4単位

専門科目群V （経営情報システム）…………… 1科目 4単位

専門科目群VI（企業経営） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 4単位

1 専門関連科目群・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..1科目 2単位

修得単位数！

IF：：~：~専r□VII□~:：レ履：：）る 9 は セナーレ］悶{::[;;;:）となるのて1
|※指定された各科目群より修得した科目以外に，以上の科目群もしくは経営情1-亨砂 1 報三戸旦三ひ人文竺叫t純合学凰より 1科目 2叫一

4年炭｀門科目群I （経営学）
専門科目群I1I （経営戦略） l ........................ 2科目 8単位

専門科目群VI（企業経営） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 4単位

卒業 I
修得単位数L1j 

- I 
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＞
 
1. 

授業科目の学年配当と履修すべき単位数

学科共通科目群

学科共通科目群は，同 I（英語・その他の外国語・日本語）， 同II（総合科目群） の二系列に分

かれているが， それらの各系列のうちから「III卒業に必要な単位数について」に示した所定の単

位以上を修得しなければならない。

(1) 学科共通科目群I （英語・その他の外国語・日本語）

※単位数に0印を付してある科目は必修を示す。

系列
年次および単位数 最低修得

授 業 科 目 備 考
1年 2年 3年 4年 単位数

Fundamentals of English I ② I 「学科共通科目群
（英語・その他の

邑子 Oral Fluency I I ② ］ 国語・日本語）」
中より，必修科目

Fundamentals of English II ② 含み10単位以上選
科 必修。
Oral Fluency II ② i 

共「1―日本語 I A ② 
10単位

日本語 I B I ② i 外国人留学生・帰
通 生は「日本語IA
日本語 IIA ！ ② IB, IIA・IIB 

を第一外国語とし
科 日本語 II B ② 必修科目を含み10

位以上選択必修。
III 2 

z□ 目
N 

群 I 2 

II 2 
I -

2 
英
語 Reading& Writing 2 

2 
の--
他 Reading& Writing 2 
のへ～

外叫I□I SSpepeaakk iilnnn一g g g & & & Listen i 2 

弓叩 L i・s t e n i ・ 2 

日 Listeni 2 

国

て
単

本
語
）

~
 

！ 
—---------—-----~ ~ -̂^---J 
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〔備考〕

(1) 学科共通科目群 Iでは，第一外国語として英語（外国人留学生・帰国生は日本語）を学

ぶ。うち， Fundamentalsof English I • II • Oral Fluency I • II （日本語は日本語
IA・ IB・IIA・IIB)は必修科目である。

(2) Fundamentals of English II及び OralFluency IIを履修するためには，それぞれの

Iを修得しなければならない。

(3) 日本語IA・ I Bのどちらか2単位を修得しなければ，日本語IIA・IIBを履修する

ことはできない。

(4) 第2外国語において， I Bを履修するには， IAを修得していなければならない。
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(2) 学科共通科目群II （総合科目群）

-~---------

および単位数

年 i3年 4年 i単位数

L---

- -----

系

口列—/- -
1 授業科

，地球文化論 I

（日本と世界の文学）

最低修得

目 備 考

-—-—--~------
！ 

-—----—―--•「
4
 i 

--------------------~------1--------_; 
| 

地球文化論II I 

[ （民俗と環境）

学—--- ＿ ＿ ＿- -- -—--i 
科 1+:~-;イレ菩命~!- ----- ! 
共

通

科

目

群 i

II J I U国際総合講座II

（日本文化）

- ------ -----
^ 

総

合

科

目

群
ヽ
i 
i 

人間研究 I

（人間と自然）

人間研究 II

（人間とハイテクノロジー）＇-------l 
人間研究 III

（人間と文化摩擦）

人間研究 N

（人間と年齢）

4
 

4
 

4
 

_[ ____---―→・

4
 

4
 

4
 

： 

-----•―—+-•一•--
4
 

「学科共通科目群II

（総合科目群）」の中

より， 8単位以上選

択必修。

位単8
 ．．． 

， 

--~-----------—- i •---••-- ------• 9 

I 

4
 

ー、--- --------

〔備考〕

学科共通科目群IIには，グローバルかつ国際的な文化のあり方を多様な切り口から学ぶ

ために，地球文化論． JI U国際総合講座を憤いている。また，人間研究は，学際的な視

点から現代における「人間」の諸問題を学ぶ科目である。

， 
l ,  

i l 
_j —------—-'--------------~-
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2， 専門基礎科目群・専門科目群

専門科H群は，「経営学」「経営戦略」「経営科学」「梢報科学」「経営柏報システム」「企業経営」

「実習・演習」「専門関連科目群」の 8つの分野から構成されており，それらの 8分野を学ぶ基

礎として「専門韮礎科Il群」を設けている。学生は，各自の将来の進路に合わせ「戦略マネジメ

ント系」もしくは「情報マネジメント系」のいすれかを選択し，各自の専門領域を深めるように

それぞれ8つの系統の中から直＼圧的に科目を選択していくことが靖ましい。

〔戦略マネジメント系を履修する学生〕

国際社会のなかで広い視野に立って企業の長期的な経営戦略0)立案や実施に参画てきるような，

創造性や企画性に富むリーダーシップを持った幹部要員になるのに必要な科目を中心に配附して

いる。

〔情報マネジメント系を履修する学生〕

経営分野での情報処理と情報通伯（システムネットワーク）のコンピュータ業務に従事できる

実務能力を身につけるための情報関連の諸科日を配附している。

(1) 専門基礎科日群の内容と教育目標

専門科日を学ぶうえで珪礎となる科目群である。専門科目を学ふにあたっての韮礎知識と

能力を幅広く身につけてもらいたい。

(2) 専門科目群 I （経営学）の内容と教育目標

専門科目群 Iは，経営学を中心として企業行動を科学的・合理的に考えるための科H群で

ある。経営学とは何かといった桔本的な内容から，組織や管理，歴史的な視点など多様な角

度から経営能力を深める。

(3) 専門科目群II （経営戦略）の内容と教育ll標

専門科日群IIは，経営戦略を学ふ科日群である。経営戦略0)概要を理解したうえて広報，

ビジネス・ケーム，商品開発，金融市情に加えて，国際的な資源・開発・証券市場を学び国

際的な経営戦略の能力を増強することを目標とする。

(4) 専門科目群III （経営科学）， N （情報科学）， V （経営情報システム）の内容と教育目標

専門科目群III,N, Vは経営科学，情報科学，経営情報システムといっだ情報系の科H群

である。経営科学では，経営科学の概要を理解したうえでビジネステータ分析を学び，情報

科学では，情報科学と情報処理の理論を修得するとともに「プログラミンク演習」「マルチ

メディア論」「データ通信論」などを通して実践的技術を深める。また，経営情報システム

では，「経営情報論」と「システム原論」を中核としで情報セキュリティ，情報資源管理，

プロジェクト管理，システム監任，経済情報などの能力を高める。

(5) 専門科目群VI （企業経営）の内容と教育目標

専門科目群VIは，会，；十，マーケティング・流通，法律・経済といった企業活動に直結する

科目群である。会叶ては，「会』学原理」を土台として財務諸表，原価計算，税務会計，管

理会計，国際会叶，コンピュータ会計を学び，さらに経営分析・監在と企業経営に必要な科

目を全て設けている。マーケティング・流通では，「マーケティング論」と「流通産業論」
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に留まらず， サービス産業，交通経済， ロジスティクス，国際マーケティング，国際ロジス

ティクスと国際的な企業経営に挑戦するための科目が配置されている。

法律・経済では，商法，労働法，国際経済関係の科目を多く含んでいる。

(6) 専門科目群VII（実習・演習） の内容と教育目標

専門科目群VIIは，「基礎ゼミ I• II」「ゼミナール I• II」「インターンシップ（企業研究）」

「外国書講読 I・ II」で構成されている。「基礎ゼミ I・ II」は， 1 • 2年次の必修であり，

専門科目を学習するため基礎教育を目的としている。「ゼミナール I• II」は，

次に各4単位，計8単位が必修となっている。「ゼミナール I」の履修申請は毎年2年次に

仮登録の形で実施される。「ゼミナールII」を履修するには，「ゼミナール I」の単位を修得

していなければならない。「インターンシップ（企業研究）」は， 3年次， 2単位の必修で企業

に対する正しい認識と洞察を深めることを目的とし，企業の組織と業務，各種の産業分野，

地域企業の現状や未来戦略などを学ぶ。「外国書講読 I」は，

次4単位の選択科目になっている。

(7) 専門関連科目群（起業マネジメント・ジェンダー）

専門関連科目群は，「起業マネジメント」 と

の内容と教育目標

「ジェンダー」

［起業マネジメント」では，環境問題，地域・文化，

3年次4単位，

の分野から構成されている。

ベンチャービジネス，国際関係，国際

政治など起業マネジメントに必要な能力の開発を図り，「ジェンダー」では，

視点から福祉，経営・情報，女性政策などを学ぶ。

3 年次• 4年

「同II」は 4年

ジェンダーの

(8) その他の選択科目

指定され食各科目群より修得した科目以外に，以上り科目群も一ーしくは経瞥情報学部他学科

および人文学部，福祉総合学部より 6単位以t修得しなけれはならない。
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※単位数に〇印を付してある科目は必修をぷす。

3年 4年 1単位数 l

) -2----t一
I ― □--t- 1-「車門某礎科日群 II 
上
r :--［ 

- l 

j 
[家と政治

門際政治人門
~~·····—---] 

1 ●● □のメカニズム
国際経汽事情□―-
1現代社会論-

基□二： -~-l~~— +--122単位
礎

科

スポーツ科学 I I 2 I 

目□口科学II --／ I 2 1 -I 

群二：習1-=j~--I--=I
情報メディア演習II 口＿I―-
経営学総論 ④ 

簿記原理 ④ 

経 営 史 4 

産業概論 4 

経済原論 4 □-1 情報産業論 2 
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【戦略マネジメント系】
※単位数に〇印を付してある科目は必修を示す。

列~ 系 ~ 年次および単位数 最低修得
授業科目 備 考

I 1年 I2年 3年 4年 単位数

経営学史 4 

置尉企 業 論 4 

日本企業論 4 
I 必ヽ

゜

>
経営管理総論 ④ 

人事労務管理論 4 
'~ 20単位

且 ロジスティクス管理論 4 

I 財務管理論 4 ， ヽ

経営組織論 4 

労使関係論 4 

地域経営論 4 

国際経営論 4 

国際経営比較論 4 

NPOマネジメント論 2 

l 経営戦略論 4 

＼選噂帆必み1修幽2単。位□以」」ロ仏ビジ報ネ戦略論 4 

専 開発論
I 4 

I 月 ス・ゲーム I 2I  ’ 
目 I 12単位
群 国際開発論

I 4 
II 

I 凹
国際証券市場論

I 4 

； 歪（日融本シ銀ス行テとム内論外―金融） 2 

金融事情 2 
＇ 

4 

2 

4 

4 I 

4 

② I I 
i 

I 2 16単位
4 

4 

② 

4 
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「
|
|
|
|
ー

―

―

_

＇

，

1
,＇ 

備 考

④
 

インターンシ
-[- -̂ 9 ーヘ——

国際関係論 -]--
, i 丁―-~―-

国際政治論
一^ ~ 一ーへ i :、

環 境心理学 I i 

し

目~421;_tー2 : 

111`;：ネス；；□／ 6単位

／ダI/：□□//-：+-

②
 
4
 
4
 

「専門科目群VII
（実習・演習）」の
中より，必修科目

/ 12 

を含み， 12単位以
上選択必修。

「専門関
群（起業‘
メント・シ
ー）」の中より，
6単位以上選択必
修。

④
 

4

4

 



140 

【情報マネジメント系】

系

列
授 業 科

i・.... 
！経営学

＾・• -• -.... 

！ 企業
ト・・ • ----`—• ● ？ー・・ •一

日本企業論

経営管理総論
I... ..---.—••——-•• ••—•--• 

i人事労務管理論 ： 
...-•ー・・ ・~--- ••-―寸

ロジスティクス管理論
．．．．． 

財 務管理論
.. -------..^ ●ー・

経営組織論
9 .．． ,.．•ー．．．． ．．．．． ． ．． ． ．．＋ ．． ー・・ 十

1 労 使関係論 4 
9 ---―ー・・・·------·• .... .. ...．．．ー• , ． ．．．．． ．↓ ．．． ....—•1 ...... . . -. 

地域経営論 4 
9 -- ，．．--- .. ----• ..．ー• • - •一• • I -.. .... i• ・ ・●●ー•ー・ t.. --. ---● 

， 国際経営論 : i 4 
．9 -•..... -.．.．．.. ・↓．．．． ...•----• 

国際経営比較論 4 
，．一 ー•-―—・・^..._＿_.. +―--．．ー・・―-• ^ + ．．． 

NPOマネジメント論 I 2 
..．---.．．+ • • -• --~—-—-•., •-........- ----·-—•--—•- L,＿．．．ー•—+• • • ---―1 

経 営戦略論 ! i.  4 ! 
．．ー•• ....--• . ．．．. +••.. ..--..1• •一—・ ・↓．．．ー・ •----

i広報戦略論 ':  4 
~, ～．  ---．_．． ．-•- -•• •• ----• ↑ •--•---•一i. ．•---• 9 9 •一—ー・．．．一

商品開発論 ．， 4 
し． •••---•- - ----• • —••••••——• --- —・・ヤ• -- 4• - -1•- •---• 一•一ー・

Iビジネス・ゲーム ' 
• 9 2 

9..•--....... ---••一• ; 

＇国際開発論 ' 4 : 
．．．＿＿ ー•••・ ・・一一+------•―•-.. , -- --

国際証券市場論 : 4 ; 
----.... ．-••--- - -..—•••• 4 ••一•ー・・ ・～ナー ー・・—」-••—-• 丁ー••一 ー•---

金融事情 2 
- ・-- •一・ - -.•.••• --～叶•- ---...-..T—•••• ••-----•~ ● ．̂．．--..I I 
：国際資源論 4 | 

―-•一｀ー^-—-．． ---•-i--- プ••一—..... ~-→ 

NPOマーケティング論 i 2 •一••→-• -- --- -• --— +—-• •—ナ ―_ J ー• --- •一ープ 寸•--•一—―• 一••--·?― - 1 

専 冦経営科学 4 三|「専門科目群 III
門営 i•--•ー•ー・--―•---••--• •--- t.. t ^ 9--•.. .. . --―--9 -••一••-- -.t •一●―-----, （経営科学） • N 
科科 ビジネスデータ分析 I 「 4 （情報科学）」の中
目群凸'―--- - ．～---•••一ー••ヽー—― --•-—•—-.. ー・・ ---•―ー・・~→ より，必修科目お
IIIご ビジネステータ分析II 丁 4 ！よび「データ通信

．． -••一•-• 一••••―・・・ V 9 . - -~ •「―•--．． 9 •—••••• I. ..--• ・・ ?̂―i 
1 論」を含み16単位

プログラミング演習 I ！ ② i 以上選択必修。
ー• . ． ．．． 999 --―-. --- ------j. ----~- ---- t •—―・・”?- --- . --

プログラミング演習II : i 1 2 
·—-——-. ＿＿＿--...---．＿＿_＿ー←一---- - +___...-----..-•- ] 1 

，データ通信論
| ＇  

4 i 16単位 i

！マルチメティア論 □-------i―_--］- -1 I I 
情報処理論 ② i 1 

．．．．． ．．．．．•一・・十 ・・一•一—● ~ ←―  • • --••r •• •- -• 

情報科学論 • | : 4 ！ 
--------~__J_ _ ___;__  ___―へ•一^--- ~._ 1 
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※単位数に0印を付してある科目は必修を示す。
....  

年次および単位数 ＇最低修得

1年 2年!3年 4年単位数

4 
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「専門科目群 II 
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系

列，
I 

経営情報論

授

（
経
営
情
報
シ
ス
テ
ム
）

専
門
科
目
群
＞

業 科 目
1年

システム原論

経済情報論

年次および単位数

プロジェクト管理論

システム監査

情報セキュリ

情報資源管

会計学原理 I 
-- ～ー」
管理会計論

--」
原価計算

2
 

：最低修得

4 年1 単位塁／饂〗ヽ
8単位

考

2
 
2
 

4
 

4
 
4
 

「専門科目群 VI
（企業経営）」の中
より， 12単位以上
選択必修。

1会
1会計監査

経営分析

コンピュー

財務諸表

4
 計

学

専 工業簿記

税務会計

国際会叶

流通産業

ス産業

VI テ交通経済

：ロイス／；1
雹／／ステ1イ去ク-
戸法
＇法

律． 
経！

済
□―---—-～―-
国際法

-?―-

門

科

H
 群

4
 

4
 
2
 

4
 
4
 
2
 
4
 

4
 

4
 

4
 

12単位

••• 

,
 
．．
 
，
.
1
 

i[{

i•,!~ 

2

□[」
口
|
[
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3. 特設科目群
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4. 自由科目群
----,-~--——- ---一̂―--̂ ―'-―---^--_____—-- -:-,-—-------·—------
:I 年次および単位数

I 授業科目
L列 l

□-/-----」備考
| 1年 2年 3年 I4年 1

―-]ーホ→ーン―ー：ィア活動 IA —/—--;-2:L~I J 一 - - : 

- ----―--「―一ー t--7― 
I Iホランティア活動 IB | 2 1 1 ロ I 

I 
I r―—+—-—-t---_I_、 l l 
ボランティア活動IIA I I | 2 1 

I [- - --- -＿ ＿＿＿ _r—+—-t_i-1 
I ボランティア活動IIB i 2 

I I 
---- 、- - --—+ -： --― ーロ―— ャ―--ロ
外国史概説 i I 2 ! I i 

I ~ ——-—--—- -―--～r 「―--~---—,-7 I 

l日本の歴史 4 
――- ---―--—-」- j-----+------」

自 i地理学 I I 2 I 
[.—-- --ー---――--------+ - -- -————-J 地理学 ;i・----i----7-・・-;--1--・-r--1 
[ -- --• 一―-＿_j_， —[—一ーロ
1地 き士 I

--+―] 1 

砂 I i i 2 i I l 1 國律学后畜—----l -7,1—+--~ 
t 由 し一

I 

：科

I 

［ 
；公民科教育法 I | 1 | 2 □-----□↓ L公民科教育法 II J - -I ---『----[ 

2 I I 
----― □―-7--―--1 -----1 商業科教育法 ~-7----7--2-1 
ロ I I I 

: 
-—-、-- -」
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•一•-,  -•--•• -- -• --- ----

l 出 ．＇
備考！

-----------—-｀ •—-- -—-- -•- •--• -．； 

〔備考〕

(1) 自由科目とは卒業に必要な単位数には加算されないが，自由に選択履修することので

きる授業科目である。

(2) 本学科においては，自由科目として，教職課程の科目か準備されている。これらの自

由科目ついては，後掲の「教職課程」の説明を参照のこと。

VI 授業科目の単位と認定

各年次において履修しようとする授業科目は，毎学期の初めの指定された期日に，所定の

方法（オリエンテーションで説明する）で履修申請をしなければならない。履修申請は，年

間の受講計画をたて，単位を取得する意思表示をする学期初めの重要な手続きである。この

履修申請手続を間違えたために，授業科目の履修ができなくなり，その結果進級はもとより，

卒業ができなくなる場合もあるので，以下に掲げる注意事項を厳守して，誤りのないように

履修申請をすること。

(1) 履修申請書提出後は，授業科目および担当教員などの変更，追加，取消しなどないよう，

提出する前に授業時間割表に則してもう一度確認するなど，細心の注意を払うこと。なお，

履修照合日が設けられているので間違いなく登録されているかどうか必ず確認すること。

ただし，履修申請書の返還または照合には応じないので必す「学生控」をとっておくこと。

(2) 履修申請をしていない授業科目は，受講しても単位は認められないので，授業科Hの巾

請にあたっては進級や卒業に必要な単位の算定を慎重に行ない，修得単位数が不足しない

ように万全を期すこと。

(3) [B]一学期の同一時限に 2つ以上の授業科Hを腹修することはできない。もしこのような
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重複する授業科目を腹修叶！請甚に出人した場合は，両科Ilとも登録無効になるので注怠す

ること。

(4) 一度単位を修得した授業科目は，再度／役修することはてきない。

(5) 囮修屯翡内には授業科目，コマ・コード番号なと必要'li項を正しく記人すること。記載

トの誤りや不明瞭なものは申請白体が無効になるのてi一分注邸すること。

(6) コマ・コート番号とは，時間割表に授業科t1と共に出入されている番号で，その時限の

投業科日に桔l1iの番号てある。

(7) 腹修申請古は「履修巾詔甚晶入例」を参照して，黒色ホールペンで記人すること。

(8) 指定された期Hまてに股修巾諮を怠った場合は，学業の意思なしとみなされて，退学処

分となるのて提出期llを厳守すること。

VII 正規の履修からはずれる場合

1. 再履修

囮修申請をして単位が取得てきなかった授業科目については，次年度または次学期にお

いて再ひ囮修することかてきる。

2. 規定外履修

該背するクラスの授業時間以外のクラスで受講せさるを得ない場合は，必ず学部事務室

に相談すること。たたし 1年次生の規定外股修は原則として認めない。

VIII 詞湧突について

1. 定期試験および臨時試験

(1) 試験は，定期試験と臨時試験かあり，定期試験は！原則として学期末あるいは学年末に

行い，臨時試験は担廿教員の判断により適宜行われる。

(2) いすれの授業科Hも授業時数の 1/3以 t欠席した場合には，眼則として丼該授業科l1

の受験資格を失う。ただし，病気または正当な理由により長期欠腐の場合には，特別に

配慮されることがある。

(3) 試験の時間割は掲ぷにより連絡する。

(4) 授業科目によっては論文（レポート）提出によって試験に代える場合がある。

2. 追試験

(1) 追試験は，やむを得ない事情によって定期試験を受験できなかった者に対し，原則と

して学期木または学年木に実施する。

(2) 追試験を希望する者は，正当な事由を証明する内面をもって速やかに授業担当教員に

届け出ること。

(3) 追試験は，成績表の当該科目にTの表示がなされた場合に限って受験することができ

る。

なお，追試験は，股修（再股修を含む）した年度に限り受験することかてきる。
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(4) 追試験を受験しようとする者は，「追試験受験願」を学部事務室に提出しなければな

らない。

なお，追試験の受験料は， 1科目につき200円である

3. 再試験

(1) 再試験は，原則として学期末または学年末に実施する。ただし，授業科目によっては

再試験を行わない場合もある。

(2) 定期試験の結果，不合格（この場合成績表の当該科目に Fの表示がなされる）となっ

た授業科目のある者は，当該授業科目の担当教員が再試験を行う場合，受験することが

できる。

なお，再試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。

(3) 再試験の受験を許可された者は，「再試験受験願」を学部事務室に提出しなけれはな

らない。

なお，再試験の受験料は， 1科目につき1,000円である。

4. 試験に関する注意

1. 通則

(1) 試験場内では，すべて監督者の指示に従わなければならない。なお，監督者の指示

に従わない者には，退場を命ずることがある。

(2) 試験場内では，筆記用具・持込みを許された資料以外のものは，すべて監督者の指

定する場所におかなければならない。

(3) 受験者は学生証および受験許可証（追・再試験の場合）を，机の上の見やすい場所

に提示しておかなければならない。

(4) 試験開始から20分を経過した後は入室・受験を認めない。

(5) 試験開始から25分を経過するまでは退場を認めない。なお，監督者が退場を命ずる

場合はこの限りではない。

(6) 受験者は，試験中監督者の許可を得ないで試験場を出てはならない。

(7) 試験の行われる学期の授業料未納の者・授業時数の 1/3以上欠席した者は，試験を

受けることができない。

(8) 病気・事故その他正当な事由によっで受験できなかった者は，診断書・事故証明そ

の他正背な事由を証明する書面を添えて，遅滞なく授業担当教員に届出なければなら

なし％

2. 試験における不正行為の懲戒について

(1) 不正行為をした者については，学則第68条により罰せられ，更に年度における灯該

授業科日の単位の認定を行わない。

(2) 不正行為のあった者の懲戒処分については，教授会において審議のうえ決定する。

(3) 教授会の決定により処分が確定したときは，学長はその旨保証人を召喚して通知す

ると共に学内にこれを公ぷする。
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lX 成績発表

(1) 成績発表は，アドヴァイザーまたはゼミナール担当教員より本人に成績表を交付するの

で，学部事務室の指示に従って必ず交付を受けること。その際，学生証を提示すること。

なお，指定された期日以外には交付しない。

(2) 成績の評価は次の記号で表わし， 60点以上をもって単位取得（合格）とする。

（合格）

A: 100~80点

B : 79~70点

C : 69~60点

（正規試験不合格）

F : 59点以下（再試験受験可）

T ：追試験受験可

Z ：追・再試験の受験資格なし

（追・再試験不合格）

D: 59点以下

E ：未受験

(3) 成績についての疑問，質問等は成績表交付日のみ受け付けるので，学部事務室に問合わ

せること。

(4) 事故，病気等により指定日に成績表の交付を受けられない場合は，代理人を定め，成禎

表の交付を受けること。その場合は，代理人学生証および委任状を持参すること。
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履修の手引と手続き

I 授業科目について

経貨情報学部国際経常学科における投業科tlは，学科共通科[l群 I• II,＇、り門状礎科目群 I.

II'専門科Ij群 I~ VIII, ＇Yl"J|郎］連科tl群およひ「旧科Ii群から構成されている。

なお，自由科Ilにおし：ては，教職に関する専門科t1か配i付されてし＼る。

II 授業科目の単位と認定

本学部ては単位制か採用されている。単位制とは，ひとつひとつの授業科日に孔定の1よ準によ

り定められたりi位かあり， I復修授業科Ilに対して，試験もしくはその他の方法により学習評価を

したうえて，その単位を認定する制度てある。

単位の認定は， A・B・C3段階())評価により行し）， D • E ・ FO)評価は単位を認定しない。

III 卒業に必要な単位について

卒業に必要な単位数は，次の表に小すとおりてある。

ただし，自由科目は卒業に必要な単位数には含めない。

--------ー------ 学部・学科 経営柏報学部国際経営学科
-----------—-------

系列
---------------------- 単位数

学科共通科ll群 I
（英語・その他の外田詣． ll本出）

学科共通科l1群II （総合科目群）

"・門基礎科[l群 I （異文化交流）

専門拮礎科目群II （経済・‘情報）

専門科ll群 I （国際経常）

専門科目群II （企業経営）

専門科ll群III （経営環境）

専門科日群N （環境梢報）

専門科LJ群V （海外直梢）

専門科日群VI （海外企業事情）

専門科日群VII （国際情勢）

専門科ll群VIII（実習・演習）

8
 
4

6

 14 

20 

-
6
 

6
-
ー

6
 6
 4
 4 

12 

専門関連科H群（ジェンダー）

指定された各科日群より修得した科［］以外
に，以l・¢の科H群もしくは経常情報学部他
学科及ひ人文学部，福祉総合学部より選択
必修

, ; I • 

6 

12 

124 

※ 外l-fl人留学牛・帰国1は特，没科Il群ての修得単位を他の科l1群0)単位に一部
拡り替えることかてきる (,J細は 162貝参照0)こと。）
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N 3年次への進級条件及び各学年における標準的な修得単位

3年次に進級するためには，「基礎ゼミ I• IIJ及び 1年次の必修科目を含め 36単位以上修得

していなければならない。

各学年に履修する授業科目群および修得単位数の目安は，次の表に示すとおりである。

日本語 IA • B・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..2科日 4単位 （必修）
（外国人留学生・帰国生必修）

学科共通科目群 II （総合科目群）...…·……······…•• 1科目 4単位

専門基礎科目群 I （異文化交流） ••………••.....…... 2科目 4単位

1年次 専門基礎科目群II （経済・情報）

多国籍企業論

国際経済事情

情報メディア＝ム
} ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...5科目10単位 （必修）

湘冊

情報メディア演習 I• II 
専門科目群 I （国際経営）

国際経営論・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 4単位 （必修）

専門科目群II （企業経営）

経営学総論・・・・・・・............•···••.•.••..••...•.••......•.•• 1科目 4単位（必修）

専門科H群VII(国際情勢）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科目 4単位

専門科H群VIII（実習・演習）

基礎ゼミ I・・・ ・・・・ ・ ・ ・・・ ・・・・・・ ・ ・・・・・・・ ・・・ ・・・ ・ ・・・・・・ ・・・・・ ・ ・ ・ ・・ ・・ 1科目 1単位（必修）
専門関連科目群（ジェンダー）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科目 2単位

修得単位数1※指定された各科目群より修得した科目以外に，以上の科H群もしくは経営情
39単位 報学部他学科およひ人文学部，福祉総合学部の科日より 2単位

”- --,ウ-- -、 ----- -- -------- - --------------- ------- -- ------- --------------

学科共通科目群 I（英語・その他の外国語・日本語）

I Fundamentals of English II • Oral Fluency II…2科目 4単位（必修）
日本語IIA・B・・--・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--・・・・・・............2科日 4単位（必修）

（外国人留学生・帰国生必修）

専門基礎科H群 I （異文化交流）……………....…•• 1科H2単位
2年次 専門基礎科目群II （経済・情報）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科目 4単位

専門科目群 I （国際経営）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科H4単位

専門科日群II （企業経営）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科目 4単位

専門科目群Ill（経営環境） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 4単位
専門科目群N （環境情報）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科tl4単位
専門科目群V (海外事情）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科I]4単位

i専門科ll群VI （海外企業事情）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科目 2単位
専門科目群VIII（実背・演習）

＇ 基礎ゼミ II・・・・・・・・・・・・・・・・...................................1科Hl単位（必修）
修得単位数 ※指定された各科H群より修得した科目以外に，以tの科H群もしくは経営情
39単位 報学部他学科およひ人文学部，糾祉総合学部の科I1より 6巾位 I 
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年 1 単 位数の目安

.．．．.．．．．．．.．．.．.．．．．.．． 2科目 8単位 1 — ー寸― ―- -- 、• 一 - ------ ---

専門科目群I （国際経営）………

専門科目群II （企業経営） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 4単位

専門科目群III（経営環境）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科目 2単位

専門科目群N （環境情報）・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1 科目 2 単位

3年次 専門科H群V （海外事情）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． I科目 2単位

専門科目群VI （海外企業事情） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 2単位

専門科目群V1lI（実習・演習）

ゼミナール I
1 インターンシップI.・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・....2科目 6単位
専門関連科目群（ジェンダー）・•.．...．．．．．．.．...．.．．．．．．. 1科目 2単位

修得単位数 ※指定された各科目群より修得した科目以外に，以上の科目群もしくは経営情

32単位 報学部他学科およひ人文学部，福祉総合学部の科目より 4単位

専門科目群 I (国際経営）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科目 4単位

4年次 ， 専門科目群II （企業経営） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 4単位 1 

専門科目群VIII（実習・演習）

ゼミナールII...................................................1科目 4単位

（ゼミナールIIを履修するには，ゼミナール Iの単位取得が条件となるので注 l
修得単位数 1 意すること。）

14単位 専門関連科目群 （ジェンダー） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...1科目 2単位
----- -~ 

I 卒業

i 
| 
修得単位数 1

I 124単位 ， 
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v 授業科目の学年配当と履修すべき単位数

1. 学科共通科目群

学科共通科目群は，同 I （英語・その他の外国語・日本語），同II （総合科目群）の二系列に

分かれているが，それらの各系列のうちから「III卒業に必要な単位数について」に示した所定の

単位以上を修得しなければならない。

(1) 学科共通科目群 I （英語・その他の外国語・日本語）

※単位数に〇印を付してある科目は必修を示す。

考l系 年次および単位数 最低修得
授業科 目

I I, 1年 2年
備

列 3年 4年 単位数
［ 

I I ， 

Fundamentals of English II ② 「学科共通科目群
I （英語・その他

i Oral Fluency I ② の外国語・日本
語）」の中より，必

② 修科目を含み8単
位以上選択必修。

② 

2 

2 

2 

2 
8単位

2 

：l そ
2 

の
他 2 
の
外

2 i 国
語

2 
日
本 2 
語
ヽ
Business English Writing 2 

Spoken Business English 2 
~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

English for the Internet 2 

Public Speaking 2 

Reading: Case Studies 2 
~ ~マ
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〔備考〕

(1) 学科共通科目群 Iでは，第一外国語として英語（外国人留学生・帰国生は日本語）を

学ぶ。うち， Fundamentalsof English I • II, Oral Fluency I • II（日本語は日本語
IA・ IB・IIA・IIB)は必修科目である。

(2) Fundamentals of English II及びOralFluency IIを履修するためには，それぞれの

Iを修得していなければならない。

(3) 日本語 IA• I Bのどちらか2単位を修得しなければ，日本語IIA・IIBを履修する
ことはできない。

(4) 第二外国語において， I Bを履修するには， IAを修得していなければならない。
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(2) 学科共通科目群II （総合科目群）

系 年次および単位数 最低修得
授業科目

1年 2年 3年 4年
備 考

列 単位数

国際社会論 I
4 

「学科共通科目群

（現代思想・ジェンダー） II （総合科目群）」
巫子 ~~ の中より， 4単位

科 国際社会論II 以上選択必修。
4 

北ノ・ヽ （文化摩擦・文化変容•福祉）
I 

通
i 

科 国際社会論III ［ 

目 （国際交流と危機管理 4 

群 ・ハイテクノロジー）

II 4単位

地域地球化論 I i 

＾ 
4 

総 （テクノロジー・技術移転）

合

科 地域地球化論II
4 

目 （経済社会システム・高齢社会）

群
‘`~ 地域地球化論III

（情報創造・情報共有 4 

・ネットワーク）
； 

〔備考〕

学科共通科目群IIでは，国際ビジネスにとって必要なグローバルな情報ネットワーク社会，

高速度の技術進歩，日本と外国との協調・共生という鋭敏な国際情勢の中で適応できる基礎

知識・能カ・方法・仕様の取得と開発について学ぶ。
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2. 専門基礎科目群

専門基礎科目群は，国際経営に関する幅広い基礎を形成するために 2つの群から構成されてい

る。「専門基礎科日群 I」では異文化交流一般に関する知識，すなわち外国に対する理解と日本

に関する理解との相f［関連の重要性について学ぶ。

「専門基礎科H群II」ては，仏く包摂する関連領域を網羅的に配個して，国際社会への参加能

力と情報処理能力を強化するために国際経営に関連する経済・情報分野を学ぶ。

系

※単位数に〇印を付してある科目は必修をポす。
.. ...——....— ー・ヽ•-.--------- --------------'7 

年次および単位数 ！最低修得 I
．．． ----- ―•一 ，備考．

, 1年;2年！ 3年！ 4年［単位数 ， 
．．．．．． 9．―_＿_ • ー・---•. l.  -•一・ ・ - t -

7 
2 「専門基礎科目群

十一ー••-．-— I I （異文化交流）」
2 ,  

! 6 単位，の中より， 6単位
！以卜選択必修。

i列
I -

専比較文明論
門 i.-•-----•一•---•••-- --•••ー・

拮 r1本国憲法
礎 i..

けi生涯スポーツ概論
群，，．

I スポーツ文化論

/-
異 ll米比較文化
文-------- ・・・ -

隻異文化適応論
I流； 9•--•-- ．．，.......---•へ• -•-----• • ----•• -••一•---．---

i - 国際摩擦とコミュニケーション
．． ••-- ． ．．- ． ------ ．ー•- -． ..．．．． .. ,-- ---------- ヤー—

| 

I 多国籍企業論 ② I 

•-- ---- ．．．ー••—---• ---•---- -•----..- -••--•- 1. - -----ャ-. •- -•••...__ ---•-;-•--——ー・1

国際経済事情
| 

I ！ ② ！ i 

専 ，＇ I 
．．．．←-・• ------—さ• -. -．．ャ—--•--•.！ ••---••一→

門 I‘情報メディア論 ② 
I 9 | 

| 甚 i. ．＿_•--．—----．_ _-,--•--- •- -1―----+ 
礎情報メディア演習 I ②! I I I 
＇'科， ．．．． ー一• --•- ••-- ．． • ー・・ 9―――--． t 、 -• - ..．1 . ．．． --̂ l -••一••• • ---1 

lu '情報メディア演習[I ' ② :＇ l , 14単位 i
＇群← ----一•------,.-•---..---•—---•....-——-- ------• -,---------—,...- ••-., __＿＿_.. i 

II 経済脱論 ， 4 i I ! 

i '- ---- ---. -- --•. l ・・・•---• •-----•- - . ー・ ・ヘ9•— . ----- i 
, 9 : 

1経 国際経済学 4 ' ！ 
済 i _. ．_＿．---― •-- •-- .—- •———--- ．しー—— 9] ［ 

| •公共財政論
| 

. 2 , ． i 

情 [. ----- ．＿＿＿＿＿ •一ー•-- ----• -• ー・ ・—• -• ••- •- --—-• --••-- i •--••一ーロ ' 

報企業倫理論 2 I 
i 

ヽ'• ←ー•-—•--- --．----------―---- -•• -----• --• --• •, ---.--•--—----――-9--• - • _＇--- -• !,  

交通経済論 ' 2 ! I 
□ ---I | 

9• —-- - --•-••- ---ー-- ----T• ----―---二.」! I 1 
金融事情 2 ! I 

I 

--—-- -—-—--- - --•ヽ—---—―-- ------^ -———..-—----—• 一二＿． 』―--・、 9 

. 

授業科目

2
 ---
2 i 

4
 

-
4
 

一

---, 

！ 

---! 
！ 

： 

4
 •I 

＿＿＿．．」
， 

,

'

,

 

群

い

科

以

一
目
報
修
位

科

情

必

単

。

礎

•
,
1
4
修

基

済

り

み

必

門

経
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含

択

＿

専
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中

を

選

I
I
I
の

t
i
t

＇ ＇ 
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3. 専門科目群

専門科目群は，「国際経営」「企業経営」「経営環境」「環境情報」「海外事情」「海外企業事情」

「国際情勢」「演習・実習」の 8分野と専門関連科目群に分かれている。学生は 2年次に「国際

マネジメント系コース」と「国際アカウンティング系コース」のいずれかを選択して分かれる。

卒業要件を満たすためには，一人ひとりが学びたい専門分野の科目を， 1年次から系統だてて履

修し，必要単位を修得することが望ましい。

く国際マネジメントを学ぶ〉

国際マネジメントを学ぶ人には，国際取引業務全般を実行できる専門性を身につけて欲しい。

民間企業の営業・企画・総務などの部署において企業の海外取引を遂行し，また企業の海外進出

に関連する諸手続を実行し，企業内の業務分担において民族特性を活かした人事配置を創案し，

海外の経済事情に即した商品開発能力をもって広く国際貢献を実行できる力を養成していく。

科目としては「国際人事労務管理論」「国際マーケティング論」「国際企業法務」「国際財務論」

「海外投資情報論」「国際経営比較論」「経営戦略論」「企業形態論」「ビジネスリサーチ」「フロ

ンティア産業論」等の科目を履修することが望ましい。

く国際アカウンティングを学ぶ＞

国際会計制度に精通した会計情報の構成員を育成し，広く国際商取引を適正化するとともに，

国際金融を実行して日本の金融秩序の安定と拡大に貢献できるスペシャリストとして活躍するこ

とを期待している。また，為替業務や国際資金フローをコントロールできる能力をもった国際金

融アナリスト，企業業績のアナリスト，企業改革のコーディネーターに進む人材も育成したい。

科目としては「国際会計論」「会計学原理」「財務会計論」「国際税制論」「サイバー・コマース

論」「管理会計論」「税務会計論」「比較公共政策論」「金融事情」等の科目を履修することが望ま

しし％

(1) 専門科目群 I （国際経営）

専門科目群 Iは，国際経営学関連の中心領域科目群である。近年，重要性を増しつつある

国際デリバティブ取引やサイバー空間に広がる第3の取引である電子商取引・電子マネー・

電子決済等を包含する「サイバー・コマース論」も配置している。

(2) 専門科目群II （企業経営）

専門科目群IIは，企業経営一般に係わる科目群である。

(3) 専門科目群III （経営環境）

専門科目群IIIは，経営環境関連分野の科目群である。経営上の諸環境について都市や文明，

法律等の側面から広範に捉えらていく。ここでは近年注目されるスポーツとビジネスの関係

について経営学の視点から学ぶ。「市民起業家論」「地域振典論」ではベンチャー関係の環境

分野を学びながら実務に関する事例を研究していく。

(4) 専門科目群N （環境情報）

専門科目群Nは，環境情報一般に関する科目群である。この分野は，高度情報化している

世界の経済状態や労働環境，租税環境などの国際企業戦略や国際マーケティングにとって
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極めて重要である。情報系の最先端技術としての「CALS論」や「テータベース・情報ネ

ットワーク」により情報リテラシーを高めるとともに，シミュレーションに訴えて思考訓練

をしていく。

(5) 専門科目群V （海外事情）

専門科目群Vは，国際経営に影響する海外事情についての科H群である。「専門基礎科目

群 I• II」と連携しながら，ビジネス・フェアに関する理解を深めるために海外の政治・経

済・文化を学んでいく。

(6) 専門科目群VI （海外企業事情）

専門科目群VIは，企業活動を取り巻く諸々の海外企業事情に関する科目群である。各国の

文化，宗教，慣習，思考法などについての比較系科目も多く準備されている。さらに，国際

商品についての「グローバル・スタンダード論」では，国際標準についての理解を深めてい

(7) 専門科日群VII （国際情勢）

専門科目群VIIは，国際情勢一般に関する科目群である。国家間の権利義務関係に対する鋭

敏な問題意識をもって，当面する国際政治課題を研究していく。「国際機構論」「国際社会公

正論」では，国際人に必須の専門知識を学んでいく。

(8) 専門科目群VIlI（演習・実習）

専門科目群VIlIは，演習と実習および外国書講読の科目群である。必修科目として「基礎ゼ

ミI・ II」「ゼミナール I・ II」そして海外の企業，国内の外資系企業でインターンシップ

を行う「インターンシップ（海外企業研究）」が配置されている。

「基礎ゼミ I• II」は， 1 • 2年次の必修であり，専門科目を学習するための基礎教育を

目的としている。

「ゼミナール I」を履修するには，「III卒業に必要な修得単位の目安」に示した単位を 1.

2年次に修得していることが望ましい。履修申請は， 2年次後期において仮登録の形実施さ

れる。その方法・期日等は掲示する。

「ゼミナールII」を履修するには，「ゼミナール I」の単位を修得していなければならない。

なお，「ゼミナール I• II」は，同じ担当教員を継続して履修申請しなければならない。

(9) 専門関連科目群（ジェンダー）

専門関連科目群は，ジェンダー系の科目群である。将来必ず里要になってくる女性起業の

観点から，社会文化の変容についての理解と女性ベンチャーの担い手を育成するために「女

性起業家論」「ジェンダーと経営・情報」「ジェンダーと国際分業」「グローバリゼーション

と女性政策」「テレワーク •SOHO論」などの科目がある。

(10) その他の選択科目

指定邑れ！こ各科目群より修得した科目以外に，以上の科目群もしぺ＿は経営情報学部他学科

および人文学部，福祉総合学部の科目より12単位以上修得しなければならない。
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'•ロ
授業科目

／際経営論

国際ファイナンス論

， ’ 
国
際［貿易実

喜三I券市場
較

ーフティング論

国際会計

※単位数に〇印を付してある科目は必修を示す。

瓦`修得 I
---，  

備考
年次および単位数

2~ 4年 単位数

[

4

4

 

「専門科目群 I
（国際経営）」の中
より，必修科目を
含み20単位以上選
］択必修。

4
-
2
 
2
 

20単位

4

4

 

4
 

4
 
4
 

簿

経営学総論

理記 原

i会計学原理

経営管理総論

専財務諸表論

(—, 

／ロー

門

科

目

群

4
 
4
 

管理会計論

税務会計論

工業簿記論

企業

4

2

 
4
 

4
 

----4 
I 

「専門科目群 II
（企業経営）」の中
より必修科目を含
み16単位以上選択
必修。

I 

II ［日本企菜論 4 

忍財務会計論 -- I I I 4 ―!16単位
丁―;

ロ
I税法 4 
— -•-~--i~ ----―--―---- —••—--• 心ロ

」•[／ー一ー：：： I．̂1--/-4口□~ 
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ー，―＿__＿.----
マ〉
示

列！
-

I 
経営環境論
．．ん ・ ・一

i都市環境論
I...._＿＿.. ----• ．̂．＿＿＿．，．---- •- ---• 

文明環境論
------!--- -----1-----

；企業法務
I - -----------•一— 9--•―-•• ••----i-----

市民起業家論叫—- ----- ---．＿_＿ ---[＿_＿ __.—-

門l企業とスポーツ 2 
科 i•--—- •--—-• -＿＿＿＿ ＿＿...．＿＿＿ ---•-- --------• ← ---•---
目 スポーツビジネス論 i 

群！ •—--．．．．．．---•-••-―—・・

Ill スポーツと地域振興

＾ 経 i企業形態論
営 I-• •-•---•~-- ．．、・

環!，地域振興論
境 I-•-- •---
- l地理情報システム論

地理情報システム演習 ！ 

地域危機管理と地理情報システム
丁

2 
-- -- ----- -- --l-—•-- ----—↓、-----．＿＿＿＿＿_ _ 

地域計画と地理情報システム！ ! 2 ! 
ト ー—- ~- ----- -—+--、一丁―•-•一

1 交通と地理情報システム '!  2 「
--- ----- --------,---------,-----

l地理情報ビジネス I ! 2 ----t-- .____• 9•一

専！情報産業論 2 
門|—- ----• __＿＿＿．＿＿_ ＿ -------←---•一ー、一•--I-
科環境情報論 4 
目i 9 、- - -..  7—- ---— 
群：データベース• | 

N i 情報ネットワーク！ ！ l 
---------— ----••-—---—-- •---—— -t---- .|一^ ・一

! 2 ,  
~一丁―-• -----．． ＿＿＿＿ --•-• _」
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4. 特設科目群

外国人留学生及び帰国生のための履修科目てあり，

解を深めさせる科日てある。

企業活動全般にわたる日本的な枠組みの即

-
_
|
 

•• 
~
 

系
授 業 斗t↑

 

5• 

．•一 --- ------ --- -
7 

年次およひ単位数 最低修得
.． ―̀ 1 • --• -1 

2年 1 3年 4年
ー•--•、↓-•--..___• • --—--.人

単位数
| 

---•一•-- → 

- ----

1年
~- -------

＇ 

備 苔

2
 

夕lj
一-----

I I 

! |1本1叶青 I
| I 
l 

！ 

，特

外国人留笠生及Q帰I
国生のための腹修科

-t •ー・

I Ll- ------------I 

(1)「日本情情 I • II 
・III」「日本文化史人，

I 

1 |1[］」「情報メディア I
実習」において，修，

！得した単位の内， 4 1 
単位を「学科共通科

2 
1 目 群II （総合科目
！群）」に振り特える

--- ---- ---- ！ことができる。 I 

科 日本とアジアの出版文化 十 2 
I (2)『日本の近代文学」！

--- ----- - --- ----- --- ---- ----- ---- -----. 
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日本語文章論I 1 2 I 「日本語文章論I.,
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群， ..．．--•--—- ••-- -•••--- + ------..．--―↑.．----,---•一•-- ----⇒ Iした単位の内， 8 iii i 
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! !'  
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ll本の近代文学
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5. 自由科目群

系 年次および単位数
授 業 科 目 備 考

列 1年 2年 3年 4年

外国史概説 2 

日本の歴史 4 

地 理 学 I 2 

地 理 学 II 2 

地 誌 2 

法律学概論 2 

倫理学概論 2 

自 宗教学概論 2 

教育原理 I 2 

教育原理 II
由 （教育課程の意義及び編成 2 
の方法を含む）

教 職 論 2 

科 教育心理学 2 

，青年心理学 2 

教 育 制 度 2 
目
視聴覚教育 2 

社会科教育法 I 2 

群 社会科教育法 II 2 

社会科教育法 III 2 

公民科教育法 I 2 

公民科教育法 II 2 

道 徳 教 育 2 

特 別 活 動 2 

生 徒 指 導
| I （進路指導の理論及び方法 2 
を含む）

教 育 相 談 2 
（カウンセリングを含む）
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i系
， 授 業科目
列

i 総合油料 I
I自，＿＿＿ 

， 由総合演習 II
：科，＿＿

目教育実習 I
群 （事前及び事後指羽含む）

年次および単位数
.．．．「•

1年 2年 3年 4年
・一• .. 

2 

2 

備 考

i’

↑

_

 

3
 

教育実習 II . 2 

〔備考〕

(1) 自由科IIとは卒業に必要な単位数には加算されないか，自由に選択履修することのて
きる授業科目である。

(2) 本学科においては，自由科目として，教職課程の科目が準備されている。これらの自

由科日ついては，後掲の「教職課程」の説明を参照のこと。

VI 授業科目の単位と認定

各年次において履修しようとする授業科日は，毎学期の初めの指定された期日に，所定の

方法（オリエンテーションで説明する）で履修申請をしなければならない。履修巾請は，年

間の受講計画をたて，単位を取得する意思表ぷをする学期初めの重要な手続きである。この

履修申請手続を間違えたために，授業科目の履修ができなくなり，その結果進級はもとより，

卒業ができなくなる場合もあるので，以ドに掲ける注意事項を厳守して，誤りのないように

履修申請をすること。

(1) 履修申請書提出後は，授業科目およひ担当教員などの変更，追加，取消しなどないよう，

提出する前に授業時間割表に則してもう一度確認するなど，細心の注意を払うこと。なお，

履修照合日が設けられているので間違いなく登録されているかどうか必ず確認すること。

ただし，履修申請書の返還または照合には応じないので必ず「学生控」をとっておくこと。

(2) 履修申請をしていない授業科Hは，受講しても単位は認められないのて，授業科目の申

請にあたっては進級や卒業に必要な単位の算定を慎重に行ない，修得単位数が不足しない

ようにガ全を期すこと。

(3) 同一学期の同一時限に 2つ以l：の授業科目を履修することはできない。もしこのような

重複する授業科日を履修申請書に出人した場合は，両科目とも登録無効になるので注意す

ること。

(4) 一度単位を修得した授業科日は，再度腹修することはできない。

(5) 履修申請書には授業科目，コマ・コード番号など必要事項を正しく記人すること。記載

上の誤りや不明瞭なものは申請自体が無効になるので十分注意すること。

(6) コマ・コード番号とは，時間割表に授業科目と共に記入されている番号で，その時限の

授業科Hに固有の番号である。

(7) 履修申請書は［履修巾請書出人例」を参照して，黒色ボールペンで記入すること。

(8) 指定された期日まてに履修巾晶を怠った場合は，学業の意思なしとみなされて，退学処

分となるので提出期日を厳守すること。



V1I 正規の履修からはずれる場合

1. 再履修

経営情報学部 履修の手り1と手続き 165 

履修申請をして単位が取得できなかった授業科目については，次年度または次学期にお

いて再び履修することができる。

2. 規定外履修

該当するクラスの授業時間以外のクラスで受講せざるを得ない場合は，必ず学部事務室

に相談すること。ただし 1年次生の規定外履修は原則として認めない。

VIlI 試験について

1. 定期試験およぴ臨時試験

(1) 試験は，定期試験と臨時試験があり，定期試験は原則として学期末あるいは学年末に

行い，臨時試験は担当教員の判断により適宜行われる。

(2) いずれの授業科目も授業時数の1/3以上欠席した場合には，原則として当該授業科目

の受験資格を失う。ただし，病気または正当な理由により長期欠席の場合には，特別に

配慮されることがある。

(3) 試験の時間割は掲示により連絡する。

(4) 授業科目によっては論文（レポート）提出によって試験に代える場合がある。

2. 追試験

(1) 追試験は，やむを得ない事情によって定期試験を受験できなかった者に対し，原則と

して学期末または学年末に実施する。

(2) 追試験を希望する者は，正当な事由を証明する書面をもって速やかに授業担当教員に

届け出ること。

(3) 追試験は，成績表の当該科目にTの表示がなされた場合に限って受験することができ

る。

なお，追試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。

(4) 追試験を受験しようとする者は，「追試験受験願」を学部事務室に提出しなければな

らない。

なお，追試験の受験料は， l科目につき200円である

3. 再試験

(1) 再試験は，原則として学期末または学年末に実施する。ただし，授業科目によっては

再試験を行わない場合もある。

(2) 定期試験の結果，不合格（この場合成績表の当該科目にFの表示がなされる）となっ

た授業科目のある者は，％該授業科目の担甘教員が再試験を行う場合，受験することか

できる。

なお，再試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。
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(3) 再試験の受験を許可された者は，［再試験受験願」を学部事務室に提出しなけれはな

らない。

なお，再試験の受験料は， 1科目につき1,000円てある。

4. 試験に関する注意

1. 通則

(1) 試験場内では，すべて監督者の指ぷに従わなけれはならない。なお，監督者の指示

に従わない者には，退場を命ずることがある。

(2) 試験場内ては，筆記用具・持込みを許された資料以外のものは，すべて監督者の指

定する場所におかなければならない。

(3) 受験者ば学生訛および受験許IIJ訛（追・再試験の場合）を，机0)Lの見やすい場所

に提示しておかなけれはならない。

(4) 試験開始から20分を経過した後は人室・受験を認めない。

(5) 試験開始から25分を経過するまては退場を認めない。なお，監督者が退場を命ずる

場合はこの限りではない。

(6) 受験者は，試験中監督者の許口Jを得ないて試験場を出てはならない。

(7) 試験の行われる学期の授業料未納0)者・授業時数の 1/3以上欠席した者は，試験を

受けることができない。

(8) 病気・事故その他正‘りな事由によって受験できなかった者は，診断苫・巾故証明そ

の他正当な事由を証明する甚面を添えて，遅滞なく授業担当教員に届出なければなら

ない。

2. 試験における不正行為の懲戒について

(1) 不正行為をした者については，学則第68条により罰せられ，更に年度における当該

授業科目の単位の認定を行わない。

(2) 不正行為のあった者の懲戒処分については，教授会において審議のうえ決定する。

(3) 教授会の決定により処分が確定したときは，学長はその旨保証人を召喚して通知す

ると共に学内にこれを公示する。

IX 成績発表

(1) 成績発表は，アドヴァイザーまたはゼミナール担当教員より本人に成績表を交付するの

で，学部事務室の指示に従って必ず交付を受けること。その際，学生証を提示すること。

なお，指定された期日以外には交付しない。

(2) 成績の評価は次の記号で表わし， 60点以tをもって単位取得（合格）とする。

（合格） （正規試験不合格） （追・再試験不合格）

A : 100~80点 F : 59点以下（再試験受験叩 D: 59点以下

B : 79~70点 T ：追試験受験r1J E:未受験

C : 69~60点 Z:追・再試験の受験資格なし
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(3) 成績についての疑問，質問等は成績表交付日のみ受け付けるので，学部事務室に問合わ

せること。

(4) 事故，病気等により指定日に成績表の交付を受けられない場合は，代理人を定め，成績

表の交付を受けること。その場合，代理人ぱ学牛証およひ委任状を持参すること。
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履修の手引と手続き

I 授業科目について

経営情報学部サービス経営システム学科における授業科Hは，学科共通科目群 I• II,専門基

礎科目群 I • II,専門科H群 I~VI,専門関連科日群および自由科H群から構成されている。

なお，自由科目においては，教職に関する専門科目が配置されている。

II 授業科目の単位と認定

本学部では単位制が採用されている。単位制とは，ひとつひとつの授業科目に一定の基準によ

り定められた単位かあり，履修授業科目に対して，試験もしくはその他の方法により学習評価を

したうえで，その単位を認定する制度である。

単位の認定は， A・B・C3段階の評価により行い， D・E・Fの評価は単位を認定しない。

III 卒業に必要な単位について

卒業に必要な単位数は，次の表に示すとおりである。

ただし，自由科目は卒業に必要な単位数には含めない。

□/．．---------—•------------•---------•-----•^—--•一—--•---•-••----•--—-＾—--•--•-•-----—•-------•一―-----，

三学部・学科 経営情報学部サーヒス経常システム学科
一＾-- -- -- ----- -一

1 系 列 --------_ i 単 位数
•- --- -- ---• ---- -- ---- -------- --―三□三→—--- -•—• -----•-• -—••• -―•一• -• •--ヽ- ---- -—--

，学科共通科H群I（英語・日本語） 12 
．．＾．．．．―＾...．-

学科共通科目群II （総合科目群） 4 

1専門韮礎科目群 I
___.. ••-7 • •---.. ~―-••、-—• • --~ -•--—^ --

8 
． • -・・・・ ， ＾ ・ • --• •. - -.  -.．,  -.  ^ t.  ^ ---...．,. 

24 1専門基礎科目群II
-- -- --- -

1専門科目群 I （サービス・マネジメント） 8 
ー・ • ---- -------- -------- ----- -- ------------ ---------------

|専門科目群II （サービス・システム） • 8 
．．．，．．．  

専門科目群III（サービス・ディベロップメント） 10 
．．． ．．●● ー •-• - . - •ー・ -- -- -- ●● •—•. ．．． ．．-•・ ・ ~ ．． ．．．．一●ー・← • • --•• . --•• 

専門科目群N （国際サービス） 8 
． ． ．・・・ー•ー ・ ＾・• - - •一

，1 専門科目群V （実習・演習） 12 
ヘー ー・・・

i専門科目群VI （地域サービス研究） 4 I. ........__...—••——-• •• 9 •一•-- •- --• • --• --....．．．．． - • -•ー・•- -...＿＿_..... i• -•—•• ● -•••—- --•一•- - --~-

専門関連科目群 4 
•一● --- ・‘- ー・・・ ？・ ・•--•—・・•一 ・ ＋．． 

指定された各科目群より修得した科目以外
に，以上の科目群もしくは経営情報学部他学'
科及び人文学部，福祉総合学部の科目より選

択必修
----------、.•-- -----• 

計
、.• -.  -..  

22 

124 

※ 外国人留学生・帰国生は特設科[1群での修得単位を他の科目群の単位に一部振り替える
ことができる（詳細は181貞参照のこと。）
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N 3年次への進級条件及び各学年における標準的な修得単位

3年次に進級するためには，「基礎ゼミ I• II」及び 1年次の必修科目を含め 36単位以上修得

していなければならない。

各学年に履修する授業科目群および修得単位数の目安は，次の表に示すとおりである。

2年次

日本語コミュニケーション
（外国人留学生・帰国生必修）

専門基礎科目群II
1 サービス産業論・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1 科目 4 単位（必修）

選択科目・・・.........................................................1科目 4単位

1専門科目群 I （サービス・マネジメント）

ホスピタリティマネジメント論..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..1科目 2単位 （必修）
選択科目・...........................................................1科目 4単位

専門科目群II （サービス・システム）
サービスシステム論・・・・・・・・・・・・・・・・・・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1 科目 2 単位 （必修）

選択科目............................................................1科目 4単位

専門科目群III（サービス・ディベロップメント）……… l科目 4単位

門科目群V （実習・演習）
基礎ゼミ II ・・・・・・・・・・・・・・・・・•.．．．.．．..．..．．........．．.．..．.．．.．．..．. 1科目 1単位

指定された各科目群より修得した科目以外に，以上の科目群もしく

報学部他学科およひ人文学部，福祉総合学部の科目より 6単位
- t -- - t - -- ＾ --- -- -- t - - t- - - - --- --
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学年 単位数の H 安

i学科共通科目群 I（英語・ 日本語） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..2科目 4単位

！ ビジネス日本語 I

1 ビジネス英語 I f ···································:·~::·~·:· ~~科目 4 単位
（外国人留学生・帰国生必修）

l専門基礎科目群 I

マルチメディアコミュニケーション演習……………… 1科日 2単位（必修）

専門科l1群 I （サーヒス・マネジメント）
3年次 I コンスーマーサティスファクション論•••……………… 1 科目 2 単位（必修）

専門科目群II（サービス・システム）

データベース・情報ネットワーク論・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 2単位 （必修）

専門科fj群III（サービス・ティベロップメント） ••••…•• 2科目 6単位

専門科目群N （国際サービス）．． 1科目 4単位

l専門科目群V （実習・演習）

I ゼミナール I
ィンターンシップl・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ z科目 6単位（必修）

修得単位数 ※指定された各科日群より修得した科目以外に，以上の科目群もしくは経営情

36単位 1 報学部他学科およひ人文学部，福祉総合学部の科日より 10単位

専門科日群N (国際サービス） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 4単位

I専門科目群V （実習・演習）
I ゼミナールII.・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 4単位 （必修）

4年次 1 （セミナールIIを履修するには，ゼミナール Iの単位取得が条件となるので

1 注意すること。）

I 
1 専門科目群VI （地域サービス研究）……• 2科目 4単位 ！ 

i 専門関連科目群・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 2単位

修得単位数 1※指定された各科目群より修得した科目以外に，以上の科目群もしくは経営情 I

／ 
□16単位 ＇ 報学部他学科およひ人文学部，伽祉総合学部の科日より 2単位

卒業□ --
修得単位数

124単位
I l 
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＞
 
1. 

授業科目の学年配当と履修すべき単位数

学科共通科目群

学科共通科目群は，同 I （英語・日本語），同II （総合科目群）の二系列に分かれているが，

それらの各系列のうちから「III卒業に必要な単位数について」に示した所定の単位以上を修得し

なければならない。

学科共通科目群 I

ロー
1系 1

I ― 

授

(1) 

列
業 科

（英語・日本語）

目

五
i
ー

~
 

2年

'Listening & Speaking 

Reading Skills 

Reading & Discussion 

※単位数に〇印を付してある科目は必修を示す。
I 

年次および単位
＿下 I

3~ 
「学科共通科目群

…口 贔戸闊；悶：
修科目を含み12単

位以上選択必修。

②
 

②
 

②
 

位単2
 

ー
|
]
；
 

|
[
:
 

一

二

／

>

mng/­

e

」

二学
科

共

通

科

目

群

I

（
英
語
・
日
本
語
）

外国人留学生・帰

国生は「日本語基

礎文法，日本語基

礎表現，日本語文

章作成，日本語コ

ミュニケーショ

ン，日本語文章表

現，日本語表現技

法， ビジネス日本

語 I• II, ビジネ
ス英語 I• II」を
第一外国語とし

て，必修科目を含

み12単位以上選択

必修。
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．．．．．．ー・ —• ---•• -•---• 9ー•--•• •- ---••• 9T―ー• -••一••. -・--・ ・---・ . . .... ・・-・ 

年次および単位数
:.  --..T.......．t -•―•一．．．

I 1年］ 2年 I3年 1 4年単位数
ー・・ .-+-．．----～ , 7 ! 1 •一:--一

. 
ビジネス日本語 I ’ ’② l 

• •一• : ---•-- --• 9 -—••- 9 -―-• --．-----••••一• •- •-—•..._ -9 - --•-t, ..... 1 •• --9.．．．」．．．．．..--i'  

Iビジネス日本語II | 1 | 2 l l 

！ 

I 
L . - •—-- •---• ”•••一 --―--•一• -• -•一 ••1· ---- 」--•-- -•一ー•• •.--• ----•-•T... --— : , 

iビジネス英語 I ’②'  
,I 

r• 9-•- •--•、--•・＾t-ー・—―•ー、~・ ・^--~ --j —• --• ; ••--••- --テ-．．．-'----— ..i | 

| 
iビジネス英語II l , | 2 | i 1 

_J___l i 
--—···-·· ・—-一•- .--•-- - --- -9 —ー し＿．—-... ．ュー• ―-- ．^t _J 

授 業科目

~---- ---•一•• •••----••一•―- -.＿__1 

考 I
i 

備

〔備考〕

(1) 学科共通科目群 Iでは，第一外国語として英語（外国人留学生・帰国生は日本語）を

学ぶ。う払 Listening& Speaking, Reading Skills, Reading & Discussion, Note 

Taking Skills & Listening Comprehension（日本語は日本語基礎文法，日本語基礎表

現， H本語文章作成，日本語コミュニケーション，ビジネス日本語 I'ビジネス英語 I)

は必修科目である。

(2) Listening & Speaking, Reading Skillsのどちらか2単位を修得しなければ，

Reading & Discussion, Note Taking Skills & Listening Comprehensionを履修する

ことはできない。

(3) 日本語碁礎文法，日本語基礎表現のどちらか2単位を修得しなければ，日本語文章作

成，日本語コミュニケーションを履修することはできない。

(2) 学科共通科目群II （総合科H群）

系

［列

9 世界メディア文化論 I

科
I学 （但界メディア文化史）
ff-_'---

通，世界メディア文化論II
科
日 （国際コミュニケーションとインターネ j卜）
群'----- ＾ ---
II, 
緑9 世界メディア文化論III

科＇
合 I （メディアと国際政治）
tl「――--- ------—---- -—----

堕世界メディア文化論N
（メディアと国際経済）

〔備考〕

学科共通科目群IIでは，学際的かつ広い知識の習得を目的とした総合科目であり，「世界

メディアの文化史」「国際コミュニケーションとインターネット」「メディアと国際政治」「メ

ディアと国際経済」の4領域で，現代起業を取り巻く社会環境の変化を学ぶ。

- - - ---- -、...．-----

年次および単位数 最低修得
．ヽ―--• - -.．. -------------- ___, 

1年 2年 3年 4年単位数＇
．，,------- ------------- ~-- --- ．←一—・・ ••---- ．-•---•一•→

授業科目

2
 

2
 

2
 

備 考

2
 

「学科共通科目群
II （総合科目群）」！
の中より， 4単位
以卜選択必修。

一寸 4単位！

,．--......-•ー・一•:. ．．ー•-- --•--- ..__.----- -----
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2. 専門基礎科目群

専門基礎科目群では，サービス経営システムに関する幅広い基礎知識を形成するために2つの

群から構成されている。「専門基礎科目群 I」では，情報基礎科目を配置し情報化社会に対応す

べく情報処理能力の強化を目的としている。「専門基礎科目群II」では，サービス経営に関連す

る経済・経営分野を広く包摂する関連領域を網羅し，企業活動全般にとって，菫要な経済・経営

理論上のバックホーンについて明確な理解と形成を目的としている。

※単位数に〇印を付してある科目は必修を示す。
， 

年次および単位数 最低修得
備 考

1年 2年 3年 4年 単位数

l ② 「専門基礎科目群

！ ② 
I」の， 8単位
必修。

8単位
科 情報メディア演習II ② 

目
I 群 マルチメディア ② 

I コミュニケーション演習

経営学総論 ④ 「専門基礎科目群，

II」の中より，必

原論 ④ 修科目を含み24単
位以上選択必修。

④ 

務管理論 4 
門

行動論 4 I 

基

原理 4 
礎

会計学原論 4 
I 
24単位

科 i 

小売経営論
I 
4 i 

目

ベンチャービジネス論 4 

群 [->t--=-サービビススマビージプケネラテスンィニクン論 S 
4 

II 
4 i I 

グ S

I商巾場調査論法 4 

4 
i 
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3. 専門科目群

専門科目群は，「専門科目群 I~VI （演習・実習を含む）」と「専門関連科H群Jによって構成

されている。学生は 2年次に，「サービス戦略マネシメント系コース」と［サービス情報マネジメ

ント系コース」のいすれかを選択して分かれる。それそれのコースにはコース指定科目があり，

4科目16単位の中から 3科目12単位を修得しなければならない。

〔サービス戦略マネジメント指定科目〕（授業科目一覧表にSと表示）

専門基礎科H群II

サービスマーケティング論 4単位

サービスビジネスプランニング 4単位

専門科目群 I

サービス開発論 4単位

サービス経営分析論 4単位

〔サービス情報マネジメント系コース指定科目〕（授業科目一覧表にJと表示）

専門科目群II （サービス・システム）

事業ネットワーク論 4単位

プログラミング論 4単位

サイバー・コマース論 4単位

ビジネスモデル・経営戦略論 4単位

卒業要件を満たすためには，一人ひとりが学びたい専門分野の科目を， 1年次から系統だてて

履修し，コース指定科目を含めて，必要単位を修得することが望ましい。

(1) 専門科目群 I （サービス・マネジメント）

専門科目群 Iはサービス産業におけるマネジメント問題を扱う科目群であり，サービスマ

ネジメント関連の中心領域である。近年，重要性を増しつつある「顧客満足」のマネジメン

トや情報化に伴うサービス経営の方向転換を考えていく。

(2) 専門科目群II （サービス・システム）

専門科目群IIは企業経営システム一般に係わる科目群である。「サービスシステム論」「事

業ネットワーク論」「プログラミング論」を学ぶことにより，急速に情報化社会へと移行す

る現代において，その社会構築に参加するために必要な知識を学ぶ。

(3) 専門科目群III （サービス・ディベロップメント）

専門科目群IIIはサービスディベロップメントの科目群である。経営上の諸環境を分析し新

たな市場創造を研究模索するとともに，実務に関する一連の事例研究「事業論」を学ぶこと

により21世紀型「企業形態」の動向について学ぶ。

(4) 専門科目群w（国際サービス）

専門科目群Wは国際的なサービス産業の動向について研究する科目群である。サービス産

業も情報化の進展に伴い，国を越えて経済活動をおこなうことも少なくはなく，世界経済状

態や労働環境，多国籍企業の行動やアジア地域での経済活動について学ぶことは，極めて頂



(5) 

(6) 

(7) 

(8) 

要である。 「海外サービス事情 I• II」は，

経営情報学部 履修の手'llと手続き

特に北米及び欧仲lを中心に， 世界各国，

177 

自由貿

易圏のサービス業に関連する最新情報を提示して国際感覚を身につけることを目的とする。

専門科目群v（実習・演習）

専門科目群Vは演習と実習および外国書購読の科目群である。「基礎ゼミ I • II」は，

1 • 2年次の必修であり，専門教育を学習するための基礎教育を目的としている。「インタ

ーンシップ」では，国内のサービス産業で実習を実施する。

専門科目群VI （地域サービス研究）

専門科目群VIは地域サービス産業に関する科目群である。「観光開発論」「景観開発論」

「海洋リゾート開発」は，大学の在る千葉県外房地域の菫要な研究テーマである。また，

「商店街経営」は，人口増加に伴う市町村における大型店舗との競合における地域の活性化

を担う重要なテーマである。「エアポート・エアラインサービス」は首都圏の海外への玄関

「成田空港」 を持つ千葉県の地域性およびその役割を考える。

専門関連科目群

専門関連科目群は本学の独創的な研究集積を背景とするジェンダー系の科目群である。将

来重要となる女性起業の観点から，社会文化の変容について学ぶ。

その他選択科目

指定〗リれた各科目群より修得した科目以外！こ．以上の科目群もしくは経営情報学部他学科

および人文学部？―-福祉総合学部の科目より22単位以上修得しなけれはならない。
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授 業 科 目
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系
授業科目

宿泊・観光サービス事業論

情報・メディアサービス事業論

年次および単位数 ＇最低修得

1年 I2年 I3年 4年単位数

會き
"業一

事

『

論

論ト
論

【

ン

一

ス

論

ス

業

メ

ネ

業

論

～

ビ

事

事

業

ト

ー

ス

'

論

ジ

ジ

ス

事

ン

サ

ビ

業璽
論

ネ

ビ

ス

ス

論

マ

一

ビ

ス

メ

一

～

二
[
/
〗
[
]
[

専
門
科
目
群

III

（
サ
ー
ビ
ス
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ

4
 
4
 

4
 

2
 
2
 
2
 

10単位

I 

！ 

門
贔
□
〗

4
 

4
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1専 I
．タ ------------4 ---- ----「―---^--―-- ----- -------~ ! （地域サービス研

門景観開発論 ！ ， ! --2--1 
科[ 9 

, l 2 究）」の中より，

目 1
一ー --------- ---1 ---•丁— _＿．．1-- --- -＿＿--7 4単位以上選択必 I

群 l海洋リゾート開発
I VI ---• -―-----．I •—: -―-2 三！修。

＇地［
へ 地域と文化事業育成 1 2 i 4単位

域，
サ商店街経営

_＿＿＿]―- --+- -―丁―-- - | 
! | 2 | 

l I -------------- - ---------―------- -—+ ----- ----r ----•--
ビ ショッピングセンタ 吟 t ，ス—illffi I ! 1 2 

団9― ---- -----t-- -+• ----― ーロ —— —-• 
九＇
エアポート

I ! | 2 71 | 

[-.....,, •エアラインサービス I | i 1----~ ----~ r--7 ----~ ←.  -------- -------------――-- --•• -- --―---------―「―•-------1—-•——• -•一—---------------• ---―----- ---――--- ----
l 

ジェンダーと消費文化 2 i _ _:_ ___ j _J 「専門関連科目
9--―--- •一ー 一 三． —- 1 -—- 群」の中より， 4
I ジェンダーと福祉社会 I 2 | 

I 
： ！単位以．ート選択必＇

専•一• •- -- -- --------―上．――-- - -- ---• I •一1---T] 修。
門 1 女性起業家論 2 

関［
I 

！ 

I 
I --— t 三 4単位 I連 ジェンダーと経営・情報 i 2 

科~-=-= I 
-

目lジェンダーと国際分業 1 
- ----i ----------「-- •--—---•- -- 9 

I 
2 

群— .1 —-- 1 
| 

Iグローバリゼーション I : I 

と女性政策 i 

! 2 ,  

i 1-——-:-;-.~~-;;A:_t_ i--+-―--Lーニワーク• SOHo論__＿ L~lー-J 2 I 
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4. 特設科目群

外国人留学生及び帰国生のための履修科目であり，企業活動全般にわたる日本的な枠組みの理

解を深めさせる科目である。

／一授業科目
年次および単位数 ［最低修得 I

備 考
［列 1年 2年 3年 4年単位数

時事研究
I 

外国人留学生及びI I 

2 
（日本の生活と習慣） 帰国生のための履

修科目。
時事研究 II 2 
（日本の文化） ！ (1) 「時事研究 I

·II•III」におい

1時 事研究 III 2 I Iて，修得した単位
特 I（日本の社会） の内， 4単位を

「学科共通科目群
至n几又 国 際理解 I 2 I II （総合科目群）」

i に振り替えるこ

科 国際理解 II 2 
とができる。

(2) 「国際理解 I
目 国際理解 III ！ 2 • II • III, 日本の

経済事情，日本の
群 日本の経済事情 2 経営事情，日本の

サービス事情，日
I 

l本の文化と現代文日本の経営事情 2 ' 

＇ 
学，世界のサービ

日本のサービス事情 2 スビジネス，日本
のメディア事情」

／！世日本の文化と現代文ギ
2 

において，修得し
た単位の内， 8単
位を「各科目群」

界のサービスビジネス

ー］
2 i および「他学部・

他学科」に振り替
本のメディア事情 妥 2 ！えることができる。

I 
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5． 自由科目群

1 系

［列 i

’'I l 

授業科目
年次および単位数
,----- ---→ 

1年 2年 3年 '4年
-----• -------、』------'

本国憲法

---•——-l 

備 考

I ―- -----~--

生涯スポーツ概論
i ------- ---------- ..--―----1 

外国史概説

1 日本の歴史
--- ---

［地理学 I

i地理学 II

2
-
2
-
2
 

--------1 

4
 
2
-
2
 

際 法

1 由

±
心
苔

w

際経済学

2
 」—•一●

j_ ---i 

概論 2
 ---••-「 ―•------••ー一←ー

4
 

職業指導
科＇ ，ー一 ＋ 

r教育原理 I

----------------1 ―---―--1 

↑

ー.
2
 

4

:．
'
ー
'
-
|
,
．
,

2~2 

-＇| 

-—•-| 

---―---- -- -- -----―---I-

教育原理 II

＇ （教育課程の意義及び編成
目 の方法を含む）

!—-- - -------
教職論

， ヽヽー t- -

i教育心理学

群
i青年心理学

i ---•ー・・ i. 

度

! 4 
i 

I 1 

＇ iー．．＿＿．．．十●●● ●ー•-―-•

2 i 

ー
寸
'
~

2
 J ------

I ―----―→ 

' '  
----^^‘—, |. ---．̂  ` ’  i '  
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 -----1--
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ニ一

4
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一
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授業科目

！商業科教育法 II

年次および単位数
-----

1年 2年 3年 4年

し--•----------→

,＇
i_L 

2
 

備 考

2 

道 徳 教 本目

i自， 一ヽ•- ---•••• •ー ・

特 別 活 動
'--- ------------- ----------

i I t. -

2
-
2
 

由生徒指導
（進路指導の理論及び方法
を含む）

科-------- - -

目

群

教育相談
（カウンセリングを含む）

教育実習 II

l 2 
-- ____ J ＿→- --

↓ -• 

2
 

2
 
2
 
3
 

2 L___ __ _ _______ _ 
〔備考〕

(1) 自由科目とは卒業に必要な単位数には加算されないが，自由に選択履修することので

きる授業科目である。

(2) 本学科においては，自由科目として，教職課程の科Hか準備されている。これらの自
由科日ついては，後掲の「教職課程」の説明を参照のこと。

VI 授業科目の単位と認定

各年次において履修しようとする授業科目は，毎学期の初めの指定された期日に，所定の

方法（オリエンテーションで説明する）で腹修申請をしなければならない。履修申請は，年

間の受講計画をたて，単位を取得する意思表示をする学期初めの重要な手続きである。この

履修申請手続を間違えたために，授業科目の履修かできなくなり，その結果進級はもとより，

卒業ができなくなる場合もあるので，以下に掲げる注意事項を厳守して，誤りのないように

履修中請をすること。

(1) 履修申請甚提出後は，授業科目および担‘片教員などの変更，追加，取消しなどないよう，

提出する前に授業時間割表に則してもう一度確認するなど，細心の注意を払うこと。なお，

履修照合日が設けられているので間違いなく登録されているかどうか必ず確認すること。

ただし，履修申請内の返還または照合には応じないので必す「学生控」をとっておくこと。

(2) 履修申請をしていない授業科Hは，受講しても単位は認められないので，授業科目の中

請にあたっては進級や卒業に必要な単位のgi定を慎屯に行ない，修得単位数が不足しない

ように）i全を期すこと。
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(3) ),i}-•学期の ),i] ー一時限に 2 つ以 l:0)授業科日を囮修することはてきない。もしこのような

重複する授業科日を囮修fl％ふりに叫人した場合は，両科目とも登録無効になるのて注意す

ること。

(4） 一度単位を修得した授業科llは，再度囮修することはてきない。

(5) 腹修中閲内には授業科目，コマ・コート番号なと必要事項を[Eしく叫人すること。出載

上の誤りや不明瞭なものは巾晶白体か無効になるので卜分注意すること。

(6) コマ・コート番号とは，時間割表に授業科Ilと共に晶人されている番けて，その時限0)

授業科日に固有の番号てある。

(7) 腹修叶I請内は「股修申諮書晶人例」を参照して，！．［し色ボールペンて出人すること。

(8) 指定された期日まてに囮修中晶を怠った場合は，学業の、意思なしとみなされて，退学処

分となるので提出期日を厳守すること。

VII 正規の履修からはずれる場合

1. 再履修

腹修叶l請をして単位か取得てきなかった授業科日については，次年度または次学期にお

いて再び腹修することかてきる。

2. 規定外履修

該‘Iiするクラスの授業時間以外のクラスて受講せさるを得ない場合は，必す学部事務室

に相談すること。ただし 1年次生の規定外腹修は原則として認めない。

VlII 試験について

1. 定期試験および臨時試験

(1) 試験は，定期試験と臨時試験かあり，定期試験は原則として学期末あるいは学年末に

行い，臨時試験は担甘教員の判断により適宜行われる。

(2) いずれの授業科目も授業時数の 1/3以t欠席した場合には，原則として当該授業科H

の受験資格を失う。たたし，病気または正当な理由により長期欠席の場合には，特別に

配慮されることがある。

(3) 試験の時間割は掲示により連絡する。

(4) 授業科目によっては論文（レポート）提出によって試験に代える場合がある。

2. 追試験

(1) 追試験は，やむを得ない事情によって定期試験を受験できなかった者に対し，原則と

して学期未または学年末に実施する。

(2) 追試験を希望する者は， 1l:‘りな事由を証明する内面をもって速やかに授業担当教員に

届け出ること。

(3) 追試験は，成紺［表の当該科HにTの表示がなされた場合に限って受験することができ

る。
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なお，追試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。

(4) 追試験を受験しようとする者は，「追試験受験願」を学部事務室に提出しなければな

らない。

なお，追試験の受験料は， l科目につき200円である。

3. 再試験

(1) 再試験は，原則として学期末または学年末に実施する。ただし，授業科目によっては

再試験を行わない場合もある。

(2) 定期試験の結果，不合格（この場合成績表の当該科目に Fの表示がなされる）となっ

た授業科目のある者は，当該授業科目の担当教員が再試験を行う場合，受験することが

できる。

なお，再試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。

(3) 再試験の受験を許可された者は，「再試験受験願」を学部事務室に提出しなければな

らない。

なお，再試験の受験料は， 1科目につき1,000円である。

4. 試験に関する注意

1. 通則

(1) 試験場内では，すべて監督者の指示に従わなければならない。なお，監督者の指示

に従わない者には，退場を命ずることがある。

(2) 試験場内では，筆記用具・持込みを許された資料以外のものは，すべて監督者の指

定する場所におかなければならない。

(3) 受験者は学生証および受験許可証（追・再試験の場合）を，机の上の見やすい場所

に提示しておかなければならない。

(4) 試験開始から20分を経過した後は入室・受験を認めない。

(5) 試験開始から25分を経過するまでは退場を認めない。なお，監督者が退場を命ずる

場合はこの限りではない。

(6) 受験者は，試験中監督者の許可を得ないで試験場を出てはならない。

(7) 試験の行われる学期の授業料未納の者・授業時数の1/3以上欠席した者は，試験を

受けることができない。

(8) 病気・事故その他正当な事由によって受験できなかった者は，診断書・事故証明そ

の他正当な事由を証明する書面を添えて，遅滞なく授業担当教員に届出なければなら

ない。

2. 試験における不正行為の懲戒について

(1) 不正行為をした者については，学則第68条により罰せられ，更に年度における渭該

授業科目の単位の認定を行わない。

(2) 不正行為のあった者の懲戒処分については，教授会において審議のうえ決定する。

(3) 教授会の決定により処分が確定したときは，学長はその旨保証人を召喚して通知す
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ると共に学内にこれを公示する。

IX 成績発表

(1) 成績発表は，アドヴァイサーまたはゼミナール担当教員より本人に成績表を交付するの

で，学部事務室の指示に従って必す交付を受けること。その際，学生証を提示すること。

なお，指定された期日以外には交付しない。

(2) 成績の評価は次の記号で表わし， 60、点以卜をもって単位取得（合格）とする。

（合格）

A: 100~80点

B : 79~70点

C : 69~60点

（正規試験不合格）

F : 59点以下（再試験受験可）

T:追試験受験可

Z:追・再試験の受験資格なし

（追・再試験不合格）

D: 59点以下

E:木受験

(3) 成績についての疑問，質問等は成績表交付日のみ受け付けるので，学部事務室に間合わ

せること。

(4) 事故，病気等により指定日に成績表の交付を受けられない場合は，代理人を定め，成禎

表の交付を受けること。その場合，代理人ば学生証およひ委任状を持参すること。
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履修の手引と手続き

I 授業科目について

人文学部国際文化学科における授業科llは，学科共通科ll群 I~III,専門枯礎科目群，専門辻

語，専門科H群 I~Vlll,専門関連科目群，特設科目および自由科目群から構成されている。

なお，自由科目においては，教職諜程，学芸員賓格取得およひ日本語教授法の科目か配憤され

ている。

II 授業科目の単位と認定

本学部ては単位制か採用されている。単位制とは，ひとつひとつの授業科目に一定の基準によ

り定められた単位かあり，履修した授業科日に対しては，試験もしくはその他の方法により学習

＂平価をしたうえて，その単位を認定する制度である。

単位の認定は， A・B・C3段陪0)謹価により行い， D．E.F O)11平価は単位を認定しない。

III 卒業に必要な単位ついて

卒業に必要な単位数は，次の表に小すとおりである。

たたし，自由科日は卒業に必要な単位数には含めない。------― 学部・学科 人文学部国際文化学科＿～ 系 列 - 比較文化研究 地域文化研究

生活文化観光文化' 、'，

1日本・東
アンア文

アメリカ
分野 1 分野

化研究
文化分野

学科共通科H群 I（日本語・英語）
――← ~…～ - --- -＾ --→―-→ ----------…----—し―--~ ------～ - - -

学科共通科目群II（柏報科学科lj群）
--～ •”- - - - - - - - - - - ～ -^“~  - -—• ^ • ▲ム―----̀  ～ - - - - ---- --- --- -

学科共通科l1群III（総合科目群）
• - • -------------‘^ -→----0 - • - - -—• --← 

専門基礎科目群
専門汀訊i

-
0
0
 

入り
4

g
ー
1
ー
1

---- ------ ! 

--・・-・--------------------・ 

専門科日群I（方法と文化）-------・------・-・-------------------

専門科目群II（比較文化）
一-------------―▲クー-------・----------専門科日群III （比較文化研究•生活文化分野）--- ------ ---------- ---- -----・--

専門科日群N（比較文化研究・観光文化分野）
-----·-------·------—•--------------·------------··-------·----------
専門科目群V（地域文化ulf究・ 11{,・東アシア文化分野）
-------←------------------------------―------・-----------・-----

専門科目群N（地域文化研究・アメリカ文化分野）
------------------------------------------→――ロー。
専門科H群VII（枯礎;1語）
口―------------------------------------専門科目群VllI（演習）
-----------――----------、---専門関連科日群
指定された各科目群より修得した科目以外
に，以上の科日群もしくは人文学部他学科及
び経営情報学部，幅祉総合学部の科目より選
択必修

ー・・＿＿ ＿――← ―̂----------------．-----̂ - - - --．----—• -------――← ----

または，＇、仰JilIIlt 4 iii位と浮科共通科！！群Iょり6爪位，
-----—• --← --------------―ー・—----------------．～ -------------

8 

-
8
 30 

4
-
4
 

4
 

30 
-
4
 

-

4

 

0
0
0
 

l
l
.
 

-8-

―

―

 

―

―

―

 

_

＿

＿

 

_

＿

＿

 

4

4

 

ー•-•―-•• -•-—7 

計 , 126単位
※ 外国人留学'I:.帰lfl牛は特設科日群ての修得単位を他の科ll群0)単位に一部振り替えること
かてきる（詳細は203貞参照のこと。）
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N 3年次への進級条件及び各学年における標準的な修得単位

3年次に進級するためには，「基礎ゼミ I• II」及び 1年次の必修科目を含め 36単位以上修得

していなければならない。

各学年に履修する授業科目群および修得単位数の目安は，次の表に示すとおりである。
, i 

［学年 1 単位数の目安 ----］ 

I 1年次 1学科共通科目群 I（英語・日本語）
| Fundamentals of English I • Oral Fluency I…2科目 4単位（必修）
1 日本語 IA • B ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• 2科目 4単位

（外国人留学生・帰国生必修）
I I学科共通科目群II （情報科学科目群）……………… 2科目 4単位

i学科共通科目群III （総合科目群）…••…•………••…• 2科目 8単位
！ 専門基礎科目群・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•.．．．．．．．．．． 2 科目 4 単位
I 専 門 言 語・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..2科目 4単位
i専門科目群 I （方法と文化）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 、2科目 8単位
専門科目群III~VI ......................................選択する分野から 4単位

修得:□□/:／門[vm（演習）37単位 基礎ゼミ I・・ ・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・ ・ ・・・・・・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・・・・・・・ ・・・・ 1科目 1単位（必修）

2年次 1 学科共通科目群 I（英語・日本語）
Fundamentals of English II • Oral Fluency II…2科目 4単位（必修）
日本語 IIA•B·············································2 科目 4 単位

（外国人留学生・帰国生必修）

専門基礎科目群::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::~禾］目 6 単位
専門言語 1科目 2単位
専 門 科 目 群II（比較文化） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• 2科目 8単位
専 門 科 目 群III~VI・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..選択する分野

または他の分野から10単位
専門科目群VII（基礎言語）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 2科目 4単位

専門科目群vm（演習）
基礎ゼミ II ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•.．．．..．．...．.．.．.．.........．． 1 科目 1 単位 （必修）

I 専門関連科目群•.．．．.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1 科目 2 単位

修得単位数 I※指定された各科目群より修得した科目以外に，以上の科目群もしくは人文学
39単位 i 部他学科および経営情報学部，福祉総合学部より 2単位
―- I —· ---

！ 
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v 授業科目の学年配当と履修すべき単位数

1. 学科共通科目群

学科共通科目群は，同 I（英語・日本語），同II（情報科学科目群）および同III（総合科目

群）の三系列に分かれているが，それらの各系列のうちから「III卒業に必要な単位について」

に示した所定の単位以上を修得しなければならない。

(1) 学科共通科目群 I （英語・日本語）

※単位数に〇印を付してある科目は必修を示す。

〔備考〕
(1) 学科共通科目群 Iでは，第一外国語として英語（外国人留学生・帰国生は日本語）を

学ぶ。うち， Fundamentalsof English I • II • Oral Fluency I • II （日本語は日本語
IA・ IB・IIA・IIB)は必修科目である。
(2) Fundamentals of English II及びOralFluency IIを履修するためには，それぞれの

Iを修得していなければならない。
(3) 日本語IA• I Bのどちらか2単位を修得していなければ，日本語IIA・IIBを履修
することはできない。
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(2) 学科共通科目群II（情報科学科目群）

口およひ単位数□“低修得 I ---
備考！］ 

-1 

〔備考〕

「情報メディア演習
II」を履修するには，
「情報メディア論」 ' 
「情報メディア演習
I」を修得している
こと。

＇ 「マルチメディア表
現演習」を履修する！

は， 「情報メ
ア演習II」を修得し
，ていること。

□--I I _"J 
学科共通科目群IIでは，これからの情報社会で必要とされる，パソコン・インターネット

等についての知識と技能を修得し，実務能力を養う。
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(3) 学科共通科目群III （総合科日群）

系

列 授業科 H

，地球文化論 I

（日本とItt界の文学）

地球文化論 II

（民俗と環境）
9!．r99ム, ト

科地球文化論 III

共 （環境汚染と牛態系）

通
H 、 J I U国際総合講／屯 I
（情報・福祉・ジェンダー・

目 国際交流）
群

'III J I U国際総合，溝座II

山本文化）

総人 間 研 心jし I 

合 （人間と自然）

科ト

目人 間 研 心jし II 

群 （人間とハイテクノロジー）

人 間 研 グ九 III 

（人間と文化摩擦）

人 間 研 九心 N 

（人間と年齢）

年次および単位数 最低修得

1年 2年 3年 4年単位数

4
 

4
 

備 考

「学科共通科目群III

（総合科目群）」の中

より， 8単位以上選

択必修。

4
 

4
 

4
 

8単位

4
 

4
 

4
 

4
 

〔備考〕

学科共通科目群IIIには，グローバルかつ国際的な文化のあり方を多様な切り LJから学ぶ

ために，地球文化論． JI U国際総合購座を償いている。また，人間研究は，学際的な視

点から現代における「人間」の諸問題を学ぶ科目である。
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2. 専門基礎科目群

専門基礎科目群は，相互依存と摩擦とが進む国際的な政治・経済・法的事情の基礎を知り，ま

た文化史的観点から世界史を学ぶ科目を配置している。

i 世界の歴史と文化（西洋） I 2 
I 

｀ 門f---
日本国憲法 ！ 2 

基|―-―—-•--t_＿ ____•--• •---•----•• •- •- --•• -
社会生活と法 2 
| --- ---| 1 →一

礎 1人間心理 I（人間理解） 2 

科□い：叶 IIm動、三埋/-2 1 -—- -110単位

I目

群

! -• • -—-^.- -•-、＿＿ ＿ 

i現代社会論
[—--- •- ------:———•---• •一•----• •-

. 2 
..．→一•----- -• 

[ -- ----• ------- ---- --• l 2” 
スポーツ科学 l
L _________、----------• • -••--- -• •---•-

スポーツ科学 II
j 
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3. 専門言語

専門科ll群のそれそれの分野で学ふ基礎としてのふ冶能力を旋う科日を配附している。

ド

ド

ト

ド

系

列 授

イ

イ

イ

イ

ッ

ツ

ッ

ツ

業

五＂
＂^・・

1ー

fin 

1^^̂
9
 
.9 

五
n

—••t" 

五
n
号

n

ドイツ語演習
（表叫・文法 •LL を含む）

フランス語

フランス語

フランス語
専卜

フランス語

口

スペイン語

スペイン語

スペイン語

乱｝中
ト—- --- -

中

中

国

国

国

国

五
口
↓●●

111 

五
口
苔

n

語

五

mr
 

••-1 •
一
．． 

科

IA 

I B 

II 

III 

IA 

I B 

II 

[[[ 

フランス nfi演料
（表叫・文法 •LL を含む）

|1 t] 9 --

ス ペイン語 IA 

I B 

II 

III 

スペイン語演習
（表記・文法 ・LLを含む）

IA 

I B 

II 

III 

j
 

r
r
l
 

中

中国語演習
（表記・文法 •LL を含む）

韓国語 IA 

一一

年次およひ単位数 最低修得

4年単1年

2 

2
 

-

2

2

 

2

2

 

2

2

 

2年

2

2

 

2

2

 

-
2
2
-
＇ 

3年

i

2

2

 

2
 

2
 

2
 

2
 

位数

(1)第二外国語として
lか国語4単位以
ト選択必修。

10単位

備 考

(2) Ll本・東アジア文
化文野において中
国文化を研究する
者は「中国語」を，
アメリカ文化分野
においてラテンア
メリカ文化を研究
するものは「スペ
イン語」を選択し，
演習まで修得する
ことが望ましい。

(3)アメリカ文化分野
を選択する者は，
第二外国語4単位
と「学科共通科日
群 I」に示す英語
科Hを3科目 6単
位修得することが
望ましい。

(4)その他の分野を選
択する者は，「専
門言語」から最低
4単位選択必修と
し，他の 6単位は
「専門言語」また
は「学科共通科目
群 I」より選択し，
合計10単位選択必
修。

※全ての言語におい
： て， I Bを履修す
＇ るには， I Aを修
得していかなけれ
ばならない。

韓

韓

韓国語
←・

韓国語演背
（表＂じ・文法 •LL を含む）

国 五
＂
1
-

＝ロ

国 J
i
n
 

弓
＂

I B 

2

2

 ••一•••― i

II 

III 

2

2

 

2
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系 最低修得
授 業 科 目 備 考

1［年次お年主び洋位数

3年 4年 単位数

l列 I二マレー•イ：ン：ドネ/ア語IA 2 ネシア語 IB 2 

ネシア語II 2 

専 マレー・インドネシア語rn
i 

2 

夕 イ IA 2 語
1門＇

l 

I 

夕 イ 語 IB 2 i ！ 

言 ベトナム語 IA 2 

ナム語 I B 2 I 

語
アラビア語 IA 2 (5)外国人留学生は，

「基礎英語I• II」
アラビア語 IB 2 を加え，母国語以

外の科目より い
基礎英語 I 2 ずれか1か国語，4 

単位を含み選択必
基礎英語 II 2 修。

〔備考〕

中国語II,韓国語II, スペイン語II, フランス語II, ドイツ語II, マレー・インドネシ

ア語IIを履修するためには，それぞれIA• I Bを修得していなければならない。同様に，

同Il1を履修するためには同IIを，同演習を履修するには同IIIを修得していなければならな

し％

外国人留学生で「学科共通科目群 I」の英語科目の履修を許可された場合，当該科目 4

単位を第二外国語として振り替えることができる。
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4. 専門科目群

国際文化学科の専門科目は，「比較文化研究」と「地域文化研究」の 2つの専攻に分かれ

ている。これらの専攻には，以下に詳述するようにさらに二つずつの分野に分かれている。

また，それぞれの分野を学ぶ基礎として，言語能力とそれぞれの方法論・比較研究とが重

視される。そのため「専門言語」があり，専門科目群I （方法と文化），専門科目群II （比

較文化）が置かれている。

いずれかの専攻の，いずれかの分野を卒業まで各自の専門として履修して， 4年次には各

自の興味や研究を「卒業論文」としてまとめていく。そのためには，入学時より自分の将来

を見越したかたちで，系統だてた履修計画が必要となる。

〔比較文化研究〕

この専攻では，異なる文化を比較検討して研究するが，さまざまな形での文化摩擦や

文化交流などを， とくに学際的に研究していく領域であり，「生活文化分野」と「観光

文化分野」の二分野に分かれている。

(1) 生活文化分野

専門科目群IIIの「生活文化分野」では，人間生活の営みを文化として捉えていくが，

特に女性の生活や女性の歴史など，各文化での女性の在り方を中心として研究する。こ

の分野には，生活文化に関し，食文化，染織文化，住，服飾，経済，環境など多彩な科

目が準備されている。

この分野を選択する者は， 1• 2年次において「ジェンダーと文化」「生活文化論」を

履修することが望ましい。

(2) 観光文化分野

専門科目群Nの「観光文化分野」では，国際化の道を歩み海外との交流がますます盛

んになる日本の中で，改めて文化比較という視点から観光を再検討し研究することを目

的とし，各国の文化を比較検討していくという学際的な研究分野である。 1• 2年では，

ジェンダーの視点から観光文化を考え，文化遺産や美術，建築を通じて基礎知識を高め

ていく。観光とは，自国の文化を他者へ紹介する一つの方法であり，その観光を文化と

捉え，日本の観光を見据えるとともに，アジア，アメリカの国々との比較も試みていく。

この分野を選択する者は， 1 • 2年次において「観光文化論」を履修することが望ま

しい。

〔地域文化研究〕

地域文化研究とは，特定地域の歴史，政治，社会，文学，言語，そして風俗や習慣な

ど，その地域の文化的な特色を学び，より深くその地域を理解することを目的としてい

る領域であり，「日本・東アジア文化分野」と「アメリカ文化分野」の二分野に分かれ

ている。地域文化研究では，その学習・研究のアプローチとして従来の学問分野にとら

われず，より学際的な方法を駆使していけるように準備されている。

(1) 日本・東アジア文化分野

専門科目群Vの「日本・東アジア文化分野」では，日本や中国をはじめとする東アジ

アの国々の文化を，ひとつの国，または複数の国々の文化を比較・対象していく。例え

ば，日本研究では，個別にタテ割りにした日本ではなく，世界とアジアの中の日本とし

て相対化する視点と方法によって，「日本」を捉えていく。そのためには，日本以外の
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それぞれの地域文化の中に住む人間が，自分の世界をどのように認識しているかという

ことも併せて学んでいく。また，中国研究のための科目も配置されており，アジア諸国

との国際関係，文化関係を対比させ，日本との関係を探りながら学習していく。

この分野を選択する者は， 1年次において「日本文化概論」を， 2年次において「日

本の歴史」を， 3年次において「近代中国論」を履修することが望ましい。

なお，中国研究を選択する場合は，「専門言語」において中国語関連科目を演習まで学

習することが望ましい。また，韓国語についても基礎から応用まで学習できるコースを

準備している。

(2) アメリカ文化分野

専門科目群VIの「アメリカ文化分野」では，アメリカ合衆国，カナダ，ラテンアメリ

力を対象として，広い意味でのアメリカを全体として捉え，一つの国あるいは地域全体

を総合的に学習対象としていく。例えばラテンアメリカという国を研究対象として挙げ

られるが，ラテンアメリカはアメリカと密接な関係がある地域であり，その社会と文化

のあり方を知ることにより，アメリカ文化との差異を学ぶことができる。また，アメリ

力とヨーロッパの関係を探ることも学習の方法の一つである。

この分野を選択する者は， 1年次において「アメリカ文化概論」を， 2年次において

「アメリカの歴史」を履修することが望ましい。

なお，ラテンアメリカ研究を選択する場合は，「専門言語」においてスペイン語関連

科目を演習まで学習することが望ましい。また，ヨーロッパ文化との比較を試みる場合

には， ドイツ語関連科目，フランス語関連科目がその基礎から応用まで準備されている。

カナダおよびアメリカ合衆国を研究する者は，「専門言語」として英語科目を学習する

ことが望ましい。

(3) 基礎ゼミ・国際文化演習

「基礎ゼミ I• II」は， 1• 2年次の必修であり，専門科目を学習するための基礎教育

を目的としている。

「国際文化演習 I」は 3年次必修，「同II」は 4年次に必修となっている。ただし，

「国際文化演習II」を履習するためには「同 I」の単位を修得したものと同じ教員の演

習を継続して履修しなければならない。「国際文化演習II」では，担当教員の指導の下

で，卒業論文を仕上げていく。

(4) 地域文化研修

地域文化研修は， 1 • 2 • 3 年次選択であり，本学科独自の国内•海外研修プログラ

ムである。「日本」「アジア」および「アメリカ・カナダ・ラテンアメリカ」の地域文化

を現地において身をもって体験し，新たな知識と視野を獲得することを目的としている。

1 • 2年次における履修は，「国際文化演習」を選択するに当たり，特に有意義な視点

を持つことを可能にし， 3年次以上の履修では，演習との並行履修によって，より効果

的な学習が可能になる。

なお， この地域文化研修はキャリア形成プログラムの一環でもあり，他学部•他学科

からの履修も可能である。

(5) その他の選択科目

指定された科日より修得した科[|以外に，以tの科目群もしくは人文学部他学科及ぴ
経営情報学部，福祉総合学部より 4単位以 1：修得しなけれはならなし％
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系

i列

i 1 地域文化研修 I
＇ 地 域文化研修 II
I 1---••一・ •-—••——•••• ●ー•- ---..,..-•- ．--• ••ー ・・・—••• •- --• ーヤ．．

都市文化論 I （日本）

1社会心理学特論

I発達心理学
●ー・・ ャー●●

！近代化論
• -.．-• ~...•-

映像文化論
i --- --- -••-•一・••--•

地域と文化
|,．．．．．．．-•— 

近代イギリス文学

国際法

専国際関係論

授業科目
I 年次およひ単位数 最低修得

A 
T ••--... -•一］ 伽考

1年 2年 I3年 4年単位数
--- -- j .．  

2 ！ 「専門関連科H
群Jより， 10単
位以上選択必
＇修。

--→ 

-
4
 

2
-

一ー

----— I —— 

4
4
 

．
 

4
4
-
4
-
4
l
4
-
4
A
1
4
 

国際政治論
|1 9-• ---. 9 - •- -

l 国 際経済学

！関 i国際経営論
----

I 国際経営比較論
I 連'――-•••- 9____..-—• •--—• -----

| 1 国際開発論
I,ー―...．．，•---- -----••• -•一―-• -• -•--

1科 環境心理学
------

1 国 際資源論
目 9 ―•---．•-．．--•—---•--•--•-• --―- -—-•--•一•

翻訳の基礎（英日）
．．．．．．ー• --• -.．．----. ---

群翻訳の技法 I
! （英日・実務翻訳）

------------― 

i 翻訳の技法 II
（英日． t級翻訳技法）

l'9  -•__...,. --•- • 9 •--- --••一••- -• ---... 

通訳の基礎（英日）

通訳の技法 I
（英日・実務通訳）

-- -—•—-••-......— ••-•-•I - --•--•「

通訳の技法 II
i （英日・上級通訳技法）

, 9 2 

-—-- ----- - -• -—- -—- -----. • -—-- -—-• ＾・•ー・• --• • - ••--•-•• --••一・•-•-—•、 1 , ! 

lプロジェクト教育 I 2 
---•---- ヽ•一•一• -• --- -• -•-- • -----• •-- • V9-—— ーナ―• --• --... .. 

＇プ l

--••- ----•1 I I 

ロジェクト教育II 2 
ー• - -• - ．．寸• - ---. ・・、

プロジェクト教育III | 2 
_＿＿＿ --- ---•-- --—• --―- --—--• i --••—•-•—• i I 
プロジェクト教育N 2 
~——- -——-- -~,~—”~ ---•~9--L—--—-----••、-―---------…---•一•• ---―---~-----ニ-．．--、___j 

ー••• ●●●―- ---t ----

；
 i
 

．
 

4
-
4
 4 | 

- . 10単位
4 | 

- ------

4 

4 
―---4---―-.7―-- -—-- --

2 

---1 —• 

2
 

2
 C -------1 

2 
---- ______, 

2
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5. 特設科目群

系
授業科目

列 1年

日本事情 I（日本の政治） 2 

日本事情II（日本の政治） 2 
,1,----------―------ --- -―-----―↓  -

特 日本事情III（日本の政治） 2 
-- ---- - ----- --- --- --'------- ----

日本文化史入門 4 
＇ ぎ几n - --- - --- -

日本の近代文学 2 
------- --—• -'----

科＇日本とアジアの出版文化 2 
--- ---- -- --- --

日本とアジアの経済協力
, H'―--- -----
日本語文章論 I 

I I （論理的表現）
群し------—- ---- ----
日本語文章論 II 

i （文学的表現）
--- --- - -- -------

i 情報メディア実習
'--- l-----------------
〔備考〕

特設科目群は，外国人留学生・帰国生か，それそれ日本語と日本の文化・歴史・経済・

政治等の基礎知識を修得する科目として附いている。

- .. -- - -

年次および単位数 最低修得
- -- ----- --' 

2年 3年 4年単位数
-; ------- (______ -―- - -

外国人留学生及ひ帰国- - -- --- ----

生のための履修科目

2 
---ー・

L. ---•一• -• 

,l 

2
 l --• 

備 考

特設科目群において修
得した単位の内， 18単
位を次の科目群へ振り
替えることができる。

4単位は，「学科共通
科目群III （総合科目
群）」へ振り替え。

6単位は「専門言語」
へ振り替え。

2
 

2
 

8単位は「各科目群J
及び「他学部•他学科」
に振り替え。

- -----』

l 
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6. 自由科目群

系
授業科日

列

日本晶教授法 I
（背声）

日本語教授法 II
（語破）

日本語教授法 III
（文法）

日本泊教授法 N
（教材・教具）

白日本語教授法 v
（評価）

由

日本語教授法 VI
（教授法）

日本語教授法 VII
（演皆）

ボランティア活動 IA 

ホランティア活動 IB 

ホランティア活動IIA

ホランティア活動IIB

団物館概論

科博物館学各論

視聴詑教育

博物館実習 I

博物館実習 II

古文書学

日教育原理 I

教育原罪 II
（教育謀l¥！り，立義及び紺h妙）Jれ人を含じ）

教職論

漢文講読 I（韻文）

漢文講訛 II（散文）

書道 I(，i}‘li中心）

書道 II(，り‘Ii中心）

外国史概況

年次および単位数
-、-•• -

1年 2年 3年 4年
備 考

4
 

4
 

日本語教授法N•V•VI•VII
を履修するには，日本語教授法
I ·II•Ill の内，いずれか 2 科
日を修得していること。 I 

4
 

ー•1 •一•一

2 
-．，~  • ▲ -

4
 

4
 

4
 

4
 

2

2

 
4

2

2

 
2
 
4

2

 

2
 
ー

_
4
 

2
 

-

2

2

2
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I系 I 年次および単位数
授 業 科 目

I 1年 l2年
備 考

列 3年 4年

地 理 呂＂子 I 2 

地 理 呂子 II 2 

地 誌 2 

法律学概論 2 

I 経 済 原 論 4 

倫理学概論 2 

自 宗教学概論 2 

教育心理学 2 

青年心理学 2 
I 

I 
教 育 制 度 2 

国語科教育法 I 2 

由 国語科教育法 II ｝ 2 

国語科教育法 III 2 

社会科教育法 I 2 

，社会科教育法 II I 2 

社会科教育法 III 2 

科 地理歴史科教育法I 2 

地理歴史科教育法II 2 

公民科教育法 I I 2 

公民科教育法 II 2 

英語科教育法 I I 2 

目 英語科教育法 II 2 

英語科教育法 III 2 
I 

道 徳 教 コ目 2 

特 別 活 動 2 

生 徒 指 導 2 
（進路指導の理論及び方法を含む）

＇ 

［ ［り総カ合ウ育／油セ！［習ーふI む）［I 口22 
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系 年次および単位数
授 業 科 目 備

， ＇ '列-----' 
1年 2年 3年 4年

総合演習 II 2 

教育実習 I 3 
（巾前及び巾後指導を含む）

--1 ---- 1 

教育実習 II 2 

考

〔備若〕

(l) [l由科目とは卒業に必要な単位数には加算されないが，自由に選択履修することがて

きる授業科Ilてある。

(2) 国際文化学科においては，日本語教授法，学芸員賓格のための科Hおよび教職課程の

科Hが準備されている。日本語教授法に関する科目，学芸員資格のための科日および教

職課程の科日については後掲の「日本語教授法関連科目」「学芸員賓格」「教職課程」の

説明を参照のこと。

VI 授業科目の単位と認定

各年次において囮修しようとする授業科目は，毎学期の初めの指定された期llに所定の方

法（オリエンテーションで況明する）で履修申請をしなけれはならない。履修申請は，年間

の受講叶画をたて，単位を取得する意思表示をする学期初めの重要な手続きである。この履

修申ifif続きを間違えたために，授業科目の腹修ができなくなり，その結果進級はもとより，

卒業ができなくなる場合もあるので，以下に掲ける注意巾項を厳守して，誤りのないように

股修申請をすること。

(1) 腹修申請内提出後は，授業科Hおよひ担背教員などの変更，追加，取消しなどはないよ

ぅ，提出する前に授業時間割表に即してもう一度確認するなど，細心の注意を払うこと。

なお，股修照合llが設けられているので間違いなく登録されているかどうか必ず確認する

こと。ただし，腹修申請書の返還または照合には応じないので必ず「学生控」をとってお

くこと。

(2) 腹修申請をしていない授業科日は，受講しても単位は認められないので，授業科目の中

請にあたっては進級や卒業に必要な単位の算定を慎重に行ない，修得単位数か不足しない

ように万全を期すこと。

（3) M-学期の同一時限に 2つ以 t^の授業科日を履修することはできない。もしこのような
重複する授業科目を履修申請書に記人した場合は，両科目とも登録無効となるので注意す

ること。

(4) 一度単位を取得した授業科llは，再度履修することはできない。

(5) 履修申請書には授業科ll，コマ・コード番号など必要事項を正しく記入すること。記載

上の誤りや不明瞭なものは申請自体が無効となるので十分注意すること。

(6) コマ・コード番号とは，時間割表に授業科目と共に記入されている番号で，その時限の

授業科目に固有の番けである。

(7) 履修申請書は「履修申請書出人例」を参照して，黒色ボールペンで記人すること。

(8) 指定された期日までに腹修巾晶を怠った場合は，学業の意思なしとみなされて，退学処

分となるので提出期［lを厳守すること。



VII 正規の履修からはずれる場合

1. 再履修
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履修申請をして単位が取得てきなかった授業科目については，次年度において再ひ履修

することができる。

2. 規定外囮修

該当するクラスの授業時間以外のクラスて受講せさるを得ない場合は，必す学部事務室

に相談すること。たたし 1年次生の規定外履修は原則として認めない。

VlII 試験について

1. 定期試験および臨時試験

(1) 試験は，定期試験と臨時試験かあり，定期試験は原則として学期末または学年末に行

い，臨時試験は担当教員の判断により適宜行われる。

(2) いすれの授業科目も授業時数の 1/3以上欠席した場合には，原則として当該授業科目

の受験資格を失う。たたし，病気または正当な理由により長期欠席の場合には，特別に

配慮されることがある。

(3) 試験の時間割は掲示により連絡する。

(4) 授業科目によって論文（レポート）提出によって試験に代える場合がある。

2. 追試験

(1) 追試験は，やむを得ない事情によって定期試験を受験てきなかった者に対し，原則と

して学期末または学年末に実施する。

(2) 追試験を希望する者は，正当な事由を証明する書面をもって速やかに授業担当教員に

届け出ること。

(3) 追試験は，成績表の当該科目にTの表示かなされた場合に限って受験することがてき

る。

なお，追試験は，腹修（再履修を含む）した年度に限り受験することかできる。

(4) 追試験を受験しようとする者は，「追試験受験願」を学部事務室に提出しなけれはな

らない。

なお，追試験の受験料は， 1科目につき200円である。

3. 再試験

(1) 再試験は，原則として学期末または学年末に実施する。ただし，授業科目によっては

再試験を行なわない場合もある。

(2) 定期試験の結果， 1f合格（この場合成績表の当該科目に Fの表示がなされる）となっ

た授業科目のある者は，升該授業科目の担当教員か再試験を行う場合，受験することか

できる。

なお，再試験は，囮修（再腹修を含む）した年度に限り受験することができる。

(3) 再試験の受験を計HJされた者は，「再試験受験願」を学部事務室に捉出しなけれはな

らない。

なお，再試験の受験料は， 1科目につき1,000円てある。
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4. 試験に関する注意

1. 通則

(1) 試験場内ては，すべて監腎者の指小に従わなけれはならない。なお，監督者の指ホ

に従わない者には，退場を命することかある。

(2) 試験場内では，惰記用具・持込みを叶された資料以外のものは，すべて監督者の指

定する場所におかなければならない。

(3) 受験者ば学生証および受験許III証（追・再試験の場合）を，机のÎ．の見やすい場所

に提ぷしておかなけれはならない。

(4) 試験開始から20分を経過した後は人宰・受験を認めない。

(5) 試験開始から25分を経過するまては退場を認めない。なお，監督者が退場を命する

場合はこの限りでない。

(6) 受験者は，試験中監督者の許可を得ないで試験場を出てはならない。

(7) 試験の行われる学期の授業料未納の者・授業時数の 1/3以上欠席した者は，試験を

受けることができない。

(8) 病気・ 1i故その他正‘りな＊由によって受験てきなかった者は，診断内・事故』［明そ

の他正‘りな1i由を』［明する内面を添えて，遅滞なく授業担背教員に届出なけれはなら

ない。

2. 試験におけるイ＜正行為の懲戒について

(1) +正行為をした者については，学則第68条により罰せられ，吏に年度における背該

授業科目の単位の認定を行なわない。

(2) 不正行為のあった者の懲戒処分については，教授会において審議のうえ決定する。

(3) 教授会の決定により処分が確定したときは，学長はその旨保証人を召喚して通知す

ると共に学内にこれを公示する。

IX 成績発表

(1) 成績発表は，アドヴァイザーまたは演習担刈教員より本人に成紹表を交付するので，学

部事務室の指ホに従って必す交付を受けること。その際，学生証を提示すること。

なお，指定された期日以外には交付しない。

(2) 成績の評価は次の記号で表わし， 60点以上をもって単位修得（合格）とする。

（合格）

A : 100~80点

B : 79~70点

C : 69~60点

（正規試験不合格）

F : 59点以下（再試験受験叩

T:追試験受験口j

Z:追・再試験の受験賓格なし

（追・再試験不合格）

D: 59点以下

E:未受験

(3) 成納についての疑間，質間等は成禎表交付l」0)み受け付けるので学部事務室に問合わせ

ること。

(4) 事故，病気等により指定日に成糾表の交付を受けられない場合は，代理人を定め，成紹

表の交付を受けること。その場合，代理人は学生,lli:およひ委任状を持参すること。



人文学部

国際交流学科

履修の手引と手続き

人文学部 国際交流学科

履修の手引と手続き

く小目＞

I 授業科目につしヽて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．. 210 

II 授業科目の単位と認定..・・・・・・・・・・・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.．．．．． .210

Ill 卒業に必要な単位につし)て•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 210

N 3年次への進級条件及び各学年における標準的な修得単位…… 211

v 授業科目の学年配当と履修すべき単位数・・•……•………•………•213

1. 学科共通科目群・・・・・・・・....................................................213 

2. 専門基礎科目群・専門科目群..........................................216 

3. 特設科目群・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 224 

4. 自由科目群・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 225

VI 授業科目の単位と認定・・....................................................226 

V11 正規の履修からはずれる場合.............................................227 

VlII 試験につし)て•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 227

IX 成 績 発 表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 229 



210 

履修の手サlと手続き

I 授業科目について

人文学部国際交流学科における授業科目は，学科共通科日群 I~Ill, 専門基礎科日群，専門科

H群 I~VI, 特設科目群およひ白廿l科Ii群から構成されている。適切な行動｝）， interactionの

能力を身につけ，実際に国際的な環境て活蹄てきるように科日を配附している。

なお，自由科日においては，教職に閃する専門科目か配附されている。

II 授業科目の単位と認定

本学部では単位制を採用している。単位制とは，ひとつひとつの授業科目に一定の基準により

定められたi札位かあり，囮修した授業科目に対して，試験もしくはその他の方法により学習評価

をしたうえて，その単位を認定する制度てある。

単位の認定は， A・B・C3段階の評価により行い， D・E・Fの評価は単位を認定しない。

III 卒業に必要な単位について

卒業に必要な単位数は，次の表にぷすとおりてある。

ただし，自由科目は卒業に必要な単位数には含めない。

------ '学部・学科

--------------

系列 -----~——-----
学科共通科H群 I ([ I本語・英語）

ぃ`‘＿ ＿ ＿ -------• --• --9 - - - - - - - - - - - - - -—• ------. 

学科共通科目群II (＇I‘青報科学科目群）
---------• ---------------・ • -----------• ---

学科共通科目群Ill （総合科目群）

専門韮礎科日群（国際文化と現代）

専門科目群 I （国際世界の文化とは語）• -----•...---9 --―→ --------.-----------------------
専門科目群II （国際交流基礎論）
--. ---------------------• -------------------------

専門科日群III ([t]際交流・協カコース）
専門科ll群N （国際コミュニケーションコース）
----------------------------------------------------------------

専門科目群V （演 習（卒業論文を含む））
---------------------------------------------

専門科H群VI （専門関連科目群）

指定された各科目群より修得した科目以外に，
以上の科目群もしくは人文学部他学科及び経営
情報学部，幅祉総合学部の科目より選択必修

計

人文学部 国際交流学科

単 位 数

12 

4 

4 

10 
.....---7 

10 

8 

(*]) 42 

14 

14 

8 

126 

(―-*1) いすれか 1コースを選択すること。なお42iii位のうち i：コースより26単位以
I-．，他コースから 8単位以上修得すること。

※ 卒業論文を修得しない学生は専門科H群I~VIO)内より， 8単位を選択必修。

※ 外国人留学牛・帰国牛は特設科目群ての修得単位を学科共通科ll群IIIおよひ各科
H群およひ他学部•他学科 VI O)単位に噌I；枷り替えることかてきる（詳細は224
貞参照0）こと。）
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W 3年次への進級条件及び各学年における標準的な修得単位

3年次に進級するためには，「基礎ゼミ I • II」及び 1年次の必修科目を含め 36単位以上修得

していなければならない。

各学年に履修する授業科目群および修得単位数の目安は，次の表に示すとおりである。これは

国際交流・協カコースを選択する場合である。

単位数の目安

I （日本語・英語）

Fundamentals of 

日本語 IA・B…

I I学科共通科目群II （情報科学科H群）……………… 2科目 4単位

学科共通科目群III （総合科目群）……••………• •…•• 1科目 4単位

1年次 ［専門基礎科目群（国際文化と現代）

政治学入門

経済学入門
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2科目 4単位（必修）

選択 科 目・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..1科目 2単位

専門科目群 I （国際世界の文化と言語）……••• 4科目 8単位

専門科目群 II （国際交流基礎論）……………… 2科目 4単位

専門科目群 III（国際交流・協カコース）

国際交流・協力実践の方法…………………… l科目 2単位］国際交流・協力

コースを選択す I

専門科目群 N （国際コミュニケーションコース）… 1科目 4単位 る場合。 I 

修得単位数！専門科目群V （演習）

1 39単位！ 基礎ゼミ I・・・・・・・・・・・ ・・ ・・・・ ・ ・・・・ ・ ・ ・・・・ ・・・・・・ ・ ・・・ ・・ ・・ ・ ・・・・・・・・ 1科目 1単位（必修）

□ --------1-＿学［三〗e:t:[。悶二；］閃raIFluencyII :［悶］：［：（必修） I 

（外国人留学生・帰国生必修）

|―専門基礎科目群（国際文化と現代）……………… 2科目 4単位

2年次 専門科目群 I（国際世界の文化と言語）……… 1科目 2単位

専門科 H群 II（国際交流基礎論）……………… 2科目 4単位

専門科目群 III（国際交流・協カコース）… 2科目 8単位国際交流・協力lコースを選択す
専門科目群 N （国際コミュニケーションコース）… 1科目 4単位 る場合。

専門科目群 VI （専門関連科目）………....……•• 2科目 8単位

専門科目群V （演習）

基礎ゼミ II・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 1単位（必修）

修得単位数 ※指定された各科H群より修得した科目以外に，以上の科目群もしくは人文学

39単位 1 部他学科および経営情報学部，福祉総合学部の科日より 4単位
-----------
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， 
ーロ—---—------ ------- -
学年 単位数の目安

"- ---—―ーロI --と一—

1 学科共通科目群 I （日本語・英語）

英語選択科目・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..1科目 2単位

日本語選択科目（ビジネス英語含む） ·……•• 2科目 4単位

（外国人留学生・帰国生） I 

専門科目群 III（国際交流・協カコース）… 6科目24単位
国際交流・協力

3年次 専門科目群 V （演習）
コースを選択す

国際交流・協力演習 I.．．．．．．．．．．．．．....．．.．..．....． 1科目 2単位lる場合。
専門科目群 VI （専門関連科目）…•………•• 2科目 6単位

※指定された各科目群より修得した科目以外に，以上の科目群もしくは人文学！

部他学科およひ経営情報学部，福祉総合学部の科目より 4単位

専門科 H群 V （演習）
国際交流・協力演習II・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 2単位 I 
卒業論文••…....

（卒業論文を履

，修。）

卒業

修得単位数 1

口□
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v 授業科目の学年配当と履修すべき単位数

1. 学科共通科目群

学科共通科目群は，同 I（日本語・英語），同II（情報科学科目群）および同III（総合科目

群）の三系列に分かれているが，それらの各系列のうちから「II［卒業に必要な単位について」

に示した所定の単位以上を修得しなければならない。

(1) 学科共通科目群 I （日本語・英語）

※単位数に〇印を付してある科目は必修を示す。

I □'' 
t 
③ i 

口I 

I lntermedlaterractlCal l 
Discussion Skills ＿ Intermediate Reading Skills 

frmedlate OraIFluencyl 

-I-nterm臼lateWr[t-lng--sいロ
I Advanced Grammar 1 [ 2 II，ビジネス英語

五＼dvancedPractlCal 一丁一~l I. II」を第一外，国語として，必修

本 DiscussionSkills 科目を含み12単位
語，—- ＿＿ ＿一へ 以上選択必修。

• • Advanced Reading S'― 

英 ~- ------- --？ヽー一^ 一^ー ～ 卜 —-- ---—----― ト ー...
語 'AdvancedOral Fluen 

｝英会話 II 2 

英会話 III I 2 
-

& Writing I 
-．．..  、..-- ------- ---

Writing II 

2

2
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系

［列

i Reading & Writing 

授 業 科 ll 
年次および単位数
---

'1年! 2年 3年 4年
--

T ―----- -

I最低修得

単位数 I

ーロ

備 考

III 

Speaking & Listening 

Speaking & Listening 

! Speaking & Listening 
．．，．．．．．．．．＿＿ ＿ ＿ 

Business English Writing 
| 9 - - - - ---•-• - •-•- 1―― 

，学 SpokenBusiness English 

科！•-••----••• ー ・・ ・・

共 Englishfor the Internet 
通！●一•---•--

学

科

群；
I,-------

| ^  H 本語 I
ll i -•—-----~-

本日本語 I
語 i

．！日本語 IIA 
9 9 

央一—● ••••—•-•---------•--

語日本語 IIB -
日

Public Speaking 

Reading: Case Studies 

A
 

B
 

ーー

III 

↓―――1 

----- ! 

2

2

2

2

 

↓
 

―
②
 

l 

ヘ•• 9 

i ②’  
..•—••-...9 

② 
l •一．．．叶

： 

② 

2

2

2

2

2

 

I 

本 語 III 
9 •一 •ーー．．

・日 語

ビジネス日本語 I

本 N 

'------------ -----~-----

I ビジネス日本語II

ビジネス英語 I
,．．．．．．．．--- -- ---- ----

i ビジネス英語II

2

-

2

 -,― 

ー•:—•---• ---~-
2
 

...～•_＿「

2

2

2

 

------- —ヘー

〔備考〕

(1) 学科共通科目群では，第一外国語として英語（外国人留学生・帰国生はH本語）を学

ぶ。うち， Fundamentalsof English I • II, Oral Fluency I • II （日本語は日本語
IA·IB•IIA·IIB) は必修科目である。

(2) Fundamentals of English II及びOralFluency IIを履修するためには，

Iを修得していなければならない。

(3) 日本語 IA・ I Bのどちらか2単位を修得しなければ，

ことはできない。

______J  

それぞれの

日本語IIA•IIB を履修する
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(2) 学科共通科目群II （情報科学科目群）

習演現表ア

イ

イ

デ

デ

メチ

メ

レ

口

｝
 

点肖
マ

圭
目

＇ 

9

,

 

系

列

学

科

共

通

科

目

群

II
（
情
報
科
学
科
目
群
）

-
_
―
’
ー
|
'

授 業 科 目

--.  -- - -- ---- ．．  

年次および単位数 最低修得
i•--•—ー・ → •- •- - -•—・．．．．マ•-．．. -．．•一•

, 1年 2年 3年 4年単位
← --• -.．.  

備 考

"＂i 李 メ デ ィ ア 倫1-nn ② 

情報メディ ア演習 I ②
 

4
 
単位

ア演習 II 2
 

数

「情報メディア演
習II」を履修するに
は，「情報メディア
論」「情報メティア
演習 I」を修得して
いること。
「マルチメディア表
現演習」を履修する
には，「情報メディ
ア演習II」を修得し
ていること。

2
 

＾一一—

〔備考〕

学科共通科目群IIでは，これからの社会で必要とされる，

いての知識と技能を修得し，実務能力を蓑う。

情報科学・コンピュータにつ

学科共通科目群III（総合科目群）

I-------------―--、---—―-----―-――---- ^ -------―---- ------―---- ----- •一

系 年次および単位数 最低修得
＇ 授 業科目 ｝ ——— 
列 ， 1年 2年 3年 4年単位数

____, __________ _ -――  

学地球文化論 I 「学科共通科目群
科 （日本と世界の文学）

4 III（総合科目群）」の
共←一 中より， 4単位以t
通 1 地球文化論II 選択必修。
科 （民俗と環境） 4 

目 I ―-----
群地球文化論III
III, （環境汚染と生態系）

(3) 

備 考

l ̂  I, 人 間研究 I
総 （人間と自然）
合；—―--------
科，人間研究 II
，目 I, （人間とハイテクノロジー）
i群 i -
, | 
- ！人間研究 III
（人間と文化摩擦）

4
 

4
 

4
 
単位

4
 

4
 

人間研究 N
（人間と年齢）

［備考〕

学科共通科目群IIIには，グローバルかつ国際的な文化のあり方を多様な切り [lから学ぶ

ために，地球文化論を岡いている。また，人間研究は，学際的な視点から現代における

「人間」の諸問題を学ぶ科目である。

4
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2. 専門基礎科目群・専門科目群

「専門珪礎科日群」は，専門諸科目群を学ふ韮礎となる科目群てある。［専門科目群」は，

「国際世界の文化とは語」「国際交流基礎論J「国際交流・協カコース」「国際コミュニケー

ションコース」「演習J「専門関連科目群」 0)6分野に分かれている。学牛は 3年次に「国際

交流・協カコース」もしくは「国際コミュニケーションコース」 0)いすれかを選択して分か

れる。卒業要件を満たすには，—-人ひとりか学ひたい専門分野の科日を， 1年次から系統た

てて腹修し，必要単位を修得することか叩ましい。

(1) 専門基礎科ll群（国際文化と現代）の内容と教育ll標

「国際文化と現代」をテーマとする科目群てある。専門科［）を学ふうえての基礎となる

知識・能力を身につけてもらいたい。

(2) 専門科H群 I （国際世界の文化とパ語）の内容と教育目標

専門科目群 Iは，「国際侃界の文化と五語」を学ふ科日群てある。げ議およひ地域の文

化にかかわる科ll，宋教文化につしヽて学ふ科［l,およひ第＿二外国語の科目を設けている。

また，留学生のためには「珪礎英晶 I • II」を岡いている。世界の文化とば語を学び，国

際コミュニケーション能力の増強を図る。

(3) 専門科Il群II （囚際交流駐礎論）の内容と教育日棚

専門科H群IIは，「国際交流基礎論」をテーマとする科日群てある。現代における地球

規模の国際交流・協力および国際コミュニケーションの重要性を多様な角度から学ぶこと

かできる。

(4) 専門科目群III （国際交流・協カコース）の内容と教育目標

専門科日群IIIは，「国際交流・協カコース」の科ll群てある。「国際交流・協力実践の方

法」をコース必修科目とし，次のような科llを設けている。

1) 「日本と北米」「H本と巾南米J「日本とヨーロッパ」「日本と束南アジア」「アシアと

アメリカ」「アシアとヨーロッパ」は， 11本と国際地域，あるいは地域相l［間の政治

・経済・文化などにおける交流の問題を理解するための科目である。

2) 「国際機構論」「NGO論」「国際社会公正論」「間発と女性」「国際技術協力論J「国

際開発論J「国際学芸交流論」 「協力政策評価論」「国際観光開発論」は，国際的な行動

を実践することに役立ち，なおかつ国際的な問題への理解を深めるための科目である。

3) 「国際関係論J「アジア国際関係論J「アメリカ国際閃係論」は，国際関係を理解する

ための科目である。

(5) 専門科目群N （国際コミュニケーションコース）の内容と教育目標

専門科目群Nは「国際コミュニケーションコース」の科目群てある。「国際コミュニケ

ーション実践の方法」をコース必修科目とし，次のような科日を設けている。

1) 「言語学概論」「社会詞語学」「非ふ治コミュニケーション論」「翻訳の基礎（英[---l)」

「通訳の基礎（英日）」「通訳の技法 I• II」「翻成の技法 I• II」「日中翻訳技法」「日

中通訳技法」「H韓翻訳技法」「H韓通，沢技法」は，ふ店及び丘語コミュニケーション翻
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訳・通訳の技法を学ぶ科目である。

2) 「異文化間コミュニケーション論」「異文化適応論」「日本・日本人論」「国際人間関

係論」は，異文化間コミュニケーションに関する科目である。

3) 「現代コミュニケーション概論」「国際摩擦とコミュニケーション」「国際コミュニケ

ーションとメディア」「組織コミュニケーション論」は，国際関係におけるコミュニケ

ーションに関して学ぶ科目である。

4) その他，観光およびジャーナリズムについて実践的に学ぶ科目を置いている。

(6) 専門科目群V （演習）の内容と教育目標

専門科目群Vは，「基礎ゼミ I • II」「国際交流・協力演習 I • II」「国際コミュニケー

ション演習 I • II」「国際交流研修」及びインターンシップ科目で構成されている。「国際

交流・協力演習」「国際コミュニケーション演習」は，所属するコースによっていずれかを

必修とする。「国際交流研修」は，国内外で実施し，大学で実践的知識として学んだことを，

実地で体験し学習する。インターンシップ科目では，内外の企業・組織等でインターンシ

ップを実施する。

1) 「基礎ゼミ I• II」は， 1 • 2年次の必修であり，専門科目を学習するための基礎教

育を目的としている。

2) コース必修科目である「国際交流・協力演習 I• II」もしくは「国際コミュニケーシ

ョン演習 I• II 」は， 3 年次• 4年次に各2単位，計4単位が必修となっている。「国際

交流・協力演習 I」「国際コミュニケーション演習 I」のそれぞれの履修申請にあたっ

ては， 2年次に仮登録を実施する。その方法・期日等は掲示する。

また，それぞれ演習IIを履修するには，演習 Iの単位を修得していなければならない。

(7) 専門科目群VI （専門関連科目群）の内容と教育目標

専門科目群VIは，「国際社会と文化」「国際政治経済」「観光文化」の関連科目群と「日

本語教授法・英語学・第二外国語」の語学専門関連科目からなっている。

(8) その他の選択科目

指定された各科目群より修得した科目以外に，＿以上の科目群もしく」ょ人文学部他学科，一

経営情報学部，福祉総合学部の科目より 8単位以上修得しなけれはならない。
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＇ 

「専門基礎科目群

（国際文化と現代）」 1 

| 
1 の中より，必修科目

＇を含む 10単位以上選 1

択必修。
I 



人文学部 ／復修の手り1と手続き 219 

------~ ---------—--~----- -- --―-------

系 年次および単位数＇最低修得
授業科目 ・----

1年 2年 3年 i4年単位数
-- _, _____ - ---'-

2 (3) 外国人留学生は
-------------- ---- 母国語以外の言語
2 科目（基礎英語 I
--- ---—←------―ヤ ー―--- •II を含む）より，

いずれか1か国語
4単位を含み， 10
単位以上選択必
修。

・・• - - - - -．- --.. 

イ 語 IA
ヘ・

イ 語 IB 
-- .．.  

備 考

マレー・
インドネシア語 IA

•t ．＿  ＿ 

i 

＇ 

---t----------

2
 

マレー・
インドネシア語 IB I 

国ベトナム語 IA
際 i-- -- ---―- ----• -―- -- -—-~------

世ベトナム声 IB 
界 t----•-- --

血 l 2 
のアラビア語 IA
文 l_---- - --- -- ---- - •• --- --2 _____ _ 

悲アラヒアー凰 I B ____-—• 2 

言韓国語 IA
苔五
nロ

-韓国語 IB 

基礎英語 I

基礎英語 II

国際交流・協力概説A
（世界）

専'------

門国際交流・協力概説B
科i （日本）
目l____.---—--- -

群 i国際交流・協力概説C
II （アジア）

国 国際コミュニケーショ乳既説
際，ー•------------

交比較社会論概説
流 j __  -- ----•ー・

基，!文化交流史 I
礎 I （日本：アジア）
論[..--------------
- ！文化交流史 II
（日本：欧米）

国際交流・協力と法 4 
- - -

※ 外国人留学生で「学科共通科目群 I」の英語科目の履修を，；午HIされた者は，当該科目 4
単位を「専門科目群 I」のいずれか lか国語4単位へ振り替えることがてきる。

2
 ! ー•--L__ 

＋
 

9

,

 

↓
 

2
 

2
-
2
2
i
 

2
 

2
 j •一

2
 

2
:
 
2
 

4
 

4
 

8単位

(4) 「基礎英語 I.
II」は外国人留学
生のみが履修可能
である。

- -------------- ---

「専門科H群II （国
際交流基礎論）」の
中より， 8単位以上
選択必修。
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年次および単位数 最低修得
授業科目

列 1年 2年 3年 4年単位数
--

国際交流・協力実践の方法 2 ! (1) 国際交流・協力
コースを履修する，

日本と北米 4 者は，「国際交流・
協力実践の方法」

日本と中南米 1 4 を含み， 「専門科
目群III」より， 26

4 単位以 t選択必
26~34単 修。また，「専門科
位以上 目群N」と合計で

→ （国際交 42単位以t屑修得す
流・協力 ること。
コース）

系
備 考

専 日本とヨーロッパ

門 日本と東南アシア

科アジアとアメリカ

目 アジアとヨーロッパ

国群 際 機 命
血

t
t

―-n 

III 国際学芸交流論

z
 
際

際
国

国

（
国
際
交
流
・
協
カ
コ
ス
）

G
 

開

関

構

゜
倫1-1↓" 

国際技術協力論

発

係

企
皿-m" 
倫1-1-n 

協力政策評価論

国際観光開発論

アジア国際関係論

アメリカ国際関係論

国際社会公正論

開 発 と女性
ー ・・

4

-

4

4

 -

4

-

4

4

4

4

4

2

2

4

-

4

-

4

4

-

8 ~16単
位以t
（国際コ
‘ ミュニケ
ーション
コース）

'(2) 国際コミュニケ
ーションコースを＇
履修する者は，「専
門科日群III」の中
より， 8単位以上
選択必修。



人文学部 履修0)f引と「続き

-- -- "―- - --- ----- -------

系 年次および単位数，最低修得
授業科目 -------------,---------•': 

列， ;1~2 年 3 年| 4年：単位数
―-t -- -——--、- -――---―-「―—--- --ー- -—• ----l---- ――- -------

！国際コミュニケーション実践の方法 2 !, '(1) 国際コミュニケ
ーヽ 一ーヘ— ” --- ~ i ーションコースを

履修する者は，「国
際コミュニケーシ
ョン実践の方法」
を含み， 「専門科

26~34単 i 目群w」より， 26
位以上 ＇ 単位以上選択必
（国際コ 修。また，「専門科
ミュニケ 目群III」と合計で
ーション！ 42単位以上修得す
コース） i ること。

鷹
門

科翻訳の基礎（英日） 2 8~16単 '1

一 t - --―---l - --——位以上
目！翻訳の技法 I , ! 2 i （国際交
! （英日・実務翻訳） ＇ i流・協力
群三—- -- ―--- -----L--—--·- --+--―-- -----
翻訳の技法 II

:--• --+ --2 1コース）
N （英日・上級翻訳技法）

＾ 通訳の基礎（英日）
—----- --三----□----------1 

国一—---- - --! --『 -—-- ~-- -
際 i通訳の技法 I 2 
！コ （英日・実務通訳）
ミ 1_＿-―------ ＿＿ ＿ ＿＿＿_＿ ＿ ＿＿_ __＿ 

ュ通訳の技法 II

. 

二 （英日・上級通訳技法）
ヶ 9-＿_＿＿ ＿ ＿＿―---------、＿_＿＿ ＿_ 

| l 日中翻訳技法
シ—- -―-- --—-—- t —---

ョ H 韓翻訳技法
ン.------- ---- ---—- ----

コ日中通訳技法
・ lI----―- ----- ------ -------
ス！日韓通訳技法
ヽ

-- ---------- ------ --- --------

社 会言語学
, ____ --------- ---------- --

三ム，日本・日本人暉
1 -- ----- - -- -＾ ＿＿ ＿＿_ _ 

国際人間関係論
-——- - ----- --

1国際摩擦とコミュニケーション
------ ------- ---------- - --

国際観光論
-、----t - --- - - - - - -- -

ジャーナリズム論 l 
I ―― t - 1 lマスコミュニケーション論

出版文化吟川冊

観光ジャーナリズム論

備

----~----— 
＇ 

1 2 

| 

•ヽ

！ 

4

-

4

4

4

-

4

-

4

4

-

4

4
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考

(2) 国際交流・協力
コースを履修する
者は， 「専門科目
群N」の中より，
8単位以上選択必
修。

-----: 
I 

i 

「日中翻訳技法」
＇「日韓翻訳技法」「 H
1 中通訳技法」 ［日韓
通訳技法」は，原則
として中国語または
韓国語を母国語とす
る外国人留学生が履
修できる科目であ
る。

2
 '-------------
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,―--- ---------―--―--- ---,．、•一•.. ---• ---• • --.． 

系 l 年次および単位数 最低修得
授業科目

列 1年 2年 3年 i4年 I!単位数
ー•――-• • -` -—•• ~ •-—-••- ----—-• • 9 •-—-- 9..----！ - • - -.．． L. • ••- ••一一●●↓． 心••―- --

英語学概論 4 
_:__―-- -• _ _..-—• --••- •L __…ふ—-- --→ 

英語表現法 I
（発音） 1 

2 
•- -.．、

1 英語表現法 II
（文法）

, _____  _ 

英語表現法 III
（論文作成法）

ドイツ語 II
- ----

ドイツ語 III

フランス語 II
- - - - ---● 

フランス語 III
~--- ----- ヽ• • ー・～ー・ • - . . •一

目 Iスペイン語 II
•一••-.. --.....-——• ••一•-．-..

スペイン語 III
＇群:,_______ _ 

！ 中国語 II
●v .． 

VI ！中国語 III
L- ＾ー•- •- t・・ ヘヽー• ー• •- - -

祠Iマレー・インドネシア語II
F 1 l •• ---• • •一• ••――•、-—---------...＿＿＿＿＿ _ ＿＿ 

関 マレー・インドネシア語］II
連，•——-----••―-...-—--•-•----•--•一

科韓国語 II
目 'I •一•--••へ• ------ --- •----

群韓国語 III- - - -- -- ---

生涯スポーツ概論
• ー・ ・・ • - -. 

観光地理学
L------ -------- ----- ------

i! 観 光人類学
!．．．--•へ• --- -..  t.．．--.．---• •• -.．．.-

民族文化論
•••-.........--•..-• • -

，観光美/術論
I ------ --- - ---•—• ●●● ●ー・・・ •-----.. `―—ー・• + 

i生涯教育と観光
．． ．ー・・ ・・・•-．. ． ．..． 、• • -

プロジェクト教育 I

iプロジェクト教育II

プロジェクト教育III

専

＇門
| 

科

＇プロジェクト教育 N

——---4 --j__ 

——-[_/ 
--•一 f-_ _; ______ _ 
! 2 

——--\—• ----—----

| 2 
-— □―-•—----- -、＿

＇ ！ 
ヽ

し—
2 

-----~---,—-------•一—•一•―---
':  2 

---―--- -•--------. ---

2 i -=----- L ____ _ 
2 

__ : _____--―---

2,  
， 

し—―-------,---—--— 

'2  

---•+—-
i 

2
 

’
↑
|
．
,
ー

]
2

2
 

2 ,  
-----------------! 

2 
--、-..

2 ＇ 
！ 

—•--—--—• I•-•-----• 一・→
2 

-----1 
， 

2
-
2
 

備 考

， 

L ______ --•— 9 

2 I, 

． ．．  ！ 

2 ,  

2
 

2
 
2
 
2

2
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3. 特設科目群

系 年次および単位数 最低修得
授 業 科 目 --- ---~—----- ---- 備 考・

列 1年 2年 3年 4年単位数
； 

l] 本事情 I 外国人留学生及ひ帰国
（日本の政治） 2 

生のための履修科目
(1) 「日本事情 I• II 

: [! 本事情 I I 
2 

• III」 「日本文化史
(H本の経済） 入門」 「情報メディ

：特， ---―--―--------, ----- ア実習Jにおいて，
l l 本―事情 Ill

2 
修得した単位の内，

（日本の経営） 4単位を「学科共通
設 I 科H群III （総合科H
日本文化史人門 4 群）」に， 6単位を

「専門基礎科目群」

科 日本の近代文学 2 ： に振り替えることが

できる。

日本とアジアの出版文化 2 (2)「日本の近代文学」

ll ー•寸 ---←  「日本とアジアの出

日本とアジアの経済協力 2 ， 版文化」 「日本とア

ジアの経済協力」「ll
群 日本語文章論 I

2 
本語文章論 I• II」

（論理的表現） において，修得した

単位の内， 8単位を
日本語文章論 II

2 
「各科目群」及び

（文学的表現） 「他学部•他学科」
に振り替えることが

情報メディア実習 2 できる。

〔備考〕

特設科目群は，外国人留学生・帰国生か，それそれ日本語と日本の文化・歴史・経済・

政治等の基礎知識を修得する科日として置かれている。

： 
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4. 自由科目群
． —- ー・・• - - • -

年次および単位数
---- -- ．．． 

1年 2年 3年 4年 l
. ----. ---~-- -•—+ 9 -..•• •—••---- ： --

外 国史概説 2 
- -- ----------

日本の歴史
一一

！地理学 I

i地理学 II
- -．.  

地 誌
ー・ - -----------

法 律学概論
-----—-----

経済原論
ー•一•、-

倫理学概論
-- ----● 

宗教学概論
-．．.....  -• • --

アメリカ文学概論
`——• --. ---．．．．．-

近代イギリス文学
由 —--•---- - --•--..---•---•一ー•-

比較文化概論
-.．．.  ---

l 教 育原理 I
•`—•--.•- - -----．．--

教育原理 II
（教有課程の意義及ひ編成の方』を含む）

ー• • --..  - --

職 論

育心理学

青年心理学
-、．．．•-- --

教育制度
ー＾

視聴覚教
一一

社会科教育法
-．．  

社会科教育法 II
-- ---- -—--• -

社会科教育法 Ill
ヽー一 • -- -.` ..．- •一 •-

公民科教育法 I
群 i. ．-•---..---••、--•-••--•一

公民科教育法 II

英語科教育法 I

系

列

自

＇,科

目

授 業 科 目

英語科教育法 II

英語科教育法 III

！ 

↓..--•一一

+—-•--

育
―

I

________,― 

4 

4 
ー•---•--------•--....;_＿_．ー•

4 

4 
~------• 

2 
i ----------

—ーロ2'i  | 
- -I --~------寸ー
2 !,  
．！  

--------―←•一―------t --- 1 -＿、---—•---i 

'2  ! 
上． —-―-•-一 ・・ー・ ・t

； 

2 ! 
＇ 

2
 

I —・ー・・ ••4

2
 
2
 

2
"
 

,

4

4

 

-
2
-
2
 

2
 

ー

・.

-

會

―

―

{

1

[

 

-

f

 

•
一
t

.

 

L
 

9

,

 

'
-
＇
,
'
 

備 考

2
 
2
 
2
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系 年次および単位数
授 業 科 H 備

列 1年 2年 3年 4年
一 ー寸 ——--

道 徳 教 育 2 

特 別 活 動 2 

自生 徒 指 導 2 
（辿路指導U)即論及ひ}j；人を合む）

由

考

-―! 

教 育 相 談 2 
科 （カウンセリングを含む）

H 総合演習 I 2 

群総合演習 II 2 

教育実習 I 
3 (1Hiij及ひ事後指導を含む）

教育実習 II 2 

［備若〕

（l) 自由科日とは卒業に必要な i且位数には加t［されないが，自由に選択股修することのて
きる授業科日である。

(2) 本学科においては，自由科目として，教職課程の科目か準備されている。これらの自

由科Hついては，後掲の［教職課程腹修」の説明を参照のこと。

VI 授業科目の単位と認定

各年次において腹修しようとする授業科目は，毎学期の初めの指定された期日に，所定の

方法（オリエンテーションて説明する）て腹修申請をしなけれはならない。履修巾請は，年

間の受講計画をたて，単位を取得する意思表示をする学期初めの重要な手続きである。この

股修申請手続を間違えたために，授業科日の履修かてきなくなり，その結果進級はもとより，

卒業かてきなくなる場合もあるのて，以下に掲ける注怠事項を厳守して，訊りのないように

腹修申請をすること。

（1) 股修申請書提出後は，授業科日およひ担胄教員などの変更，追加，取消しなどないよう，

提出する前に授業時間割表に則してもう一度確認するなと，細心の注怠を払うこと。なお，

履修照合日が設けられているのて間違いなく登録されているかどうか必ず確認すること。

たたし，履修申請J:-0)返還または照合には応じないので必す「学生控」をとっておくこと。

(2) 履修申請をしていない授業科Hは，受講しても単位は認められないのて，授業科目の申

請にあたっては進級や卒業に必要な単位の算定を恨重に行ない，修得単位数が不足しない

ようにガ全を期すこと。

(3) 同一学期の同一時限に 2つ以tの授業科目を履修することはできない。もしこのような

重複する授業科Hを腹修申請力に出入した場合は，両科日とも登録無効になるので注意す

ること。
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(4) 一度単位を修得した授業科目は，再度履修することはできない。

(5) 履修申請書には授業科目，コマ・コード番号など必要事項を正しく記入すること。記載

上の誤りや不明瞭なものは申請自体が無効になるので十分注意すること。

(6) 英語必修科目および選択科目の履修申請手続は，他の科目と異なる場合があるので，オ

リエンテーションで十分説明を受けること。

(7) コマ・コード番号とは，時間割表に授業科目と共に記入されている番号で，その時限の

授業科目に固有の番号である。

(8) 履修申請書は「履修申請書記入例」を参照して，黒色ボールペンで記入すること。

(9) 指定された期日までに履修申請を怠った場合は，学業の意思なしとみなされて，退学処

分となるので提出期日を厳守すること。

VII 正規の履修からはずれる場合

1. 再履修

履修申請をして単位が取得できなかった授業科目については，次年度または次学期にお

いて再び履修することができる。

2. 規定外履修

該当するクラスの授業時間以外のクラスで受講せざるを得ない場合は，必ず学部事務室

に相談すること。ただし 1年次生の規定外履修は原則として認めない。

VlII 諏突について

1. 定期試験および臨時試験

(1) 試験は，定期試験と臨時試験があり，定期試験は原則として学期末あるいは学年末に

行い，臨時試験は担当教員の判断により適宜行われる。

(2) いずれの授業科目も授業時数の 1/3以上欠席した場合には，原則として当該授業科目

の受験資格を失う。ただし，病気または正当な理由により長期欠席の場合には，特別に

配慮されることがある。

(3) 試験の時間割は掲示により連絡する。

(4) 授業科目によっては論文（レポート）提出によって試験に代える場合がある。

2. 追試験

(1) 追試験は，やむを得ない事情によって定期試験を受験できなかった者に対し，原則と

して学期末または学年末に実施する。

(2) 追試験を希望する者は，正当な事由を証明する書面をもって速やかに授業担当教員に

届け出ること。

(3) 追試験は，成績表の当該科目にTの表示がなされた場合に限って受験することができ

る。

なお，追試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。



228 

(4) 追試験を受験しようとする者は，「追試験受験願」を学部事務室に提出しなければな

らない。

なお，追試験の受験料は， 1科Hにつき200円である

3. 再試験

(1) 再試験は，原則として学期末または学年未に実施する。ただし，授業科Hによっては

再試験を行わない場合もある。

(2) 定期試験の結果，不合格（この場合成納表の:韮該科HにFの表示がなされる）となっ

た授業科目のある者は，背該授業科目の担当教員が再試験を行う場合，受験することが

できる。

なお，再試験は，履修（再腹修を含む）した年度に限り受験することかできる。

(3) 再試験の受験を許nJされた者は，「再試験受験願」を学部事務室に提出しなければな

らない。

なお，再試験の受験料は， 1科日につき1,000円である。

4. 試験に関する注意

1. 通則

(1) 試験場内ては，すべて監督者の指示に従わなけれはならない。なお，監督者の指ホ

に従わない者には，退場を命ずることがある。

(2) 試験場内では，筆記用具・持込みを許されたもの以外のものは，すべて監督者の指

定する場所におかなけれはならない。

(3) 受験者は学生証または受験許可証を，机のLの見やすい場所に提示しておかなけれ

ばならない。

(4) 試験開始から20分を経過した後は人室・受験を認めない。

(5) 試験開始から25分を経過するまでは退場を認めない。なお，監督者が退場を命ずる

場合はこの限りではない。

(6) 受験者は，試験中監督者の許可を得ないで試験場を出てはならない。

(7) 試験の行われる学期の授業料未納の者・授業時数の 1/3以上欠席した者は，試験を

受けることができない。

(8) 病気・事故その他正当な事由によって受験できなかった者は，診断書・事故証明そ

の他正当な事由を証明する書面を添えて，遅滞なく授業担当教員に届出なければなら

ない。

2. 試験における不正行為の懲戒について

(1) 不正行為をした者については，学則第68条により罰せられ，更に年度における当該

授業科目の単位の認定を行わない。

(2) 不正行為のあった者の懲戒処分については，教授会において審議のうえ決定する。

(3) 教授会の決定により処分が確定したときは，学長はその旨保証人を召喚して通知す

ると共に学内にこれを公示する。
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IX 成績発表

(1) 成績発表は，アドヴァイザーまたは演習担当教員より本人に成績表を交付するので，学

部事務室の指示に従って必ず交付を受けること。その際，学生証を提ボすること。

なお，指定された期日以外には交付しない。

(2) 成績の評価は次の記号で表わし， 60点以上をもって単位修得（合格）とする。

（合格）

A : 100~80点

B : 79~70点

C : 69~60点

（正規試験不合格）

F : 59点以下（再試験受験可）

T:追試験受験口I

Z:追・再試験の受験資格なし

（追・再試験不合格）

D: 59点以下

E:未受験

(3) 成績についての疑問，質問等は成績表交付日のみ受け付けるので，学部事務室に問合わ

せること。

(4) 事故，病気等により指定日に成績表の交付を受けられない場合は，代理人を定め，成績

表の交付を受けること。その場合，代理人は学生証および委任状を持参すること。
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履修の手引と手続き

I 授業科目について

人文学部メティア文化学科における授業科目は，学科共通科tl群 I • II,専門韮礎科日群 I.

II,専門科目群 I~VIおよひ白由科目群から構成されている。

なお，自由科目においては，教職に関する専門科目が配附されている。

II 授業科目の単位と認定

本学部ては単位制か採用されている。単位制とは，ひとつひとつの授業科日に一定の桔準によ

り定められた単位があり，履修授業科日に対して，試験もしくはその他の方法により学習評価を

したうえて，その単位を認定する制度てある。

単位の認定は， A・B・C3段階の評価により行い， D・E・Fの評価は単位を認定しない。

III 卒業に必要な単位について

卒業に必要な単位数は，次の表に示すとおりてある。

ただし，自由科日は卒業に必要な単位数には含めない。

~---

----------------------学部・学科 人文学部メディア文化学科 ＇ 

ー 系 列 -----～ 単位数--~ 

学科共通科H群 I （メディア英語・日本語） 10 
（外国人留学生・帰国生は12単位） ／ 

学科共通科目群II （総合科日群）

専門基礎科目群
寸
！

専門科日群 I （文化・社会とメティア）
: ----•—• •-• ----―--• -―-•、••-- •一•-- - --- • --

i専門科目群II （デジタル表現・ネットワーク）
|＿＿--- --- -- •一•-- ---

：専門科目群III （映像文化）

専門科目群N （文化情報）
'---------- ---- ---- ------ ----

-
4
 

-
0
0
0
-
0
0
0
 

-
2
1
1
1
1
 

6
-

--- 1 

専門科目群VI（演習・インターンシップ） 12 
- ^ ^  -- ---- . --―̂ --． • -- --•.. - - --- -------- . —^ ---•- -• ---•一•ー・ • 一

指定された各科ti群より修得した科目以外
！に，以上の科目群もしくは人文学部他学科及 34 
び経営情報学部，福総合学部の科目より選択 （外国人留学生・帰国生は32単位）
，必修

計 126

※ 外国人留学牛・帰国生は特設科日群ての修得単位を学科共通科目群IIおよひ各科目
群およひ他学部•他学科の単位に一部振り替えることかてきる。（詳細は243頁参照
のこと。）

--- ---- ----- ←---- ----• --•------―-------•—- -- ---------------•一・•--――- 1 
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N 3年次への進級条件及び各学年における標準的な修得単位

3年次に進級するためには，「基礎ゼミ I• II」及び1年次の必修科目を含め 36単位以上修得

していなければならない。

各学年に履修する必修科目は次の表に示すとおりである。ロ 必修科目 1 - - - t•…•—-- --—へ—- t -

学科共通科目群 I （メディア英語・日本語）

Basic Media English I 
BasicMedia English II |．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 2科目 4単位（必修）

日本語基礎文法日本語基礎表現|.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 2科目 4単位

（外国人留学生・帰国生必修）

1年次 l専門基礎科目群

メディア文化基礎論

：ミテュここ門門乍羞） •..・・・・・・・・•.．．．．．．．．．.．．．．．．．．．． 4 科目 12単位（必修）
情報メディアリテラシー I

専門科目群Ill （映像文化）

映像制作概説
映 画 史 f.・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• 2科目 4単位 （必修）

言尺〗三三［三日；［吾） 2 科目 4単位 (L修）＿1 

専門科目群N （文化情報）

！ 情報メディア論・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 2単位 （必修）

必修単／：専門科目群VI（演習・インターシップ）

33単位 基礎ゼミ I・・・・・・・ ・・・・・・・・・・ ・ ・ ・・・・ ・ ・ ・ ・・・ ・ ・ ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・ 1科目 1単位（必修）

日本語コミュニケーション f ・・・・・・・・・・・・・・・・・"・・・・・・・・・・・ 2科目 4単位

（外国人留学生・帰国生必修）

専門基礎科目群

2年次 情報メディアリテラシーII・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 2単位 （必修）

専門科目群II （デジタル表現・ネットワーク）

インターネット基礎論
画像処理論 f ・・・・・・・・・・・・・・"・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2科目 6単位（必修）

専門科目群III（映像文化）

映像文化とジェンダー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 2単位 （必修）

専門科目群N （文化情報）

情報セキュリティ・・・・............................................1科目 2単位（必修）

必修単位数 専門科目群VI （演習・インターシップ）

17単位 基礎ゼミ II・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 1単位（必修）
-------- - -- ---、^’＾ー、、ヽ- - - - - -- --------------
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学年
- ---- -

3年次

必修単位数

4単位

必修科目
---- -—―-―ゴ

ビジネス日本語 I
ビジネス英語if ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2科H4単位

（外国人留学生・帰国生必修） I 

専門科t1群VI （演習・インターシップ）

メディア文化演習 I・・・ ・ ・ ・・・・・・・・・・・ ・・・・・・ ・ ・・・・ ・ ・ ・ ・・・・・ ・・ ・ ・ ・ ・・・・・ 1科目 2単位

メディア文化インターシップ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科日 2単位 （必修）

I 4年次 専門科tl群VI （演習・インターシップ）
メディ ア文化演習II・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 6単位 ＇ 

必修単位数 （メディア文化演習IIを履習するには， メディア文化演習 Iの単位取得が条件！

6単位 ＇となるので注意すること。） l 

- ---- ----1 •--------- ----------- ---- --------------- ------------------------ -----

卒業

，修得単位数

126単位 I 

※専門科目群に配置されている選択科目の履修については，オリエンテーション時に履修モ

デルを別途配布して説明する。
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1. 学科共通科目群
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学科共通科目群は，同 I（メディア英語・日本語），同II（総合科目群）の二系列に分かれて

いるが，それらの各系列のうちから「III卒業に必要な単位について」に示した所定の単位以上を

修得しなければならない。

(1) 学科共通科目群 I （メディア英語・日本語）

※単位数に〇印を付してある科目は必修を示す。

よび単位数 ］町国五碍 ―| 

〔備考〕
(1) 学科共通科目群 Iでは，第一外国語としてメディア英語（外国人留学生・帰国生は日本

語）を学ぶ。上記の科目のうち， Basic Media English I • II, English for Information 
Literacy I • II （日本語は日本語基礎文法・日本語基礎表現・日本語文章作成・日本語
コミュニケーション・ビジネス日本語 I・ビジネス英語 I) は必修科目である。
(2) Basic Media English I, Basic Media English IIのどちらか2単位を修得しなけれ
ば， Englishfor Information Literacy I, English for Information Literacy IIを履修
することはできない。

(3) 日本語基礎文法，日本語基礎表現のどちらか 2単位を修得しなければ，日本語文章作

成，日本語コミュニケーションを履修することはできない。
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(2) 学科共通科目群II （総合科H群）

［備考〕

学科共通科目群IIは，学際的かつ広い知識の習得を目的とした総合科目群であり，「世界

メディアの文化史」「国際コミュニケーションとインターネット」「メディアと国際政治」「メ

ディアと国際経済」の4領域で，メディアを取り巻く文化的・社会的な環境を学ぶ。
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2. 専門基礎科目群

専門科目基礎群は，メディア文化の知識と実践能力双方の基礎を修得するため，メディアと人

間・文化・社会との関係，とくに論理と法の問題，人間の生理的条件の関係，ジェンダーとの関

係，コミュニケーションのあり方を考察するとともに，メディアに関する技法・技術の基礎を学

ぶ科目を配置している。

※単位数に〇印を付してある科目は必修を示す。

系 年次および単位数 最低修得 7 
授業科目 備 考

列 1年 2年 3年 4年 単位数

メディア文化基礎論 ④ 「専門基礎科目
群」より，必修科

メディア倫理と法 ④ 目を含み20単位以
上選択必修。

専 コミュニケーション概論 ② 

門 情報メディアリテラシー I ② 

基 情報メディアリテラシーII ② 
20単位

礎 マスコミュニケーション論 2 

表現基礎論 2 

目 メディアとジェンダー 2 

群 メディアと人間（視覚・聴覚） 2 

メディアと社会 I（歴史） 2 

メディアと社会II（社会動向） 2 
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3． 専門科目群

専門科目群は， IからVIの6領域に構成されていて，初級レベルの知識と実践能力から上

級レベルの知識と実践能力を体系的に習得できるように科目を配附している。

専門科H群II~VIにおいては，「デジタル表現・ネットワーク」，「映像文化」，「文化情報」

の3本柱の領域をブロック化されている。

卒業要件を満たすためにも，一人ひとりが学びたい専門分野の科Hを， 1年次から系統立

てて履修し，必要単位を修得することが望ましい。

(1) 専門科目群 I （文化・社会とメディア）

専門科目群 Iは文化・社会とメディアの関係を扱う科目群である。現代社会の文化情報

と国際化，大衆化の観点からメディアとの関係を考察したり，消費社会とメディアの関係，

メディア関連産業の現状，社会貢献とメディアの関係を考察する。

(2) 専門科日群II （デジタル表現・ネットワーク）

専門科目群IIは新しいメティアとしてのデジタル表現と＇情報ネットワークに関する科目

群である。様々な情報のデジタル表現，データベース，情報ネットワークに関する専門知

識を学習すると同時に，下級年次より技法・技術の実習を行う。

(3) 専門科目群III （映像文化）

専門科目群IIIは映画やビデオなどの映像文化に関する科目群である。映画史や映像批評，

映像文化とジェンダーなどについて幅広い知識を習得し， ドキュメンタリーやアニメーシ

ョンの分野について，比較文化の視点から考察すると詞時に，「映画制作概説」「映像技法

の基礎J「映画制作とシナリオ」「音楽・音響表現論」「アナウンス技術論」「比較映像文化

論 I • IIJ「映像文化実習」などを学んで映像文化制作を行う。

(4) 専門科目群N （文化情報）

専門科目群Nば情報に関するメディアと文化の科目群である。とくに次世代の出版，商

取引に必要な知識を習得し情報のあり方を考察した上て，「文化情報」の実際を学ふ。

(5) 専門科目群V （キャリア形成）

専門科目群Vは将来の進路選択に役立つような専門知識に関する科目群である。メティ

ア関連産業界で活躍するために，「初級システム・アドミニストレータ」「CG検定」「マ

ルチメディア検定」［画像処理検定」といった資格の取得を支援する科目を配置している。

(6) 専門科目群VI（演習・インターンシップ）

専門科[1群VIは，演習・インターンシップの科目群である。「基礎ゼミ I• II」は， 1.

2年次の必修てあり，専門科目を学習するための基礎教育を目的としている。「メティア

文化演習 I• II」は，「デジタル表現・ネットワーク」「映像文化」「文化情報」の 3領域

に分かれている。いずれにおいても，卒業論文あるいは卒業制作によって，学習の成果を

集大成する。

3年次には「メディア文化インターンシップ」を配附し，実際の現場において実習を行

う。



人文学部 履修のT引と手続き 239 

(7) その他選択科目

り修得した科目以外に，＿以上の科目群もしくは人文学部他学科および

〔部り科目より34単位以上（外国人留学生・帰国生は32単位）修得

しなければならない。
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系 年次および単位数 最低修得 I 
授業科目 備 考

列 1年 2年 3年 4年 I単位数

情報メディア論 ② I 「専門科目群 N

I 
（文化情報）」の中

情報セキュリティ ② より，必修科目を
含み10単位以上選

専 デジタルアーカイブス論 2 i I I 択必修。
門
科 デジタル音楽基礎論 2 
目
群 電子図書館論 2 10単位
N 

＾ 
文化情報とジェンダー 2 

文
化 社会情報処理論 2 
情

I 
報 電子商取引論 2 
ヽ

電子出版論 I 2 

C M 制作論 2 

文化情報実習 2 

情報ネットワーク特論 I 2 「専門科目群 v
（キャリア形成）」

専 情報ネットワーク特論II 2 の中より， 4単位
門 以上選択必修。
科 C G 特論 I 2 
目
群 C G 特論 II 2 
V 

＾ 
マルチメディア特論 I 2 4単位

キ
ヤ マルチメディア特論II 2 
リ

ア 画像処理特論 I 2 
形
成 画像処理特論 II 2 
ヽ

文化情報施設特論 I
i I 
2 

文化情報施設特論II 2 
． 
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系

列＇ 授業科目
年次およひ単位数 最低修得

1年 2年 3年 4年単位数

＇韮礎ゼミ I ① 

基礎ゼミ II ① 

メティア文化油習 I
（テジタル表現・ネットワーク）

メディア文化演習 I
専 （映像文化）

門
科 メティア文化演習 I
日 （文化情報）
群

VI メティア文化演習II
（デジタル表現・ネットワーク）

演 （卒業菰文または卒業制作を含む）

習

2
 

2
 

2
 

12単位

備 考

「専門科目群VI
（油習・インター

ンシップ）」の中

より，必修科目，

メディア文化演習

I • IIを含み 5科
I t」12単位以上選択
必修。

6
 

メティア文化油習II
（映像文化）

ン （卒累論文または卒業制作を含む）
，夕

l 

イ

メティア文化演習II
ン （文化l胄報）
シ （卒業論文または卒業制作を含む）
ッ←—- ---

プ メディア文化インターンシップ

-- ・ナ ・— •- ••-1 

6
 

6
 

②
 

プロジェクト教育 I

プロジェクト教育II

プロジェクト教育Ill

プロジェクト教育N

2

2

2

2

 



人文学部 履修の手引と手続き 243 

4. 特設科目群

外国人留学生及び帰国生のための履修科目であり，現代日本の社会状況と日本の文化を理解し，

日本と国際社会の関係について，認識を深めると同時に，上級の日本語能力を習得するための科

目である。

i［ダ嘉rj 
年次および単位数 ！最低修得

授業科目
1年 I2年

備 考
3年 4年 単位数

時事研究 I 2 外国人留学生及び□＇時（日事本(/)生活と習慣I 帰国生のための履

修科目こ

研究 II 2 

の文化） (1) 「時事研究 I
• II・ III」におい

時事研究 III 2 て，修得した単位
の内， 4単位を

特 （日本の社会） 「学科共通科目群
II （総合科目群）」

壬瞑几 国際理解 I 2 に振り替えるこ
とができる。

科 国際理解 II 2 
I 

目 国際理解 III 2 (2) 「国際理解 I
• II • III, 日本の

群 日本の経済事情 2 
経済事情，日本の
経営事情事，日本の
サービス情，日

日本の経営事情 2 本の文化と現代文
学，世界のサービ

日本のサービス事情 2 
スビジネス事，日本
のメディア情」
において，修得し

日本の文化と現代文学 2 た単位「の内， 8単
位を 各科目群」
および「他学部・

世界のサービスビジネス
I 

2 他学科」に振り替
えることができる。

日本のメディア事情
I 
2 
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5. 自由科目群

系 年次および単位数
授 業 科 目 備 考

列 1年 2年 3年 4年

2 

2 

2 1 

1 4 
， 

2 

地 理 、子yら

誌ll 丁 2 

地 2 
- ～ 

法 律学概論 2 
自
経 済 原 論 4 

国 際 法
I 4 

由 国際経済学 4 

倫理学概論 2 

宗教学概論 2 
科
教育原理 I 2 

教育原理 II 
（教育課程の意義及び編成 2 

目 の方法を含む）
" " 

教 職 論 2 

口教育心理学

群
青年心理学 2 

教 コ目 制 度 2 

視聴覚教育 2 

社会科教育法 I 2 

社会科教育法 II 2 

社会科教育法 Ill 2 

公民科教育法 I 2 
~ ＾』~

公民科教育法 II 2 
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l――a~---ヘ―"←
系

列

道徳教

自:／別活動 ！ 
- 、- •-, • -~ ~ ---.. _ •- -•ー・•-• - -• ← 

生 徒指導 i 
（進路指導の理論及び方法 i 

由 を含む）
”▼ ＋ 

教 育相談 I 
！科 I（カウンセリングを含む）

目

授 業 科 目

育

一＾．．

年次および単位数
●●—,—ヽ● •.-----—•一•-- ! 

1 1年 2年 3年l4年
ッt.. | •—●ー ・・ 9, . -• . ---̂ ̂” 

I 2 
..＿＿「ー•--•-
2 

備
i 

考

--- “ー・—--7 

2
 

2 

ロ
-、、-- t- t ` ----- ^ 

習 I
後指導含む）

習
| 

（備考〕

(1) 自由科目とは卒業に必要な単位数には加算されないが，

きる授業科目である。

(2) 本学科においては，自由科目として，教職課程の科目が準備されている。

由科目ついては，後掲の「教職課程」の説明を参照のこと。

II 
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自由に選択履修することので

これらの自

VI 授業科目の単位と認定

各年次において履修しようとする授業科目は，毎学期の初めの指定された期日に，所定の

方法（オリエンテーションで説明する）で履修申請をしなければならない。履修申請は，年

間の受講計画をたて，単位を取得する意思表示をする学期初めの重要な手続きである。この

履修申請手続を間違えたために，授業科目の履修がてきなくなり，その結果進級はもとより，

卒業ができなくなる場合もあるので，以下に掲ける注意事項を厳守して，誤りのないように

(1) 

履修申請をすること。

履修申請書提出後は，授業科目およひ担当教員などの変更，追加，取消しなどないよう，

提出する前に授業時間割表に則してもう一度確認するなど，細心の注意を払うこと。なお，

履修照合日が設けられているので間違いなく登録されているかどうか必ず確認すること。

(2) 

ただし，履修申請書の返還または照合には応じないので必ず「学生控」をとっておくこと。

履修申請をしていない授業科目は，受講しても単位は認められないので，授業科目の申

請にあたっては進級や卒業に必要な単位の算定を慎軍に行ない，修得単位数が不足しない

ように万全を期すこと。

(3) 同一学期の同一時限に 2つ以上の授業科目を履修することはできない。 もしこのような

重複する授業科日を履修巾請書に叫人した場合は，両科Hとも登録無効になるのて注意す



246 

ること。

(4) 一度単位を修得した投業科日は，再度腹修することはてきない。

(5) 腹修申請甚には授業科ll，コマ・コード番号なと必要'}i項をl［しく晶人すること。記載

l:0)＂月りや不明瞭なものは直叶自体か無効になるのて卜分注、なすること。

(6) コマ・コート番号とは，時間割表に授業科目と共に出人されている番号で，その時限の

授業科［lに固打の番号てある。

(7) 脱修ill,ll,iLりは「／復修叶i,i1いり叫人例Jを参照して，黒色ホールヘンて出人すること。

(8) 指定された期日まてに腹修屯店を怠った場合は，学業の認息なしとみなされて，退学処

分となるのて提出期llを厳守すること。

VlI 正規の履修からはずれる場合

1. 再履修

股修ltlifiをして単位か取得てきなかった授業科flについては，次年度または次学期にお

いて再ひ腹修することかてきる。

2. 規定外履修

該‘りするクラスの授業時間以外のクラスて受謡せさるを得ない場合は，必す学部事務室

に相談すること。たたし 1年次牛の規定外履修は原則として認めない。

VIl1 試験について

1. 定期試験および臨時試験

(l) 試験は，定期試験と臨時試験かあり，定期試験は原則として学期木あるいば学年木に

行い，臨時試験は担‘一腎教員の判断により適宜行われる。

(2) いずれの授業科目も授業時数の 1/3以 l：欠席した場合には，原則として当該授業科目

の受験資格を失う。ただし，病気またはll戸りな理由により長期欠席の場合には，特別に

配慮されることがある。

(3) 試験の時間割は掲示により連絡する。

(4) 授業科日によっては論文（レポート）提出によって試験に代える場合がある。

2. 追試験

(1) 追試験は，やむを得ない事情によって定期試験を受験できなかった者に対し，原則と

して学期未または学年木に実施する。

(2) 追試験を希望する者は， iI::,りな事由を証明する甚面をもって速やかに授業担当教員に

届け出ること。

(4) 追試験は，成績表の判咳科HにTの表示がなされた場合に限って受験することができる。

なお，追試験は，囮修（再履修を含む）した年度に限り受験することかできる。

(5) 追試験を受験しようとする者は，「追試験受験願」を学部事務室に提出しなければな

らない。
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なお，追試験の受験料は， 1科目につき200円である。

3. 再試験

(1) 再試験は，原則として学期末または学年末に実施する。ただし，授業科目によっては

再試験を行わない場合もある。

(2) 定期試験の結果，不合格（この場合成績表の当該科目にFの表示がなされる）となっ

た授業科目のある者は，当該授業科目の担当教員が再試験を行う場合，受験することが

できる。

なお，再試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。

(3) 再試験の受験を許可された者は，「再試験受験願」を学部事務室に提出しなければな

らない。

なお，再試験の受験料は， 1科目につき 1,000円である。

4. 試験に関する注意

1. 通則

(1) 試験場内では，すべて監督者の指示に従わなければならない。なお，監督者の指示

に従わない者には，退場を命ずることがある。

(2) 試験場内では，筆記用具・持込みを許された資料以外のものは，すべて監督者の指

定する場所におかなければならない。

(3) 受験者は学生証および受験許可証（追・再試験の場合）を，机の上の見やすい場所

に提示しておかなければならない。

(4) 試験開始から20分を経過した後は入室・受験を認めない。

(5) 試験開始から25分を経過するまでは退場を認めない。なお，監督者が退場を命ずる

場合はこの限りではない。

(6) 受験者は，試験中監督者の許可を得ないで試験場を出てはならない。

(7) 試験の行われる学期の授業料未納の者・授業時数の 1/3以上欠席した者は，試験を

受けることができない。

(8) 病気・事故その他正当な事由によって受験できなかった者は，診断書・事故証明そ

の他正当な事由を証明する書面を添えて，遅滞なく授業担当教員に届出なければなら

ない。

2. 試験における不正行為の懲戒について

(1) 不正行為をした者については，学則第68条により罰せられ，更に年度における当該

授業科目の単位の認定を行わない。

(2) 不正行為のあった者の懲戒処分については，教授会において審議のうえ決定する。

(3) 教授会の決定により処分が確定したときは，学長はその旨保証人を召喚して通知す

ると共に学内にこれを公示する。
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IX 成績発表

(1) 成績発表は，アドヴァイザーまたはメディア文化演習担当教員より本人に成績表を交付

するので，学部事務室の指示に従って必ず交付を受けること。その際，学生証を提示する

こと。

なお，指定された期日以外には交付しない。

(2) 成績の評価は次の記号で表わし， 60点以上をもって単位修得（合格）とする。

（合格）

A : 100~80点

B : 79~70点

（正規試験不合格）

F : 59点以下（再試験受験可）

T:追試験受験nJ

C : 69~60点 Z:追・再試験の受験資格なし

（追・再試験不合格）

D : 59点以下

E:未受験

(3) 成績についての疑問，質問等は成績表交付日のみ受け付けるので，学部事務室に問合わ

せること。

(4) 事故，病気等により指定日に成績表の交付を受けられない場合は，代理人を定め，成績

表の交付を受けること。その場合，代理人は学生証および委任状を持参すること。
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履修の手引と手続き

I 授業科目について

福祉総合学部福祉文化学科における授業科目は，「福祉」をキーワードとして幅広く「文化J

を捉えることができるように，学科共通科l]群 I~ III,専門基礎科目群，専門科目群 I~N及ひ

自由科目群から構成されている。また，学生か「社会福祉士」受験資格や「社会福祉t事」任用

資格（児童相談員も同様）及び精神保健福祉i：基礎科目を修fできるように科Hを配置している。

なお，目由科Hにおいては，教職に関する科目が配憤されている。

II 授業科目の単位と認定

本学部では単位制を採用している。単位制とは，ひとつひとつの授業科目に一定の基準により

定められた単位があり，履修した授業科目に対して，試験もしくはその他の方法により学習評価

をしたうえで，その単位を認定する制度である。

単位の認定は， A・B・C3段階の評価により行い， D・E・Fの評価は単位を認定しない。

III 卒業に必要な単位について

卒業に必要な単位は，次の表に示すとおりである。

ただし，自由科目は卒業に必要な単位には含めない。

~---＿学部・予科ーー［福祉総合学部 福祉文化学科
---------

系列 ----------------I 単位数l ----＿_ _＿ ＿ ＿ ＿ --------――--—-―-—-—-、- ＿ ＿ ＿＿＿ ＿ 
学科共通科H群 I （英 語） 8 

学科共通科目群III （総合科目群） 10 
--- --- ---i----••---—-^__ ＿●＿＿＿＿＿•-一•--――•一•一• --•--•4 

専門基礎科目群 14 I 

•一●● •-7 --—----- -———- --- - •------ _＿_ ----• --------1 

22 

-

た各科目群より修得した科目以外， 1 
以上の科目群もしくは福祉総合学部他：

及び経営情報学部，人文学部の科目よ
14 

択必修

計 ， 126
-------------”―--↓------—^ t-- _^＿＿」
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N 3年次への進級条件及び各学年における標準的な修得単位

3年次に進級するには，「基礎ゼミ I• II」及び 1年次の必修科目を含め 36単位以上修得しな

ければならない。

各学年における授業科目および修得単位数の目安は，次の表に示すとおりである。

学年 1 単位数の目安

学科共通科目群 I （英語）
Fundamentals of English I........ ・ ·..…•....・・・・・・・ 1 科目 2 単位 （必修）

Oral Fluency I ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・.. • ・ ・ ・ ・.. ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・.... ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1科目 2単位（必修）
学科共通科目群II （情報基礎科目群）
情報メディア論・・・・・・.......................................1科目 2単位（必修）
情報メディア演習 I.......................................1科目 2単位（必修）

1年次 I学科共通科目群III（総合科目群）…………………… l科目 4単位
専門基礎科目群

福祉文化概論・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 2単位 （必修）
福祉文化研究の方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科H2単位 （必修）
選択科目・・・・..................................................2科目 6単位

専門科目群I （福祉総合科目群）…………………… 3科目12単位
専門科目群II （人間・心理）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科目 4単位
専門科目群III（文化・社会）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． l科目 2単位

修得単位数 専門科目群N （演習・実習）
41単位 基礎ゼミ I・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 1単位（必修）

学科共通科目群 I （英語）
Fundamentals of English II.. ・ ・ ・.. ・ ・ ・ ・ ・.. ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1科目 2単位（必修）
Oral Fluency II ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・ 1科目 2単位（必修）
学科共通科目群III （総合科目群）……•……………•• 2科目 6単位

2年次 I専門科目基礎科目群・.........................................2科目 4単位
専門科目群I （福祉総合科目群）……………·……•• 3科目10単位
専門科目群II （人間・心理）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 2科目 6単位
専門科目群III（文化・社会）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科目 2単位

専門科目群N （演習・実習）
修得単位数 基礎ゼミ II・・・・・・・・...........................................1科目 1単位（必修）
41単位 卒業論文代替科目・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2科目 8単位

3科目10単位専門科目群II （人間・心理）
3年次 1専門科目群III （文化・社会）．．：．．．．．．．•9. 9. ・ • 9.．．.. ・ • 9. 9. ・ • ・ • 9. 9. 9. ・ •.... 9. 9. : ： :.． .. 

3科目10単位
専門科目群N （演習・実習）
福祉文化ゼミ I.............................................1科目 2単位（必修）

修得単位数 ※指定された各科目群より修得した科目以外に，以上の科目群もしくは福祉総
29単位 合学部他学科および経営情報学部，人文学部の科日より 7単位

専門科目群III（文化・社会）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 2科目 6単位

4年次 I専門科目群N （演習・実習）
福祉文化ゼミ II・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...1科目 2単位 （必修）

修~!;;~科目群より修得した科目以外に，以Lの科H群もしくは福祉総
15単位 合学部他学科および経営情報学部，人文学部の科目より 7単位

卒業

修得単位数

126単位
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V.授業科目の学年配当と履修すべき単位数

l. 学科共通科目群

学科共通科目群は，同 I（英語），同II（情報科学科目群）および同III（総合科目群）の三

系列に分かれているが，それらの各系列のうちから「III.卒業に必要な単位について」に示

した所定の単位以上を修得しなければならない。

(1) 学科共通科目群 I （英語）

※単位数に〇印を付してある科目は必修を示す。

系 年次および単位数 最低修得
授 業 科 目 備 考

列 1年 2年 3年 4年 単位数

通 FluencyI 

8単位

② 

英
語
‘ Oral Fluency II ② 

〔備考〕

(1) Fundamentals of English II及びOralFluency IIを履修するためには，それぞれの

Iを修得していなければならない。



福祉総合学部 履修の手引と手続き 253 

(2) 学科共通科目群II （情報科学科目群）

※単位数に〇印を付してある科目は必修を示す。

系 年次および単位数 最低修得
授 業 科 目 備 考

列 1年 2年 3年 4年 単位数

科i 
「学科共通科目群II

情報メディア論 ② （情報基礎科必目修群科）」
の中より， 目
を含み4単位以上選

且
択必修

情報メディア演習 I ② 

II 
4単位

、^I 情報メディア演習II 2 

胃
晶ヽ
情マルチメディア表現演習 2 

〔備考〕

学科共通科目群IIでは，これからの社会で必要とされる情報科学・コンピュータについ

ての知識と技能を修得し，実務能力を養う。



254 

(3) 学科共通科目群III （総合科tl群）

※単位数に〇印を付してある科目は必修を示す。
.—---~----~-- ー・• • 

授業科目 i-_「--—「――三―」 1 備 考

福祉総合研究 I
2 

! 「学科共通科目群IIII 
I 

（福祉と文化） ， ＇ 1 | |（総合科目群）」の中
^‘-—• • • ---^^• ~—- -• -—• ---t --—-• -9——- 99-—-- 9―- -•’’ ！より， 10単位以上選 i
福祉総合研究II

2 
: I i択必修。

学！ （福祉とグローバリゼーション）＇

科~- ------ --~~-+--- -----+---1 I - ---^----—-——-—-•—'__j_ ___ -----L --
叫福祉総合研究III I I 1 | 

通！ （福祉と経営）
2 

! I I 
I ――I I 科[•--• 9--—- --＿_. ---T--9—-- --

目！福祉総合研究N

群 （福祉と環境）
2 

III+-- 9-- □ 
国際社会論 I

- ― -―------i -! JO単位 I
ヘ
総 （現代思想・シェンター） 1 4 1 | 

合[ -- ---t --—~--~ 9 - 9 

科 1国際社会論II

目 1 （文化摩擦・文化変容•福祉） I 
| 4 ,  

-+＇ l―--―ゥ―- --—------—--•1 I I 
I 

1 I I 

~--~ -i-~ I I 
（人間とハイテクノロジー） I 

4 ' 

' 
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2. 専門基礎科目・専門科目群

専門科目群は，「福祉総合科目群」「人間・心理」「文化・社会」「演習・実習」の4分野に分

かれているが，それらの 4分野の諸科目群を学ぶ基礎として「専門基礎科目群」を設けている。

さらに，仕上げとしての演習科目は，「人間・心理」「文化・社会」「福祉」という分野に分か

れている。したがって，卒業要件を満たす際には，一人ひとりが学びたい専門分野の科目を，

1年次から系統だてて履修し，必要単位を修得することが望ましい。

(1) 専門科目群 I （福祉総合科目群）

福祉文化学科で取得できる「社会福士」「精神保健福祉士」両資格に関係する科目が配置

されている。特に「社会福祉士受験資格J取得については，厳正な履修条件があるので「社

会福祉士国家試験受験資格」を見ること。

(2) 専門科目群II （人間・心理）

直接人と人とが接する福祉分野では，特に「人間」についての広く深い理解と洞察力を必

要とする。そのような能力を養うことを目的に，人間に関する知識と現実の人間心理を学習

する科目を配憤しているのが専門科目群IIである。

(3) 専門科目群III （文化・社会）

現代の社会と文化を理解し，さまざまなコミュニケーションのあり方を学び，人間をとり

まく環境と場を総合的に学習する科目を配個しているのが専門科目群IIIである。

(4) 専門科目群N （演習・実習）

この科目群に配置されている演習と実習の科目は，福祉文化学科での学習の特徴をよく示

すものである。福祉文化学科での学習を円滑に行い，また，一人一人の学生が自分のキャリ

ア形成の計画を立てるのに役立つ情報・知識を習得するのが1• 2年次に配当されている

「基礎ゼミ I • II」である。そして 3 • 4年次に置かれている「福祉文化ゼミ I• II」は，

学生各自がテーマをもって研究することが課される学科での学習のまとめをする出口に当た

る演習科目である。「リハビリテーション演習 I• II」は，福祉現場でのリハビリに役立ち

レクリエーションの指導にも有益な実践的知織と技能を学ぶ科目であり，「福祉文化環境研

修」は，国内•海外での実地研修を通して人と地域社会と文化を総合的に体得する科目であ

る。

(5) その他の選択科目

指定された各科目頂乍より修得した科目以外に，以上の科目群もしくは福祉総合学部他学＿科

および経質情報学部，一人文学部の科目より_1_1単位以上修得しなけれはならないo__
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※単位数に〇印を付してある科目は必修を示す。

系 年次および単位数 最低修得
授 業 科 目 備 考

列 1年 2年 3年 4年 単位数
＂^ 

福 祉文化概論 ② 「専門基礎科目群」
の中より，必修科目

福祉文化研究の方法 ② を含み， 14単位以上
l ← 選択必修
生命と倫理 2 

専 ［ 

門 医 邑子 般 4 
基
礎 人間 と集団 2 14単位
科 l 

目 社会生活と法 2 
群
日本国憲法 2 

生涯学習論 2 

介 護 概 論 2 

社会福祉原論
4 「専門科H群 I （福

（職業指導を含む） 祉総合科目群）」の
［ 中より， 22単位以上
高齢者福祉論 4 選択必修。

障害者福祉論 4 

児童福祉論 4 
専
門 社会保障論 4 
科
目 公的扶助論 2 
群
I 地域福祉論 4 

＾ 福 社会福祉援助技術論 I 4 
祉
総 社会福祉援助技術論II 4 22単位
合
科 社会福祉援助技術演習 I 2 
目
群 社会福祉援助技術演習II 2 
ヽ

社会福祉援助技術現場実習 I 3 

社会福祉援助技術現場実習 II 3 

社会福祉援助技術
現場実習指導 I 2 

（事前・事後を含む）

社会福祉援助技術
現場実習指導II 2 

（事前・事後を含む）
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系 年次および単位数 最低修得
授 業 科 目 備 考

列 1年 2年 3年 4年 単位数

心 理 呂子 4 「専門科目群II （人
間・心理）」の中よ

専 女 性 学 4 り， 20単位以上選択
門 必修。
科 障害者と文化 4 
目
群 精神医療学 4 
II 

＾ 
女性福祉論 4 20単位

人
間 臨床心理学 I 2 ． 
心 臨床心理学 II 2 
理
ヽ
医療ソーシャルワーク論 2 

精神保健福祉援助技術総論 4 

現代コミュニケーション概論 2 「専門科目群III（文
化・社会）」の中よ

異文化間コミュニケーション論 4 り， 20単位以上選択
必修。

都市文化環境論 4 

都市文化論 4 

言語コミュニケーション論 2 

非言語コミュニケーション論 2 
専
門 マスコミュニケーション論 2 
科
目 都市情報網論 4 
群
III 現代社会論 2 

＾ 
20単位

文 ジェンダーと福祉社会 2 
化． 女性と社会 I（家族・仕事） 2 
社
会 女性と社会II（地域・余暇） 2 
ヽ

現代地方都市論 4 

地域ボランティア論 4 

福祉まちづくり論 4 

房総の福祉 4 

房総の産業と開発 4 

レクリエーション論 2 
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i系

iダlj
>.  ----

！ 其礎
l 

-i ̂ 

授

専

門

科

目

群

N

（
演
習
・
実
習
）

業

ゼ

科

伽祉文化ゼミ

（文化・社会）

福祉文化ゼミ
（福祉）

ー

←枯礎ゼミ II

リハビリテーション演習 I

リハヒリテーション演習II.
ト・・ ．．．．． ． ．．．． 

福 祉文化ゼミ I
（人間・心理）

ー

H 
年次およひ単位数

1年 2年

① 

―l 

＇ 

① 

2
 

3年
. 

2
 

2
 

2
 

2
 

最低修得

4年単位数
備 考

「専門科日群N （演
習・実習）」の中よ

り，必修科目を含め
14単位以上選択必
修。

(1)「福祉文化ゼミ I
• II （人間・心罪）
（文化・社会） （福
祉）」の中より， 4単
位以上選択必修。

(2)「卒業論文」を修

得しない者は，「専

14単｛止
＇一 門科目群 I・II・III
!. N」の中より， 8
単位を選択必修。

福祉文化ゼミ II
（人間・心理）

9
]
 

福祉文化ゼミ II
（文化・社会）

福祉文化ゼミ II
（幅祉）

地域ホランティア研修

2
 

2
 

2
 

福祉文化環境研修（日本） 2 

福祉文化環境研修（海外） 2 
．．．．．． ．ー・・

卒 業論文 8 
--- ----- - ---- --- ---------- --- ------------------------ ---------- ------- -----
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3. 自由科目

系列l t ！最低修得

1 

年次および単位数
授 業 科 目 備 考

1年 2年 3年 4年 単位数
l 

法律学概論 I I 2 ， 

1 国 際 法
！ 
4 

経 済 原 論 4 
l 

国 際経済学 4 4 

！倫理学概論 2 
I 

l 

介 嘩匹 演 習 2 

介護実技現場実習
i 

1 

自 宗教学概論 2 I 

I 
教育原理 I 2 
由

l教（教教教肴 育 原 理 II '2 科 課程の意義及び編成の方怯を含む）

I 職論 2 i 

目 育心理学 2 
＇ 

青 年心理学 2 
i群
教 コ目 制 度 2 ！ 

i 

視 聴覚教育 2 

公民科教育法 I 2 I 

2 

教育法 I 2 

教育法 II 2 

教育 2 I 

活動 2 I ＇ I 
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＇系

［列／
生徒指導
L_'（進路指導の罪論及ひjji.tを含む）
I l 
I 教育相談
由， （カウンセリングを含む） ． 

科「総合演習 I

ll ！総合油習 II

群教育実習 I
（＇れ前及ひ事後指導含む）

教育実習 II

〔備考〕
(1) 自由科Hとは卒業に必要な単位数には加算されないか，自由に選択履修することので
きる授業科目である。

(2) 本学科においては，自由科日として，教職課程の科目か準備されている。これらの白

由科日については，後掲の「教職課程」の説明を参照のこと。

授業科日
年次および単位数 最低修得

1年 2年 i3年 4年 i単位数
. ．．＿_....1 .. ••----•i -• ---..．．．上ー ・・・ 1 • -t 

2 

i z 

-. -
I 

l 

備
,． 

・

考

-
2
 
2
 

・↓

3
 

ー
：
！
「
＇

9.  2.,  
，． ． 9^9 — 上・・ -

！ 

VI 授業科目の単位と認定

各年次において履修しようとする授業科目は，毎学期の初めの指定された期日に，所定の

方法（オリエンテーションで説明する）で履修申請をしなければならない。履修申請は，年

間の受講計画をたて，単位を取得する意思表示をする学期初めの重要な手続きである。この

履修申請手続を間違えたために，授業科目の履修かできなくなり，その結果進級はもとより，

卒業ができなくなる場合もあるので，以下に掲げる注意事項を厳守して，誤りのないように

履修申請をすること。

(1) 履修申請書提出後は，授業科日および担当教員などの変更，追加，取消しなどないよう，

捉出する前に授業時間割表に則してもう一度確認するなど，細心の注意を払うこと。なお，

履修照合日が設けられているので間違いなく登録されているかどうか必ず確認すること。

ただし，履修申請書の返還または照合には応じないので必ず「学生控」をとっておくこと。

(2) 履修申請をしていない授業科目は，受講しても単位は認められないので，授業科目の申

請にあたっては進級や卒業に必要な単位の算定を慎重に行ない，修得単位数が不足しない

ように万全を期すこと。

(3) 同一学期の同一時限に 2つ以上の授業科目を履修することはできない。もしこのような

重複する授業科目を履修申請書に記人した場合は，両科目とも登録無効になるので注意す

ること。

(4) 一度単位を修得した授業科Hは，再度履修することはできない。

(5) 履修申請書には授業科目，コマ・コード番号など必要事項を正しく記人すること。記載

上の誤りや不明瞭なものは申請自体が無効になるので卜分注意すること。

(6) コマ・コード番号とは，時間割表に授業科Hと共に出人されている番号で，その時限の
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授業科目に固有の番号である。

(7) 履修申請書は「履修申請書記入例」を参照して，黒色ボールペンで記入すること。

(8) 指定された期日までに履修申請を怠った場合は，学業の意思なしとみなされて，退学処

分となるので提出期日を厳守すること。

VII 正規の履修からはずれる場合

1. 再履修

履修申請をして単位が取得できなかった授業科目については，次年度または次学期にお

いて再び履修することができる。

2. 規定外履修

該当するクラスの授業時間以外のクラスで受講せざるを得ない場合は，必ず学部事務室

に相談すること。ただし 1年次生の規定外履修は原則として認めない。

VIlI 試験について

1. 定期試験およぴ臨時試験

(1) 試験は，定期試験と臨時試験があり，定期試験は原則として学期末あるいは学年末に

行い，臨時試験は担当教員の判断により適宜行われる。

(2) いずれの授業科目も授業時数の 1/3以上欠席した場合には，原則として当該授業科目

の受験資格を失う。ただし，病気または正当な理由により長期欠席の場合には，特別に

配慮されることがある。

(3) 試験の時間割は掲示により連絡する。

(4) 授業科目によっては論文（レポート）提出によって試験に代える場合がある。

2. 追試験

(1) 追試験は，やむを得ない事情によって定期試験を受験できなかった者に対し，原則と

して学期末または学年末に実施する。

(2) 追試験を希望する者は，正当な事由を証明する書面を速やかに授業担当教員に届け出

ること。

(3) 追試験は，成績表の当該科目にTの表示がなされた場合に限って受験することができ

る。

なお，追試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。

(4) 追試験を受験しようとする者は，「追試験受験願」を学部事務室に提出しなければな

らない。

なお，追試験の受験料は， 1科目につき200円である

3. 再試験

(1) 再試験は，原則として学期末または学年末に実施する。ただし，授業科目によっては

再試験を行わない場合もある。
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(2) 定期試験の結果，不合格（この場合成績表の当該科目にFの表示がなされる）となっ

た授業科目のある者は，＼i該授業科目の担：li教員が再試験を行う場合，受験することか

できる。

なお，再試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。

(3) 再試験の受験を許可された者は，「再試験受験願」を学部事務室に提出しなければな

らない。

なお，再試験の受験料は， 1科目につき1,000円である。

4. 試験に関する注意

1. 通則

(1) 試験場内では，すべて監督者の指示に従わなければならない。なお，監督者の指示

に従わない者には，退場を命ずることがある。

(2) 試験場内では，筆記用具・持込みを許された資料以外のものは，すべて監督者の指

定する場所におかなければならない。

(3) 受験者は学生証および受験許可証（追・再試験の場合）を，机の上の見やすい場所

に提示しておかなければならない。

(4) 試験開始から20分を経過した後は入室・受験を認めない。

(5) 試験開始から25分を経過するまでは退場を認めない。なお，監督者が退場を命ずる

場合はこの限りではない。

(6) 受験者は，試験中監督者の許可を得ないで試験場を出てはならない。

(7) 試験の行われる学期の授業料未納の者・授業時数の 1/3以上を欠席した者は，試験

を受けることができない。

(8) 病気・事故その他正当な事由によって受験できなかった者は，診断書・事故証明そ

の他正当な事由を証明する書面を添えて，遅滞なく授業担当教員に届出なければなら

ない。

2. 試験における不正行為の懲戒について

(1) 不正行為をした者については，学則第68条により罰せられ，更に年度における当該

授業科目の単位の認定を行わない。

(2) 不正行為のあった者の懲戒処分については，教授会において審議のうえ決定する。

(3) 教授会の決定により処分が確定したときは，学長はその旨保証人を召喚して通知す

ると共に学内にこれを公示する。

IX 成績発表

(1) 成績発表は，アドヴァイザーまたは演習担当教員より本人に成績表を交付するので，学

部事務室の指示に従って必ず交付を受けること。その際，学生証を提示すること。

なお，指定された期日以外には交付しない。

(2) 成績の評価は次の記号で表わし， 60点以上をもって単位修得（合格）とする。



（合格）

A: 100~80点

B : 79~70点

C : 69~60点
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（正規試験不合格）

F : 59点以下（再試験受験可）

T ：追試験受験可

Z:追・再試験の受験資格なし

（追・再試験不合格）

D: 59点以下

E ：未受験

(3) 成績についての疑問，質問等は成績表交付日のみ受け付けるので，学部事務室に問合わ

せること。

(4) 事故，病気等により指定日に成績表の交付を受けられない場合は，代理人を定め，成績

表の交付を受けること。その場合，代理人は学生証および委任状を持参すること。
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履修の手引と手続き

I 授業科目について

福祉総合学部福祉経営学科における授業科Hは，学科共通科目群I~ III,専門基礎科目群，専

門科H群 I~Vおよび自由科目群から構成されている。

なお，自由科目においては，教職に関する専門科目が配置されている。

II 授業科目の単位と認定

本学部では単位制を採用している。単位制とは，ひとつひとつの授業科目に一定の基準により

定められた単位があり，履修した授業科目に対して，試験もしくはその他の方法により学習評価

をしたうえで，その単位を認定する制度である。

単位の認定は， A・B・C3段階の評価により行い， D・E・Fの評価は単位を認定しない。

III 卒業に必要な単位について

卒業に必要な単位は，次の表に示すとおりである。

ただし，自由科目は卒業に必要な単位には含めない。

＼＼＼＼＼  学部・学科ー 1 福祉総五予部 福祉経営学科
-＼  

＇系列 ¥＼＼へ［ 単位数

学科共通科目群I （英語） 8 

1学科共通科目群II（情輯基礎科目群） ＿＿十 __ ＿ ＿ ＿-6 

学科共通科科目群III（総合科目群）

専門科目群 I （福祉総合科目群）

専門科目群II （環境）

専門科目群III（情報）

6 

12 

20 
--+-̂  ••--• ---•• ---•・ー・—- -•一• -—--•--- ----------

12 
」＿

12 
---. -- -----—---- -――--——-—- -----—__;__ ----—--—-

専門科目群N （経営） 18 

10 
_ ＾ ••--..~ 

指定された各科目群より修得した科目以
外に，以上の科目群もしくは福祉総合学
部他学科及び経営報学部，人文学部の科
目より選択必修

計

i 

22 

126 1 

~ --- • -- -•—- -——--——• --—- -----•一•- ---•• ---—- --_＿ _____——-
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N 3年次への進級条件及び各学年における標準的な修得単位

3年次に進級するには，「基礎ゼミ I• II」及ひ 1年次の必修科Hを含め36単位以上修得しな

ければならない。

各学年における授業科目およひ修得単位数の目安は，次の表に示すとおりである。

---------一―----------- - -、 ------ 、 - - - - - ．． -- —』 ＾ツー• - -

学 年 単 位数の目安~-------- --•一—- --------------
学科共通科目群 I （英語）

1年次

' Fundamentals of English I.... ・ ・.. ・.. ・.. ・ ・ ・ ・ ・.... ・.. ・ 1科目 2単位（必修）
Oral Fluency I ...... ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・.... ・ ・ ・ ・.......... ・ ・ ・ ・ ・...... 1科目 2単位（必修）
学科共通科目群II （情報基礎科目群）
情報メディア論............................................1科目 2単位（必修）
情報メディア演習 I.......................................1科日 2単位（必修）
情報メディア演習II.......................................1科目 2単位（必修）

学科共通科目群III （総合科目群）..•……......…•・・・・・ 1 科目 4 単位
専門基礎科日群
， ソーシャルワーク論.......................................1科目 2単位（必修）
i 選択科目......................................................2科目 4単位
専門科目群 I （福祉総合科目群） • •響・・・..……•...．...．． 4 科目 16単位

1 専門科目群II （環境）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科目 2単位

専門科目群N （経営）
＇ 経営学入門...................................................1科目 2単位（必修）

修得単位数 専門科目群V （ゼミナール）
: 41単位 ， 基礎ゼミ I...................................................1科目 1単位（必修）
――-- -| -----―-----―---

学科共通科目群 I （英語）

2年次

Fundamentals of English II ・ ・ ・ ・ ・ ・.. ・ ・ ・.. ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・.. ・.. ・ 1科目 2単位（必修）
Oral Fluency II ・ ・ ・ ・ ・ ・.. ・ ・ ・ ・ • ・ ・.. ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・.... ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・.. ・.. 1科目 2単位（必修）
学科共通科目群III （総合科目群）・・・...…..．．．．．．．......1科目 2単位
： 専門科目基礎科目群・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..3科目 6単位
専門科目群 I （福祉総合科目群）・・..…·…·……•…•• 3科目10単位
専門科目群II （環境）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...·••••··•••·••· 1科目 2単位
専門科目群III （情報）
福祉情報論・・・・・・・・・..........................................1科目 2単位 （必修）
福祉情報演習・...............................................1科目 2単位（必修）

専門科目群N （経営）・・・・・・・・・・・・"・・・・・・・・・・・・・・...........2科目 4単位
専門科目群V （ゼミナール）
基礎ゼミ II・・・・・・・・・・・・・・・..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・........... 1科目 1単位（必修）

！修得単位数 ※指定された各科目群より修得した科H以外に，以上の科目群もしくは福祉総
35単位 合学部他学科および経営情報学部，人文学部の科目より 2単位

------------- ---- ----- ------ - - -- ----

3年次
専門科H群 I （福祉総合科目群）・・・・・・・.................3科目 7単位
専門科目群II （環境）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科ll4単位
専門科目群III （情報） 2科[16単位
専門科目群N （経営） ：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：： 、2科目 8単位

修得単位数 専門科目群V （ゼミナール）
29単伶 ！ ゼミナール I................................................1科目 4単位（必修）

4年次

！修得単位数
21単位

，卒業

修得単位数
'126単位

専門科H群 I （福祉総合科目群）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...• 3科I17単位
専門科目群II （環境）．．：： ： ： ：．．： ： ： ： ：．．： ：．．： ： ：．．．．．．：．．： :.•..: ： ： ： ： ：.. ： :．. ： 1科、[14単位
専門科目群III （情報） 1科目 2単位
専門科目群N (経営）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科H4単位

専門科目群V （ゼミナール）
ゼミナールII・・・・・・・・・・・・・・・・ ............................... 1科[l 4単位（必修）
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V.授業科目の学年配当と履修すべき単位数

1. 学科共通科目群

学科共通科目群は，同 I（英語），同II （情報科学科目群）および同III（総合科目群）の三系列

に分かれているが，それらの各系列のうちから「III. 卒業に必要な単位について」に示した所定

の単位以上を修得しなければならない。

(1) 学科共通科目群 I （英語） ※単位数に〇印を付してある科目は必修を示す。

［一年次および単位数 最低修得
授業科 目 備 考

1 1年 2年 3年 4年 単位数

1ndamentals of English I ② 

ral Fluency I ② 

mdamentals of EngJ;sh II I ② 

ral Fluency II 

I 
(2) 

I 

- -

〔備考〕

(1) Fundamentals of English II及びOralFluency IIを履修するためには，それぞれの

Iを修得していなければならない。
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(2) 学科共通科目群II （総合科目群）
※単位数に〇印を付してある科目は必修を示す。

系 年次および単位数 最低修得
授業科目 備 考

列 1年 2年 3年 4年 単位数

} 子

科
北,9ヽ

通
情報メディア論 ② 

科
目
群
II 

＾ 
情報メディア演習 I

情
② 6単位

報
基
礎
科
目
群
情報メディア演習II ② 

ヽ

〔備考〕

学科共通科目群IIでは，これからの社会で必要とされる，情報科学・コンピュータにつ

いての知識と技能を修得し，実務能力を養う。
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(3) 学科共通科目群III （総合科目群）

学科共通科目群IIIでは，グローバルなネットワーク社会の確立，急速な技術進歩の中で，

人文科学，社会科学，自然科学の多様なアプローチで福祉社会のあり方に迫り，国際社会の

一員として活動するための基礎知識と方法を論じ，福祉の持つ意義の社会的変容を考察しな

がら，新しい福祉の醸成に資する学際的知識を修得していく。

系I 年次および単位数 最低修得 I1 

授業科目
1年 2年 I3年 4年

「学備科共通一科目考群HJ群）J ！ 列 単位数

福祉総合研究 I
2 

（福祉と文化） III （総合科

の中より， 6単位

福祉総合研究II
2 

以上選択必修。

邑子 （福祉とグローバリゼーション） l 
科

北/‘ 福祉総合研究III
2 

通［ （福祉と経営）

科

目 福祉総合研究N
2 

群 （福祉と環境）

III 6単位

＾ 
国際社会論 I

4 
総 （現代思想・ジェンダー）

合

科 国際社会論II
4 

目 （文化摩擦・文化変容•福祉）

群
ヽ 人間研究 I

（人間と自然）
4 

人間研究II
4 

（人間とハイテクノロジー）
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2. 専門基礎科目

専門基礎科目群は，ソーシャルワークの基礎と，社会福祉士受験資格取得に必要な指定科目の

うち「関連領域」の諸科目，福祉，人間，社会，経営，国際交流等の関連分野に関する科目から

構成され，ソーシャルワークの意義を深く理解することを目的としている。

※単位数に〇印を付してある科目は必修を示す。

系

列 授業科目

ソーシャルワーク論
-------ヽ•---

生命と倫理
--- -

病と医療 I
----- --- ----

病と医療 II
一 一、ヽヽ・一 ー ・-

人間と集団 i 2 
----

専現代社会論 2 
．．ヽ．．

門人間心理 I
（人間理解）
基

礎

科

企業倫理論
目二．．-・---------------

国際貢献論
群・―--．．ー・—- -•-- ＿＿＿．..-------•一•••.. -•--.-- •一•..

生涯スポーツ概論
．．．、、一•-.• -. • -• / 

心理的援助 I
（発達・カウンセリング）

護概 論

年次および単位数 最低修得
ヽ―-- - ＾ -

4年単位数

12単位

備 考

「専門基礎科目群」
の中より，必修科
目を含み， 12単位
以l：選択必修

＂上＿ ＿．ー•~~•~..~―....

2
 

2
 

2
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3. 専門科目群

専門科目群は「福祉総合科目群」「環境」「情報」「経営」「ゼミナール」の 5分野に分かれてい

る。

(1) 専門科目群 I （福祉総合科目群）

専門科目群Iは，社会福祉士受験資格取得に必要な指定科目のうち「知識領域」諸科目と，

「技術領域」諸科目で構成されている。社会福祉の基本的な知識体系を修得するとともに，

ソーシャルワークの実践についての理論・演習・実習を通じて深く学び，技術を修得する。

(2) 専門科目群II （環境）

専門科目群IIは，福祉を環境の視点から検討する科目群である。共生型の社会を再構築し，

「生活者中心の豊かで持続可能な福祉社会」を創造していくための課題と方法について学ん

でいく。

(3) 専門科目群III （情報）

専門科目群IIIは，情報システムの構築と福祉への活用及び，人間と情報との関わりに関す

る諸科目からなり，高度に発達している情報環境を活用して，多様な福祉サービスを展開す

るための知識と技法を学ぶ。

(4) 専門科目群N （経営）

専門科目群Nは，福祉の利用者をとりまく社会環境を，経営学の専門知識，技法を活用し

て把握し，環境に慟きかけ，その資源を有効活用するマネジメント能力，マーケティングカ

を育てることを目的としている。

(5) 専門科目群V （ゼミナール）

専門科目群Vは，「基礎ゼミ I·II 」「ゼミナール I•II」及び「福祉文化環境研修（日本）」

「福祉文化環境研修（海外）」で構成されている。「基礎ゼミ I• II」は 1• 2年次の必修で

あり，専門科目を学習するための基礎教育を目的としている。「ゼミナール I• II」は 3年

次• 4年次に各 4単位，計8単位が必修となっている。「ゼミナール I」の履修申請は，毎

年2年次に仮登録の形で実施される。「ゼミナールII」を履修するには，「ゼミナール I」の

単位を取得していなければならない。「福祉文化環境研修」は，国内•海外にわたって福祉

問題についての実地研修を行う科目である。

(6) その他選択科目

指定された各科目群より修得した科目以外に，以上の科目群もしくは福祉総合学部他学科

およひ経営情報学部，人文学部の科目より22単位以上修得しなけれはならない。
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※単位数に〇印を付してある科目は必修を示す。

系 年次および単位数 最低修得
授業科目 備 考

列 1年 2年 3年 4年 単位数

社会福祉原論
4 

「専門科目群 I（福
（職業指導を含む） 祉総合科目群）」

の中より， 20単位
高齢者福祉論 4 以上選択必修。

障害者福祉論 4 

児童福祉論 4 

専 社会保障論 4 
門
科 公的扶助論 2 
目
群 地域福祉論 4 
I 

＾ 
社会福祉援助技術論 I 4 

福 20単位
祉 社会福祉援助技術論II 4 
総
合 社会福祉援助技術演習 I 2 
科
目 社会福祉援助技術演習II 2 
群
ヽ
社会福祉援助技術現場実習 I 3 

社会福祉援助技術現場実習II 3 

社会福祉援助技術
現場実習指導 I 2 

（事前・事後を含む）

社会福祉援助技術
現場実習指導II 2 

（事前・事後を含む）
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系 ＇ 
I 年次および単位数 最低修得

授業科目 備 考
列 1年 2年 3年 4年 単位数

経営学入門 ② 「専門科目群II（経
営）」の中より，

経営組織論 2 必修科目を含め18
単位以上選択必

福祉ビジネス論 2 修。

福祉施設経営論 4 

専 消費行動論 4 
門
科 地域経営論 4 
目
群 市民起業家論 2 
N 18単位

＾ 
NPOマネジメント論 2 

経
営 福祉政策とセフティネット 2 
ヽ

ケアマネジメント論 2 

福祉リスクマネジメント論 2 

マーケティング論 4 

福祉会計論 4 

ジェンダーと消費文化 2 

専 基礎ゼ ミ I ① 「専門科目群N（ゼ
門 ミナール）」の中
科 基礎ゼミ II ① より，必修科目を

晶 含め10単位以上選

V ゼミナール I ④ 択必修。

＾ セヽ
10単位

ゼミナール II ④ 
ミ
ナ 福祉文化環境研修（日本） 2 
l 
）レ
福祉文化環境研修（海外） 2 ヽ
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5. 自由科目

[————--- -^ 

系 年次および単位数 1
ロ

［列
授業科目 I―-----,— 

i-1年 2年|3年［五］ 備考
----—+—·--·~------------—----_ _ _—• ---l---―-、一~一~ー一

I I法律学概論
I T : 
: 2 
t-

直際法—+---!-f•—-~ 

t ~- -%-~ 

I I―------ ----—--- - •--—--t---~-;—-—-- J 
！国際経済学 I 4 
9 ----~ -+----—丁~一，
経済原論 4 

: r―---+— □ 1―--+ 倫理学概論 2 l 
I -―-- -- ----三一丁―--+―+--~

！ ！ 宗教学概論 ！ 2 

I I 
---—- ---―- --—-- -—←—→―--1― ^__L』-—―|

l介護演習 l 2 i 1 
|―-- L-1 三 □ L_
／介護実技現場実習 i ! l 7 

-―-- ---+-----t---ロ----
I i --- -—-- -□_＿＿i -」ーロ
自教育原理 II | | 7 
＇教育原理 I i 2 ! 

| （教育課程の意義及ぴ編成の! 1 2 
方法を含む） I i 由［教職：ー-~"'i 2̂i 2± 、------t--! I 

科l教［し、理学 ―□+··•1-1 
青年心理学 ！ i 2 
目L---L教育制度 1□--~ 
群視聴覚教育

I l _J_ 
I 2 

ロ民科教育 1三／ロニニーr21-1 
：叙首法 l i | Z —+---i福祉科教育法 II

—~ -［一 I l - !_il -J 
：教育 2-t---［-］ 
〗別活｀――--+— □□/ロー
，生徒指導

――-□—+ー-三__j-! ! 国政比ぅ首→皿至いブ＼七止ぇ!_I~-J-J I 

三̀~-―-- -ロ―
L 

I I （カウンセリンクを竺） ー1__i_ 1 2 1 1' - I 
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授業科目 •—, 
| 1年□；印］

□□ 実習 I
び事後指導含む）

実習 II
| 

〔備考〕

(1) 自由科目とは卒業に必要な単位数には加算されないが，自由に選択履修することので

きる授業科目である。

(2) 本学科においては，自由科目として，教職課程の科目が準備されている。これらの自

由科目については，後掲の「教職課程」の説明を参照のこと。

VI 授業科目の単位と認定

各年次において履修しようとする授業科目は，毎学期の初めの指定された期日に，所定の

方法（オリエンテーションで説明する）で履修申請をしなければならない。履修申請は，年

間の受講計画をたて，単位を取得する意思表示をする学期初めの重要な手続きである。この

履修申請手続を間違えたために，授業科目の履修ができなくなり，その結果進級はもとより，

卒業ができなくなる場合もあるので，以下に掲げる注意事項を厳守して，誤りのないように

履修申請をすること。

(1) 履修申請書提出後は，授業科目および担当教員などの変更，追加，取消しなどないよう，

提出する前に授業時間割表に則してもう一度確認するなど，細心の注意を払うこと。なお，

履修照合日が設けられているので間違いなく登録されているかどうか必ず確認すること。

ただし，履修申請書の返還または照合には応じないので必す「学生控」をとっておくこと。

(2) 履修申請をしていない授業科目は，受講しても単位は認められないので，授業科目の申

請にあたっては進級や卒業に必要な単位の算定を慎重に行ない，修得単位数が不足しない

ように万全を期すこと。

(3) 同一学期の同一時限に 2つ以上の授業科目を履修することはできない。もしこのような

重複する授業科目を履修申請書に記入した場合は，両科Hとも登録無効になるので注意す

ること。

(4) 一度単位を修得した授業科目は，再度履修することはできない。

(5) 囮修巾請内には授業科目，コマ・コード番号など必要事項を正しく記入すること。記載

l：の誤りや不明瞭なものは申請自体が無効になるので十分注意すること。

(6) コマ・コード番号とは，時間割表に授業科Ilと共に出人されている番号で，その時限の

授業科目に固有の番号である。

(7) 履修巾請内は「履修Ifi請書記人例」を参照して，黒色ホールペンで記入すること。
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(8) 指定された期l]まてに腹修lII，計を怠った場合は，＇芹業 0)謡息なしとみなされて，退学処

分となるので捉出期llを厳‘、『すること。

VII 正規の履修からはずれる場合

1. 再履修

股修車北をして単位か取得てきなかった授業科llについては，次年度または次学期にお

いて内ひ腹修することかてきる。

2. 規定外履脩

認りするクラスの授業時間以外のクラスて受，溝せさるを得ない場合は，必す学部巾務室

に相淡すること。たたし 1年次生の規定外展修は！泉則として認めない。

VIlI 試験について

1. 定期試験および臨時試験

(1) 試験は，定期試験と臨時試験かあり，定期試験は原則としで芹期木あるいは学年末に

行い，臨時試験は担‘Li教員の判断により適宜行われる。

(2) いすれの授業科llも授業時数の 13以じ欠席した場合には，！泉則として‘li該授業科ll

の受験資格を失う。たたし，病気またはil：当な理由により長期欠席の場合には，特別に

配慮されることかある。

(3) 試験の時間割は掲ぷにより連絡する。

(4) 授業科日によっては論文（レポート）提出によって試験に代える場合かある。

2. 追試験

(1) 追試験は，やむを得ない事情によって定期試験を受験てきなかった者に対し，原則と

して学期末または学年末に実施する。

(2) 追試験を希沼する者は， l［‘片な’Ii由を，j［明する内面をもって速やかに授業担当教員に

届け出ること。

(3) 追試験は，成粕表の背該科目にTの表示かなされた場合に限って受験することができ

る。

なお，追試験は，腹修（再履修を含む）した年度に限り受験することかできる。

(4) 追試験を受験しようとする者は，「追試験受験願」を学部事務室に提出しなけれはな

らない。

なお，追試験の受験料は， 1科Hにつき200円である

3. 再試験

(1) 再試験は，原則として学期末または学年木に実施する。たたし，授業科日によっては

再試験を行わない場合もある。

(2) 定期試験の結果，イ子合格（この場合成粕表の‘li,；亥科t1にFの表ホかなされる）となっ

た授業科日のある者は，当該授業科ll(}）担‘li教員が再試験を行う場合，受験することが
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できる。

なお，再試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。

(3) 再試験の受験を許uJされた者は，「再試験受験願」を学部事務室に提出しなければな

らない。

なお，再試験の受験料は， 1科目につき1,000円である。

4. 試験に関する注意

1. 通則

(1) 試験場内では，すべて監督者の指示に従わなければならない。なお，監督者の指示

に従わない者には，退場を命ずることがある。

(2) 試験場内では，喰記用具・持込みを許された資料以外のものは，すべて監督者の指

定する場所におかなければならない。

(3) 受験者は学生証および受験許可証（追・再試験の場合）を，机の上の見やすい場所

に提示しておかなければならない。

(4) 試験開始から20分を経過した後は入室・受験を認めない。

(5) 試験開始から25分を経過するまでは退場を認めない。なお，監督者が退場を命ずる

場合はこの限りではない。

(6) 受験者は，試験中監督者の許H]を得ないて試験場を出てはならない。

(7) 試験の行われる学期の授業料未納の者・授業時数の 1/3以上欠席した者は，試験を

受けることができない。

(8) 病気・事故その他正‘りな事由によって受験できなかった者は，診断書・事故証明そ

の他正当な事由を証明する書面を添えて，遅滞なく授業担当教員に届出なければなら

なし％

2. 試験における不正行れの懲戒について

(1) 不正行為をした者については，学則第68条により罰せられ，更に年度における当該

授業科目の単位の認定を行わない。

(2) 不正行為のあった者の懲戒処分については，教授会において審議のうえ決定する。

(3) 教授会の決定により処分が確定したときは，学長はその旨保証人を召喚して通知す

ると共に学内にこれを公示する。

IX 成績発表

(1) 成紹発表は，アドウァイサーまたは福祉環境プロジェクト研究担渭教員より本人に成績

表を交付するので，学部事務室の指ぷに従って必ず交付を受けること。その際，学生証を

提示すること。

なお，指定された期fl以外には交付しない。
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(2) 成粕の評価は次の記号て表わし， 60、9ば以卜をもって単位取得（合格）とする。

（合 格） （正規試験不合格） （追・再試験不合格）

A: 100~80点 F: 59点以下（再試験受験11J) D : 59点以下

B : 79~70点 T:追試験受験nJ E:未受験

C : 69~60、I,9ヽ,: z :追・再試験の受験賓格なし

(3) 成紐についての疑間，質間等は成紐表交付日のみ受け付けるのて，学部事務室に問合わ

せること。

(4) 事故，病気育により指定llに成糾表の交付を受けられない場合は，代理人を定め，成紐

表の交付を受けること。その場合，代理人は学生証およひ委任状を持参すること。
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履修の手引と手続き

I 授業科目について

薬学部医療薬学科における授業科日は，学科共通科目群I及びII'専門科目群 I及ひIIから構

成されている。

II 授業科目の単位と認定

本学部では単位制が採用されている。単位制とは，ひとつひとつの授業科目に一定の晶準によ

り定められた単位かあり，履修授業科目に対して，試験もしくはその他の方法により学習評価を

したうえて，その単位を認定する制度である。

単位の認定は， A·B·C3 段階の評価により行い， D·E•F の評価は単位を認定しない。

III 進級基準

1. 当該学生に配分されている必修科li（学科共通科日群I, II及び専門科日群 Iのうちの必

修科H)の単位を修得しなければ進級できない。

ただし，未修得必修科目数が3科目以下の者の進級を認めることがある。

なお，未修得必修科目数は， ド級学年の未修得必修科目数をも加算したものをいう。

実験科目の単位は必す修得していること。また， 2年から 3年への進級にあたっては，総

合演習 Iおよび専門科目群II（選択必修4単位以上）を必ず修得していること。

2. 詞一学年に 2年以上在籍し，正当な理由なく進級可能でない者については，学則に従い適

当な処阻を講ずるものとする。
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3. 進級判定の対照となる科目及び進級に必要な科目数

医療薬学基礎ゼミ

薬学概論

解剖生理学 I

化学 I

化学II

生物学 I

生物学II

分析化学 I

分析化学II

1 生理化学 I

物理薬剤学 I

細胞生理学

言語コミュニケーション論演習

微生物学 I

情報メディア演習

化学演習 I

化学演習II

物理薬剤学演習

化学系実習 I

，化学系実習II

◎進級の対象となる科目数

《22》

ー・＿．＿1

2年→3年へ
l 

．．．ーし＿＿＿＿•一ーー•-----•---— -- -••---
3年→4年へ

名 科目名

Fundamentals of English II 毒性学

薬学外国書講読 薬理学II

| I| 解剖生理学II 病態解析学

化学III 薬物治療学 I

生理化学II 薬物治療学II

| 物理薬剤学II 1 医療薬剤学 I
： 

医療薬剤学II微生物学II

内分泌学 医療薬剤学III

免疫学 臨床薬理学

生薬学 医薬品情報学

衛生化学 I 臨床栄養学

衛生化学III 病態解析学演習 I

薬理学 I 病態解析学演習II

分子生物学 医療薬学系実習 I

生物系実習 I 医療薬学系実習II

生物系実習II 医療薬学系実習III

＊総合演習 I 福祉制度論

福祉論 ！ 医療倫理

専門科目群II （選択必修）

◎進級の対象となる科目数 ，◎進級の対象となる科H数

’ 《20以上〉 ， 《18》
---~------- -

食総合演習 Iは3年進級tについては必修
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N 卒業に必要な単位について

卒業に必要な単位は，次の表に示すとおりである。

----一

各科目群毎に必要とされる

単位数
- --.  --

6単位
三

1単位
I 

- •一• ---• • - -―---•9_ ＿ ＿] 

120単位
---- -

I 学科群
I --一＿＿＿＿ ＿•一• ---—- -—• ---—- -—~ ---

． ＇学科共通科目群 I （英語）
！学科共通科[l: 

学科共通科日群II （情報基礎科[l群）
-- --- ---•-

専門科目群 I
専門科目

専門科目群II （専門関連科日）

卒業に必要な総単位数
---- -- -----

4単位 1 
-------―- -_＿＿ _ --―-ヘ-—--- -□ 
131単位 : 

-------―-- ------------- -•-- --• --- --------—--—- -—--―-- ----- -_」

＞
 

、
＇ー

ー

（

授業科目の配当と履修すべき単位数

学科共通科目群

学科共通科目群 I （英語）

＇ 系
授
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]
 c
 
n
 
e
 
u
 

，
 

F
 
a
 

-

r

＿
 

-

0

i

 

―

―

 

-

.

 

9

卜
•
;
＇

,
1
,

/
f
科
共
通
科

1
附
I
(
＂火閲）

~
 

1

-

タ
—

、
.

v

.

．
 

．
．
．
 

業 禾斗 t l 

Fundamentals of English I 

Fundamentals of English II 

※単位数に〇印を付してある科日は必修を示す。
--------------一．．．．．．．．呵•―-.

年次および単位数 1最低修得
9.. --—・・ ヤ ' ---- -

1年 2年 3年 4年I単位数
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2. 専門科目群
単位数に0印を付してある科目は必修を示す。

l 
科目 I 

--ー
ゼミ ' 

_＿＿＿璽•一］
！宋子ツト国胄講読 i'②＇ 

＇ 解 剖生理学 I

---- ------ | | ＿_三---4
i ② i 

L_＿9 _＿＇+--- -- ！ 

解剖生理学 II ~ ② ! 

一―-- -- l .  _＿------

化 学 I 9 ② f 
［化学 II ② 

,--1-—-----—___j______1 

----—---―----――- | i 
化 学 Ill ② 

| l 
-----------~'-------[—-- l---- -—---

ロ学 ~----h-t-2
生物学 I

- --- - -----~-t +-二＿＿＿］ 
②r- 1 

専—---- ----- --•__ ＿r------―-•一——-- I-- 9一，

生物学 II ② ! | 

------~---------

門分析化学 I I ② 『―――—←-―__ー―-•---I --
分析化学 II ② 

科，

／析化学 III I 

I i- | | 1 
2 '120単位

---------~ ---------+-------・ --— 1————---—--- ----
目生理化学 I ② | T 
’―----, ---,-~~----------•1—--—• •• -----------• ↓,  

生理化学 II

群I ’
②, 

• --—-—--------...．-----+-•----------r --------| | ＿_ _＿ i 

物 理薬剤学 I I ② 
――----- ----- ---• --- --＿＿＿_ | ！ --'--------1 --― 

I 物理薬剤学 II
② 1---------1 

-----—• ------ ---------—•- ---9一ー一______ __ _;_ _____ _j_ ___  --------, 

物 理薬剤学 Ill

細貞―—生理ー予 ―-ー-ロ-／＿+---「 l 
- ---• - ： -------•ヤー•- ----------—ャ• - - - ---l 

芸菩五→ ：：： →ニケーション論演習 ① i 
----------------•--l---- ----—ペー •- ---―・ニ―-----;__ ___ j 

学 I ② 
-----• --- -•一—―中―□-----------,--—-•

学 II• ② | : 

-- -- --- -

泌「
- ---

学

学

生化学 I衛
l 

衛 生化学 II 2
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「専門科目群 II
（専門関連科目）」
の中より， 4単位
以上選択必修。
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VI 授業科目の単位と認定

各年次において履修しようとする授業科目は，毎学期の初めの指定された期日に，所定の方法

（オリエンテーションで説明する）で履修巾請をしなけれはならない。履修申請は，年間の受講

Jt画をたて，単位を取得する意思表ぷをする学期初めの重要な手続きてある。この履修申請手続

を間違えたために，授業科日の腹修ができなくなり，その結果進級はもとより，卒業ができなく

なる場合もあるので，以ドに掲けるi臼知什項を厳守して，誤りのないように腹修申請をすること。

(1) 各学年に配!iされた必修科目は当該学年でのみ履修が認められる。

たたし， ード級学年の科Hを修得出来ずにじ級学年に進級した者が，その科目を再履修する

場合はこの限りではない。

(2) 上級年次の選択科Hを履修することは認めない。

2 下級年次の選択科Hの履修は，止むを得ない理由が認められる場合に限りこれを許可する。

(3) 卒業実験・卒業論文及ひ卒業試験は卒業研究コースと総合演習コースとし，卒業研究コー

スは，研究室に所属して研究室における実験実習を主とし，その結果を基とした論文により

判定される。

2 「総合演習コース」は，研究室に所属して主として特別講義及び総合演習を受講し，認

定試験及び卒業レポートにより判定される。

3 前2項の判定に合格したものは最終試験の受験資格を与えられ，それに合格した者に対

して 2単位が与えられる。

(4) 履修申請書提出後は，授業科目および担当教員などの変更，追加，取消しなどないよう，

提出する前に授業時間割表に則してもう一度確認するなど，細心の注意を払うこと。なお，

腹修照合日が設けられているので間違いなく登録されているかどうか確認すること。ただし，

履修申請書の返還または照合には応じないので，必ず「学生控」をとっておくこと。

(5) 履修申請をしていない授業科Hは，受講しても単位は認められないので，授業科目の申請

にあたっては進級や卒業に必要な単位の算定を慎盾に行ない，修得単位数が不足しないよう

ガ全を期すこと。

(6) |Ci]一学期の同北打限に 2つ以卜の授業科目を履修することはできない。もしこのような重

複する授業科目を履修申請書に出人した場合は，両科目とも登録無効になるので注意すること。

(7) 履修申請書には授業科目，コマ・コード番号など必要事項を正しく記入すること。記載上

の誤りや不明瞭なものは申請自体か無効になるので卜分注意すること。

(8) 英語必修科目および選択科目の履修申請手続は，他の科目と異なる場合があるので，オリ

エンテーションで卜分説明を受けること。

(9) コマ・コード番号とは，時間割表に授業科目と共に出人されている番号で，その時限の授

業科目に固有の番号である。

(10) 指定された期llまでに履修中請を怠った場合は，学業の意思なしとみなされて，退学処分

となるので提出期llを厳守すること。



VII 正規の履修からはずれる場合

1. 再履修
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履修申請をして単位が取得できなかった授業科目については，次年度または次学期にお

いて再び履修することができる。

2. 規定外履修

該当するクラスの授業時間以外のクラスで受講せざるを得ない場合は，必ず学部事務室

に相談すること。ただし 1年次生の規定外履修は原則として認めない。

3. 試験履修

未修得必修科目が3科目以下の者で，前年度不合格となった科目のうち，特に定められ

た条件により，試験のみによる履修を認めることかある。

vm試験について

1. 定期試験および臨時試験

(1) 試験は，定期試験と臨時試験があり，定期試験は原則として学期末あるいは学年末に

行い，臨時試験は担当教員の判断により適宜行われる。

(2) いずれの授業科Hも授業時数の 1/3以上欠席した場合には，原則として当該授業科目

の受験資格を失う。ただし，病気または正当な理由により長期欠席の場合には，特別に

配慮されることがある。

(3) 試験の時間割は掲示により連絡する。

(4) 授業科目によっては論文（レポート）提出によって試験に代える場合がある。

2. 追試験

(1) 追試験は，やむを得ない事情によって定期試験を受験できなかった者に対し，原則と

して学期末または学年末に実施する。

(2) 追試験を希望する者は，正当な事由を証明する書面をもって速やかに授業担当教員に

届け出ること。

(3) 追試験は，成績表の当該科目にTの表示がなされた場合に限って受験することができ

る。

なお，追試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。

(4) 追試験を受験しようとする者は，「追試験受験願」を学部事務室に提出しなければな

らない。

なお，追試験の受験料は， 1科目につき200円である

3. 再試験

(1) 再試験は，原則として学期未または学年末に実施する。

(2) 定期試験の結果，不合格（この場合成績表の:li該科目にFの表示がなされる）となっ

た授業科目のある者は，‘り該授業科目の担‘り教員か再試験を行う場合，受験することか
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できる。

なお，再試験は，囮修（再囮修を含む）した年度に限り受験することがてきる。

(3) 再試験の受験を許口］された者は，「再試験受験願」を学部事務室に提出しなけれはな

らなし％

なお，再試験の受験料は， 1科11につき1,000円てある。

4. 試験に関する注意

1. 通則

(1) 試験場内ては，すべて監督者の指ぷに従わなけれはならない。なお，監督者の指ぷ

に従わない者には，退場を命することがある。

(2) 試験場内では，筆晶用具・持込みを謹された資料以外のものは，すべて監督者の指

定する場所におかなけれはならない。

(3) 受験者ば芹牛，祉およひ受験許nJ証（追・再試験の場合）を，机の上の見やすい場所

に提ぷしておかなけれはならない。

(4) 試験開始から20分を経過した後は人室・受験を認めない。

(5) 試験開始から25分を経過するまでは退場を認めない。なお，監督者が退場を命する

場合はこの限りてはない。

(6) 受験者は，試験中監督者の許可を得ないで試験場を出てはならない。

(7) 試験の行われる学期の授業料未納の者・授業時数の 1/3以卜欠席した者は，試験を

受けることかできない。

(8) 病気・事故その他正‘りな事由によって受験できなかった者は，診断書・事故証明その

他ll上^ ‘^りな伯tJを証明する苫面を添えて，遅滞なく授業担‘li教員に届出なけれはならない。

2. 試験における不正行為の懲戒について

(1) 不正行為をした者については，学則第68条により罰せられ，更に年度における背該

授業科目の単位の認定を行わない。

(2) 不正行為のあった者の懲戒処分については，教授会において審議のうえ決定する。

(3) 教授会の決定により処分か確定したときは，学長はその旨保証人を召喚して通知す

ると共に学内にこれを公小する。

IX 授業科目の単位認定と進級および留年

1. 単位認定

(1) 各科目の成績は試験の成績等により総合的に判定する。

(2) 100点を満、rほとし， 60、点以tを合格とし，単位を仮認定する。

その評価は次に従う。

評価 得点分布

A 100~80、点
B 79~70』i
C 69~60、Iば、
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(3) 留年した者が既修得科目を再受講後，定期試験を受験して，その成績が前回を上回った

場合は，それをもって最終成績とする。

(4) 追試験における評価は60点を合格とし， 80点を上限とする。

(5) 再試験による成績の最高点の評価は定期試験の合格者の最低点を上回らないものとする。

2. 進級及び留年

(1) 各学年の進級は，仮認定された単位が別に定める進級基準に従って認定されたとき，可

能となる。

(2) 原級に留年した者は，当該学年の必修科目のうち実習を除くすべてを再履修しなければ

ならない。また，選択科目を再履修するときは，履修届を提出する。

2 原級における既修得科目の再評価をすることができる。

3 4年次生で卒業出来なかった者は留年または卒業延期とする。

(3) 同一学年に 2年以上在籍し，正当な理由なく進級可能でない者については，学則に従い

適当な処附を講ずるものとする。

x 成績発表

(1) 成績発表は，アドヴァイザーまたは配属講座教員より本人に成績表を交付することにより行

う。学部事務室の指示に従って必ず交付を受けること。その際，学生証を提示すること。

なお，指定された期日以外には交付しない。

(2) 成績の評価は次の記号で表わし， 60点以上をもって単位取得（合格）とする。

（合 格） （正規試験不合格） （追・再試験不合格）

A: 100~80点 F: 59点以下（再試験受験可） D: 59点以下

B : 79~70点 T:追試験受験―nI E：未受験

C : 69~60点 Z:追・再試験の受験資格なし

(3) 成績についての疑問，質問等は成績表交付日のみ受け付けるので，学部事務室に問合わ

せること。

(4) 事故，病気等により指定日に成績表の交付を受けられない場合は，代理人を定め，成績

表の交付を受けること。その場合，代理人は学生証および委任状を持参すること。
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教職課程

I.教職課程の履修について

教職課程は，中学・高等学校教員の免許状（教育職員免許状）を取得する課程てある。本学に

おいては，以ドて述べる教科の課程がある。免許状取得のためには，卒業に必要な科目に加えて

「教職に関する科tl」など，相当鼠の自由科目を履修しなければならない。

教職課程は，将来教員になる意欲のある者の履修を原則とする。学生諸君には，充実した学業

を修め大学を卒業すること，その上でさらに，教職をめさす熱意を持って最後まで努力する意志

が求められる。最近の教員採用は数において少なく，質においてもきわめて高度なものが要求さ

れており，これらの状況を充分踏まえたうえで履修すること。

II.教育職員免許状について

1. 免許状の種類および教科

本学で取得できる教育職員免許状は，第 1表のとおりである。

（第 1表） 取得できる免許状の種類および教科
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2. 基礎資格と最低修得単位数

教育職員免許状を取得するためには，学士の称号を有し，さらに免許法に定める単位（第2表）

を修得しなければならない。また，中学校一種免許状を取得する際は，平成10年4月から施行さ

れた免許法の特例に定める「介護等の体験」も必要である。

（第2表） 教育職員免許状取得のための最低修得単位数

免許状取得に必要な
中学校教論一種免許状 高等学校教論一種免許状

最低修得単位数

教科に関する科目 20単位

／ 
20単位

教職に関する科目 31単位 23単位

教科又は教職に関する科目 8単位
16単位 ---／ 

第2表「教科に関する科目」は，免許教科ごとに定められた科目である。第5表から第27表

(299ページから 322ページ）に学科および教科ごとにその内容が示されている。また「教職に関

する科目」は， どの教科にも共通に設定された科目である。第4表 (297ページ）にその内容が

示されている。

「教科および教職に関する科目」の単位には，上記の科目から最低修得単位を超えて履修した

ものが含まれる。
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III.単位の修得及び履修方法

1. 学士の称号を得る

教育職員免許状を取得するには，学士の称号を得ること（卒業）が前提となる。まず学科ごと

に指定された卒業に必要な科目を修得しなければならない。さらに，その中には免許法で第3表

の科目を含むという制限がある。注意して履修すること。

（第3表） 卒業に含めて修得する科目
,------—ー ・ー ー・ t- -ヽ•••一•-． -• 

＇ I 区 分 履修方法r -------------――-----~—~--——-----一- --~ ---、――--- -------—---- -- l 
日本国憲法 (2単位） 必ず修得すること。
口―`  -------—---------•—-—- T—-•---—----~—--—-- ---------------―--—- -— 

！生涯スポーツ概論 (2単位） i 3科目の内より，いずれか1科H(2単位）を修

1 スポーツ科学 I (2単位） ，得すること。

スポーツ科学 II (2単位）

Business English Writing (2単位）

Spoken Business English (2単位）

English for Internet (2単位）

Public Speaking (2単位）

Reading: Case Studies (2単位）

l なお，当該学科において開設されていない場合

には他学科履修になります。
-------—- --―-----—---—-- -―------- ----------＿＿＿•一•一•―- --」

9科目の内より，いずれか 1科目 (2単位）を！

，修得すること。

i なお，当該学科において開設されていない場合

1 には他学科履修になります。

I English for Broadcasting (2単位）
Reading & Discussion (2単位）

1 Presentation in English (2単位）

I Business English Conversation (2単位）
[ - -—-—-^—- -—- - - -^- -—+ -------9--―-- --――- -—----_ ＿―-------

情報メディア演習 I (2単位） i 4科目の内より，いずれか 1科目 (2単位）を
I 
情報メディア演習II (2単位） ！修得すること。
I ‘情報メディアリテラシー I (2単位） ！ なお，当該学科において開設されていない場合 1

情報メディアリ
ー、一、

I 
アフン一II (2単位） ！には他学科履修になります。 1 

] - 、--
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2. 教職に関する科目

「教職に関する科目」（第4表）は，免許状を取得するうえで，一部の科目を除き必修となる。

また，これらの科目は，学則上，自由科目群に区分され卒業に必要な単位数には算入されない。

（第4表） 教職に関する科目

履修年次 履修年次
科 目 単位

経情 1人文

科 目 単位

経情人文

＊教 職 論 2 1 貨視聴覚教育 2 2~3 

教育原理 I 2 1 ＊生徒指導 2 2 
＊教育原理 II 2 2 （進路指導の理論及
（教育課程の意義及 び方法を含む）
び編成の方法を含
む） ＊教育相談 2 3 

I （カウンセリングを

含む）

！※総合演習 I 2 
', 
1~4 

女教育心理学 2 2 ※総合演習 II 2 2~4 
青年心理学 2 2 

※いずれか1科目
＊教育制度

i 

2 2 2単位選択必修

＊教科教育法 I 2 3 ＊教育実習 I 3 4 
＊教科教育法 II 2 （事前及び事後指導
教科教育法 III 2 を含む）

教育実習 II 2 4 
斉道徳教育 2 

＊特別活動 2 

注1 ＊印の付してある科目は，免許状の資格を得ようとする者は必修。また，※印の付し

てある科目は，いずれか 1科目 2単位を選択必修。ただし，高等学校の免許状のみ取得

の場合は，「道徳教育」を「教科又は教職に関する科目」に配当する。

注2 総合演習IIを履修する者は．教職論または教育原理 Iを修得していることが望ましい。

①「教科教育法 I • II」は，授与を受けようとする免許状の教科に関するものを，履修するこ

と。中学校の免許状を取得する場合には，「教科教育法III」を併せて履修すること。

国 語……••…•国語科教育法 I ・II・III 

社 会…………社会科教育法 I·II•III

英 語…………英語科教育法 I・II・III

地理歴史………•••地理歴史科教育法 I • II 

公 民…………公民科教育法 I• II 

商 業…………商業科教育法 I• II 

福 祉・..…••…•福祉科教育法 I • II 
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②「教育実習 I• II」の履修は，第4表の貨印を付してある必修科目のうち，「教育実習 I• 

II」を除く全ての単位の修得を前提とする。ただし，高等学校の免許状のみの場合は「道徳

教育」を除く。

なお，中学校の免許状を取得する場合には，「教育実習II」は必修。

3. 教科に関する科目

「教科に関する科目」は，免許状の教科別に定められた科目で，各学科の専門科目の一部及び

自由科目からなっている。本学では，中学・高校両免許状取得をめざす教科コース制をとってお

り，その科目は第5表～第27表のとおりである。学科ごとに授業科目が指定されているので，所

属学部学科の表を確認すること。指定された科目の中から，玄印の付してある教職課程における

必修科目を含み20単位以上修得すること。

なお，第5表から第27表の単位数に〇印を付してある科目は，各学部・学科の卒業必修科目，

△印を付してある科目は自由科目，無印は各学部・学科の選択科Hを示す。

4. 教科又は教職に関する科目

「教科に関する科目」および「教職に関する科目」の中から，最低修得単位数を超えて，中学

校一種免許状では8単位，高等学校一種免許状では16単位以上を選択して修得すること。
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経営情報学部 経営情報学科

社会コース（社会・公民）

以下の表より，斉印の付してある科目を含み，中学，高校それぞれ最低20単位以上修得しな

ければならない。

第5表〔経営情報学科社会科開設科目 中学〕

教育職員免許法施行規則に
i 免許 定める教科に関する専門教 本学開設科目

状の 育科目 備 考
種類

科 目 開設科目 単位 履修年次

日本史及び外国史 食外国史概説 1I △2 2 
＊日本の歴史△4 2 • 3 

地理学（地誌を含む。） ＊地理学 I △2 2 
＊地理学 II △2 2 
＊地 誌 △2 3 

中 I 法律学
． 政治学 ＊法律学概論 △2 2 

貨国 際 法 4 3 • 4 
I 商 法 4 2 • 3 

経 済 法 4 2 • 3 

労働法 1I 4 3 • 4 
邑子 国際関係論 4 3 • 4 

国際政治論 4 3 • 4 
社会生活と法 2 1·2•3 
国家と政治 2 ： | 1•2·3 j 

I ii 校

国際政治人門 2 1・2・3 j 
I 

社会学 ． 経済学 ＊国際経済学 4 
3 • 1 ！ 

食経済原論 4 1・2 2•3 
経営管理総論 ④ 
経営学史 4 2 • 3 
経 営 史 4 

1·2•3 ! ， 経営科学 4 2 • 3 
国際経営比較論 4 3 • 4 
国際開発論 4 3 • 4 
都市文化論 I 4 3 • 4 

種 （日本）
地域と文化 4 3 • 4 
経済のメカニズム 2 1•2·3 
国際経済事情 2 1・2・3 
社会統計学 2 1・2・3 

←▼̂  

哲 学・倫理学・宗教学 倫理学概論 △2 3 いずれか 1科
宗教学概論 △2 3 目2単位以上

I 
選択必修。

L 
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公民科開設科目 高校〕

— l —-—-~- 口 ヽー
--7 

教育職員免許法施行規則に
免許 定める教科に関する専門教 本学開設科目 i 
状の＇ 育科目 ＇備考
種類： ー＿＿＿ ------ ------、---- ~ 9—---^'-----I 

i 科 目 単位 1 開設科 目 1 単位 1 履修年次
^^ -- ~ -- ~ ^～’- ‘̂ 

法律学（国際法を含む。） • |食法律学概論 i△2 ! 2 
--------t- —□---―[ _＿ --

政治学（国際政治を含む。） i責国 際 法 4 i 3 • 4 
法 4! 2 • 3 
済法 4: 2 • 3 I 
働法！ 4I 3 • 4 
際関係論 1 4' 3 • 4 

1 国 際政治論， 4 3 • 4 
1 社 会生活と法 2' 1•2·3 
＇ 国 家と政治 9 2’l•2•3 1 
i 国際政治入門/ 2 I l • 2 • 3 

:~=-.「――-—--―--↑—+~ -「―-- --
社会学・経済学（国際経済 食国際経済学 9 4 3. 4 
を含む。） 食経済原論 1 4 1 ・ 2•3 ! 

営管理総論＇ ④ 2 
営学史 4 j 3 • 4 
営史 I 4 ! 1・2・3
営科学 i 4 1 2. 3 
際経営比較論 I 4 ! 3 • 4 
際開発論 4 : 3 • 4 
市文化論 II 4 I 3 • 4 
（日本） 1 

池域と文化 I 4 1 
＇ 経済のメカニスム i 2 l 
1 国際経済事情 2 ! 

＇種 社会統計学 2

―――-9 -- - -―----、し—^
哲学・倫理学・宗教学・ 倫理学概論△ 2l 

！ 心理学 宗教学概論△2 ! 

-9 -

責印は，教職課程必修科目。

第 6表〔経営情報学科

高

等

学

校

I 

3 • 4 | 
1•2·3 ！ 

1・2・3 
1 • 2 • 3 I I 

1 
I 

- -―---^-- 7 
3 いずれか 1科！

3 ~単位以上
選択必修。

I 
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商業コース（商業）

以下の表より，女印の付してある科目を含み，最低20単位以上修得しなければならない。

第7表〔経営情報学科商業科開設科目 高校〕

i免許

I 
教育職員免許法施行規則に

I I 定める教科に関する専門教 本学開設科目
状の 育科目

I 備 考
種類

i 

科 目 ＇ 開 設科目 単位 履修年次

商業の関係科目 唸会計学原理 4 1 • 2 
唸マーケティング論 4 2 • 3 

I i 
経営学総論 Tl 1 経営情報論 2 • 3 

高 プログラミング
演習 I ② 2 

プログラミング i
演習II 2 3 • 4 

等 簿記原理 ④ 1 
管理会計論 4 3 • 4 
産業概論 4 1·2•3 
人事労務管理論 4 3 • 4 

呂子 ロジスティクス
管理論 4 3 • 4 

経営戦略論 4 3 
経営組織論 4 2 • 3 

校 経営環境論 4 2 • 3 
労使関係論 4 3 • 4 
原デシータ通伝論 4 3 

， 

| i； ＾ 工
種

l 経

ll コ

＇ 

L 職 業 指



302 

経営情報学部 国際経営学科

以下の表より，食印の付してある科目を含み，中学，高校それそれ最低20単位以上修得しな

ければならない。

許
の
類

免
状
種

第 8表〔国際経営学科社会科開設科目 中学〕
—^—- --—7- -ヽヽー 一、

目

---—□ 
i 

履修年次 i
← | ＾ 9-— 

本史及び外国史 ＊外国史概説 1 △ 2 I 
＊日本の歴史 i△ 4 I 2. 3 
i 比較文明論 2 I 1・2・3---- --t------口”---- -— 

地理学（地誌を含む。） ＇＊地理学 I △:[ 2 
＊地理学 II △2 I 2 条

＊ 地誌I△2 31  
―― ---- 一^ー ーーロ＿ ＿ ー一—~—+
法律学・政治学 1＊法律学概論 I△2| 

＊国際法 '4
国際摩擦とコミ ＇ 

ュニケーション 4 I 3. 4 
国際関係論I 4 1 1. 2 
国際関係論III 41 1・2 
国際開発論 I 4 i 3 • 4 
国際企業法務 2 ! 3 • 4 
国際政治論 4 1 1. 2 
--—+-』＿___:__
＊国際経済学 I 4 I 1 ・ 2•3
＊経済原論 4 1・2・3 
多国籍企業論 ② l 
国際経済事情 ② 1 
公共財政論 1 2 1 ・ 2•3
企業倫理論 2 i 1・2・3
l 異文
国際
国際フ‘
サイバー

言
経営
都市
市民

1 地域

，闊
-~~-t-ー-
学・宗

土
打 考

中 4
 

2
.
 
3
 

}
 
子

校

種

社 会 学 経 済 学
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第9表〔国際経営学科公民科開設科目 高校〕

教育職員免許法施行規則に
免許 定める教科に関する専門教 本学開設科目
状の 育科目 備 考
種類

科 目 単位 開設科 §1爪位 履修年次

法律学（国際法を含む。）． 貨法律学概論 △ 2 2 
政治学（国際政治を含む。） ＊国 際 法 4 3 • 4 

国際摩擦とコミ
ュニケーション 4 3 • 4 
国際関係論I 4 1 • 2 

高 国際関係論II 4 1 • 2 
国際開発論 4 3 • 4 
国際企業法務 2 3 • 4 
国際政治論 4 1 • 2 

等

社会学・経済学（国際経済 食国際経済学 4 1・2・3 

I i 

を含む。） 森経済原論 4 1•2·3 
多国籍企業論 ② 1 

邑子 国際経済事情 ② 1 
公共財政論 2 1・2・3 
企業倫理論 2 1・2・3 
異文化適応論 4 2 • 3 

校 国際経営論 ④ 1 
国際ファイナンス論 4 2•3·4 
サイバー・コマース論 4 2•3·4 
国際経営比較論 4 3 • 4 
経営管理総論 4 2・3・4 
経営環境論 4 2 • 3 
都市環境論 4 2 • 3 
市民起業家論 2 2 • 3 

種 地域振興論 2 4 
海外経済事情 2 3 • 4 
比較公共政策論 2 1 • 2 

哲学・倫理学・宗教学・ 倫理学概論 △ 2 3 いずれか l科
心理学 宗教学概論 △ 2 3 目2単位以上

選択必修。
~~ 

＊印は，教職必修科目。
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経営情報学部 サービス経営システム学科

社会コース（社会・公民）

以下の表より，玄印の付してある科目を含み，中学，高校それそれ最低20単位以上修得しなけ

ればならない。

第10表〔サービス経営システム学科社会科開設科目 中学〕

誓
Lー＾

I : 

） 

| （国際経済を含む。） 1責経 済 原 論 I ④ ! 1 | 
ー ： 世界メディア文化論N ! 2 

（メディアと国際経済）

サイバー・コマース論 4' 
1 サービス経営管理論 4 

種 公共サービス論 2
I 広報・広告論 2 

一丁^ •一論△2
宗教学概論i△2 I 

I l | 

h
r
 

芸子

交
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第11表〔サービス経営システム学科公民科開設科目 高校〕

教育職員免許法施行規

免許 I 則に定める教科に関す 本学開設科目
状の る専門教育科目 備 考

種類 I
科 目 開設科目 単位 I履修年次

法律学（国際法を含む。） ＊法律学概論 △2 2 
・政治学（国際政治を含食国 際 法 △4 3 • 4 
む。） 商 法 4 2 • 3 

世界メディア文化論III 2 1 • 2 • 3 
高 （メティアと国際政治）

等 社会学 ． 経済学 ＊国際経済学 △4 3 • 4 
（国際経済を含む。） 斉経 済 原 論 ④ 1 

邑子 世界メディア文化論N 2 1 • 2 • 3 
（メティアと国際経済）

校 サイバー・コマース論 4 3 • 4 
サービス経営管理論 4 2 • 3 
公共サービス論 I 2 3 
広報・広告論 1 2 3 

種 国際経営論 4 3 • 4 

哲学・倫理学・宗教学 倫理学概論△2 3 ＇ l iいずれかl科
宗教学概論△ 2 3 目2単位以上

選択必修。

女印は，教職必修科目。



306 

商業コース（商業）
以下の表より，玄印の付してある科目を含み，最低20単位以上修得しなければならない。

第12表〔サービス経営システム学科

免許！ 則に定める教科に関すl 
状の る専門教育科目

種類 科

1 ------9- --=--
商業に

中 I

学＇

目 I

商業科開設科H 高校〕--—---—-~,-~ 
本学開設科目 1 

備 考
l ― 

開 設科目 単位履修年次
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人文学部 国際文化学科

国語コース（国語）

以下の表より，女印の付してある科目を含み，中学，高校それぞれ最低20単位以上修得しな

ければならない。

第13表〔国際文化学科 国語科開設科目 中学〕

教育職員免許法施行規則に
免許 定める教科に関する専門教 本学開設科目
状の 育科目 備 考
；種類

科 開設科目 単位 履修年次目

国語学（音声言語及び文章 ＊日本語学概論 4 2 
表現に関するものを含む。） ＊日本語表現法I 2 2 

（表記・文法・
LLを含む）
日本語表現法II 2 2 
（文章）
日本語表現法III 2 3 
（論文作成法）
日本語と文化 2 2 

中 言語学概論 4 1 • 2 
日本語教授法I △ 4 2 • 3 
（音声）
日本語教授法II △ 4 2 • 3 
（語彙）

邑子 日本語教授法III △ 4 2 • 3 
（文法）
日本語教授法N △ 4 3 • 4 
（教材・教具）
日本語教授法v △ 4 3 • 4 

校 （評価）
日本語教授法VI △ 4 3 • 4 
（教授法）
日本語教授法VII △ 4 3 • 4 
（演習）
日本語基礎表現法 2 1 • 2 

国文学（国文学史を含む。） ＊日本文学概論 4 1 • 2 
日本の文学 I 4 2 • 3 
（古典）

種 日本の文学 II 4 2 • 3 
（近代）

i 

文学 食漢文講読 II△ 2 2 
（韻文）
食漢文講読 II △ 2 3 
（散文）

＊書道 II△ 2 
（書写中心）

I疇 i首 TT /¥ ? I 3
 I-] 
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第14表〔国際文化学科

許
の
類

免
状
種

高

等

学

校

種

国語科開設科目 高校

--―|  』̀ 1

本 学開設科目
備考

三□作：klャーI
日本語表現法III 
（文章） 2 I 2 
日本語表現法III
（論文作成法） 2 I 3 i 
H本語と文化： 2 I 2 
言語学概論 4 I 1 • 2 
日本語教授法I △4 I 2 • 3 I I 
（音声）
日本語教授法IIi△4 I 2 • 3 I 
（語彙） i 

日本語教授法III △ 4 I 2 • 3 
（文法）
日本語教授法N △4 I 3 • 4 
（教材・教具）
日本語教授法v △4 I 3 • 4 
（評価）

日本語教授法VI！ △ 4 I 3. 4 I I 
（教授法） : 

日本語教授法VII △4 I 3 • 4 
（演習）

2 I 1 • 2 

国文学夏を含む。） 丁：□:文学概：／ー］
4 

l 4 
文 学 I女漢文講読 Ii △ 2 

（韻文）
貨漢文講読 II △2
（散文）

| 

科目。

2

3

 

．． 
1

2

 
2 • 3 

2
 
3
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社会コース（社会・地理歴史・公民）

以下の表より，貨印の付してある科目を含み，中学，高校それぞれ最低20単位以上修得しな

ければならない。

第15表〔国際文化学科社会科開設科目 中学〕

教育職員免許法施行規則に
免許 定める教科に関する専門教

状の□□□ 本学開設科目

種類 科一バ～目ー［口門筐↑次
日本史及び外国史 斉外国史概説△ 2I 2 

，貨日本の歴史 4 I 2 
＇ 歴史文化研究の方法 4 I 1 • 2 
文化交流史 I I 4 2 • 3 
（日本：アジア）
文化交流史 III 41 2・3 
（日本：欧米）
先史文化論
近代化論
日本文化史
近代日本とアジア
中国と日本 I
（古代）
中国と日本 II
（近・現代）

備 考

中

4
4
4
4
4
4
 

3
4
3
4
4
 

．．．．． 

2
3
2
3
3
 3 • 4 

地理学（地誌を含む。） ＊地理学 II△2 I 2 

学

校

種

科
上
1
以
゜

か
位
修

れ
単
必

―ず

2
択
目
選

△ヽ、’>

]
 ーロ
4
4
2
2
2
[
2
2
 

一
△
△

L:9,9, 

論
論
ム
情
学
＿
論
論

誓
諭
計
概
概

統

:f学

上

ヵ

済メ
経

―

営
開
経際
際
刷
際
戸
理
教

国
国
経
国
社
一
倫
宗

ー
／教宗

．
 

[学理倫
．
 

学哲
↑
 

l _.~t l.  ＾ _．．----―-----
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第16表〔国際文化学科地理歴史科開設科目 高校〕

"＿＿薮育職員免許法施行虹則に ー9 ---- -- ―--

！免許， 定める教科に関する専門教 本学開設科日
状の I 育科目
種類，^ ＿^＿＿ -・-・---------------、----―1------------ -・』

＇科目 開設科目 1 単位履修年次
---~--- -----------

1 日 本
I I ―"-- ------

史 ＊日本の歴史 ~2--T 
歴史文化研究の I 4 1 1 • 2 

方法 i | 

文化交流史 Ii 4 I 2 • 3 
（日本：アジア）

文化交流史 II 4 I 2 • 3 
（日本：欧米）

先史文化論 4 
近代化論! 4 
日本文化史 4 

史 ＊外国史概説△ 2
： 近代日本とアジア 4 
！ 中国と日本 II 4 i 
（古代） ， 

中国と日本 II 4! 3. 4 
（近・現代）

~ -- - -- --—ーロ― ----- ---～- -

人文地理学及び自然地理学 ，＊地理学 I ]△ 2 
＊地理学 II △2
環太平洋圏の
社会と文化 4 3. 4 

文化人類学 II 2 I 1 • 2 
文化人類学 II' 2, l. 2 
カナダの社会と i

文化，
， ラテンアメリカ

□―- の社会と文化

＇地

→ a-- |―-
誌＊地

｀ 
＊印は，教職必修科目。

高

等

学

校

外 国

備 考

一
2

2
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第17表〔国際文化学科公民科開設科目 高校〕

II 教青育職員免許法施行規則に
免許 める教科に関する専門教 本学開設科目
状の 科目 備 考
種類

科 目単位'1 開設科目 単位 履修年次

I 法律学（国際法を含む。）． 食法律学概論 △2 2 | 
i 政治学（国際政治を含む。） ＊国 際 法 4 3 • 4 
I 国際関係論 '4 3 • 4 

国際政治論 4 3 • 4 
高 アジア国際関係論 4 3 • 4 

社会生活と法 2 1 • 2 
国家と政治 2 1 • 2 

等
I 
国際政治入門 2 1 • 2 

社会学・経済学（国際経済 貨国際経済学 4 3 • 4 
呂子 を含む。） ＊経済原論 △4 2 • 3 

： 

都市文化論 I 4 2 • 3 
（日本）

1 校 社会心理学特論 4 3 • 4 
； 

地域と文化 4 3 • 4 
国際経営比較論 4 3 • 4 
国際開発論 4 3 • 4 
経済のメカニズム 2 1 • 2 
国際経済事情 2 1 • 2 

種 社会統計学 2 1 • 2 

I 哲学・倫理学・宗教学心理・学 倫理学概論 △2 3 いずれか l科
I 宗教学概論 △2 3 目2単位以上

選択必修。



312 

英語コース （英語）

以下の表より， 玄印の付してある科目を含み，最低20単位以上修得しなければならない。

英語科開設科H〕

目科設 口
下，—＾-----! 

単位 I履修年次 I
----;----- - I 
4 2 

開学本

第18表〔国際文化学科
~’―-、 -̂--- --- ^ --- 99-- --- ^—----

l 教育職員免許法施行規則に
免許， 定める教科に関する専門教

儡［ー育科目―----

科

語

備 考

--------' 
l 英

！ 

---• I 

2

2

 

2

2

 2 

2 I 

2
 
3
 

英

-~.. 

米文

中

学

校

種

高

等

学

校

種

， 

: 
， 

ャ―--- -- - ---- ---

＇ ー サ韮
央 nuコミュニケーション

4
4
4
 
2
2
2
 

•• 
,•9, 

•• 

,
 

2

2

2

 

＇ 

2

2

 

--,-------

目 開設科目
--—+ - ＾ -------------

学 食英語学概論
！ アメリカ社会
I の文化と英語 i
英語表現法 Il 
（音声）
英語表現法 II
（文法）
英語表現法 III
（論文作成法）

----- 7 -------- -~---- -------→-

学 責アメリカ文学概論，
近代アメリカ文学
玄近代イギリス文学＇

一------

玄英会話 I
英会話 IIl ［ 
英会話 III
Reading & 
rltmg I I 

Reading & ; 
ritingII | 

Reading & 
riting III 

Speaking & 
Listening I 
Speaking & 
Listening II 
Speaking & 
Listening III i 2 
翻成の基礎（英日） ！ 2 
翻訳の技法 I

| 

（英日・実務翻訳） 2 i 3 • 4 
通訳の基礎（英日） 2 i 3 • 4 
通訳の技法 I i 

（英H・実務通訳） i 2 1 3 • 4 
＾一~ 9 ---~-

| 
化 理 解 I食異文化間コミュ 4 

へ^一丁―ー一 ‘^_＿ ＿＿ ← ―----- --

1 • 2 
| 

| 
ニケーション論
比較文化概論， 4 ! 1 • 2 
日米比較文化' 4 ! 2 • 3 
アメリカ文化概論 1 4, 1 I 

| 
アメリカの歴史 i 4 ! 2 • 3 ! 
アメリカの思想 4 ! 2 • 3 

! i 

ヨーロッパ世界 i
アメリカ| 4 I 3 • 4 

ラテンアメリカ ／ 

アジアとアメリカ 4 ! 3. 4 I 
アメリカ ， 

9-―- -―-------- J 

「＇-

3

3

3

 

3
3
4
 

．．． 

.

.

.
 -
2
2
2
 

-••• 
1
1
1
 

2
2
3
}
 

1・2・3 

1・2・3 

1・2・3 

1•2·3 

1・2・3 

1・2・3 
3 • 4 

異 文
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人文学部 国際交流学科

社会コース（社会・公民）

以下の表より，＊印の付してある科目を含み，中学，高校それぞれ最低20単位以上修得しな

ければならない。

第19表〔国際交流学科社会科開設科目 中学〕

教育職員免許法施行規則に

免許 定める教科に関する専門教 本学開設科目
状の 育科目 備 考
種類＇

I 開設科 H I単位 1履修年次科 目

日本史及び外国史
女外国史概説II △2 I I 2 
＊日本の歴史△ 4 2 • 3 
日本の歴史と文化 2 1 • 2 I 
世界の歴史と文化 2 1 • 2 
（東洋）
世界の歴史と文化 1 2 I 1 • 2 
（西洋）
文化交流史 II 4 I 2 • 3 
（日本：アジア）
文化交流史 III 4 I 2 • 3 
（日本：欧米）

中 I 中国と日本 III 4 I 2 • 3 
（近・現代）

地理学（地誌を含む。）
学

校

種

法律学・政治学

食地理学 II△2 I 2 
＊地理学 I-II△2 2 

食地 誌 i△ 2 I 3 
寸

＊法律学概論 I△2 I 2 
玄国際法 1 4 3. 4 
法の精神と役割 2 I 1 • 2 
国際政治入門 2 I 1 • 2 
政治学入門 I 2 I 1 • 2 
国際交流・協力
概説 A（世界） 2 I 1 • 2 
国際交流・協力
概説 B（日本） I 2 I 1 • 2 
国際交流・協力
概説C（アジア） I 2 I 1 • 2 
国際交流・
協力と法 I 4 I 2 • 3 

国際交流・協力
実践の方法 2 I 1 • 2 
国際開発論 4 I 3 • 4 
国際関係論 4 I 3 • 4 
アジア国際関係論 4 I 3 • 4 
国際摩擦とコミュ 4 I 3 • 4 
ニケーション

国際政治論 4 I 3 • 4 

続く
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冊

選択必修。
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第20表［国際交流学科公民科開設科目 高校〕

教育職員免許法施行規則に
免許 定める教科に関する専門教

儡
本学開設科目

高

等

学

校

9 -

種

育科目 備 考
！ 

I 
科 目 開設科目 単位 履修年次

法律学（国際法を含む。）． ＇＊法律学概論 △ 2 2 
政治学（国際政治を含む。） 汝国 際 法 4 3 • 4 

法の精神と役割 2 1 • 2 
国際政治入門 2 1 • 2 
国家と政治 2 1 
国際交流・協力

概説 A（世界） 2 1 • 2 
国際交流・協力

概説 B（日本） 2 1 • 2 
国際交流・協力

概説C（アジア） 2 1 • 2 
国際交流・

協力と法 4 2 • 3 
I 国際交流・協力

実践の方法 2 1 • 2 i ! I 
国際開発論 4 3 • 4' 
国際関係論 4 3 • 4 ！ ' 
アジア国際関係論 4 3 • 4 
国際摩擦とコミュ
ニケーション 4 3 • 4 
国際政治論 4 3 • 4 

社会学・経済学（国際経済 食国際経済学 4 3 • 4 
を含む。） 女経済原論 △4 2 • 3 

経済学入門 4 1 
国際経済事情 2 1 • 2 

I 人間と集団 2 1 • 2 
地球社会の人間観 2 1 • 2 ！ 

比較社会論概説 2 2 • 3 
日本とヨーロッパ 4 2 • 3 
日本と東南アジア 4 2 • 3 
アジアとヨーロッパ 4 2 • 3 
N G 〇論 4 3 • 4 
国際技術協力論 4 3 • 4 
現代コミュニ

ケーション概論 2 1 • 2 
異文化適応論 4 2 • 3 
国際コミュニケー

ションとメディア 4 2 • 3 

： 

組織コミュニ

ケーション論 4 3 • 4 
国際経営論 4 3 • 4 
国際資源論 4 3 • 4 

倫理学概論 △ 2 3 いずれか 1科
心理学 宗教学概論 △ 2 3 目2単位以上

二―- ---- --- ！ 選択必修。
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英語コース （英語）

以ドの表より， 食印の付してある科目を含み，最低20単位以上修得しなければならない。

英語科開設科目〕
ー• • -- ,------ —• ^^`― - - . - ,．- ,----------- •ー・ ー^ー・一^ 一 ・， ． 

一
教育職員免許法施行規則に l 

免許 ＇1 定める教科に閃する専門教 本学開設科目 1 

状の 育科目
種類 l

I 
- --、-----． ．---•ー 、ー・•- ． ~ --―----—^, . ------ - 9 - •~——^” ―---＿＿、 9—---
科 目 開設科目単位 1 履修年次 i

•- ----- - --.．- -—- - l―- •一—• 9- - -——•—- -t —-•- -- --

英 語 学食英語学概論 I 4 i 2 
英語表現法 I1 2’ 2 l 
（発音‘
英語表現`-上↓
（文法） 2 ; 2 
英語表現法 III: 2 i 3 ! 

（論文作成法） I ! 

--- - - 9 -―-----i -•—- -~--- ~ ＾ 

文 学 i ＊アメリカ文学概論！ △ 4 2. 3 ! 
--t 

食近代イキリス文学 △ 4 j 3 • 4 I 
i 移民の文学 4 3. 4 l 

---------- -― 9 - - --,  • -—、-―---、, ：一—- -

英語コミュニケーション l食英会話 I 2 ! 1 ・ 2•3 丁―
英会話 III 2'. 1・2・3 
英会話 IIl 2 [ 1 ・ 2•3
Reading & I 

Writing I ! 2 • 1・2・3 
Reading & - I 1 

Wrlt1ngII 2 | 1 • 2 • 3 ¥ 
Reading & ！ 
WritingIII 2 | 1 • 2 • 3 1 

Speaking & I : 

Listening I ; 2 I 1 ・ 2 • 3 
Speaking & I I 
Listening II 1 2 ! 1・2・3 
Speaking & I i 
ListeningIII | 2 1 • 2 • 3 
翻成の基礎（英日） ！ 2 i 3 • 4 
翻訳の技法 I! 
（英日・実務翻訳） 1 2 | 3 • 4 
i 通訳の基礎（英日） 2 | 3．4 | 

i ・ 通訳の技法 I,
| （英日・実務通訳） I 2 I 3 • 4 ! 

f―- - ------------_____L――-,  l --+ 
！ 涅〉/、 文 化 理 解］ ＊異文化間コミ／］ I —----

、ヨニケーショ／暉| 4 1. 2 I 
比較文化概論！ △4 ! 1 • 2 
国際コミュニ I -. i 

I 

ケーション概説 1 2 | 1. 2 
日本と北米 4 i 2 • 3 
アジアとアメリカ I 4 1 2 • 3 
国際学芸交流論 4 1 3 
アメリカ
国際関係論！ 4 I 3 

国際コミュ
ション実践の方法 i 2 I 1 
ヨーロッ
とアメリカ i 4 I 3 

！ ラテンア

i 3 -~~-~-—_J__ 

第21表〔国際交流学科

中

← -•-., -

英 米

,ヽ_,_,,
--f→ 

校

種

高

等

学

校

種
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人文学部 メディア文化学科

社会コース（社会・公民）

以下の表より，＊印の付してある科目を含み，中学，高校それぞれ最低20単位以上修得しな

ければならない。

第22表〔メディア文化学科社会科開設科目 中学〕

！免許
教育職員免許法施行規
則に定める教科に関す 本学開設科目

状の る専門教育科目 備 考
種類

科 目 開設科目 単位 履修年次

日本史及び外国史 合外国史概説 △2 i I ＇ 2 I 
日本の歴史 △4 2 • 3 
世界メディア文化論 I 2 1 • 2 • 3 
（世界メディア文化史）

地 理 邑子 女地 理 邑子 I △ 2 2 
i 

（地誌を含む。） 食地 理 邑子 II △ 2 ! I 2 
中 食地 誌△2 3 

法律学（国際法を含む。） 斉法律学概論 1 △2 2 
・政治学（国際政治を含 女国 際 法 △4 1 • 2 

坐1己 む。） 世界メディア文化論N 2 1 • 2 • 3' 
（メディアと国際政治）

！ 

社会学・経済学 I玄国際経済学 △4 1 • 2 • 3 
校 （国際経済を含む。） ＊経 済 原 論 △4 2 • 3 

世界メディア文化論N 2 1 • 2 • 3 
I （メディアと国際経済）

コミュニケーション概論 ② 1 
マスコミュニケーション論 2 2 
メディアと社会 II 2 2 • 3 
（社会動向）

大衆文化とメディア 2 2 • 3 
ジャーナリズム論 2 2 • 3 
消費社会とメディア 2 2 • 3 

裔齢者文化とメディア 2 □ i 3 • 4 メディア産業論

電子商取引論
~ ~ 

倫理学概論△ いずれか 1科
宗教学概論△

｝I 目2単位以上
選択必修。 ， 
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第23表［メディア文化学科公民科開設科目 翡校〕

玄印は，教職必修科目。



教職課程 319 

幅祉総合学部福祉文化学科

福祉コース（福祉）

以下の表より，＊印の付してある科目を含み，最低20単位以上修得しなければならない。

第24表〔福祉文化学科福祉科開設科目 高校〕

i：種〗類
教育職員免許法施行規 I 
則に定める教科に関す 本学開設科目
る専門教育科目 備 考

科 目 開設科 目 単位 履修年次

社 会福祉学 1唸社会福祉原論 4 1 • 2 
（職業指導を含む。） （職業指導を含む。）

福祉文化概論 ② 1 • 2 
社会保障論 4 2 • 3 
公的扶助論 2 2 • 3 

高
女性福祉論 4 3 • 4 

高齢者福祉，児童福祉及び 唸高齢者福祉論 4 1 • 2 
児童福祉論 4 1 • 2 

I ！ 等 障害者福祉論 4 1 • 2 

社会福祉援助
技術論 I 4 2 • 3 

学 社会福祉援助
技術論II 4 2 • 3 

i 地域福祉論 4 2 • 3 
！ 

校 ワーク論 2 3 • 4 
房総の福祉 4 3 • 4 
リハビリテー
ンヽ ョン演習 I 2 2 • 3 

リハビリテー
ション演習II 2 3 • 4 

＊介護概論 2 2 • 3 
食介護演習

2 ＇ 
2 • 3 

食介護実技現場実習 1 3. 

責社会福祉援助
技術演習 I 2 3 

社会福祉援助
i 技術演習II

＿．．ー一一＿＿L-一~---~--~---
2 4 



320 

社会コース（公民）

以下の表より， 玄印の付してある科目を含み，最低20単位以上修得しなければならない。

第25表〔福祉文化学科 公民科開設科目 高校〕
ー 9 - -

教育職員免許法施行規 ， 
免許 I 則に定める教科に関す
状の， る専門教育科目
種類 I ―― ー・^●＾ --- ..^ 9 ― | 

科 H 開設科目 単位履修年次
-------- --------1 -----------

法律学（国際法を含む。） 1 ＊法律学概論 ;~2-r--2-1ー ーロ

i ・政治学（国際政治を含唸国 際 法 I△4 3. 4,  

む。） 1 社会生活と法 1 2 1. 2 ] 
し＿＿ •—-- -.. ----- .^.. - ー・ ---T―- -T-- --- -j 
！社会学・経済学 女国際経済学△ 4I 3. 4 

l （国際経済を含む。） ＊経 済 原 論 1△4 ! 1 ・ 2 • 3 ! 

国際社会論ー II! 4 1·2•3: 
（文化磨擦・文化変容•福祉）

現代コミュニ I I 
ケーション概論 2 I 1 • 2 

女性学： 41 2 • 3 i 

都市文化環境論 4 I 2 • 3 I 

都市文化論 I 4 2 • 3 
マスコミュニ l | 

ヶ 、吟
ーショ /'iffiH"I 2 ! 3 • 4 

都市情報網論 I 4 1 3 • 4 

人間と集団 I 2 1 1 • 2 
現代社会論 1 2 : 1. 2 I 

女性と社会 II 2 : 2 • 3 j 
（家族・仕事） I 

女性と社会 II 2 | 2. 3 | 1 

（地域・余暇）

現代地力都市論： 4 1 2. 3 

房総の産業と開発 1 4 3. 4 l 

- ---+—一＾―---t-一――|
倫理学概論’△2! 3 :いずれか 1科 I

宗教学概論 i△2 3 1 目2単位以上

l 選択必修。

本 学 開 設 禾斗 目

--T- -

備 考

高

等

学

校］

！ 

-, 

1 種 l

| 

9―――----―--- -----I 
1 哲学・倫理学・ 1 L 1 宗教学・心理学 1

」
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福祉総合学部 福祉経営学科

福祉コース （福祉）

以下の表より， 食印の付してある科目を含み，最低20単位以上修得しなければならない。

第26表〔福祉経営学科

/― 

員

福祉科開設科目 高校〕

教育職員免許法施行規
則に定める教科に関す
る専門教育科目

科
--］------- -
目 開設科目

本 学 開 設 科 目

単位 I履修年次

備 考

会福祉学！食社会福祉原
（職業指導を含む。） （職業指導を含も。

社会保障 I

公的扶助 I

-[-：¥一`；高齢者福祉，児童福祉及び 1玄高齢者福祉論' 4 I 1 • 2 

障害者福祉 食児童福祉論14 1 1. 2 
I玄障害者福祉論 4 1. 2 

---

！社会福祉援助技術 1古社会福祉援助
技術論

食社会福祉援助
技術論III 41 2・3 

： ソーシャルワーク論 l ② l 

地域福祉論， 4 2 • 3 

介護理論及び介護技術/`｀｀:ti ; ~; 1---1 
--—責介護演習 2 1 2. 3 I I 

社会福祉総合実習口て介護実技現場実習 1 3. 4 

（社会福祉援助実習及び社 責社会福祉
会福祉施設等における介護
実習を含む。） 社会福祉

技術演習II1 2 I 4 

社 4
 
1 • 2 

高

等

学

校

種

3

3

3

4

 

．． 
2

2

2

3

 

2 • 3 
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公民コース （公民）

以下の表より， 玄印の付してある科目を含み，最低20単位以上修得しなけれはならない。

第27表〔幅祉経営学科
I ー：――------ 9-- - - -- - -

教育職員免許法施行規
i免許 則に定める教科に関す
状の る専門教育科H
＇'種類--------

科

法律学（国際法を含む。）．

， ＇政治学（国際政治を含む。）

公民科開設科目 高校〕

高

本
、ツア
f▲ 開 設 科

-------- -------1 

目
備 考

--------i 

I 

等

学

校

斗

t

禾
-
1
以

か

位

／

れ

単

ず

2

＿
~
目＇ 

9,1

ー

1
_
|
,
'
,
‘
,
＇,.

一
欠
-、

{

4

3

4

3

3

4

4

4

4

4

」
年
―

.

.

 

-
2
 ..•. 

2

2

 

.

.

.

.

.

 -
3
3
 

3

3

3

3

3

 

―
彦

．

．

．

 1
1

 

ー

ー

3
2
-
3

履
-

古

>

2

4

2

4

4

4

2

2

2

2

2

2

4

4

4

4

4

2

2

冨

丁

△

一

△

：

△

△

l

論

法

法

学

論

II

団

論

I

I

I

論

論

論

論

論

論

論

化
祉

B

B

ム
冊

＿

概

と

済

↓

ー

"

"

文

福

集

会

＿

一

源

理

報

動

営

一

概

概

目

会

．． 

原

§

察

容

と

社

ジ

切

ジ

如

資

管

情

行

経

学

学

倫

一

斗

一

活

一

f

学

際

―

糸

設

生

済

社

摩

変

口

環

口

汚

律

会

際

祭

化

間

代

球

境

際

境

営

費

域

理

教

業

~
文
コ
地
コ
環
（

（

 

月r
法

国

社

国

経

国

（

人

現

工

工

国

環

経

消

地

一

倫

宗

企

ー

女

食

食

責

学理

学

心

．
教
・

一
宗

-• 
一
学
―
理
＿
倫-. 

一
学
一
哲

l l 

--- - ------- --- -

社会学・経済学（国際経済

を含む。）

3

3

3

 

．．． 

2

2

2

 

2 • 3 

種

L------i 一^← -一
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w．教職課程履修についての注意

1. 教職課程を履修しようとする者は，次の各項目に留意すること。

1) 各年次のオリエンテーションに必ず出席すること。その際必ず学生便覧を持参すること。

2) 教職課程を履修しようとする者は，教職課程の規定にしたがい 1年次から履修計画を立

てること。ただし，履修にあたっては，卒業に必要な科目を優先し，その上で，教職課程

の科目の履修を考えること。したがって，時間割上で履修したい教職関係の科目と学部専

門科目が同時限に重複した場合は，前述の原則に従って履修計画を立てること。

3) 教職課程を履修しようとする者は， 1年次4月に「教職課程履修登録カード」を教務課

へ提出すること。

4) 授業科目は，上級年次の科目を履修することはできない。上級年次の者が，下級年次に

配当された科目を履修することは差し支えないが，時間割編成上，学部専門科目と重複す

る場合があるので，配当年次に履修することが望ましい。

5) 編入学生は，学部の授業科目として認定された単位が，免許法上の単位と認定できない

こともあるので，オリエンテーションの際に個別指導を受けること。

6) 教職課程に関する連絡は，すべて掲示により行う。

2. 教育実習について

教育実習は， 4年次〔実習校から指定された 2週間（中学校一種の場合には4週間）］に行う。

教育実習 I及びII （中学校一種の場合には必修）の履修に際しては，単に必要な単位を修得す

ればよいなどという安易な考え方はしないで，教壇に立って正規の授業や生徒指導を担当する責

任を考えて，教職の職務を理解してしっかりと準備をしなければならない。そのためには，以下

に示す各項をふまえて，真剣に取り組むこと。

1) 教育実習 I• II履修資格

教育実習 I• IIを履修するためには，次の履修資格を満たし教育実習担当教員の指導を受

け， 3年次の諸手続きを済ませることが必要である。

① 教育実習履修年度に 4年次（卒業見込）の者で，各学科の示した標準的な修得単位数の

目安をおおむね満たしていること。

② 第3年次までに教職に関する科目（第4表）の「教職論」「教育原理II」「教育心理学」

「教育制度」「教科教育法 I及びII」「道徳教育」「特別活動」「視聴覚教育」「生徒指導」

「教育相談」を全て修得している者。

ただし，高等学校の免許状のみの場合は，「道徳教育」を除く。

2) 教育実習内諾手続きについて

教育実習希望者は，実習実施の前年度のうちに各自の出身中学校又は高等学校に教育実習

を依頼しておかなければならない。（詳細は， 3年次4月に説明会を行う。）

3) 教育実習の履修は， 4年次4月に発表する「教育実習生名簿」の登載をもって許可するが，

登載後も指導を受けていない場合には，教育実習の許可を取り消すことがある。
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4) 教育実習費納入について

教育実習生名簿に登載された者は，教育実習費30,000円を納入しなければならない。また，

一度納めた実習費は，理由の如何にかかわらず返還しない。実習費納入方法については，

4年次オリエンテーションで説明する。

5) 教育実習事前・事後指導

① 教育実習事前指導

教育実習に向けて，教育実習担当教員により指導を行う。

期間： 4年次の4~5月（実施計画については，オリエンテーション時に説明）

② 教育実習事後指導

教育実習終了後，教育実習担当教員により，各教科ごとに指導を行う。

（日時および教室等については，掲示により指示する。）

3. 教育職員免許状申請について

l) 教育職員免許状の申請は，大学から千葉県教育委員会に一括して行う。申請手続きについ

ては， 4年次の10月に説明会を行う。なお，教育職員免許状は卒業式当日に交付する。

2) 平成10年4月より，中学校教諭一種免許状の申請には，「介護等の体験」の証明が必要で

ある。詳細については，オリエンテーション時に説明する。

※教職課程に関する問い合わせ先→教務課
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学芸員資格

本学では，人文学部国際文化学科の学生を対象として，学芸員資格取得のための科目を開講し

ています。学芸員は，博物館におかれる専門的職員であり，科学・歴史・民族・美術・動植物等

各種の博物館に展示する資料を専門的な知識に基づいて収集・保管・展示し，利用者に対して説

明・助言・指導を行い，また調査研究し，その他これらに関連した事業に従事します。

人文学部の学生は，必修の 7科目15単位を取得すれば，学士の学位を得るとともに，学芸員資

格に必要な単位を得ることができます。ただし，この7科目は自由科目であり，卒業要件に必要

な単位数には算入されません。

なお博物館実習 I・博物館実習IIの履修には実習費30,000円が必要です。

さらに実習生の受け入れをお願いする博物館の都合により，特に博物館実習IIでは受講生の数

を制限する場合もあります。その際には，学芸員の職に対する確固とした志望を確認した上，第

2 • 3学年で生涯学習論・博物館概論・博物館学各論・視聴覚教育・教育原理 I・博物館実習 I

の全単位を取得し終えた学生が，優先して博物館実習IIを科目登録できます。

また，上記の学芸員の職務を遂行するために相応の専門知識が要求されます。本学では，文化

史・民俗学・考古学の分野からの資格取得が可能ですが，各分野ごとにつぎに挙げる科目の単位

を2科目 8単位以上取得することを要望します。
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博物館学芸員課程講座科目

科 目 本学開講科目 単位 履修年次

生涯学習概論 生 涯 巫子 習 論 2 2 • 3 

博物館概論 博 物 館 概 論 2 1 • 2 
必

博物館経営論

修 博物館資料論 博物館学各論 4 2 • 3 

博物館情報論

科

博物館実習
博物館実習 I 2 3 

博物館実習 II 1 4 
目

視聴覚教育メディア論 視 聴 覚 教 育 2 2 • 3 

教育学概論 教 育 原 理 I 2 1 

比較文化研究の方法 4 1 • 2 
歴史文化研究の方法 4 1 • 2 

文
日本文化概論 4 1 

化 史
日 本 文 化 史 4 2 • 3 

環太平洋圏の社会と文化 4 3 • 4 
古 文 書 邑子 4 3 

選

文化人類学 I 2 1 • 2 

民 俗 A 子 文化人類学 II 2 1 • 2 
北米先住民社会と文化 4 2 • 3 

択

考 古
先 史 文 化 論 4 2 • 3 

邑子

中国と日本 I （古代） 4 3 • 4 

科 美 術 史

自然科学史

目 物 理

化 呂子

生 物 邑子

地 誌



328 

学芸員課程行事予定表

1年次 2年次 3年次 4年次

！ 

4月上旬

学芸員課程オ リ 工 ンテーシ ヨ ン

中旬

・学芸員課程

下旬
提登門録カー-+ド ' 

5月 ・博物館実習費納入

・博物館実習説明会

，・博物館実習事前指導
I-

6月 ： 

7月 ・希望実習館調査票 I・博物館実習先訪問

提出 ・博物館実習(1週間）

8月

9月

［ 

10月 I 
・博物館実習レポート

提出

11月 • 4年生博物館実習報告会

12月

1月

2月

3月 ・博物館へ実習依頼 ・博物館学芸員課程

書送付 単位取得証明書

(~ 5月頃） 交付（卒業式）



社会福祉士国家試験受験資格

1 社会福祉士国家試験受験資格
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社会福祉士国家試験受験資格

（福祉総合学部福祉文化学科福祉経営学科）

I.社会福祉士とは

社会福祉tは，社会福祉専門職の国家資格であり，社会福祉t：及び介護福祉士法によって「専

門的知識及び技術をもって，身体上佑しくは精神上の障害があること又は環境上の理由により日

常生活を営むのに支障がある者の福祉に関する相談に応じ，助言，指導その他の援助を行うこと

を業とする者」（同法第二条）と定義されている。

社会福祉士が働く職域と職種は，各種社会福祉施設の指導員•生活支援員・相談員，相談機関

の相談員，公的機関（児童相談所や福祉事務所のケースワーカーなど），社会福祉協議会のコミュ

ニティ・ワーカーやボランティア・コ ―̀ イ不ータ 介護保険事業のケア マネ， ． ーンャーなど

多岐にわたる。

また．後述する社会福祉援助技術現場実習の実習先には該当しないが，医療機関（医療ソーシ

ャルワーカー），老人保健施設（相談員など），判断能力が不十分な人達を支援する成年後見制度

（成年後見人）などにおいても社会福祉士は活躍している。

II.社会福祉士をめざすには

社会福祉士の資格を取得するためには，本学で国家試験の受験資格を得た後，年1回実施され

る国家試験を受験し，合格しなければならない。

福祉文化学科と福祉経営学科の学生で社会福祉士をめざす人は，国家試験の受験資格を得るた

めに，本学で厚生労働省の指定科目を全て単位取得する必要がある（表1を参照）。

社会福祉士国家試験の合格率は約30％という難関であるが， 1年次から自分自身の学習スタイ

ルに応じた計画的・効率的な学習を継続することで，合格の可能性も高くなる。

また，本学には，社会福祉士をめざす人達を支援する福祉教育センター (A棟 1階）が設置さ

れているので，積極的に活用してもらいたい（詳細は121頁を参照）。

指定科目の履修については以下の点に留意し，原則として開講年次に単位取得する必要がある。

1. 表1の関連知識のうち，国家試験受験資格取得のためには④と⑤は必ず単位取得しなければ

ならないが，①，②，③については，その3科目のうち 1科目以上を単位取得することで国家

試験受験資格を取得することができる。ただし，国家試験では，その 3科目がすべて出題され

るので，国家試験合格のためには 3科目すべてを履修することが望まれる。また，①と③のよ

うに，本学でそれに該当する科目が2科目に分かれて開講されている科目については，その両

方を単位取得しなければならない。（例： ①の社会学は「人間と集団」と「現代社会論」の2科

目の単位取得が必要だということ）。

2. 表1の知識領域のうち，国家試験受験資格取得のためには⑥から⑨は必ず単位取得しなけれ
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ばならないが，⑩,⑪，⑫については，その 3科目のうち 1科目以上を単位取得することで国

家試験受験資格を取得するこができる。ただし，国家試験では，その 3科目がすべて出題され

るので，国家試験合格のためには 3科目すべてを履修することが望まれる。

3. 表lの技術領域については，国家試験受験資格取得のためには，⑬から⑯のすべてを単位取

得しなければならないが，本学では⑬から⑯まで，それらに該当する科目が IとIIの2科目に

分かれて開講されているので，その両方を単位取得しなければならない。また，⑭～⑯の科目

の履修については，それらが実習開連科目であることから，別に定められている履修条件を満

たす必要がある。その詳細については，各年次に行なわれる履修説明会や現場実習説明会で説

明するので，それらに必ず出席し，履修条件を満たすことが必要である。

4. 実習（社会福祉援助技術現場実習）の諸手続きや詳細についても，現場実習説明会でにおい

て説明するので，それに必ず出席し，手続きのミスや遅れのないようにすることが必要である。

なお，社会福祉援助技術現場実習の登録費は， 3年次が30,000円， 4年次が28,500円であ

る (2003年度現在）。
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lll.必要取得単位数（表］）

1j‘ [-̂＂・ 学 法令指定科目

域科

閃

辿

韻

域

伽

祉

文

化

学

科

袖

祉

経

営

学

科

知

識

領

域

技

術

領

域

両

学

科

共

通

両

学

科

共

通

f } 

①社

②心

③法

④俣

⑤介

①社

②心

③法

④l欠

111 

T
r
r
 

"，f

花又

〉̂
9H-R

t l 

会

設 科
--, 

t
r
 

‘r 

概

会

罪

名

団

論

集

会
と

社
間

代

人

現
~
~
 

＊
 
学

9‘‘ら＊
f・ 

，9．ヽr,＊ f~ 

几
又tjiJ 
へ
冊
;
t
"
 

iillll_し
f
l
1
_
,＇
j

l

*

＊

*

 

ゾ

tf

ン

f

:

f

、9

、E
A

舟屹

⑤介設概論

⑥社会福祉胆，誦

⑦ど人福祉論

⑧障古者福祉論

⑨児嶺福祉論

⑱社会保 1埠論＊＊

⑪公的扶助論＊＊

⑫地域福祉論＊＊

⑬社会福祉援助技術論

、しJ
 

本 学
.. 

l l 科

罪 学

社会生活と法

日本国憲法

l欠

介

学

設
概

几
又舟

開

名

目

単位腹修年次

2 1 • 2 
2 1 ・ 2 

4

2

2

4

2

 

2

2

2

2

 

．
．
．
．
 

1

1

1

1

 

備 考

--

＊受験賓格とし

ては，法令指

定科ll①～③
の内 l科目以

上選択必修

ただし，国家

試験では 3科

目出題
命
皿
二

1-n 3
2
2
2
3
2
2
2
2
3
-
2
2
2
2
3
3
3
 

••••••••••••••••• 
2
1
1
1
2
1
1
1
1
2
-
1
1
1
1
2
2
2
 

2
2
2
2
2
2
2
2
2
 

人間と集団

現代社会論
人間心罪 I

心即的援助 I
社会生活と法

日本国憲法

病と医療 I

病と［矢療 II

介設概論

社会福祉脱論

蒻齢者福祉論

障害者福祉論

児嶺福祉論

社会保悴菰

公的扶助論

地域福祉論

＊受験資格とし

ては，法令指

定科H①～③
の内 1科目以
上選択必修

ただし，国家

試験では 3科
日出題

4
4
4
4
4
2
4
 

＊＊受験賓格とし

ては，⑩～⑫

の内 1科目以
上選択必修

ただし，国家

試験では 3科
t1出題

--

社会福祉援助技術論 I 4 2 • 3 
社会福祉援助技術論II 4 2・3 

---- - -- - -- ----- -- - - --- - ---------- -- -

⑭社会福祉援助技術 社会伽祉援助技術演柑 I 2 3 
社会福祉援助技術演料II 2 4 

---- - - --- -- ------ ---- - - ------- -

⑬社会福祉援助技術 社会福祉援助技術

現場実習 現場実習 I
⑯社会椙祉援助技術 社会福祉援助技術

現場実習指導 現場実習II

社会幅祉援助技術

現場実習指導 I

（事前・ 1i後を含む）
社会福祉援助技術
現場実習指導II

（事前・ 1i後を含む）

3
 
3
 

3
 
4
 

2
 
3
 

2
 
4
 

＊福祉文化学科と福祉経営学科の学生は卒業時に児箪福祉ri]，身体障害者福祉百］，知的障害者

福祉口］，社会福祉t巾，児章指導員の各賓格を取得てきる。たたし，それらは，社会福祉士
の資格と異なり，専門機閃・施設て担‘り職員として任命された後に有効となる任用資格であ

る。
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福祉文化学科社会福祉士受験資格取得予定者履修モデル（表2)

科目群

学科共通科目群I

1 年戸＿口年次 3 年次 4 年次

Tへ4科目 8単位必修 _1~ ーニ—-_---／
口学科共通科目群II
（情報基礎科目群）

I専門基礎科目群

~- -

専門科目群I

この科目群の中から 4単位以上
選択必修

Iこの科H群の中から10単位以上
選択必修

介護概論②

社会生活と詰②

「福祉文化概論」「福祉文化研究の

方法」（必修4単位）を含む14以
上選択必修

（福祉総合課目群）
22単位以上選択必修

/三-----
（人間・ 4

1闊麟，＇→ 戸

専門科目1
l （文化・ネ
20単位以lt~;;:ロ14単位以」

Iエ意科目君
年次単

累積単

←関連知識領域

←知識領域

注）網掛け科目は 社会福祉十国家試験受験資格取得のたむの指定科目である。

それそれ，関連知識領域'-知識領域， EE璽EElである。
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福祉経営学科社会福祉士受験資格取得予定者履修モデル（表3)

科目見＿口 1 年次 L2 年次 3 年次 4 年次 I
学科共通科目群 I , 

--- -—•--- - -^_J__-～ 
＇この科目群の中から 8単位必修

（英語）
- ----- -——----—+-------- --------
学科共通科目群II 3科目 6単位
（情報基礎科目群） I必修
学科共通科目群川 この科目群の中から 6単位以上選
（総合科目群） 択必修

専門基礎科目群

- -------

専門科目群l
（福祉総合課目群）

病と医療I② ： 介護概論②
病と医療II② : 人間と集団②

現代社会論②
---・・・・------

この他に「ソーシャルワーク論」
を必修

社会福祉言論④

高齢者福祉論④

児童福祉論④

障害者福祉論④

社会福祉論④
-------"―------------

二

←関連知識領域

←知識領域

社会福祉援助技術

演習 I②
社会福祉援助技術

現場演習 I③
社会福祉援助技術

現場実習指導I
（事前・事後含む）②

社会福祉援助技術

演習II②
社会福祉援助技術

現場演習II③
社会福祉援助技術

現場実習指導II
（事前・事後含む）RI. 1~· 冒i)目群II-!この科目群の中から12岸位以卜選択し修

冒旦）目群III 一~の科目群の中から必修科目を含み12単位以上
選択必修 _1 

専門科目群W I 

（経営）
この科目群の中から必修科目を含み18単位以上選択必修

-- 9]_ -- -——-- --T -

専門科目群v 基礎セミ I 基礎セミ 1I セミナール I セミナールII
（ゼミナル） ［ --------――--------'---------------------—• ~ -------- ---------l ^一――------^----------

この科目群の中から必修科目を含み10単位以上選択必修 I 

任意科目群 ー｀二，目：；二，た悶汀□言冒ぶし↓汀']
選択必修年仄単位~J- ］/／/／/ 29 21 

こここ心る二指1：ロ
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H本語教員を目指す人のための科目

日本語教育とは、日本人が商校まで受けてきた国語教育とは異なり，外国人に外国語としての

日本語を教えるものです。日本人だから日本語を教えるのは簡単だと思いがちですが，実際はそ

の反対で，高度な専門知識が必要とされます。グローバルな視点から日本語を分析・説明するこ

と，日本の文化・社会を誤解のないように紹介すること，様々な背景をもつ外国人のグループを

適切に指導することなどの能力が求められます。

日本語を学ぶ外国人の数はこの20年ほど増えていますが，日本語教師のポストはあまり増えて

いません。そのため，日本語教師になるのはけっして容易なことではないのです。国外で日本語

を教えるnJ能性・場は多様ですが，各人が自分の道を開拓しなければならないことが多く，日本

語教師になれたとしても，期限つきであることが普通です。

それでも日本語教師を目指すことは意義があります。日本語を外からながめることで国際感覚

がみがかれるからです。また， 2000年3月以降，制度が変わって，従来のような主専攻，副専攻

といった専門的蓑成がおこなわれなくなった分，やる気と努力しだいで，だれでも日本語教師に

なれるチャンスが増えたといえます。

現時点では，日本語教師には国家資格（免許）はありませんが， 2000年3月に文化庁・日本語

教員蓑成に関する調在研究協力会議によって「日本語教育のための教員養成について」という報

告が出され，下図に示すような日本語教員養成において必要とされる教育内容が示されました。

それに従って，次ページに本学の開設科目から具体的な科目を載せてあります。この表を参考に

して， I~Vの領域にわたる多様な科目を履修してください。

新たに示す教育内容の領域・区分と

コミュニケーションの関係図

----
／ 

／ ／ 土語と社／＼＼＼

I/＼／いこ

に
る

育

わ

域

~' 
＼
 

，
 

干

-1-――
― 

言＞ 語
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日本語教員養成において必要とされる教育内容と本学における対応科目

（人文学部：国際文化・国際交流学科）

区 分

社会・

文化・

地域に I

関わる

領域

I 

コ

ユ

ヶ

世界と日本

シ

ョ
i

.

 

ン

l 

I 

社会

文化

1地域

異文化接触

学科共通科目群 専門基礎・専門科目群

地球文化論 I

1 （日本と世界の

文化）／JI U 

国際総合講座II

（日本文化）

日本の歴史と文化／世界の歴史と文

化（西洋）／（東洋）／日本国憲法／文

化交流史 I（日本：アジア）／II（日

本：欧米）／日中比較文化／日米比

較文化／日欧比較文化／日本文化概

論／日本文化史／日本文学概論／日

本の歴史／日本の思想／日本の文学

I/ II／日本・日本人論／日本美術

1 史／近代日本とアジア／中国と日本 i
I I/ II／日本とヨーロッパ

の
”
/
使語

[
e
＿

国

用

,1“
」
/

-
I
I

〗
了

人間研究III（人 国際ボランティア論／文化人類学 I

間と文化摩擦） 1／地球社会の人間観／国際交流・協

／地球文化論III カ概説A（世界）／B（日本）／c（ア
（民族と環境） ジア）／国際交流・協力と法／国際

交流・協力実践の方法／日本と北米

／日本と中南米／日本と東南アジア

／国際機構論／NGO論／国際技術

協力論／国際社会公正論／開発と女

［ 
I性

•一•-'-·-·
日本語と文化／社会言語学／日本の

社会 I/II／比較文学論／文化人類！

学II

言語コミュニケーション論／非言語

コミュニケーション論／女性と表現

（福祉文化学科）
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領域

教育に

関わる

領域

区
[

分

言語岬解の過程
III 
ふli ii語習得•発達

五
異文化坪解と心坪

ふ舟教育法・実村

N 異文化教育・コ

i学科共通科目群＇ 専門韮礎・専門科ll群

人間心坪（行動心理）

発達心理学

異文化間コミュニケーション論／国

際摩擦とコミュニケーション

日本語教授法V（評価）／日本語教授

法V1（教授法）／日本語教授法VII （演

習）／日本語教授法インターンシップ

囚際学芸交流論／国際人間関係論
コ 舌全号五

ロ HCI

‘、

ユ

と

教育

ヶ

ミュニケーショ

ン教育

情報メティア論 日本語教授法N（教材・教具論）／情

／情報メティア 報処罪システム人門／1胄報検索人門
五語教育と情報 演習 I II／マ ／枯報管理人門／国際コミュニケー

ルチメディア表 ションとメティア

現演習

に

る

語

わ

域

＾
・
・
ロ
閃
領

シ

ョ

ン

＞
 三；含五
1-J PU 

言語の構造一般

日本語の構造

言語研究

コミュニケーシ

ョン

口語学概論／東南アジアのは語と文

化／東北アジアの［］語と文化

日本語学概論／H本語表現法 I（表記

・文法 •LL)／日本語教授法 I （音

声）／日本語教授法II（語彙）／日本

語教授法III（文法）

ぷ音と論理／言語文化研究の方法／／

日本語表現法II（文章）／日本語表現

法III（論文作成法）

日本語表現法N（討論法）／日本語／

英語／第二外国語

〔備考〕

(1) 「日本語教授法 I~VII」は，国際文化学科ては，自由科目である。

(2) 「女性と表現」は，福祉文化学科の専門科目である。
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1 城西国際大学学則（抄） I 
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城西国際大学学則（抄）

第 1章目 的

第 1条 城西国際大学（以下「本学」という。）は，教育基本法並ひに学校教育法の定めるとこ

ろに従い，広い分野の知識と深い専門の学術を教授研究し，知的，道徳的能力の涵養をはかり，

もって国家社会に貢献し得る人材を蓑成するとともに，人類文化の発展に寄与することを目的

とする。

第2章学部及び学科

第2条 本学に経営情報学部・人文学部・福祉総合学部・薬学部を置く。

2 前項の学部に次の学科を置く。

経営情報学部 経営情報学科

国際経営学科

サービス経営システム学科

人文学部国際文化学科

国際交流学科

メディア文化学科

福祉総合学部福祉文化学科

福祉経営学科

薬 学 部医療薬学科

第 3章修業年限及び収容定員

第3条 本学の修業年限は 4年とし，在学年数は8年を超えることができない。

第4条 本学各学部の収容定員は次のとおりとする。



第4章職員組織

第5条本学に次の職員を置く。

学長

副学長

教授

助教授

講師

助手

事務局長

事務職員

技術職員

2 前項の外に必要に応じて他の職員を置くことができる。

3 職員に関する規定は別に定める。

第5章教授会
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第6条 各学部に教授会を置き，それぞれ所属の専任教授をもって組織する。

2 学部長は，学部教授会を招集してその議長となる。

ただし，学部長に事故があるときは，学部長が予め指名した者が議長を代行する。

3 学部教授会が必要と認めたときは，所属学部の助教授及びその他の職員を教授会に加えるこ

とができる。

4 学部教授会構成員の 3分の 1以上の要求があったとき，学部長は当該学部教授会を招集しな

ければならない。

5 学部教授会運営に関する規定は，各学部において別に定める。

第7条 教授会は，次に掲げる事項を審議する。

(1) 教育及び研究に関すること。

(2) 教育課程及び授業に関すること。

(3) 学生の入学及び退学に関すること。

(4) 学生の試験及び卒業に関すること。

(5) 学生の補導及び賞罰に関すること。

(6) 教授，助教授，講師及び助手の候補者の推薦並びに退職に関すること。

(7) その他学長の諮問に関すること。

第 6章 学年・学期及ぴ休業日

第8条 学年は， 4月1日に始まり翌年3月31日に終わる。

第9条学年は，次の 2学期とする。

前学期 4月1日から 9月30日まで

後学期 10月1日から翌年3月31日まで

2 前項の規定により年間の授業日数は，原則として定期試験等の日数を含む35週とする。
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第10条 休業日は，次のとおりとする。

(1) 日曜日

(2) 国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日

(3) 創 I.. 9!：記念日 4月28日

(4) 春期休業 3月21日から 4月10日まで

(5) 夏期休業 7月11日から 9月10日まで

(6) 冬期休業 12月21[1から翌年 1月10日まで

2 学長は必要により前項第4号から第6号までの休業日を変更し，あるいは臨時に休業し，又

は休業日に実験・実習・演習等を課することができる。

第 7章授業科目及び単位

第11条 授業科目は，学科共通科目群・専門基礎科目群・専門科目群•特設科H群・自由科目群

及び教職に関する専門教育科目とする。

第12条 前条の科日は，必修・選択及びlhl由科日の 3種とし，講義・演習・講読・実験及び実習

により行う。

第13条 各授業科Hの単位数は， 1単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構

成することを標準とし，授業の方法に応じ，当該授業による教育効果，授業時間外に必要な学

修等を考慮して，次の基準により単位数を計算するものとする。

(1) 講義及び演習については， 15時間から30時間までの範囲で大学が定める時間の授業をもっ

て1単位とする。

(2) 実験，実習及び実技については， 30時間から45時間までの範囲で大学が定める時間の授業

をもって 1単位とする。

2 前項の規定にかかわらす，卒業論文，卒業研究，卒業製作等の授業科日については，これら

の学修の成果を評価して単位を授与することが適切と認められる場合には，これらに必要な学

修等を考慮して，単位数を定めることができる。

第14条 各学部において開設する授業科目及び単位数は，別表(2)のとおりとする。

第 8章履修規定

第15条削除

第16条削除

第17条削除

第18条削除

第19条削除

第20条 学科共通科目群・専門基礎科目群・専門科目群及び特設科目群の中より，各学部・学科

所定の授業科目及び所定の単位以上を履修しなければならない。

2 他の学部又は他の学科の授業科目は，許可を得て履修することができる。

第21条 履修する授業科目は，毎学期所定の期間に登録しなければならない。

第22条 単位の認定は，試験によって行う。
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ただし，授業科目の種類によっては，他の方法によることができる。

第23条 試験は，定期試験及び臨時試験とし，定期試験は学期末又は学年末に行う。

第24条 いずれの授業科目も，授業時数の3分の 1以上欠席した場合には，当該授業科目の受験

資格を失う。

ただし，病気又は正当な理由による長期欠席の場合には，特に考慮されることがある。

なお， この場合には別に定める追試験を受けることができる。

第25条 各授業科目の成績評価は， A•B·C·F で表わし， A·B·C を合格とし， F は不合

格とする。

第 9章卒業及び学位

第26条 卒業資格を得るためには，本学に 4年以上在学し，学部・学科の定める授業科目のなか

から，経営情報学部は124単位以上，人文学部は126単位以上，福祉総合学部は126単位以上，

薬学部は131単位以上を修得しなければならない。

ただし，自由科目の単位は，卒業に必要な単位数には算入されない。

第27条削除

第28条 卒業資格を得た者には，卒業証書を授与する。

経営情報学部経営情報学科学士（経営情報）

国 際経営 学科学士（経営情報）

サービス経営システム学科 学士（経営情報）

人文学部 国 際 文 化 巫—子＾ 科学士（国際文化）

国 際交 流 学科学士（国際交流）

メディア文化学科学士（メディア文化）

福祉総合学部 福 祉 文 化 邑子 科学士（福祉文化）

福 祉経 営 巫子 科学士（福祉経営）

薬学部 医 療 薬 } 子・ 科学士（医療薬学）

2 学位の授与については，本学学位規程に定めるところによる。

第10章 入学・学士入学・編入学・転入学・留学・休学及び退学

第29条 入学の時期は，学期の始めとする。

第30条 学部に入学することのできる者は，次の各号の 1に該当し，かつ本学が行う選抜試験に

合格した者とする。

1 高等学校を卒業した者

2 通常の課程による12年の学校教育を修了した者

3 学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第69条の規定により，高等学校を卒業した

者と同等以上の学力があると認められる者

すなわち

(1) 外国において，学校教育における12年の課程を修了した者，又はこれに準ずる者で文部

科学大臣の指定した者
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(2) 文部科学大臣が高等学校の課程と1"]打の課程を有するものとして認定した在外教育施設

の当該課程を修［した者

(3) 文部科学大臣の指定した者

(4) 大学入学資格検定規程（昭和26年文部省令第13号）により文部科学大臣の行う大学入学

資格検定に合格した者

(5) その他大学において，相当の年令に達し，高等学校を卒業した者と同等以上の学力があ

ると認めた者

第31条 人学を志願する者は，本学所定の手続によって願い出るものとする。

第32条 入学を許可された者は，誓約書を添え，所定の期日までに入学手続を完了しなければな

らない。

第33条 本学に学士人学，他の大学から本学に編・転入学，又は学内において転部もしくは転科

を希望する者は，その学部に欠員のある場合選考によって許可することがある。

ただし，その時期は，学年の始めを原則とする。

2 他の大学へ転学を希望する者は，所属学部長に転学願を提出し，学長の許可を得なければな

らない。

第34条 学 l：人学，編人学又は転人学を許＂］された者の本学人学のための諸手続は，第 32条の規

定に準じて行い，かつ前大学において履修した単位の修得証明書を提出しなけれはならない。

第35条 学士入学，編・転人学，又は転部した者は，その学部に 2年以上在学しなければ卒業す

ることはできない。

2 学士入学，編・転入学，又は転部に関して，本章各条に規定しない事項については別に定め

る細則による。

第36条の 1 教育t有益と認められるときは，本学が協定，又は認定した外国の大学の授業科目

を履修することを許可することができる。

2 前項の規定により修得した単位は， 30単位を超えない範囲で本学において修得したものとみ

なすことができる。

3 前2項の規定の実施に関し必要な事項は別に定める。

第36条の2 教育上有益と認められるときは，学生が本学に人学する前に，他の大学又は短期大

学および短期大学・高等専門学校の専攻科において履修した授業科目について修得した単位を，

本学に入学した後における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。

2 教育上有益と認められるときは，前項の規定以外に文部科学大臣の定める学修をおこなった

場合，その成果を本学における授業科目の履修とみなすことができる。

3 前2項の規定により履修した授業科目について修得した単位は， 30単位を超えない範囲で本

学において修得したものとみなすことができる。ただし，編入学，転学等の場合については適

用しないものとする。

第37条 病気その他やむをえない事情により，り1きつづき 3か月以上出席することのできない者

は，その事由を証明する書類を添え，保証人連署のうえ学長に願い出て，その許可を得て休学



城西国際大学学則（抄） 345 

することができる。

ただし，休学期間は 1年以内とし，更に休学を要する者は，前項により許可を得て1年以内

に限り休学することができる。

2 休学期間の通算年限は 2年とする。

第38条 休学者は，原則として学期又は学年の始めでなければ，復学することができない。

第39条 休学期間は，在学年数に算人しない。

第40条 病気その他やむをえない事情により，退学しようとする者は，その事由を証明する書類

を添え，保証人連署のう．ぇ学長に退学願を提出して，許可を受けなければならない。

第41条 正当な事由で退学した者が当該学部に再入学を志望したときは，選考のうえ許可するこ

とがある。

この場合は，既修授業科目の全部又は一部について，再履修を命ずることがある。

第11章 入学検定料・入学金及び授業料等

第42条 入学を志望する者は，第31条に定める手続とともに別表(1)の入学検定料を納めなければ

ならない。

第43条 入学を許可された者は，第32条に定める手続とともに別表(1)の入学金及び授業料ならび

に施設設備費を納めなければならない。

第44条 授業料は，別表(1)により 4月及び10月の二期に分けて納るものとする。ただし，年額を

もって一括に納めることができる。

2 施設設備費は，別表(1)により指定された期日までに納めなければならない。

第45条 一度納めた学費は，事由の如何にかかわらず返還しない。

第46条 停学を命じられた者は，停学期間中の授業料及び施設設備費は納めなければならない。

2 休学を許可された者は，休学期間中の授業料及び施設設備費の半額を免除する。

第47条 授業料及び施設設備費の納入を怠り，督促を受けてもなお納めない者は除籍する。

第12章 委託生・外国人留学生・帰国生徒及び社会人学生

第48条 国又は公共団体から，一定の在学期間と履修科目とを定めて入学を委託された者は，選

考のうえ委託生として入学を許可することがある。

第49条 委託生の入学資格は，第30条の規定を準用する。

第50条 委託生として 4年以上在学して，学部学科の教育課程に従って授業科目を履修し，所定

の単位を修得した者には卒業証書を授与する。

第51条 委託生の授業料その他納付金は別表(1)による。

第52条 外国人学生の入学及び転入学については，日本人学生に関する規定を準用する。

ただし，講義を理解し得る程度の日本語の能力を必要とする。

第53条 委託生・外国人留学生・帰国生徒及び社会人学生に関して，本章各条に規定しない事項

については，学部学生に関する規定を準用するほか，別に定める細則による。

第13章科目等履修生

第54条 学部の授業科目のうちの 1科目，又は数科目の履修を希望する者に対しては，科目等履
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修生として人学を許可することがある。

第55条 科目等履修生として入学できる者は，履修するに足る能力があると認められた者とする。

第56条 科目等履修生として入学を志願する者は，所定の出願書類に履修しようとする授業科目

を記載して，学期又は学年の始めに願い出るものとする。

第57条 科目等履修生は，履修した授業科目について試験を受けることができる。

2 前項の試験に合格した者には，その授業科H所定の単位を与える。

3 科目等履修生として在籍した期間は，正規の課程の在学年数に換算しない。

第58条 科目等履修生の授業料その他納付金は，別表(1)による。

第59条 科目等履修生に関して本章各条に規定しない事項については，学部学生に関する規定を

準用するほか，別に定める細則による。

第14章研究生

第60条 各学部において，特殊な研究に従事しようとする者に対しては，研究生として入学を許

可することがある。

第61条 研究生として入学することのできる者は，その学部において，選考のうえ適当と認めら

れる者とする。

第62条 研究生として人学を志願する者は，所定の出願書類に，研究題目・研究計画を記載して

願い出るものとする。

第63条研究生の在学年限は 1年とする。

ただし，事情によっては，期間の延長を願い出ることができる。

第64条 研究生は，指導教員の指導に従って，研究に従事するものとする。

2 研究生は，指導教員及び担任教員の承諾を得て，学部の講義・実験及び演習に出席すること

ができる。

3 研究生として相当の成績を示したと認められる者には，研究証明書を与える。

第65条 研究生の授業料その他納付金は，別表(1)による。

第66条 研究生に関して本章各条に規定しない事項については，学部学生に関する規定を準用す

るほか，別に定める細則による。

第15章賞 罰

第67条 次の各号の 1に該当する学生は，教授会の議を経て学長が表彰することがある。

(1) 品行・学力ともに優秀な者

(2) 篤行のあった者

第68条 学則その他，本学の定める諸規則を守らず，学生の本分に反する行為のあった者は，教

授会の議を経て学長が懲戒する。

2 懲戒は訓告・停学及び退学とする。

第69条 次の各号の 1に該当する者は，退学を命ずることがある。

(1) 性行不良で，改善の見込みがないと認められた者

(2) 学業を怠り，成業の見込みがないと認められた者
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(3) 正当な理由がなく，出席常でない者

(4) 本学の秩序を乱し，その他学生としての本分に反した者

第16章 教育職員免許状取得のための課程

第70条 本学に教育職員免許状取得のための課程（以下「教職課程」という。）を置く。

2 本学において資格の取得できる教育職員免許状の種類及び免許教科は，別表 (3の1)のと

おりとする。

3 教員の資格を得ようとする者は，第14条別表(2)に定める，教科に関する専門教育科目のほか

に教職に関する専門教育科目を履修しなければならない。

4 教職に関する専門教育科目及び単位数は，別表 (3の2)のとおりとする。

5 前項の専門教育科目は自由科目とし，卒業に必要な単位数に加えない。

6 教職課程履修細則及び教職課程の運営に関する細則は，別に定める。

第17章 学芸員の資格取得に関する課程

第71条 本学に学芸員の資格取得に関する課程（以下「学芸員課程」という。）を置く。

2 学芸員課程履修細則及び学芸員課程の運営に関する細則は，別に定める。

第18章留学生別科

第72条本学に留学生別科を置く。

2 前項に次の課程を設け，学生定員は次のとおりとする。

日本文化専修課程 30名

日本語専修課程 40名

ビジネス・情報専修課程 30名

3 留学生別科に関する細則は，別に定める。

第19章図書館

第73条本学に図書館を置く。

2 図書館の管理運営，その他必要な事項は別に定める。

第20章公開講座

第74条 本学に公開講座を開設することがある。

2 公開講座に関する規程は別に定める。

第21章雑 則

第75条 この学則に特別の定めがあるものを除くほか，この学則の実施の手続その他，その執行

について必要な細則は別に定める。

第22章改 正

第76条 この学則の改正は，理事会の議を経て理事長が行う。

付則 本学則は，平成4年4月1日から施行する。

付則 この改正は，平成5年4月1日から施行する。

付則 この改正は，平成6年4月1日から施行する。

付則 この改正は，平成7年4月1日から施行する。



348 

付

付

付

付

付

付

付

付

イ寸

付

則

則

則

則

則

則

則

則

則

則

この改正は，平成8年4月1日から施行する。

この改正は，平成9年4月1日から施行する。

この改正は，平成10年4月1日から施行する。

この改正は，平成11年4月1日から施行する。

この改正は，平成11年9月1日から施行する。

この改正は，平成12年4月1日から施行する。

この改正は，平成13年4月1日から施行する。

この改正は，平成14年4月1日から施行する。

この改正は，平成15年4月1Hから施行する。

この改正は，平成16年4月1日から施行する。

別表(1) 入学検定料・入学金及び授業料等
9.．．．.  T 

学生種別

学納金

- ------- --------

間学部学生
（委託生を含む）

円
35,000 9 人学検定料

＇入 金

経営情報学部
人文学部
福祉総合学部
薬学部

授業料
経営情報学部 770,000 

1 人 文学部 770,000 
l 椙祉総合学部 770,000 
薬学部 1,430,000 
在籍料
i施設設備費

経営情報学部初年度 240,000/ 
， 次年度以降 300,000! 
人 文学部初年度 240,000! 

次年度以降 300:ooo I 
福祉総合学部初年度 240,000i 

次年度以降 300,000i 
薬 学部 1 各年度 586,000 f 250, 000 

L___.  ----------- ---------. --______L_＿ 

（注） 1. 日本国外から志望する外国人留学生については，人学検定料を減額することがで
きる。

2. 入学試験区分ことに併願を希望する者には，人学検定料を減額することがある。
3. 委託生の人学金及び授業料は，予定在学期間及び履修授業科目数等により減額す
ることがある。

4. 研究生のうち本学卒業生については，
ある。

5. 研究生には，研究内容等により必要経費を別途負担させることがある。
6. 施設設備費は，下記のとおり納入するものとする。
初年度後期 (10月）に納入
次年度以降前期 (4月）

300,000 
300,000 
300,000 
400,000 

ク
ブし

----- ---

円
15,000 

| 

100,000 i 

100, ooo I 
100,000 I 
300,000 | 

| 

270,000 
270,000 
270,000 
715,000 

生十一，＿＿り

本学卒業生＇本学卒業生以外
-
| 
l - 9 ^̂ ―` 
円 円1
5, 000 ! 25, 000 

I 

I 

l単位に付
10,000 
（各学部共）

30,000 

120,000 

120,000 

120,000 

1単位に付
10,000 

（各学部共）

30,000 
l 

I 

入学金を免除し，授業料も減額することが
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学友会規約

第 1章総則

第 1条 本会は，城西国際大学学友会と称し，本部を千葉県東金市求名 1番地，城西国際大

学内に置く。

第2条 本会は，次の 2種の会員より構成する。

(1) 正会員

(2) 賛助会員

第3条 正会員は，城西国際大学の全学生とする。

第4条 賛助会員は，城西国際大学の理事長，専務理事，教員，職員並びに父母後援会役員

とする。

第5条 賛助会員の本会における地位は，本会の健全円滑な運営のための助言者又は協力者

である。

第6条 本会は，会員相互の自主的活動により，学術および文化・体育の向上を図り，併せ

て会員相互の人格の高揚を指向すると共に，本学の発展に資することを目的とす

る。

第7条1項 本会は，前条の目的を達成するために以下の機関を設置する。

(1)学友会連絡協議会

(2)学友委員会

(3)学術団体委員会

(4)課外活動委員会

(5)学術団体顧問会

(6)課外活動顧問会

2項 上記運営機関の規約は，別にこれを定める。

第 2章役員

第8条1項 会長は，学長とし，会務を総括する。

2項 副会長は，経営情報学部長，人文学部長，事務局長の 3名で構成し，会長の援助を

する。また，会長が職務を遂行できない場合は，その職務を代行する。

3項 名誉会長は理事長，名誉副会長は専務理事とし，本会を統括する。

第 3章会計

第9条 1項 本会の支出は，正会員の納入する会費，援助金，父母後援会助成金，寄附金，その

他の収入をもってあてる。

2項 諸団体への配付については，学友会連絡協議会の合意により決定する。

3項 正会員の納入する会費は，年間5,000円とする。



352 

第10条 本会の会計年度は，毎年4月1日に始まり翌年3月31日に終わる。

第4章規約改正

第11条1項 本会規約の改正については，学友会連絡協議会において審議する。

2項 本会の規約改正の決議は，委員 3分の 2以上の出席を必要とし，過半数をもって決

する。

3項 可否同数の場合は，議長の決するところとする。

4項 本会の規約改正が成立したときは，改正資料を 1カ月間学生掲示板に発表するもの

とする。

学友会連絡協議会規約

第1章総則

第 1条 城西国際大学学友会規約第7条2項に基づき，城西国際大学学友会連絡協議会規約

を定める。

第2条 本協議会は，城西国際大学学友会連絡協議会と称し，本部を城西国際大学内に置く。

第3条 本協議会は，城西国際大学学友会の運営が円滑に行われることを目的とし，城西国

際大学学友会の発展に寄与する事項を審議，承認する機関とする。

第2章会員

第4条 本協議会は，学友会会長，副会長 (3名），学術団体顧問会会長，副会長，課外活

動顧問会会長，副会長，父母後援会代表 (1名），学生部長，副部長，学生課長お

よび学友委員会代表 (5名），学術団体委員会代表 (2名），課外活動委員会代表

(2名）の21名で構成する。

第3章協議

第5条 本協議会は，次の事項の審議，承認を行う。

(1)学友委員会の役員の選出

(2)学友会予算の調整

(3)学友会規約および学友会に属する機関の規約の改正

(4)学友会所属団体の承認

(5)学友会運営に必要な事項

第6条 本協議会の議長は，学生部長が行い，不在の時は副部長および学生課長が行う。

学友委員会規約

第 1章総則

第 1条 城西国際大学学友会規約第7条2項に基づき，城西国際大学学友委員会規約を定め



学友会規約 353 

る。

第2条 本会は，城西国際大学学友委員会と称し，本部を城西国際大学内に岡く。

第3条 本会は，城西国際大学学友会正会員の代表で構成する。

第4条 本会は，城西国際大学学友会の運営が円滑に行われることを目的とするとともに，

城西国際大学学友会の発展に寄与するものとする。

第5条1項 本会は，前条の目的を達成するために以下の機関を設憤する。

(1)学術団体委員会

(2)課外活動委員会

(3)編集委員会

(4)生活委員会

(5)大学祭実行委員会

(6)卒業アルバム編集委員会

(7)マルチメディア広報委員会

(8)吹奏楽団

(9)チアリーダース

2項 上記運営機関の規約は，別にこれを定める。

3項 本会の運営上必要と認めた場合は，新たに運営機関を設置する。

第2章役員

第6条 役員は，以下の役員を置く。

(1)会長 1名

(2)副会長 2名

(3)総務 l名

(4)会計 2名

(5)監査 2名

(6)渉外 2名

第7条1項 会長は，本会を総括し全ての事項に対し全責任を負うものとする。

2項 副会長は，会長を補佐し，会長不在の時はその職務を代行する。
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城西国際大学学会会則

第1条 本会は，城西国際大学学会と称する。

第2条 本会は，事務局を城西国際大学内（学務課）に置く。

第3条 本会は城西国際大学における教育研究活動を推進し，人文科学，経営情報学，福祉総合

学・薬学研究の進展と会員相互の交流を図ることを目的とする。

第4条 本会は，前条の目的を達成するため，次の事業を行う。

1. 機関誌・会報等の発行

2. 研究会・講演会及びシンポジウム等の開催

3. ワークショップ等，会員によるグループ研究活動

4. 研究活動による地域社会への寄与

5. 本会が必要と認めた他団体との共同研究

6. その他本会が必要と認めた研究活動

第5条 本会は，次の会員をもって構成する。

1. 正会員

(1) 本学経営情報学部・人文学部・福祉総合学部・薬学部・大学院人文科学研究科・

経営情報学研究科及び留学生別科の専任教員

(2) 本学国際文化教育センター，情報科学研究センター及び語学教育センターの研究員

(3) 本学経営情報学部・人文学部•福祉総合学部・薬学部・大学院人文科学研究科及

び経営情報学研究科の学生

(4) 本学非常勤講師及び本学専任職員の希望者

2. 特別会員

(1) 本学の卒業生有志及び大学院人文科学研究科及び経営情報学研究科修了者有志

(2) 本学会の承認を得た者

3. 賛助会員

(1) 本学会の趣旨に賛同し，学会の事業，活動に対して助言及び援助を行う者

第6条本会に次の役員を置く。

1. 会長 1名

2. 副会長若干名

3. 監事 2名

4. 委員若干名

第7条会長は学長とする。

2 会長は会務を統括し，本会を代表する。

3 副会長，監事，委員は正会員より会長が委嘱する。

4 本会の運営のため，会長，副会長，委員によって運営委員会を構成する。
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5 会長は運営委員会を招集し，議長となる。

6 機関誌編集，研究会・講演会等の企画，渉外・広報，会計，庶務等は，会長から委嘱された

委員がこれに当たり，必要に応じて委員会を設けるものとする。

7 その他，特に必要がある場合には特別委員会を置くことができる。

第8条 本会に，以下の各分科会を置く。

1. 人文学会

2. 女性学会

3. 経営情報学会

4. 福祉総合学会

5. 薬 学 会

第9条 各分科学会は，第3条の目的を達成するため，第4条に定めた事業を行うことができる。

第10条 本会は，年1回総会を開催し，事業，会計等についての報告を行う。

第11条 本会の経費は，会費及び寄付金その他の収入をもってこれに充てる。

第12条 会員は，次の会費を納入するものとする。

1. 正会員年額 3,000円

2. 特別会員年額 2,000円

3. 賛助会員年額個人(-口） 6,000円

法人（ーロ） 30,000円

第13条 本会の会計年度は，毎年4月1日から翌年3月31日までとする。

付則 本会会則は，平成8年4月1日から施行する。

付則 この改正は，平成16年4月1日から施行する。
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城西国際大学同窓会規約

第 1章総則

第1条 本会は城西国際大学同窓会（以下「本会」という。）と称する。

第2条 本会は会員相互の親睦をはかるとともに，城西国際大学の発展に寄与することを目的と

する。

第3条本会は次の事業を行う。

(1) 学校法人城西大学，城西国際大学と同窓会（本部・支部）および会員との連絡

(2) 会員名簿および会報の発行

(3) その他本会の目的を達成するのに必要な事業

第4条 本会の本部は城西国際大学内におく。

第5条 本会の会員は正会員・準会員・特別会員および賛助会員とする。

(1) 正会員は城西国際大学の卒業生とする

(2) 準会員は城西国際大学に在学中のものとする

(3) 特別会員は法人役員・城西国際大学の教職員とする

(4) 賛助会員は城西国際大学に一定期間在籍したのち退学したもので総会において認められた

ものとする

(5) 他大学より城西国際大学大学院に人学し，修士または博士の課程を修了したもので，入学

金および会費を納入したものは正会員とする

第6条本会に次の機関をおく。

(1) 総会

(2) 役員会

(3) 支部長会

第2章総会

第7条 総会は本会の最高決議機関とする。

2 総会は正会員をもって構成し，定例総会は会計年度が終了後3か月以内に開催するものとし，

1か月以前に公示するものとする。

第8条 次の場合は臨時総会を開催することができる。

(1) 会長が必要と認めたとき

(2) 正会員200名以上の署名をもって要求があったとき

第9条総会は会長が召集する。

第10条 会長は総会の議長となる。副議長は会長の指名するもので総会で認められたものとする。



第11条 総会は次の事項を議事として審議する。

(1) 事業計画およびそれに基づく予算案に関すること

(2) 事業報告およびそれに基づく決算案に関すること

(3) 役員選出および改選に関すること

(4) 規約の改正に関すること

(5) その他重要事項に関すること

第3章役員・役員会および支部長会

第12条本会に次の役員をおく。

(1) 会長 1名

(2) 副会長 若干名

(3) 幹 事 若干名

(4) 監事 2名
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第13条 本会に名誉会長（理事長），名誉副会長（常務理事及び学長）をおき，本会を統括する。

顧問（学生部長・副部長）および相談役を若干名おく。

2 名誉会長及び名誉副会長は，総会及び役員会に出席することができる。

第14条 会長・幹事および監事は総会において正会員のうちより選出する。但し，支部長は支部

長に就任と同時に幹事となる。

2 副会長は会長の指名するもので総会において認められたものとする。

3 相談役は会長・副会長の経験者および総会において推煎されたものとする。

第15条 役員の任期は2年とし，再任を妨げない。ただし，補欠による後任者の任期は，前任者

の残任期間とする。また，支部長である幹事の任期は支部長在任期間とする。

第16条 会長は役員会にはかり運営委員若干名をおくことができる。

第17条 会長は本会を代表し会務を総理する。

2 副会長は会長を補佐し，会長ことあるときは会長代行となる。

3 幹事は役員会を組織し会務を遂行する。

第18条 役員会は正副会長および幹事をもって構成し，会長が議長となり総会に提案する議事を

審議決定する。

2 役員会の運営規定については別にこれを定める。

第19条 相談役は会長の要請により役員会に出席し意見を述べることができる。

第20条 支部長会は各支部長をもって組織し会務を遂行する。

2 支部長会の運営規定については別にこれを定める。

第4章会計監査

第21条 監事は本会の会計を監査し，総会において監査報告をしなければならない。
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第5章会計

第22条 本会の運営は入会金・会費•寄付金およびその他の収入による。

第23条 会員は入学時に準会員費として10,000円，卒業時に終身会費として40,000円をそれぞれ

納入しなければならない。

第24条 本会の会計年度は 4月1日より翌年3月31日までとする。

第6章規約改正

第25条 本会の規約改正は次の場合に役員会の議を経て総会で決定する。

(1) 会長が必要と認めたとき

(2) 正会員の 1割の署名により要求のあったとき

第 7章事務局

第26条 本会の事務を遂行するために本部に事務局をおく。

2 事務局に関する必要な規則は役員会の議を経て会長が定める。

付則本規約は，平成8年4月1日から施行する。



城西国際大学父母後援会
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父母後援会共済事業規約
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父祉後援会共済事業規約

1. 趣旨及び事業

城西国際大学父母後援会ては，城西国際大学学生（大学院生及ひ別科学生を含む。）の父母

又は学費負担者として登録された者（様式 1) を会員とし，相互扶助の精神に則り，次のよう

な共済事業を行う。

(1) 在学生を対象として「学生教育研究災害傷害保険」（以下，「学生保険Jという）及び「総

合福祉団体定期保険J（以下「生命保険」という）に加人することにより，正課授業中や課

外活動又学内外を問わずに24時間学生生活を保障し，次のようなときは各保険特約条項にも

とすく保険金の支払いを受けられるようにする。

① 正課中及ひそれに準ずる研究活動中に発生した傷害及び死亡，後遺症

② 学生の日常生活（課外活動等も含む）て蒙る不慮の事故による死亡または所定の高度障

害になったとき杓しくは人院及ひ所定の障害状態になったとき。

③ 病気による死亡または所定の高度障害になったとき。

④ 生命保険の保険金受取人は，会員とする。

(2) 会員が不慮の災害に遭遇されたときは，見舞金を支給する。

(3) 学生の正課中及ひ課外活動，生活中の傷害事故に対して見舞金を支給する。

2. 共済費

(1) 学生 1人年額9,000円を会員負担とする。

(2) 共済費納人は人学時9,000円とし， 2年次以降毎年4月未日まてに9,000円を納人する。

(3) 共済事業運営上やむを得ざる場合には増額することができる。

3. 共済費の支出内訳

(1) 学生保険に関する保険料

保険料については，保険約款に基づく料額とする。ただし，役員会に報告するものとする。

経営情報学部 人学時 (4年間） 3,200円

人文学部 入学時 (4年間） 3,200円

福祉総合学部 人学時 (4年間） 3,200円

薬 }子江 部 人学時 (4年間） 3,900円

大 } 子 院 人学時（修rまで） 1,700円
別 科 入学時 (1年間） 950円

保険有効期間は卒業年度の 3月31日までとする。

(2) 生命保険に関する保険料

保険料については，保険約款に基つく料額とする。ただし，役員会に報告するものとする。
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保険有効期間は 1年間 (4月1日から 3月31日）

(3) 共済基金

異常事態に対応するため，基金を設ける。

4. 会員の死亡による授業料の奨学金

学費支弁者たる会員が死亡した時は，その意思をつぎ無事子弟が，通常の卒業課程の範囲内

までの授業料を奨学生として，本人の申し出により無利息で貸与を行うものとする。

なお，この細則については別に定める。

5. 事故の際支払われる保険金

(1) 学生保険の保険金

区 保険金

①正課中の死亡 2,000万 i

II 傷害 (4日以上） 1 6,000円～30万円

後遺障害保険金 I 90万円～3,000万円 I

入院給付金 (180日を限度） 1日につき 4,000円，

②課外活動中・通学中・学校施設内または学内移動中の死亡 I 1. ooo万円！
の傷害 (14日以上） I 3万円～30万円

通学中・施設間移動中の傷害 (7日以上） 1.5万円～30万円

後遺傷害保険金 45万円～1,500万円

入院給付金 (180日を限度） 1日につき 4,000円

※後遺障害金は，保険に｛贔約款による所定の身体障會五□屎険金か尋
われます。

(2) 生命保険の保険金

保険金

150万円

障害給付金

入院給付金（入院5日以上120日を限度）
/— I ー／一万円～二1日2,250円

※高度障害保険金は，普通保険約款に定める所定の高度障害状態に該当したときに支

払われます。また，障害給付金は，災害総合保障特約条項に定める所定の身体障害

の程度に応じて支払われます。

(3) その他

通学途中，正課中の事故発生による死亡又は傷害の際には，上記学生保険と生命保険の保

険金が支払われます。

例えば，死亡の場合は2,000万円＋150万円，合計2,150万円が支払いを受ける保険金です。
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6. 各種見舞金

(1) 弔慰金（様式 2)

① 会員が死亡した場合は10万円の弔慰金を支給する。

② 学生が死亡した場合はlOJj円の弔慰金を支給する。

(2) 傷宮見舞金（様式 2)

① 学生が正課中傷害事故を起こした場合は，完治するまでの治療費の実費10万円を限度と

して給付する。

たたし， 4日以上の治療については学生保険から治療費が給付されるので，その給付額

を差し引いた金額の限度を10万円とする。

② 学生か正課中以外の課外活動等で傷害事故を起こした場合は，完治するまでの治療費の

実費10Jj円を限度として給付する。

ただし， 14日以tの通院又は 5日以上の入院治療については，学生保険から入院給付金

が給付されるのて‘，その給付額を差し引いた金額の限度を10万円とする。

③ 学生が通学途中・施設間移動中に傷害事故を起こした場合は，完治するまでの治療費の

実費10万円を限度とし給付する。但し 7日以上の治療については学生保険から治療費が給

付されるので，その給付額を差し引いた金額の限度を10万円とする。

7. 本共済事業の経費は共済費をもってこれにあてる。但し，本共済事業及び父母後援会事業の

運営にともなう収支決算に過不足が生じた場合には 相互に連用できるものとする。

付則

1. 本共済事業規約は平成4年4月1日より実施する。

ただし，学生保険の適用は，平成4年6月1日からとする。

2． 本共済事業規約は平成6年4月1日一部改正。

ただし，学生保険の適用は，平成6年度入学生からとする。

3. 本共済事業規約は平成8年4月1日一部改正。

ただし，学生保険の適用は，平成 8年度入学生からとする。

4． 本共済事業規約は平成10年4月1日一部改正。

ただし，学生保険の適用は，平成10年度入学生からとする。

5. 本共済事業規約は平成14年4月1日一部改正。

ただし，学生保険の適用は，平成14年度入学生からとする。

6. 本共済事業規約は平成16年4月1日一部改正。

ただし，学生保険の適用は，平成16年度人学生からとする。
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様式2

城西国際大学

父母後援会会長 殿

学籍番号

学生氏名

請求人住所

氏名

平成年月 H

学部 学科

研究科 専攻

別科 専修

⑲ 

父母後援会共済事業規約による（弔慰金・見舞金）の給付を請求いたします。

品

種別

添付苫類

その他

1. 銀行名

2. 支店名

3. 種 別 普通

銀行

支店

当座

4. 口座番号
I l ＇ [［ -| 

5. 口座名義人

城国父発第 号
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